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臺灣 製糖業は 輓近 長足の進歩を なし、 從來 砂糖の 輸入 國 
たりし 日本は ー變 して 自產 自給 ごな りしの みならず 再 
變 して 輸出 國とな れ 9、 而も 過去 ニ箇 年を 通じて 臺灣糖 
業に 深甚なる 奵 擊を與 へたる 大 天災は 偶 以て、 斯業の 將 
来を 悲觀 せし むる の 動機と なり 橫議 百出 群盲 鼎を 評す 
るの狀あり、遂に爲政者をして疑惑を抱き投資家をして 
不安を 感せし むる に 至りし は 誠に. 惜むベ きの' 事に 屬 す。 
從來 臺灣糖 業に 關 する 著書尠 少なり とせず、 而も 臺灣糖 
業を 叙述せ るに 止ま 9 未 /: 其の 現在を 公評  >し 其の 將來 
を斷定  >し 以て 政策と 投資の 指南車たら， しむる もの ある 
を 見ず、 本書 著者は 臺灣 日々 新聞社に 在て 常に 臺灣糖 業 


の 實 相を 目撃せ る 者、 乃ち 本書の 著 目 犀利、 議論 公平、 世の 
讓 說を說 破し、 橫議 を閉 息す るに 足る もの 故 無し ごせ ざ 
るな り。 

夫れ臺灣糖の價値は自ら其價値有りて存するもの、固ょ 
り 本書に ょりて 其の 輕 重を 左右 せらる ゝも のに 非ず、 而 
も過去のー時的天災の爲に併せて其の將來を危惧する 
もの ある © 今日に 當り 、此の 妄想を 打破して 事業の 眞價 
を” 蘭 明す るは 之を 本書に 待た ずん ば あらず 即ち 本書の 
臺灣糖 業に 貢獻 する 所 夫れ 豈鮮少 ならん や。 

臺灣糖 業 聯合 會長 山本涕 ニ郞識 之 


S 局％ 1 酸 碰故金 田 政四郧 氏の 書簡 

{前 署) 此 度臺灣 日々 新聞社 記者 宮川次 部 君 臺灣糖 業に 關 
する 著述を 爲し已 に. 半ば 脫稿 小生の 手元に て校閱 訂正 
中に 御座 候 本書 著述. の 動機は 昨年 來內 地に 於け る 新聞 
雜誌に 於て 臺灣糖 業に 對し 各方 面ょりの 批評 攻撃 疑惑 
の 記事 揭載 さる  > 事 多き に對し 一々 眞 率に 之 か辨 論を 
.試み 妄を 開き 疑を 消す の 必要を 認め 宮川 氏へ 執筆 方 小 
生ょり依鑕し臺灣日.々新聞に揭載する事ごし已，に其の 
.一節を 記載 致 候 も 寧ろ 斷片 的に 新聞に 揭載 する ょりも 
組織的に 編纂し 著述と. なす 方 可なる べきを ®' 心 ひ 新聞 揭 


載を 止め 著述と して 刊行す る 事と し 目下 執筆 中に ある 
次第に 有 之從來 0 諸 著書が 敎科書 的に 臺灣糖 業の 事實 
を說述 する に 止まる と 異なり 各方 面に 關し 自己の 意見 
を 立て 他の 意見を 批判し 臺灣糖 業に 對 する 眞面 目の 評 
論を試みたるも 0 にして其の行文も亦ー新機軸を岀し 
確かに 目下 内地 各方 面に 於け る 臺灣糖 業に 對 する 疑惑 
を 解く に 有力なる 資料と 被存 就て は 著者に 於ても 貴會 
に 於て 右發行 發賣方 希望 致 居候 條萬 障を 排し御 引受け 
相 成 度 尤も 賣先 きは 著者に 於て 十分 盡カ 運動し 相當の 
藪は 必ず 賣る 見込 ぁる 由 申 居候 又 時機. も 有 之 九月 中に 
は 發行致 度 希望に 候 幸に 御 承諾を 得 ば 詳細は 著者ょり 


直接 御 打合せ 致すべく 候 も 不取敢 小生ょり 御 依 賴申上 
候 次第 折返し 何分の 御 返 詞相願 候匇々 敬具 

七月 十三 H 金 田 政四郞 

齋 藤尊臺 

侍史 

右の 書狀は 元來 之を 公表す る 念、 毫もな かりし が、 印刷 中、 月の 初 四日 氏 
急性 腐 窒扶斯 病に 罹りて 溘焉臺 北の 客舍に 永眠す、 此 時に 際し 之を 公 
表する こ VJ 氏の 臺灣糖 業に 對 する 確信を 明かに する V」 ころ、 却て 氏の 
遺志の 存す る處な るを 信した るに 仍 b 之を 本書 刊行の 理由"、」 なす 所 
以也 

大正 ニ 年 九月 四日  齋 藤 生 


ー臺灣に於ける產業上の誇りは、世界的商品ビして樟牆ビ砂糖 >1 を有す 
j る 事 也。 

I 前者は 旣に 世界の 樟腦 市場を 獨 占し、 後者は 將 に 極東 市場を 濶步 せん 
V」 しつ、 あ b。 小な b VJ 雖も 臺灣は 、商業 上 重要の 位置を 占む るの みな 
一ら す、 軍事上ょり 之を 觀るも 亦 輕 々に 看過す 可から ざるの 地 也。.： ,' 
菩人は即ち本書に於て、臺灣糖業の『カ』に就て論述せり。之が爲め鈍筆 
を. 叱して 縷 々數千 言を 綴\ 刻下の 糖 業 間. 題を 批判せ んビ 試みた る も' 
未だ 盡 -^ y るの 多き を 感せす んば 非す。 要するに 吾人の 謂は んビ 欲し 
一た る 所は、 臺灣糖 業の 位置 及び 使命に して、 之に 對 する 輿論の 誤. 謬を 指 
、摘す 可く 各 稀の 材. .料を 提出せ 卜。. 

今や臺灣糖業 (: 對する輿論は、多<悲觀說に傾き.ク、あト。是れ實に先 


ニ 

年の 颶風 襲來以 後の 事に 屬す るが、 世人は 徒に 悲觀 說を唱 へ、 甚 しきに 
，至て は 中傷 讒誣の 聲を擧 げたる も、 之に 依て 果して 幾何の 利益を 收め 
I た b ど爲すか。吾人は輿論の權威を無視する者 (: 非すビ雖も、猶且其の 
一 論旨に 敬服し 能は ざる 點 あるを 遺慽ビ す。 

(然れ V」 も 吾人 素ょ 5 學 者に 非す。 故に 本書に 於て 學說 の豐 富を 街 はん 
一 VJ する が 如き 野心 毛頭 無し。 唯眞 面目に 臺灣糖 業の 存立を 惟 ひ、 兹に聊 
一 か硏究 の 一端を 叙述し、 以て 識者の 敎 へを 乞 はん VJ 欲する 所以 也。 

一 大正 ニ 年 八月 一日 

I 臺灣臺 北の 陋居 にて 

I 著 •者識 


凡 例 

一、 本書は 臺灣糖 業の 位置 及び 其の 使命に 就て 論述せ る ものなる を. 
以て、 正確に して 最も 新しき 統計を 得ん 事に 苦心せ り。 然れざ も數字 
の 正確 謂へ る 事は、 多くの場合 到底絕 對的 正確 ど 謂 ふを 得す。 信憑 
す 可き 官廳の 統計表 VJ 雖 も、 猶且 之を 分解 すれば 絕對に 信を 置く 可 
からざる もの あり。 故に 嚴格に 云へ ば 總て數 字の 上に 『約』 の 一字を 
冠す 可き 也 

一、 本書に 引用せ る 統計は、 農 商務省、 大藏 省、 外務省、 臺灣 總督府 の報吿 
書 及び 調査 表に 基く。 而 して 又 特に 著者が 是 等の 統計表に 依て、 新規 
に 作成した る もの あ b。 然れざ も 其の 官廳の 立場ょり 採算 上數 字に 
多少の 相違 あるを 發見 す。 是れ 全く 止む を 得ざる 事に 屬せ り。. 

一、 年度 ビ 年期 VJ は、 字義 上冏 1 の 如き も 內容に 於て 大に異 るを 見 \ 


而かも年度 0 內純然たる年度ど、會計年度どの別ぁるを知：可し。普 
通 貿易 表に 現 はれた る 年度は I 月よ b 十二月 迄を 一年 VJ し、 會計年 
度は 四月よ b 翌年 三月に 至る 迄 V」 し、 糖 業 年期 VJ は 十一月 以降 製糖 
に從 事せ る 時よ り、翌年之が終期 (: 至る迄を一年期どす。 

一、 書中 可成 難解なる 熟 字 其 他 常套語を 避けた b VJ 雖も 、猶 本邦に 於て 
常用せ ざる 文字を 多數 使用せ り。 即ち ¥ 、 擔 ( ピ クグ) は 其の 重なる もの 
なる が、 甲 VJ は 臺灣に 於て 常用す る 田地 面積を 示す ものにして、 一甲 
步は略：我がー町步に相當す。又一擔は我が十六貫にして即ち百斤也。 

一、 本書は 急遽 脫 稿した るの みならず、 時 將に臺 海の 酷暑、 而かも 多忙 
の寸暇を利用せる爲め總て粗笨の謗を兔る可からす。然れゲ」も著者 
どして は 亦 一大事 業た りし もの 也。 而 して 此の 編を 成す に當 て、 金 田 
法 學士が 材料 聚集 (: 就て 諸般の 助力を 與 へられた る 事、 兹に 厚く 感 
謝の 意を 表す。 
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臺灣糖 業の 批判  ： 

\ 臺灣 日々 新報 記者宮 川 次郞著 

第一 編 緒論 

一 • , 

第 I 章 統ー時代の臺灣糖業 

石工の 彫刻す るを 見る に、 目的の 一物を 得ん V」 して 一 鑿 一 槌を 下す 
| に 多. 數 の石片 を殘留 す。 石片は 即ち 其の 目的物に 對する 純 乎た る 犠牲 
I 也。 而かも 誤て 不良なる 石材を 選定した る 時は、 中途に して 全部 之を 放 
棄す るに'  至る 可く、 又 石材 良質の. ものな り V」 雖 も、 石 H の 鑿 先に 狂 ひを 
一生せば、 切 角の 苦心 も 遂に 水泡に 歸する 無き を 保す 可から す。 駄 H は 知 
らす 、名工は 亦 名 HV」 しての 苦心 あるを 察す 可し。 

. 「事業の 完成には 必す 相當の 犠牲を 拂は ざる 可から ず。 犠牲の 前に 


* 鬪 あり、 努力 あ b B 牲の 後に 怨恨 あぅ、 失望 あ b。 弱者は 怨恨に 依て 事 
-業を1詛ひ、失望に依て前途を悲觀す。產業勃興時代に於ては、資金の空費、 
ー勞 力の 濫用、 幾多の 波瀾を 捲き、 縱橫の 曲折を 爲す 。是れ 殆 V」 常事の 如き 

: 一 も、 此の間に 處 する 當 業者の 忍堪 及び 其の 見識の 如何に 依り、 振興 荒廢 

一 

一 の 別を 作る 可し* 如何なる 時代に 於ても、 尊重す 可き は 事業に 對 する 見 
| 識 也。 故に 當 業者 自身 一 は、 其の 事業に 對して 忍堪カ 有る V」 同時に 紛 々た 
j る 俗論を 超越し、 確乎たる 見識を 以て 其の 衝に當 り、 而 して 其の 犠牲の 
|率をして須く僮少に止めざる可からず。 

臺灣糖 業は 今や 勃興 時代を 去て、 漸く 整理 統一 時代を 出現せ り。 是れ 
一 當然玆 に 到着す 可く 到着した る ものにして、 唯 明治 四十 四 年 及び 四十 
| 五 年に 於け る 暴風雨の ー擊 は、 確に 此の 機運を 促進せ しめし. が 如， きも、 
春 夢圓な 6 し 糖 業者の 自覺を 呼び、 事業の 經營は 愈々 積極的 方針に 傾 
くに 至りし は、 斯業 發展 の爲め 誠に 慶賀す 可き 事 也。 


本島 糖 業史の 語る 所に 據れば 、本島 甘蔗 作の 創始は 十六 世紀 VJ 稱せ 
らる 、が、 當時和 蘭 政府は 占領 約 四十 年間に 於て 製糖を 獎勵 せる 結果、 
漸く 毎年 七 八 萬擔の 砂糖を 輸出し、 次で 鄭 成功の 獎勵に 因り， 一段の 發 
達を 爲し 、清 國改隸 時代に 於て は 其の 産額 益々 增 加せ \ 轉 じて 日淸戰 
役 後 我が 領土に 歸 する に 及び、 其の 前後に 於て 種々 の 原因に 依り 衰頹 
の 傾向を 帶び 、遲 々たる 進步 乍ら 兎も角も 數 百年 來繼續 し 來れる 糖 業 
は、 稍 不振の 域に 沈淪 する に 至れ bu 然るに 明治 三十 三年 九月 內地 有力 
者の ー團隊 は、 本島に 於て 器械 製糖に 從 事す るの 目的を 以て 總督府 ょ 
り 補助金を 得而 して 一個の 會 社を 創立せ り。 是れ 即ち 今日 ニ 千 五 百 萬 
圓の 資本金を 擁し 斯界の 一方に 覇を唱 ふる 臺灣 製糖 株式 會社の 初 身 
也。 之に 先立て 二十 九 年殖產 部は 本島 糖 業 改良の 一端 VJ して 布哇 ょり 
甘蔗 種苗の 輸入を 爲 したる 事 ぁ b しが、 兒玉 總督、 後藤 民政長官の 任を 
受けて 臺灣に 臨み、 農學 博士 新渡戶 稻造 氏を 殖産 局長 心得に 任用す る 

三 


や、博士は、直に糖業に着目し『糖業改良意見書』の提出ぁり。書中本島糖業 
の 現狀ょ b 糖產に 適する 理由を 述べ、 進んで 糖 業 改良 方法を 說 く事頗 
る 痛切 也。 即ち 賢明なる 總督 、長官は 直に 此の 意見を 探 用し、 十 年 計 劃に 
據り 斯業の 改良 進歩を 圖る 事に 決せり。 玆に 於て 明治 三十 五 年 六月 臨 
時臺灣 糖務局 官制 並に 臺灣糖 業獎勵 規則の 發布を 見た るが、 爾來 年を 
閱 する 事 十二、 此の間 糖 業 上 各種の 試驗を 爲 さんが 爲め 試驗 場を 設立 
し、 改良 蔗 苗の 栽培 繁殖を 圖る爲 め 甘蔗 苗圃を 置き、 或は 糖 業 技術者を 
養成す 可く 講習 所を 開設 T る 等 有らゆる 方面に 盡 力せ るの 結果、 本島 
糖 業は 勃然 ビ して 振興せ り。 

見ょ、 大正 元年 度 末に 於け る 全島 企業 資本金 一億 三千 二百 六 萬 ニ 千 
六 百 五十 圓、 拂込 資本金 七 千 百 十三 萬 七 千 四百 六十 一圓の 內糖 業に 屬 
する 分は 九 千 七 百 五十八 萬圓 、此の 拂込額 五 千 四百 九十 三 萬 四千 七 百 
十 |圓を計上す。即ち全資本金額の七割强に該當するを以て如何に本 


島 事業界の 重 位を 占めつ、 あるか 
及ぼしつ、 ある 影響の 決して 僮少 
社一覽 表を 示せば 左の 如し。 

所在地 


を 窺 ふに 足る 可く、 又 內地經 濟界に 
に 非る を 知る 可し。 今 玆に各 製糖 會 


名 稱 

臺灣 製糖 株式 會社 
大 H 本 製糖 株式 會社 
明治 製糖 株式 會社 
鹽水港 製糖 株式 會社 
東洋 製糖 株式 會社 
新興 製糖 株式 會社 
林 本源 製糖 合 名會社 
新 高 製糖 株式 會社 
北 港 製糖 株式 會社 
臺北 製糖 株式 會社 
斗 六 製糖 株式 會社 
帝國 製糖 株式 會社 


設立 年月  代表者 

臺南應 .橋 仔 頭 一一 一八、 一 0 藤 田 四 部 
東京 府南葛 飾 郡 砂 村 1 完 、一 il 藤 山 雷 太 
臺南廳 蕭櫳竞 、三 小山 鍋吉 
嘉義 .廳新 營庄一 一一 九、 三 览井泰 治 
嘉 義西堡 南靖庄 四 一、. 1 1 下. 坂 藤太郞 
臺南廳 小 竹 上 里 仔頭庄 lll、 s 陳 中和 
臺中 廳束螺 西堡 溪洲庄  S1 一、 六 林 鶴 壽 
臺中廳 線 東 堡中蔡 庄 四 一一、 10  高 島 小金 治 
嘉義廳 北 港 街 1三、七小松楠彌 
靈北 廳大加 蚋堡下 崁庄 一: 一一 一、 八 木 下 新 三郞 
嘉義廳 斗 六堡 大崙庄  §、 - 0 田邊貪 吉 
毫 中 街 一!! 1 1、.  一 〇 山 下秀實 


資本金 拂込 資本金 
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埔里社 製糖 株式 會社 
中央 製糖 株式 會社 
新鄕 製糖 合資 會社 
永 興 製糖 株式 會社 
南 日本製 糖 株式 會社 
臺灣水 糖 株式 會社 
臺灣赤 糖 株式 會社 
臺艰 拓殖 製糖 株式 會社 


南 投廳埔 里 社 堡大肚 城 庄 
南投街 
花 蓮 港廳 新鄕 里隴庄 
臺南  市街 
新 竹 街 
臺南廳 新 化 西 里 新店庄 
臺 北 
花 蓮 港 街 
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(大正 元年 度 末 現在) 


即ち 三十 八 年に 於て 一、 三十 九 年に 於て 三、 四十 一年に 於て ニ、 四十 ニ 
年に 於て ニ、 四十 三年に 於て 七、 四十 四 年に 於て 一、 四十 五 年に 於て， 四、 合 
計 二十 會 社を 數 ふ。 斯 くの 如き 急激なる 發展は 、植物が 適當な る 濕潤ど 
陽光に 接して 旺盛なる 成育を 爲すが 如く、 本島 糖 業が 自然 及び 人爲生 
產條 件の 適當 格好なる 資格を 有した るが 爲めな らん も、 成長 力 旺盛な 


る 植物は 細胞 組織 粗に して 脆弱を 兔れ ざるが 如く、 發展餘 ぅ 急激なる 
、事業に 於て は、 動もすれば 內容の 健 實を缺 く。 統計表. に 示す 所に 據れば 
糖 業獎勵 規則を 設けた る 三十 五 年に 於て 僮々 九十 一 萬 俵 臺の產 糖が'、 
ー滔 々たる 資本の 流入 共に、 十箇 年後の 四十 四 年に 於て 一躐 四百 五十 
萬 俵臺を 突破し、 當時は 次期に 於け る 生産過剰を 見越し、 之が 處分の 方 
一法を 講ずる に 努め、 從て 海外に 販路を 求む るの 態度に 出で たる 者 多し。 

) 然るに 四十 四 年に 至 b 強烈なる 暴風雨の 被害を受け、 四十 五 年の 產糖 
: は 俄然 二百 五十 萬 俵臺に 激減し、 更に 四十 五 年の 暴風雨の 再來は 、本年 
〈度の 產糖 をして 漸く 百 萬 俵臺を 保たし めた るに 過ぎす。 是れ 確に 本島 
糖 業の 打撃に して、 或 程度 迄當 業者を して 周章狼狽 せしめし 感ぁ b。 而 
一 かも 事 實の眞 相を 熟知せ ざる 者を して 多く 悲觀 說を唱 へしむ るの 餘 
儀な き 立場に. 至らし めた るを 遺慽 VJ す。 此の 罪科 或る 程度 迄當 業者に 
負は しむ 可き を 至當ビ すれ V 全部を 負擔 せし むる には 餘 b に 慘酷也 0 


道德 家が 時代思潮を 等閑に 附 して 道德 論を 云爲 する が 如く、 若し 臺灣 
糖 業の 情勢を 度外視して、 一意 天災に 據る產 糖の 激減を 批難せば、 何人 
ミ雖も其の幼稚なる見解に失笑を禁ずる能はざる可し € ふ吾人をし 
一て 少 L く 冷靜な る 批判を 爲 さしめ ょ。 

前述の 如く 九 千 七 百 萬圓の 資本金を 擁する 本島 糖 業の 發展 は、 實に 
~ 海外 無比なる 好成績を 收め たる ものにして、 如何に 內 地の 需要 狀態が 
一邦 土內 吵產 糖を 期待し つ、 有りし かを 知る に 足る 可く、 又 此の 目的に 
| 添は ん V」 する 資本家の 意氣 將に冲 天の 槪 ありし かを 想像す るに 難 か 
一ら す。 殊に 砂糖 工業の 技術が、 今日 瓜哇以 上 V」 稱 せらる、 に 至る 迄異數 
一の 進步を 示した るは、 何人に 向ても 之を 斷 言す るに 躊躇せ ざる 所 也。 さ 
一れ r 甘蔗 農業に 於て は 砂糖 工業の 進歩した るが 如く 進歩せ ずして、 兩 
者の 間 甚だ 隔絕 せる の 嫌 ひ 無き 能は ず。 然し 何 種の 事業を 問は す、 器械 
に據る 工業は、 少數 の科學 者の 力を 俟て 促成し 得らる 可き も、 勞カを 主 


どす る 農業は、 多數の 農民を. 相手に せざる 可から す。 殊に 本島 土民は、 智 
識の 程度 低く 加 ふるに 久しき に亘る 農作 上の 慣習 ぁるを 以て、 之を 打 
一 破し 之を 誘導す るには、 言外の 苦心の 存する もの ぁ b。 故に 當局 者は 勿 
一 論、 當 業者が 砂糖 工業に 留意せ るが 如く、 甘蔗 農業に 全力を 傾注し つ、 
有 b し 所以に 外なら ざるが、 其の 事業の 性質 上進 步遲 々たるを 免れす 
? して 二方に 於て 植付 面積を 擴張 する VJ 同時に 他方に 於て-優良なる 蔗 
ベ 苗の 普及を 圖る 等、 夫々 腐心し つ、 ゐ りし 也。 時に 突如 ビして 暴風雨 ご 

一 謂へ る 一大 鐵槌の 下れる。 世の 識者を して 徒に 冷靜な る 判 斷を 鈍らし 

一 

一め たるの 動機 VJ な b しを 悲む 可し。 

乍 併、 當 局の 指導、 各會 社の 努力は 甚だ 多 VJ す 可き も、 果して 製糖 會社 
一の 勃興に 違算な かりし や VJ 云 ふに 斷 じて 然らず 。一々 各會社 別に 其の 
營業 法に 就て 仔細に 吟味せば、 或は 不眞 面なる 分子を 發見 する に 至る 
可きも、如斯は產業勃興時代に於ける運命の數にして#に製糖業のみ 

九 


ならす、各種の事業に於て孰れも|度は此の徑路を迎むたるが如し0人 
ー生亦搖籃時代、希望時代、發達時代を過笤て漸く健實なる時代に入る。本 
一島 糖 業の 現勢は 靑春 時代を 過ぎ 漸く 健全なる 進步の 時代を 形成 せん 
どす。 故に 過去に 於： て 急 足なる 發 達を 遂げた bvj 爲すは 聊か 早見に し 
へて、從て天炎に對する悲觀說を試みるも大なる謬想也。世界各糖業國は、 
\ 一度 皆 此の 經過あ b て而 して 今日の 盛况を 現出せ り。 即ち 勃興 時代の 
; 後に 整理 統一 時代 來 り、 經營 宜しき を 得ざる 工場は 漸次 淘汰せられ た 
一る を 見る が、 之に 反し 作付面積 及び 產糖 額は、 天災な き 限 b 漸次 進歩の 
I 形跡 あ b。 故に 本島 糖 業 史上に 於け る會 社の 濫興 は强ち 之を 咎む可 か 
; ら ず して、 多少の 犧牲 を拂ふ 場合 あ bvj 雖 も、 健實な る發 達を 爲 すの 前 
ー提ど して 之を 冷 靜に觀 察する の 必要 ある 可し。 

今や 本島は、 過去 十八 箇 年間に 於け る 我 か 殖民 政策の 經濟的 成績が、 
只豫 期の 如く 擧 げられ たら ば 兎も角も 實に豫 期 以上に 擧 げられ たる 


を 以て 實 際の 放 資額七 千 百 三十 七 萬 圓の內 投機 者 流の 放資 額を 含ま 
す VJ 云 ふ 事 能は ざる 可く、 殊に 餘 り 順調に 過ぎたり し 糖 業に 於て は、 資 
一本 金 潤澤な b し 結果、 多少は 逆境に 對 する 準備 行爲の 粗放な b. し 嫌 ひ 

八 . 

一な きを 保せ す。 され ざ 若し 意 氣旺ん なる 企業家を 排し、 萬 全を 期す るに 
i 汲々 たる 因循姑息の 企業家の 計 劃に 委した bvj せ ば、 蓋し 本島 糖 業は 
| 現狀の 如き 速 進を 望む 可から ざ b しならん。 され V」 蟲の 好きは 內 地の 
I 資本家 並に 經濟學 者 也。 本島 糖 業 勃興 時代に 於て は ニ も ニぢ糖 業の 有 
一利を 說き 、甘蔗 生產 及び 製糖に 不適 當な りと 認めら る、 土地に 對 して 
一 すら、 會社 設置を 請願して 止ま t 本島 金融界の 要求す る 以上に 之が 資 
一本を 投入し、 經濟學 者は 之が 盛んなる 放 資に對 して 警告を 發せ ざるの 
•; みか、 反て 熱心に 之を 謳歌せ b。 元ょ b 天災 或は 他 産業の 壓迫 乃至 同業 
者 間の 紛爭 等を 豫 期して 放 資する 者な りし ど雖 も、 一二の 障害を 被る 
や 直に 悲觀 し、 其の 收 益金の 分配 薄き に 於て は 俄に 怨嗟の 聲を發 ..すぐし 


は、 餘 k 性急なる 態度に 非す や。 漸 C 殖民 地の 二三を 有する に 至りし 日 
本人 VJ して、 經濟的 殖民 政策に 迀遠な るは 無理なら す ミ 雖も 、斯業 成功 
一の 域に 達する 迄 猶相當 の 忍堪を 要す。 幾度 か 繰 返す が 如く、 本島 糖 業が 
ー旣に 完全に 成功し つ、 ぁ 5 し ビ 思へ ば 全然 誤解 也。 漸く 勃興 時代を 過 
一ぎ て 整理 統一 時代に 入りし を 知る 可く、 之が 成否は 全く 今後に 於け る 
當 業者の 手腕 如何に 依て 決せら る、 もの どす。 

第二 章 打破す 可き 謬見 

樹を 見る 者は 林を 見ざる の假 令に 洩れす、 本島 糖 業の 現勢を 論す る 
へ 者、 動もすれば. 其の 一端を 見て 全局を 見ざる の 弊に 陷 b. 易し。 臺灣が 甘 
i 蔗糖 業 地 VJ して、 氣象 、土質、 地形、 其 他 自然 的 生產條 件に 於て、 適當 格好の 
資格を 有する は 疑 ひを 容れ ざる 所 也。 從來 本島人が 幼稚 粗笨なる 經營 
法に 依て 猶 且相當 の製產 額を 持 續し來 b たるに 比せば、 最近に 於け る 


長足の進歩は、 其の 經營 者が 內地 人な 云へ る點に 於ても、 其の 當然 
なる 事 實を怪 むに 足らざる が、 此の 好調 子の 反動は 本年度の 產糖 額の 
: 一 激減に 於て 現 はれ、 端な くも 我 糖 業 政策に 動搖 を來 さしめ たる 如く 思 
一惟 せらる、 に 至 • b、 旣定 政策の 變更 乎、 抑 も 亦旣定 政策の 敢行 乎 VJ、 物 論 
一 漸く 內地に 喧しから ん VJ す。 即ち 明治 四十 ニ 年度に 二百 三萬擔 、同 四十 
5 三年 度に 三百 四十 萬擔 、同 四十 四 年度に 四百 五十 萬 擔を產 出した るに. 
一 も 拘らず 、四十 五 年度に 於て 俄然 二百 九十 ニ萬擔 どな b、 本年度 更に 百 
十萬擔 に 減少せ り。 是れ 確に 本島 糖 業の 打撃に して、 此の 激減を 致した 
一る 四十 四 年 及び 四十 五 年中の 暴風雨は、 將に 一個の 爆裂 彈な りしが 如 
一く、 紛 々たる 世論を 惹起せ しめ、 實狀を 熟知せ ざる 經濟 家を し C、 ー齊に 
一 筆陣を 張て 批難 攻撃の 矢を 放ち、 悲觀謬 想を 擅に せしめた る も 強ち 無 
理ならぬ事也。されざ正鵠を得ざる悲觀、徹底せざる謬想は、吾人の賛成 
し 能は ざる 點 多し。 注意は 謝す 可し。 攻擊は 猶堪ふ 可し。 さあれ 中傷は 斷 

ニ 一一 


一四 

じて 忍ぶ 可から す。 

吾人旣に前章に於て、本島糖業の現勢は未だ成功時代に入らす、將 (: 
勃興 時代を 過ぎ 漸く 整理 統一 時代に 入れる 事を 論じた るが、 玆に 此の 
時代の 推移を 沒 却して 徒に 批難 攻撃の 矢を 放つ 者の 論點 を檢 し、 後徐 
々 VJ して 本論に 入らん ビ 欲す。 

疑問の 斷頭臺 に 置かれし 本島 糖 業は、 如何なる 批難 VJ 攻撃 VJ を 受け 
たる か。 日本人の 通有性なる 熱し 易く 醒め 易き 感情は ニ 度 之が 悲觀說 
に 傾く や、 糖 業を 見る の 眼は、 猜疑心の 光を 放たす ば 止ます して、 甘蔗 耕 
作の 不適 當な b ^: 云る 事ょ b 進んで 糖 業 政策の 不可を 鳴らせ b。 其の 
論難の 點槪要 左の 如し。 

( 一 ) 臺灣の 地味 及び 地形は 甘蔗 栽培に 適せす。 

(ニ： 臺灣は 暴風雨 地帶な り。 糖 業の 投資は 危險な り。 

ニニ) 米價は 漸騰す 。米作 對甘蔗 作の 解決 困難な 5。 


(四)  豐作に 於け る過剩 糖の 處分 ビ對瓜 哇 糖の 競 爭 如何。 

(五)  製糖 會 社の 横暴は. 糖價を 左右に して 國民の 膏血を 吸 ひつ、 あ リ。 
\ (六) 糖 業 保護 政策の 弊害。 

右の 中 第一、 第二、 第三の 疑問は 要するに 本島 甘蔗 作に 關 する 風土 論を 
構成すべき 性質を 有し、 當然 本島 糖 業の 初期 時代に 於て 見る 可から ざ 
る問題也。然れざ，も第ニは四十四年及び四十五年の暴風雨に據る恐怖 
の 結果に しで、 第三は 四十 五 年に 於け る 空前の 米價 昂騰に 因由し、 第 四、 
第五、 第 六は 減產以 前に 於て 相當に 論せられ たる 所なる が、 殊に 昨年以 
來の不况に乘じてー段 <£ 其の論步を進めしめたり。以上第ーょり第六 
に 至る 疑問は、 或 程度 迄事實 にして 確に 眞理を 語る。 然し 又 或 程度 以上 
は 誤解に して 確に 不條理 也。 吾人は 必す しも 本島 糖 業の 樂觀 者に 非す 
ビ雖 も、 經濟界 の動搖 、他 産業の 壓迫 、或は 天災 地變 に據 て、 波瀾 あ ち、 曲折 
あるの 徑路 を » らざる 可から ざるは、 豈唯 一個 本島 糖業史 にの み 之が 
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事實を 語る ものな らん や。 故に 灣 糖の 產額 減少 ♦か 一時的 現象に 依て、 直 
に 本島 糖 業 政策の 動搖 を云爲 する 程の悲 觀 論者に も 非す。 只 玆に 本論 
に 忠實な らんが 爲め 、一 應 其の 世評の 槪 要を 檢し 置く 可し。 

第一の 疑問に 於け る 『臺灣 の 地味 及び 地形は 甘蔗 栽培に 適せす』 ミ 云 
へる 點に 就て は、 即ち 

臺灣の 土壤は 耕土の 深さ 頗る 淺 く、 加 ふるに 中 北部は 兎も角も 南部 
は 雨量 極めて 少し。 故に 臺北、 臺中 地方は 此の 點に 於て 相當に 甘蔗の 
成育を 見る VJ 雖も、 臺南 地方は 今日の 處 にて 殆 で 耕作地 VJ して 不適 
當な り。 

雨量 僅少な b ど 謂へ る點 は、 灌漑 事業の 必要を 感 する 所に して、 之に 
して 設備 完成せば 農作物の 産額を 增進 せん 事 決して 至難に 非る も、 
耕土の 淺きを 如何 どもす 可 からす。 

蔗苗は 新に 瓜 哇ょ り輸入するも、三年を經過すれば糖分の步留甚減 


じ、 漸次 品質 劣惡 どなる が 故に、 當 業者は 約 三年 毎に 瓜哇ょ 5 新規の 
蔗苗を 輸入し つ、 あ b。 是れ 如何に 蔗圍が 瘠 地な bv- 云へ る 事を 語 
| る ものに 非す や。 

瘠 地なる が 故に 充分 肥料を 施す に 非 ざれば、 到底 何物の 收穫も 得る 
能はす。伹し新開墾地に於ては兩三年無肥料 (: ても相當の收穫ある 
可き も、 固ょ b 土壌 痩 貧なる を 以て 他の 開墾地 VJ 同一の 談 (: 非す。 

一 ミ 爲 すの 論旨は ー應 尤もな b マ」雖も、耍するに臺灣全島の風土氣候を 
一 熟知せ ざる 者の 見解に して、 而炉も 農業 上の 智識、 殊に 甘蔗 農學の 智識 
I に缺 如せ る 事を 證明 する もの 也。 斯 くの 如き 疑問は、 本論に 據て 直に 永 
解す る 事 VJ 信す。 

\ 第二の 疑問に 於け る 『臺灣 は 暴風雨 地帶な .り。 糖 業の 投資は 危險な り』 ぐ」 

. 

，云へ る點に 就て は、 即ち 

臺灣に 於け る 暴風雨が、 十 年に ー囘 乃至 二十 年に 一 囘襲來 する もの 
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ならばい ざ 知らす。 統計に 據れば 毎年 多大の 暴風雨 日數を ■計上す 0 故 
に 年々 鹿 圚の被 害は ® からざる が 如し。 

暴風雨に 對 しては、 須く蔗 苗復舊 論を 唱導せ ざる 可から す。 即ち 在來 
種 竹蔗は 糖分の 步留七 分に して 改良種 口 ーズバ ンブー は 一割なる 
を 以て、 改良種を 栽培す るに 利益 ある も、 暴風雨の 抵抗力に 至 b ては、 
改良種は 在來 種に 及ば t 四十 五 年の 暴風雨 當 時の 如き、 改良種が 全 
滅したるにも拘らす在來種は被害尠かりしが如し。故に糖分の步留 
\ 僅少なる も、 在來 種を 以て 適 種 ど す 可し d 

I ど云へるが如きは、頗る溫健なる論なるが、極端に至りては的外れの自 
作 統計表を 揭 出し、 絕對に 暴風雨に 對 する 甘蔗 栽培は 不適 當な り、 此の 
一意 味に 於て 臺灣の 地を 蔗園 VJ する に沒 資格な b VJ 論す る 者 多し。 殊に 
’ 暴風の 內 容に强 風、 烈風、 颶風 あるの 差別を 知らず、 從て 孰れの 種類に 屬 
する 風 も 悉く 甘蔗に 被害を 與 ふるものな b VJ 思傕 せる もの、 如きょ、 


寧ろ 滑稽に して、 更に 又在來 種竹蔗 ど 改良種 ローズ バン ブー VJ の 優劣 
,論の如き、机上の論議は、常に皮相の見解 (: 陷り易きを證明するものな 
一る に 似た b。 

I 第三の 疑問に 於け る 『米 價は 漸騰 す. 。米作 對 甘蔗 作の 解決 困難な り』之 
一 云へ る點に 就て は、 即ち 

米作の 利益は 頓に增 加した る も、 甘蔗に 於て は 一： 定の價 格を 以て 製 
糖會 社に 納付せ ざる 可から ざるを 以て、 比較 上 不利の 地位に あち。 
米價 昂騰に 伴 ひ、 漸次 蔗圚變 じ. て 米 田 VJ なる の 風潮を 生ぜち。 故に 各 
製糖 會社 は、 自作の 甘蔗 園を 得ん VJ 欲し、 土地の 買 入に 腐心し つ、 ゐ 
り。 南部は 從 來灌溉 の 便な く、 從て 畑地 VJ して 使用し つ、 あるが、 甘蔗 
以上の 收穫 物な きを 以て 之を 耕作す る も、 埤 州 事業に して 完成の 曉 
.は、 米作 亦 年 ニ囘の 收穫を 確保せ ら る、 に 至る 可く、 寧ろ 益々 甘蔗 作 
の强 敵たら すん ば あらず。 
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ぐ J 云へ るが 如きは' 全然 誤解の 甚 しきもの 也。 四十 五 年中に 於け る米價 
の 暴騰は 空前の 事實 VJ 稱 せられ、 爲 めに 臺灣 米は 內地 定期 相場に 引附 
™ けられし ビ雖も、是れ實 (: ー時的現象に外ならす。 

一本 島の 米界 は、 常に I 種 特別の 境遇に. 参 b て、 定期 高なる 場合 も 產地高 
たら t 故に 米作を 絕對に 有利 VJ 見 倣し、 殊に 甘蔗 收穫は 年ー囘 、米作は 
I 年ニ囘 VJ 云る 數理 的觀念 に 支配 さる、 は、 正に 本島 農業の 狀態を 知ら 
I ざるの 罪 也。 米作の 蔗圈蠶 食、 原料 買收價 格の 査定、 自作 圍經營 の 計 劃、 灌 
ー漑 事業 完成の 將來 等の 論難に 對 しては、 孰れ も 本論 (I 於て 統計 或は、 理- 
一 論の 上に、 詳細に 之を 辯 明す る 所有る 可し。 

\ 第 四の 疑問に 於け る 『豐 作に 於け る. 過剰 糖の 處分 ど對瓜 哇糖の 競爭 
I 如何』 の點に 就て は、 即ら 

國內の 糖價は 稅制關 係 等に 由 b、 外 糖を 驅逐 した b VJ 雖 も、 果して 海 
外 市場に 於て 幾多の 競爭 糖を 驅逐 し、 以て 最後の 勝者た るを 得る や.。」 


臺灣糖 業の 憂 ひどす る 所は、 生 產過剩 に 非す して、 實 に 生産費の 不廉 

なる 事な り。 生産費 だに 割安なる を 得れば、 生 產過剩 は 益々 歡迎 すべ 

\ きも、 現在の 生 產狀態 を 奈何 せん。 

- . 

露、獨、燠、布哇、认馬等の外糖恐る、に足らす。只獨り瓜哇糖に至りては 

東洋 市場 獨 占の 威力を 有して、 世界 砂糖 市場を 左右に する のみなら 

中' 吾が 輸入 糖 も 多くは 之に 由 b. 供給され Q 、 あるを 以て、 現在は 勿 

一 論 近き 將來に 於ても 隱然 一大 敵國を 爲す もの 也。 

一 ど 云る 論は、 旣に沈 腐 なりた り。 日本は 支那 VJ 謂へ る 一大 砂糖 供給地 

一を 有す。 而か も現狀 に 於て すら 香港 精糖を 支那 市場ょり 驅逐 し、 瓜 哇粗 

糖を 阻止 せん VJ する の 良 成績を 擧げ つ、 あ む。 而 して 砂糖 生産費の 割 

高は、 漸次 甘蔗 耕作 及び 製糖 技術の 進步 VJ. 共に 理想 通り VJ なる 可き を 

以て、 左 迄 性急に 焦慮す るには 及ばす。 

第五の 疑問に 於け る 『製糖 會 社の 横暴は 糖價を 左右に して 國民 の膏 

ニ 一 


血を 吸 ひつ、 あ b』 に 就て は、 即ち 

I 砂糖の 消費 率は、 社 會 の進步 、生活の 向上 VJ 共に 增 進す 可き ものなる 
が、 市價の 騰落に 由り 直に 消費 率に 變 動を 與 ふ。 然るに 臺灣 糖は 優 
握なる 關稅 保護の 爲め 甚大の 影響を 被りて、 糖價 頗る 不廉な b。 各 製 
糖會 社は 猶 之に 飽 足らす、 獨占的 トラストを 發生 せしめ、 今一 層市價 
\ を 釣 上げん VJ せ b。 

製糖 會社 は、 あらゆる 恩惠を 受け. つ、 あるが 爲め 暴利を 博せ るが、 夫 
れだ け內地 消費者の 膏血を 絞りた る 次第ぶ り。 故に 會社 重役の 豪奢 
を 見ょ。 彼等は 身 金 殿 玉樓に 投じ、 食 ふに 山海の 珍味を 以てす。 

| VJ 云へ るは、 或 程度 迄 吾人の 意を 得た る も、 猶 多く 缺陷 あるを 免れす。 殊 
|に會社重役の爲めの糖業保護 <£: 謂へるが如き論法は、餘り感情に走り 
たる 書生論 也" 如何に 官界に 人材 缺乏せ b V」 は 云へ、 私 策 V」 政策を 混同 
し、 或は 之を 轉倒 する 者 有らん や。 


第六の疑問に於ける『糖業保護政策の弊害』の點に就ては、即ち 
收支 償は ざる 臺灣 糖は、 臺灣の 工業を 粉飾す る 者な り。 而 して尠 から 
ざる 資本が 流入 せらる、 だけ、 夫れ だけ 他の 有利なる 事業は 其の 資 
本を奪ばれ、臺灣並に母國の經濟の基礎脆弱ビなるなり。故に其糖業 
政策を 全廢 し、 糖 業を 撲滅す る 時は、 少 くも 我 殖民 政策は 夫れ 丈け 失 
費を 兔か る。 

輸入 糖に 對する 六 割に 近き 高關稅 及び 之に 相當 する 消費 稅 庇護は、 
即ち 母國 人民に 租税を 課して 其の 負擔を 以て 臺灣糖 業を 補助し つ 
、ぁりこ 云 ふを 得 可し。 斯かる 意味の 投資は、 經濟 上の 利益 どして 半 
文の 價値な し。 

世界に 於け る 糖 業 保護の 實例 は、 最初に 於て 甚だ 厚く、 後 漸次 之を 薄 
ふす るを 法 どせ k 然るに 臺灣 糖の 保護は、 時を 經て 愈々 厚き を 加へ 
たる ものな b。 我 國經濟 の 健全なる 發 達の 爲め 、此の 糖 業 政策の 弊害 


を 一掃す 可ぐ、 I 日 も 速に 之を 退治す るの 必要 あ b 
) ど 云へ るが 如きは、 產業 保護 政策 反對 論者の 嫌忌す る 所な らん も、 現在 
一の 無形の 報酬 或は 將來に 於け る 有形の 報酬に 對 して、 或る時 日 迄 忍耐 
I せざる 可から ざる 場合 あるを 記 臆する を 要す。 從て 新規 產 業の 發 達を 
I 期す る 以上は、 當業 家は 勿論、 一般の 資本家の 態度 今少しく 寬容 にして 
; 持久的精カの保養を要す。 

以上 要するに 甘蔗の 農作 及び 砂糖の 工業 並に 販賣 等に 關し 、世論の 
一大 體を | 括して 檢出 する 所 あ b たるが、 多くは 論旨 散漫. yj して 條理徹 
一 底せ す。 | 局を 觀て 全局を 觀ざ るの 缺點 ある も 亦 本島 糖 業に 對す る批 
ー許者の意見どして、吾人は之を尊重するもの也。而して之を尊重するど 
一同 時に、 賛成す 可き は 賛成し、 辯 明す 可き は 辯 明す るが、 本論の 要旨は、 單 
に紛 々たる 批難 攻擊の 辯 明に 非す して、 本島 糖 業の 使命に 就て 聊か 研 
究せる,を述べ、併せて其の將來を卜せんど欲するにあ5。故に之に至 


る 順序 VJ して 各部 分に 亘 りて 說 明し、 進んで 糖. 業 政策に 言及し、 而 して 
最後に 之が 斷 案を 下す 可 L。 

第二 钃 糖 業槪觀 

第一章 海外 糖 業の 大勢 

時勢は 刻々 推移す。 科學は 益々 進歩す。 昨の 工業界は 今日 旣に舊 く、 昨 
の 經濟界 は 今日に 於て 旣に 幾多の 變遷を 見る。 科 學のカ 萬 能に 非す V」 
雖も 、急速なる 商工業の 發達 は、 科學の 力に 負 ふ 所 多ぐ-何 種の 事業を 問 
はす、 全世界に 覇を唱 へん 欲せば、 須く 其の 力を 科 學の權 威に 採ら ざ 
る 可から す。 

今日 世界の 糖 業 地 VJ 目 せらる、 處 一盛 一衰あ bvj 雖 も、 大體に 於て 
孰れち 盛 况を呈 しつ、 あり。 然し 甘蔗 農業 も、 砂糖 工業 も、 其の 基礎を 科 
學に 置きて 合理的 經營 を爲さ V り し 者は、 昨の 產糖 先進 地、 今日の 產糖 


後進地たらざるを得ざるに至る可し殊に甘蔗.栽培或は砂糖エ業に對 
- し、 天與の 恩惠豐 かな b し 地は、 科學を 無視せ ざる； に 非ざる も、 之を 重視 
へす るの 機會に 遭遇す る 事遲れ たる 也。 故に 製糖 上生產 養の 低廉を 期す 
1 可から ずして、 時に 天災 地變 或は 經濟界 の動搖 生す るに 伴 ひ、 俄然 樂境 
I に 立つ 者變 じて 苦境に 立つ の餘 儀な き 運命を 劃す 可し。 目前の 小利に 
ー汲々たる者は禍也。現在の境遇に甘する者は不幸也。眼を擧げて海外の 
一 糖 業國を 見ょ。 彼等は 如何にして 起きん VJ し。 如何にして 倒れん VJ する 
か。 彼等の 失敗、 彼等の 奮鬪 、現在に 於け る 彼等の 勢力、 以て 他山の石 ごし、 
一 以て 密に 其の 順路 VJ する 所を 迪 るの 燈火 VJ する の 必要 あり。 

現 世界に 於け る 糖 業 地 ごして は、 凡そ 左の 國 々也。 

\ 甘蘼糖業國 

『ei 細 亜』 英領 印度、 支那、 日本、 臺灣 、瓜 桂、 比律賓 u i- か 把 in* 』 埃 及、 モ f ンビ 
キー 、マゥリ チ ャス、 ナタ v レ •ユ 二 ォン 4 歐羅 巴』 西 斑 牙 ^ 北 亜米利加』 合 衆 


想む 空 爱兴 忘贫鈿 袼态岜 


故老 第） 


國 /- イジ アナ、 テキサス、 布 桂、 ボグ トリコ)。 『中央 亞米利 加』 グアテマラ、 サ 
ゾ • サ， バド ル、 ニ カラガ ア 、コスタリカ、 墨斯古 、西 印度：； 英領 アンチ ガ及 
セント キッッ 、バルバドス、 ジヤマ イガ 、トリー 一 ダット、 汉瑪 、丁 抹領 サン 
クロ  . — 、佛 領ガ ー デ 口 - — フ 、佛領 マルチ 一一 キ ー、 ハイチ 及 サンド ミンゴ 、 

小(アンチレン)。：.南亞米利加」，アググンチナ、ズラジ,、英領ギアナ、蘭韻ギ 
アナ、 秘露、 ベネ ジュラ。 『大洋 洲』 クイン スラン ド、 二 ュクサ クス ウ H , ス、 
フ イジ 1。 

甜菜 糖業國 

『歐羅 巴』 獨逸、 澳匈 牙、 佛蘭 西、 露 西亞 、白 耳義 、和 蘭、 端 典、 丁 妹。 『北 亞米利 加』 
合 衆國。 

此の 內 主要なる 產糖 地は、 甘蔗 糖 VJ して 印度を 第一 VJ し 玖瑪、 瓜 哇 、布哇 
の 四箇國 、甜菜 糖 VJ しては 露 西亞を 第 一 VJ し、 獨逸、 澳 匈、 佛蘭 西、 北米 合 衆 
國の 五箇 國也 。而 して 甘蔥 糖の 世界 總產 額は 約 九 百萬噸 、甜菜 糖は 約 七 


百 萬噸、 合計 壹千六 百萬噸 (一九 〇 九 年を 計上す。 是等 孰れ も 數十年 乃至 
數 百年の 歷史を 有し、 歐米 先進 國 (?)• 科學 者に 據 りて 進歩せられ、 資本家 

; に據 .りて 發展 せし が、 其の 氣候 風土の 差、 資本 大小 及び 資本家の 見識 甲 

一 

I 乙の 差、 輸出 地 VJ しての 利便の 差 及び 政府の 糖 業に 對する 政策 等の 差 
\ に 依 b、 其の 大を 致し、 其の 小に 止め、 其の 盛に 赴かし め、 其の衰 を 招きし 
一が 如く 種々 境遇の 別を 作りし を 以て、 現狀の 如何を 見て 略‘ 將來を 卜す 

一可く、 臺灣糖 業の 使命 も 自ら 明暸 VJ なる に 至る 可し。 

« & * 

印度に 於け る 糖 業 政策は、 全く 自由主義に して 政府は 之に 對し 何等 

1保護を加へす。然れざも近年外國糖の輸入は益々增加の傾向を有し、內 

I 國 製糖 事業 衰頹 する の 一方なる を 以て、 政府は 専門家を して 之が 調査 

\ 

ーを爲さしめ、又印度人間に於ても其の發展を企圖し爲め (: 製糖組合を 
(組織せ しも、 未だ 其の 改良を 見る に 至らす。 唯 僅に 三十の 農事 當局 者が 
種子の分配に預る位 (: 止まる.のみ。而して製糖エ場原料採集の方法.を 


見る に、 各 製糖 會社は 皆 原料を 耕作者ょ b 買收 する が、 之に 關し 何等 法 
規 又は 行政 上 取締の 存在を 認めざる は、 如何に 政府が 無 干渉 主義を 執 
I れる かを 知る に 足る 可し。 千 九 百 十二 年の 統計に 據れば 、同 國の產 糖 額 
は 二百 三十 九萬噸 にして、 之を 千 九 百 八 年に 比せば 約 二十 四 萬 噸减を 
一 示せ り。 其の 以前に 當て も、 % に 一 割內 外の 高 落 ぁりて 甘蔗 作柄の 豐凶 
|甚だ不定&。而して產糖の輸出入に變動ぁるを見るが、輸入は逐年增額 
I し、 反 之 輸出は 衰退の 傾向を 有す。 輸入 仕出 地は、 瓜 哇を第 一 . どし、 マウリ 
I シア ス島 之に 次ぎ、 千 九 百 九 年 —I 十 年度の 純 輸入 高は 十三 億 九 千 三 
一 百 七十 一 萬 封 度に して、 同年 度の 印度 全 産出高は ニ 百 二十 ニ 萬 五千噸 
) なる を. 以て、 其の 輸出 高を 控除 すれば 合計 內地 供給は 六十 三 億 六 千 百 
一； 五十 萬 封 度 VJ なる。 郞ち十 年 前に 在りて は 僅に 全 印度 使用 高の 五分 九 
.厘な り しも、 現今に ては 其の 二割を 輸入す るに 至れ b。 是れ 低廉な ろ 外 
糖に 壓倒 せられし ものにして、 即ち 極端な. る 政府の 無 干渉 主義の 餘弊 


ならすんば非す。然し此の內國糖業の衰退は、他の海外糖業地に取りて 
は 幸福に して、 瓜 哇 糖の 駸 々たる 輸入 ありし が 如く 又 千 九 百 九 年— 
一十 年に 於て は、 日本ょりも 壹千五 萬 七 千 九 百 二十 封 度の 輸出を 見た る 
一は、 須く記 臆し 置く の 必要 あらん。 同 國產糖 輸出 地は 英國を 第 I VJ し、 錫 
一 蘭、 亞細亞 土 耳 古 之に 次ぎ、 千 九 百 九 年 ^ 十 年の 輸出 高は 僅に 壹千七 
I 百 四十 四 萬壹千 四十 封 度を 計上し、 之を 更に 其の 五 年 前に 比せば 實に 
I 壹千 三百 三十 八 萬 七 千 六 百 八十 封 度 減を 示せり。 豈 驚く 可き 激減に 非 
I 令 や。 其の 减產の 原因は、 甘蔗 作 不完全に して、 其の 耕地 も 諸 所に 散在し、 
:; 他國に 採用され つ、 ある 中央 製糖 場. セント ラ K、 7 ァク トリ ース) の 方 
| 法を 行は ざるに 由る VJ 云へ り。 

瓜 哇に 於け る 和 蘭 政府の 糖 業 政策は、 元 之を 官業 ^ して 經營 せし も、 
四十 ニ 年 前 全然 民業に 移す や、 即ち 自由 經營 時代を 出現せ り。 以來 何等 
の保護を受けすど雖\宫營時代に於ける諸般の便宜を其儘繼承せ.る 


を 以て、 無 保護が 別段 苦痛. の 種子 VJ なら ざり しが、 後年 本國に 於け る 糖 
業 保護の 必要 上 極端に 之を 拘束した るは 聊か 慘な る處 置な りき。 然れ 
| V」 も 千 九 百 西 年ズ ラッセ， 會議の 結果 糖價 恢復 ど 共に、 瓜 哇糖業 多大 
| の 利益を 擧 げたる を 以て、 流石の 政府 も 干渉の 手を 緩め、 玆に 始めて 着 
一々 發 展の氣 運に 遭遇せ るが、 多年 政府の 壓迫 は、 當 業者を して 積極的 經 
:營の 方針を 執らし むる に 至 b、 米作 ど 謂へ る競爭 作物 あるに も 拘らす 、 
j 依然  >」して益々甘蔗耕作の進步を見るは、全く逆境の恩寵 (: して蘭人 
; 奮闘の 賜物なら すん ば 非す。 然るに 近年に 至り、 我が 臺灣 糖の 海外 發展 
一の 報 I 度喧傳 せらる、 や、 爲めに 東洋の 好 市場は、 之に 據て 蹂躪せられ 
: 一ん VJ する の 懸念 行 はれ 二部の 糖 業者は 熱心に 其の 豫防 策を 攻究し つ 
一 、あ b 謂へ る 現象を 呈 せりビ 。蓋し 本島 糖 界のー 快事た るを 失は ざ 
る 也。 現在 同地の 砂糖 輸出は、 千 九 百 十二 年に 於て 七十 四 萬 四千 九十 八 
噸 にして 全產 額の 大半に 相當 す。 殊に 逐年 産額 及び 輸出 額增 進し、 米國 

三 一 


を 除く の 外は 世界 各國に 仕向けられ、 就中 英領 印度を 唯一の 消費 地 ど 
見做しつ、 あ り。而して本邦輸入のものを見るに、明治四十四年迄は輸 
一入 漸減の 趨勢に あ b しが、 四十 四 年 及び 四十 五 年に 於け る 暴風雨の 爲 
: 一め 本島の 砂糖 產額 激减 し、 再び 多大の 輸入額を 見る に 至りし は、 確に 千 
; 秋の 恨事 ^ せざる 可から ず。 瓜哇 糖は 實に 現在に 於ても 本島の 勁敵た 
|るに止まらすして、將來ご雖も恐らくは之に對抗アるの覺悟を要せん。 

初 & は、 米國 政府が 糖 業 政策に 自由主義を 執り 居り、 從て 保護 干涉等 
I を 行は ざるが、 製糖所 建設以 來約 七十 五 年の 歷史を 有する を 以て、 此の 
一間 種々 境遇に 順逆 あり。 而 して 千 八 百 七十 六 年 同 糖の 米國無 税 通關實 
I 施せら る、 VJ 共に、 布 哇糖界 を 利す る こ VJ 夥く 、數 年を 經ず して 十餘箇 
所の 製糖 會社は 新設せられ、 更に 千 八 百 九十 八 年 米 布 合併 どなる に 及 
'んでは、急激なる發展を見るに至れり。是れ、布哇糖業の進步に關するー 
大 動機に して、 爾 來米國 政府は、 本 國內の 市場に 多大の 便宜を 興へ、 鉋 迄 


自產 自給の 途を 開きつ、 あ 故に 現在は 勿論 將來 VJ 雖 も、 現狀を 維持 
する 程度に 於て は、 先づ 海外に 販路を 求む る爲め 焦慮す るの 必要な か 
る 可し。 現在の 生産高 五十 五 萬噸內 外にして、 本國 に對 して 此の 大部分 
を 供給す 尤 、此の 內一萬 六 千 噸內 外は 精製糖に して、 他は 悉く 粗糖の 儘 
輸出す。 而 して 逐年 約 『割の 增加 率を 見る が、 要するに 此の 隆盛を 致し 
たる 所以の ものは ニに 天 惠の然 らしむ る 事 及び 他方に 於て は、 科學の 
進步 ご相互協カの結果に由るものなりど雖も、母國に供給するを以て 
布哇 糖の 使命 どして 甘んじつ、 あ り。 

玖瑪は、甘蔗糖國 <£: して世界に冠たるものにして、其の產額に於ては 
印度に 次ぐ も、 印度の 不振の 狀况に 引 反へ、 現今 恐る 可き 勢力を 以て 進 
步しつ ♦、あ り。 無 干渉 主義なる 米國 政府は、 其の 進步發 達に 任して 顧 ざ 
が 如き も同國 は、 軍備 上 重要なら ざる 殖民 地に 對し ては、 亙 額なる 開發 
費を 役す る事少 く、 多くは 本國 市場に 於て 充分の 保護を 加 ふるの 例な 


るが 如し。 され V」 玖 瑪の糖 業の 起源 頗る 奮く、 實に 十七 世紀に 於て 旣に 
年々 千 六 七 百 萬 斤の 砂糖を 生産した bvj 稱 せらる、 を 以て、 米國 政府 
が 西 斑 牙、 英國の 手を 經て 之を 殖民 地 ごして 繼承 する 迄には、 幼稚な が 
一ら 旣？ に。 相當の 植付 面積 ど、 相 當の產 糖を 有した る 糖 業 地な b し 也。 故に 
| 政府の 糖 業 政策 も、 自ら 緩漫ビ なりし ものなる に 近し。 而 して 近年に 至 
り 新式 大工 場の 設置 せらる、 ビ 共に、 多くは 大地 主を して 爲さ しめん 
j 事を 圖るに 至りし 結果、 甘蔗 栽培を して 唯 多量の 甘蔗を 給す るを 目的 
I ビ し、 更に 原料 其の物の 向上を 等閑に 附す るの 弊を 生せ しめ、 遂に 各 製 
| 糖 所は 自己 所有の 蔗 園を 獲ん する 傾向を 帶びた bvj は、 臺灣糖 業 上 
j 大に注 目を 要する 點 也。 千 九 百 十一 —— 十二 年の 統計に 據れば 、百 八十 
~ 七萬噸 にして、 瓜 哇の 同期 產糖 額に 比せば 約 五十 萬噸を 增收せ り。 猶面 
積 i に； 於ても 充分の 餘裕 あるを 以て、 將來 の發展 刮目して 見る 可き も' 勞 
カ不足以外に煙草、馬鈴薯等の競爭作物あるを記せざる可からす。依て 


布 哇同樣 本 國に對 T る 砂糖の 供給地 ごして 甘ん する に 於て は 無事な 
るを 得る も、 四圍の 事情は、 現在の 所、 手足を 海外に 伸ばす 可き 餘裕 を與 
一 ふる VJ も覺 えす。 

支那に 於け る 糖 業は、 殆 V」 謂 ふに 足る ものな し V」 雖 毛、 人口 數に對 す 
一る 消費 率の 將來を 考慮せば、 一大 需要 地 V」 して 須く 研究す るの 價値ぁ 
| 現今 北淸は 露 國の甜 菜 糖を 見、 南淸 には 瓜哇 糖を 第一 ビし其 他 多少 
一の 外 糖 輸入 さる、 を 見る が、 近年 突如 ^ して 臺灣 糖の 南淸 輸入は、 他の 
外 糖を 畏怖せ しめ、 外人 經營の 香港 精製糖 會社を 悲運に 陷ら しめん ご 
する に 至りし は、 我が 日本 糖 業の 爲め萬 丈の 氣焰を 吐く もの ^ 云 ふを 
得可く、每年の全需要額七八億斤に對し國土內の產糖約八千三百萬斤 
|を }^ 除せは殘餘は # 皆外糖の供給を俟たざる可からざるを以て、之に 
對し輸出の增進を圖るは勿 ^ 、ー步進んで直接該地に糖業を開始する 
も 亦 可也 ; ':  i 


以上は、 甘蔗 糖 業 地の 主なる もの 及び 臺灣糖 ミ 密接の 關係を 有する 
もの、. ニ 三を 摘記した るが、 更に 參 考の爲 め、 甘蔗 砂糖 ど 相 拮抗して 歐 
米市場を 濶步 する 甜菜 砂糖 生産地の 狀况を 見ん。 

\ に 於け る甜菜 糖の 進步は 、實 に輓 近に 屬 し、 其の 起源 甘蔗 糖ょり 
は遙に 新し。 然れざ も 其の 進歩の 急激なる、 過去 五十 年間に 於て 三十 五 
倍の 增加を 示した bvj 稱 せらる、 が、 卽ち千 八 百 六十 年頃には、 一箇年 
一の 產額 僅々 壹億萬 斤に 過ぎ ざ b しら、 千 九 百 九 年には 三十 五 億 萬 斤の 
I 產額を 見る に 至れ b-。 要するに 甜菜 糖の 發 見者が 獨 逸人に して、 其の 獎 
j 勵を 試みた る 政府が 獨逸な 5しが故に、遺慽なく學術的研究を極め幾 
| 多 失敗の 末、 遂に 成功の 域に 達した る ものにして、 甜菜が 若し 他國 人に 
して 他國の 領土に 栽培せられ しなら ば、 蓋し •今日の 隆昌を 期す るを 得 
ざ b しならん C 加 ふるに 同國 政府の 極端なる 保護 政策は、 能く 其の 効を 
奏し、 一方に 於て 生産額の 增加を 爲すビ 共に、 | 方に 於て は甜 菜の 糖分、 


步留其 他 農工 業 上 諸般に 亘る 改良の 成績 亦顯 •著なる を 示せ k 而 して 
輸出に 在りて は 世界 各國に 仕向けら る、 も、 主 ごして 英米 ニ 筒 國の需 
I 要する 所 VJ なる が、 全 輸出 額 約 二十 億 萬 斤に して、 十五 億 萬 斤は 國內の 
i 消 费糖に .宛てら る。 本邦 も 臺灣糖 業の 發展以 前に 於て、 遙に 此の 種の 砂 
j 糖を 需要した る 時代 ありし を 想へ ば、 聊か 忸怩た ちざる を 得す。 

| *• !! 配は、 甜菜糖 業 地 ごして 列國中 最も 重 位を 占めつ" あるが、 他の 
一 甜菜糖 業 地が 不振に 陷 りたる 場合の 如き も、 常に 好况を 維持し 來 りし 
vj 謂 ふは、 要するに 高率なる 關税の 保護を 受けた るに も據れ ざ、 歐米市 
場は兎も角も、東亞市場に對し絕好の位置を .* むるに由る可し。然れざ 
も 同國糖 業の 現况 ょり 云へ ば、 未だ 發 達の 途 程に ありて 充分の 輸出 力 
を 有せざる が、 千 九 百 十二 年 以降ょり 更に 大飛 躍を 試む 可く、 ブラ ツセ 
火 會議に 對し 今後 十箇年 加盟の 條件を 以て、 加盟 國輸出 糖の 權利額 ニ 
十 萬 噸の上 更に 百 萬 封 度の 輸出 增を爲 さん V」 し、 其の 要求を 提出せ り 


VJ 傳 へらる、 を 見て： も、 同國の 野心 如何に 勃々 たる かを 知る に 足る 可 
し V」 れ V」 累年の 統計表に 據れば 製造に 於ても 亦 消費に 於ても、 相當波 
| 瀾の痕 を 印せ るが、 大體. に 於て 發展 しつ、 あ り ど 云 ふを 至當 vj し、 輸出 
) (: 於ても 此の 消長 あ り。千九百十年に於ける產糖高は、四億ニ千百九十 
一 五 萬 千 百 四 封 度に して、 輸出は 僅々 四百 七十 六 萬 封 度なる が、 輸出の 主 
一： 要なる 仕向 地は、 土 耳 古、 波斯 、芬 蘭、 淸國 等に して、 千 九 百 十 年頃は、 日本に 
ー對 しても 約 四千 封 度の 輸入額 あるを 見る に 於て は、 少量な りご 雖も決 
一. して 快感を 呼び 來らず 。殊に 同國 は、 其の 糖 業を 世界 市場ょり 獨立せ し 
:ーめんご焦慮しつ、あるに於ては、確に我が臺灣糖の東亞市場に於ける 
ー將來 の . 敵 也。 

佛蘭 西は、 怪傑 奈翕が 糖 業 政策 頗る 極端なる 保護 干渉を 敢て せし を 
以て、 甜菜糖 業 VJ して 大規模に 計 劃せられ しもの、 實に佛 蘭 西を 以て 嚆 
矢 VJ 爲 すに 至り、 其 後糖價 暴騰の 機運に 乘 じて 益々 著しき 發展 を爲 し、 


現今特別の保護なしマ」雖も、輸出獎勵金の存在する事ぐ」、ダンビング政 
策の 効を 奏した るに 據 り、 産額に 於ても、 輸出に 於ても、 先づ 順調の 徑路 
一を 迎 り つ、 ぁ b VJ 謂 ふを 得 可く、 平時の 產額は 、七十 五萬噸 ょり 八十 五 
一 萬噸の 間に 變 移し、 此の 外 約 十 萬噸の 甘蔗 糖の 生産 ぁ b。 輸出は 十五 萬 
ー噸 乃至 二十 五萬噸 にして、 粗製 糖は 主に 英國に 仕向けられ、 精製糖は 亞 
: 一 弗 利 加、 亞米利 加 及び ビ， ゲァン 等に 仕向けら る。 猶 東洋 市場に 於け る 
:關 係を 見る に、 自己の 殖民 地た る 印度支那に すら 供給す るの 途な きが 
(如く、 絕對に 之に 一指を も染む る 能は ざるは、 同 國の遺 慽ビ する 所なら 
一ん も、 臺灣 糖に 取りて は、 夫れ だけ 此の 市場に 勝 身 多き 次第 也。 

は、 獨 逸に 次ぐ の 甜菜糖 業 地なる が、 糖 業 政策 どして は 全く 放 
j 任 主義を 執 b、 其の 設置に 際しても 何等 特別の 許可を 要せす。 只 戾稅及 
び 輸出 獎勵 金に 於て 恩惠を 受け 居る も、 此他 何等の 保護金を 給與 せら 
る、 事な く、 却て 輿論は 現下の 糖價 安き ^ 失する を 以て、 之が 釣 上策を 

三 九 
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講ぜざる 可から す vj 稱 ふるの 奇 現象を 呈す るに 至れ り。 され V」 斯く低 
廉なる 糖價を 有する. に 至りし 迄は、 全く 往時に 於て 政府が 保護 獎勵に 
一 努めた る 結果た る や 勿論 也。 千 九 百 九 年の 生産額は 百 三十 八 萬 六 千 九 
IW 噸 にして、 輸出 額 八十 四 萬 五 千 四百 噸也。 過去 數 年間に 於て 相 當の波 
ー瀾あ b しも 大體に 於て 順境に ある ものな 謂 ふを 得 可し。 輸出の 仕 
一向 地は、 主 VJ して 英國 にして 其 他 土 耳 古、 東印度 等を 數 ふ。 唯 精製糖が 逐 
一年 輸出 增 進し、 之に 反して 粗糖の 減退を 見る に 至りし は、 要するに 輸出 
ー獎勵 金の 粗糖ょりも 大な るに 由り、 斯 くの 如き 傾向を 生ぜし もの 觀 
| 察せら る。 此の 燠 匈 糖は 又 佛蘭西 糖 VJ 等しぐ、 直接には 臺灣 糖に 影響を 
j 與へ ざる ものに て、 反て 逆に 彼等を 威嚇す るの 時代を 出現 せん 事、 必す 
しも 絕望に 非す。  • 

以上 主要なる 甜菜糖 業 地に 就て 其の 槪要を 見たり。 更に 之を 一 括し 
て、 補足す 可き 點は 補足し、 少しく 海外 糖 業の 槪觀 を述ぶ れば 、糖 業の 實 


况は國 に 依 b て異 るを 以て ' 槪 に論斷 する 事 能は す V」 雖も 、甘蔗 糖が 
熟帶 地方 ^ ^ 即ち 未開地々 方 —— に 多くの 植栽 面積を 有し、 之に 反し 
I て甜菜 糖が 比較的 高價な る歐洲 列國の 本土 內に 栽培 せらる、 は ー奇 
I 也。 此の 區劃 略： 整然たる 所以の ものは、 即ち 甘蔗は 粗放なる 耕作 法に 據 
一 りても 相當の 成績を 得る が 如く、 強健に して 能く 熱帶 地に 繁殖す るが 
一 故に、 文盲の 民ぞ雖 も、 容易に 之に 着手せ しめ 得る 也" 然れざ も甜菜 糖は 
ー然らす # 脆弱にして栽培上周到綿密なる技術を要するのみならす、製 
一 糖に 際しても 汁液に 各種の 有機化合物を 含有す るを 以て、 其の 製法 甚 
I だ 復雜を 免れ t 只往 々甜菜 糖が 歐洲 の溫帶 地に 繁殖す る ご 云へ る 便 
一宜を 發 見した る 結果、 兹に 始めて 列國は 砂糖の 自產 自給の 方策を 立て、 
粉 骨 細身の 努力を 以て、 今日 遂に 甘蔗 糖 業 VJ 相對峙 して 一方の 覇者た 
へる に 至りし が、 此の 域に 達する 迄には、 甘蔗 糖 業の 發達を 見た る 以上の 
It 儋 たる 境遇に 處 したる 事を 推測す るに 難から す。 され V」 甘蔗 糖 業は 


熱帶 地に 於て 天 輿の 恩 澤に浴 する 事 深く、 且勞 銀の 低廉な り VJ 云 ふ 事 
は、 大體に 於て 砂糖 生産費の 低廉を 意味す るを 以て、 刻々 進步 しつ、 あ 
:: る 技術の 應用 VJ 共に、 將來甜 菜 糖は 之が 爲め 世界 市場ょり 驅逐 せらる. 

、の 悲運に 際會 せざる も 限らす。 而 して 何れの 國が 世界 市場の 實權 
一を 握 b、 世界の 糖價を 左右に する も のぞ。 

甘蔗 糖 業國に 於て は、 現在 印度、 玖瑪の 如き 大產糖 地 ある も、 兩者 孰れ 
一 も 母國に 於け る 消費 糖の 供給地た るに 過ぎず。 布哇又 此の 類例に 洩れ 
ーす。甜’菜糖業 *0 に於ては、獨逸、佛蘭西、露西亜、澳匈國等の大產糖地あるも、 

: 輸出 カ微 々たるの みならす、 主 VJ して 自己 殖民 地 或は 近接せ る 列國に 
I 對 して 供給す るに 止ま り。 未だ 世界的 勢力を 有する 者 あるを 見す。 故に 
j 其 他の 濠洲、 墨其斯 古、 伯剌西爾 等の 新進 糖 業 地に 於け る もの、 如きは、 
今猶 多年の 將 來を俟 たざる 可から ざるが、 獨り瓜 哇あ b、 產 額に 於て、 輸 
出力に 於て、 搬出の 便宜に 於て、 東洋に 冠絕 せる のみならず、 一度 其の 威 


力を 振 ふや、 世界の 糖價は 高 落 意の 如くなら すん ば 止まざる 也。 玆に於 
. て臺灣 糖は、 常に 之が 跋扈の 爲め制 肘を 受けつ、 ぁるが、 瓜 哇の糖 業は 
一： 旣に 進歩の 程度 極點に 達し、 是れ 以上の 發展を 要望す 可から ざるが 如 
:: し VJ 雖も、 臺灣 糖は 政府の 糖 業 保護の 結果 急 足の 進 步を爲 したれば、 今 
一： 後の 奮闘 如何に 據り 纏て 東洋 市場ょり 之を 葬る 事强ち 至難の 業に 非 
一ず。 

第二 章 內地糖 業の 大勢 

砂糖 消費 率の 高低に 據 b て、 其の 國の文 野を 知る ビ 謂 ふ 見地ょ りす 
一れば、 本邦 文明の 程度は 未だ 世界 列強の 班に 入る 能は ざる もの 也。 然れ 
;ー ざ も 前途は 遼遠に 非す。 現今 本邦の 一人 當の 消 # 十 斤に 過ぎざる も、 露 
國の 十五 斤を 凌駕す る 事 容易なる 可く、 最高 率を 有する 英國 六十 九 斤 
に 進む 事必す しも 不可能に 非す。 唯 其の 前に 當て 市價の 低下、 各種 製品 
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の 製造、 國 富の 增殖等 の 必要 問題を 解決せ ざる 可から ざるが、 稍 糖 業の 
體を爲 して 自產 自給の 途を 開拓せ しは' 實に 最近 十 數年來 の 事に 屬せ 
I り。 夫れ 迄は 之を 海外の 糖 業 地に 求めつ、 ぁ b しを 想へ ば、 現 時に 於け 
一る 本邦 糖 界異數 の 進歩は、 世界に 向て 誇る 可き の 事件 也。 

n: 影 l ぎ 口 &&  % !: 里が、 明治 三十 一'  年 以降 十 年間 一年に 付 
) 平均 五 億 斤を 上下し 二人 平均 消費量 十斤內 外を 動かず。 斯く 生活 上進 
I VJ 人口 增加ぞ に泮ふ 可き 必然的 現象を 示さ V り し 所以の ものは 蓋し 
一沙 瞎小賣 相場の 騰貴が' 消費者の 購買力を 誘致せ ざり しに 因由す 可し。 
ー是れ 外國 糖の 制 肘を 受けつ、 ぁる 時代に 於て は、 時に 兔る 可から ざる 
ー現象 (:' して、臺灣糖業の未だ發達せざりし明治四十ー、ニ年頃は、外國輸 
! 入 糖 三 億 三千 萬 斤、 臺灣 移入 糖 八 千 萬 斤、 內地產 出 糖 九 千 萬 斤を 以て 其 
の 需要を 充 したる が 如き 狀態な りし 也。 然るに 明治 四十 三年に 於て 俄 
に外國溏はー億斤に減少し、之に代て臺灣糖三億斤の激增を見、內地糖 


も 亦 一億 斤の 供給 力を 示し たれば、 大體に 於て 外國 糖を 輸入す る 事 無 
く、 內地產 及び 臺灣產 を 以て 其の 需要を 充 たし、 猶剩餘 の 分を 海外に 輸 
I 出す るの 盛 况を呈 せ り。 時に 暴風雨に 據 る臺灣 糖の 減產は 、遺 慽 乍ら 再 
I び 一億 斤 以上の 外國 糖を 輸入せ しめた り。 され ざ 何ぞ 久しく 之が 供給 
一の 下に 甘ん ずる ものな らん や。 

現今 內地 各地 方に 於け る 糖 業の 狀態を 見る に、 甘蔗を 栽培す る 偏 北 
一の 極限は 愛知 縣丹羽 郡に して、 北緯 三十 五 度の 高緯度に 在 り。 是れ鐵 に 
一 世界に 於け る 稀 有の 例に して、 要するに 黑 潮の 知 多灣に 進入し 氣 候を 
I 緩和す るに 由る 可し 云へ \其他東山、東鮮、山陽、四國、九州 0 各地に點 
i 々栽培せられ、 就中 最も 盛んなる は 小 笠 原 群島、 庵 美大 島 群島、 沖繩 群島 
• ;也。即ち是等の諸島は、氣候全然亞熱帶若くは熱帶的にして'能く甘蔗の 
ノ 生育に 適する に據 る。 左に 其の 糖 業 包擁區 域を 示す 可し。 

本州 區 日本 本州に 屬す る諸縣 特に 中國 關西關 東の 諸縣 
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南海 區 

以上の 區分は 
縣：白 十六 郡に 
年 別 

三十 五 年 
三、 十六 年 
三十 七 年 
三十 八 年 
三十 九 年 
四十 年 
四十 一年 
四十 ニ 年 
四十. 三年 


四國 全部 
九州 諸縣 
鹿 兒島縣 
氣 候の 同一 
亘れ り。 更に 
本州 區 

■is 

ニ、 三 六 六、 ニ 九九 
一、 六 七 八、 一二 五 
ニ、 七 一七、 九 五 五 
ニ、 一三 1 0 一七 
一、 七 一六、 四 三 七 
一、 五八 五、。 四 九 

is 

ニ、 〇&、 九 五六 


に 紀伊國 t 兵 庫縣の 淡路島を 含む 


の大島 群島、 東京 府の 
なる 地方を 類 集せ る 
之が 年度 別產糖 額を 
南海 區 九州 區 

1七、〇〇四、七八五  10、1九六、〇三？ 
1三、ニ〇、九九五  九、 五 九 四、 七 二 四 
八、 六 三 九、 四 九 一一  四、 ニ 四 九、 一四 六 
1、 六 三 七 六、ニ四ー、八侧八 
一三、 五一 一一、 九 三 0 七、 一七 六、 五 五 0 
1 、八 一四  七、 六 三 一、 八 五 五 
八、 七 七 〇、 七 六 八 六、 一二 五、 四 一三 
ー〇、ーー六九、〇八111  七、 三 1 四、 四 五 二 
i 九 七、 一八 ニ 七、 一四 一、 八 一八 


小 笠 原 群島、 冲繩 群島 
ものに て、 即ち ニ府 二十 
示せば 左の 如し。 


南洋 區 

五一、 五 七 1 1、 四 九 五 
八 〇' 六 0 ニ、 五 四 九 
五四、〇三六、五九〇 
四 ニ、 ニ 0 i ハ、 四 二 九 
六 一、 七 s、 o 八 
六 五、 四 七三、 八 三 三 
五 七、 九 六 七、 八 四 八 
八 九、 四 〇 九、 九 三 一 
七 六、 S 五、 七 六 八 


總 計 

八 ニ、 三 01 一、 ニ 九 三 
霜 五、 六 七 四、 五六 七 
六 八、 六 〇. 三、 三 五三 
S 2 0 七、 八 六 九 
八 四、 六 011 、六 〇 五 
八 七、 九 一一 五、 九 三 九 
七 四、 五三九、 〇 八 七 
10 八、 七 11 0 , 四 九 一 
九 八、 1 九、 七 ニ 四 
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前表に 據て 見る に、 本州、 南海、 九州の 三區 は、 明治. 四十 一年 迄は、 逐年 産額 
減退し、 南洋 區のみ 依然 VJ して 其の 態度を 改め ざ b しが、 四十 ニ 年ょり 
各 糖 業區は 寧ろ 增 進の 傾向を 生じ、 遂に 四十 ニ 年、 四十 三年に 於て は內 
地全產 額は 一億 斤內 外を 示す に 至れり。 され V」 氣候 風土の 栽培 的條件 
ょり 云へ ば、 本州、 南海、 九州の 各區に ..於て 甘蔗を 栽培す る 事は、 適當な る 
產業 V」 目す る 可から すして、 此れ 以上の 發 達 ^ 要求す る 事 能は す。 南洋 
區 (: 於て は 最も 好適なる を斷 言す るに 憚から ざれ、 V」、 遺 慽なが ら 土地 
面積 餘 b に狹 小に して、 而 .かも 搬出の 便 頗る 不利 也。 伹し斯 く 不利なる 
資格の 中に. も 猶且有 利なる 資格 條 件を 見出し、 今日 迄 適當に 之を 誘導 
啓發 したる 當 局の 勞は 、須 く多ビ して 其の 事蹟を 謳歌す るの 必要 ある 
を 記せざる 可から す .0 

內地に 於け る 糖 業 保護 獎勵の 事蹟 VJ しては、 明治 三十 九 年 四月 十二 
日 勅令 第 九十 號を以 て、 糖 業 改良 事務局 官制を 公布せられ、 翌年 五月 本 

四 七 
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局を 冲繩に 設置せ り。 其の 事業は、 糖 業に 關す る獎動 、調査 並に 試驗に し 
て、 之が 爲め 経常費 以外に、 三十 九 年 以降 四十 ニ 年の 五箇 年 問 臨時費 ニ 
一十 六 萬 九 千 七 百 八十 圓を 支出せ るが、 其の 結果 外 國糖業 調査、 甘蔗 耕種 
I 及び 砂糖 製造に 關 する 試驗、 砂糖 委託 製造、 甘蔗 耕作 品評 曾、 共同 製造 場 
一 補助、 糖 業 傳習生 養成、 種苗 配布、 產業組 合經營 補助 等に 就て 孰れ も相當 
I なる 良 成績を 擧 ぐるを 得、 內地全 體の糖 業を 開發 し、 従て 之が 產 額の增 
一 加は、 夫れ 丈け 內地 消費 糖の 供給の 補助 高を 多から しめたる 次第 也。 而 
して 四十 五 年 三月 勅令 第 六十 九號を 以て 其の 官制は 廢 止せられ たる. 
が、 內地糖 業の 事務は、 農 商務省の 直轄に 移りし を 以て、 獎勵 事業は. 直接 
本省に於て施行しつ、ぁり。以上は其の六年間に於ける事業の槪要な 
るが、 右の 事務局 廢止 は、 今や 臺灣糖 業が、 急進的 發 達を 遂げた るを 以て、 
殊に 主務 省が 內地糖 業の 爲め 巨額の 出費を して 迄 も 之を 獎勵 する の 
必要な きを 認めた るに 由るな る 可し。 


更に 内地に 於け る 砂糖の 輸出入を 
に 伴 ひ、 內地 移入 高著し. く增 加せ しを 
內地 市場ょ b 驅逐 せられつ、 ぁ り。 唯 
瓜 桂 糖に 依て 蠶食 さる、 も、 今少しく 
爲 すに 至ら ば、 絕對に 輸入を 防止す る 
億 八 千 萬 斤に 對 し、 內地 生産高は 僅々 
億 八 千 萬 斤は 臺灣 糖を 以て 之に 宛つ 
ざる 可から ざる 狀態に あり。 左に 砂糖 


年 別 

三十 五 年 
三十 六 年 
三十 七 年 
三十 八 年 
三十 九 年 


數 量 

ニ 六 四、 五 ニ 九、 七 九 六 
三 九 五、 五 九 一:、 五 九 七 
四 一二、 八 〇 八、 五六 五 
ニー 七、 〇一〇 、六 九 一 
三 七 八、 七 一七、 六 四 ニ 


觀測 する に、 最近 臺灣糖 業の 發達 
以て、 外國 糖は 漸次 臺灣 糖の 爲 め，. 
臺灣 糖の 豐 凶の 如何に 據 b、 時に 
臺灣糖 業に して 健實 なる 發 達を 
を 得 可き 也。 現今の 內地 消費 高 五 
壹 億斤內 外なる を 以て、 差 引 約 四 
るか、 然らずんば 外國 糖を 輸入せ 
の 輸入額を 示す 可し a 

價 額 

一四、 四 八 六、 二三 五 
ニ 一 、〇0 五、 六 三 〇 
ニ 三、 〇 九 三、 一七 七 
一三、 七 一 〇、 八 八 五 
ニー 一 j、 七 ニ 九、 ニ 九 〇 
四 九 


四十 年 
四十 一年 
四十 ニ. 年 
因 十三 年 
四十 四 年 


三 ニ 九、 七 九九、 ニ 五六 
三 三 ニ、 四 一 〇、 一八 五 
ニニ 四、 一 五 0、 七 〇〇 
三〇0、三五三、六三五 
一三 一、 四 六 五、 三 三 二 


、五 〇 

允、 八 六 八、 六 九 六 
九、 六 〇 五、 四 七 ニ 
三、 三 六 七、 二八 七 
三、 ニニ 九、 九 一八 
九、 一 五 七、 一 五 ニ 


更に 之を 各種 別 斤 高を 見る に 左の 如し。 

年 


三十 五 年 三十 六 年 三十 七 年 三十 八 年 三十 九 年 


五 〇、九九四、〇〇〇 
一二 七、 五 01 一、 七 § 
六、 四 五 七、 七 〇〇 
七 八、 九 0 八、 五 00 
七 一六、 八 九 六 
ニ 六 四、 五 ニ 九、 七 九 六 

四十 年 

五 九、 四 六 四、 九 〇0 


七三、 六 五 九、 四 § 
1 三 一 im、 六 〇0 
ニ、 一二 七、 四 00 
九 五、 一四 五、 九 〇0 
三、 一一 四 三、 ニ 九 七 
三 九 五、 五 九 一、 五 九 七 

四十 一年 

五 九、 八 0 八、 七 00 


七 四、 一二 一六、 八 〇〇 
11六四、七九四、六〇.〇 
ニ、 七 ニ 一一 一、 五 〇〇 
六 八、 八 三 0 、四 00 
ニ il 
四 一二、 八 〇 八、 五六 五 

四十 ニ 年 

四 ニ、 九 装 一〇〇 


三六、九三六、ー〇0 
ー七ー、七八九、〇§ 
六 五 ニ、 六 00 
七、 © ハ九、六〇〇 
H ハ 三、 三 九 一 

ニ 七 一、 0 io、 六 九 一 

四十 三年 

ー.〇 0 、1ー1、七〇5 


一一 六、 九 一四、 八 0〇 
三 一六、 一一 六 ® 七 00 
ニニ 九、 〇〇〇 
三 五、. 一一 S、 ニ 00 
一七 2 、九 四 一一 
三 七 八、 七 一七、 六 四 一一 

四十 四 年 

五、 八 九、 〇〇6 


合 糖 第 第 第 
四 三 二 
計 蜜 種種 種 


一一 三 六、 八 一八、 九 0 0 
五、 ニニ 八、 四 § 

11  八、 ニ 13100 

一六 四、 七 五六 
三 ニ 九、 七 九九、 一一 五六 


一一 三 一、 八 ニ 五、 八 〇〇 
六、 五 五八、 八 〇〇 
'三 四、 一 六 〇、 八 8 
五一ハ 0 八五 

雪 一、 四 一 0, 一八 五 


1六1、〇三七、八〇0 
ニ、 八 七 I、 七 〇〇 
1七、ニ四ニ、ー〇〇 
四 ニ、 八 八 九 
ニニ四、一九 = 、五八九 


ー七六、五四ニ、七0〇 
一、 七 五一、 §0 
一二、。 三 八、 曹 
九、 0 三 五 
三§、 三 五三、 六 三 五 


ニ 四、 il、 5 〇 
九、 三 五三、 四 〇〇 
七、三三七、1〇〇 
1ニ、〇三ニ 
一三 一、 四 六 五、 三 三 一一 


I 彩 J こ 負 ニ 和® 


之に 據て 見る に、 逐年 輸入 增 加の 傾向 ぁ b。 殊に 第 

に 於て 其の 激增を 見る は、 要するに 原料 糖ビ して 需要 せらる/' ものに 
して、 精製糖 ごして再輸出を試られ、其の輸出能カは器械能カ (: 伴ひて 
益々 發展 せし に 由る もの 也。 然るに 四十 ニ 年に 至り 突然 どして 激減せ 
るは、 全く 臺灣 糖の 內地 移出 力を 增 進す るに 至りし 結果に 外なら す。 左 
に 砂糖 輸出 額 表を 示す 可し。 


El  nj 

今 另 
三十 五 年 
三十 六 年 
三十 七 年 


數 


量 

七 七 八、 三 六 「 
八 八 六、 五 五 七 
11 、三 三 九、 六 九 ニ 


價 


額 

八 一、 五一ん 
一 〇三 、一九 六 
三 三 六、 ニ 丸 四 


三十 八 年 
三十 九 年 
四十 年 
四十 一年 
因 十二 年 
3 十三 年 
四十 四 年 

左表は 臺灣ょ 

年 別 

三十 五 年 
三十 六 年 
三十 七 年 
三十 八 年 
三十 九 年 
四十 年 
四十 一年 


: ニ 五、 三 七 ニ、 四 六 四 
八 五、 一 〇 五、 ニ 四 三 
ニ 五、 三 七 五、 ニ 五 四 
ニ 九、 一一 三 九、 四 八 九 
四 八、 九九 〇、 九 〇 九 
六 九、 三 八 ニ、 七 ◦五 
七 七、 〇 ニ 五、 二 一七 

り內 地に 移入 せらる、 砂糖 

數 量 

五八、 一 〇 一 、〇六 四 
三 七、 五 五 四、 四 八 七 
五 七、 一三 九、 七三 六 
七 〇、 九 ニ、 一八 七 
1 〇 九、 〇 ニ 九、 三 六 三 
九 四/四 九 六， 八 七 一 
1011 一、 七 ニ 五、 九 八 九 


三、 九 六 九、 ニ 九 八 
一一、 ニー 三、 四 三 四 
ニ、 六 七 六、 六 四 五 
三、 五 四 五、 五六 一 

五、  一二 九、 ニ 一七 

六、  一二 九、 五 四 三 

六、  八 一 五、 九 五 〇 

の數量 及び 價額な b VJ す。 
價 額 

三、一七一、三四~ 

11 、'一七 一、 三 四 六 
三、 七 九 一 、 三 四 七 
五、 八 七 〇、 ニニ' 七 

八、  五 〇六 、九 六 三 

七、  四 六 九、 七 六 六 

九、  四 四 八、 三 三 七 


四十 ニ 年 
四十 三年 
四十 四 年 

- 

ー斯 くの 如く 內地糖 業の 生産高 僅少なる に 基く 外國 糖の 輸入は、 臺灣糖 
一に 依て 漸く 之を 防止し 得る に 至り、 又 精糖 輸出に 於ても 多大の 進步を 
ー爲 したる が.、 絕對 に外國 糖を 驅逐 する 迄には、 猶 多少の 時日を 俟た ざる 
一可から す。 然れざ も 天平 時代に 始めて 唐 僧鑑眞 に 依て 砂糖なる ものを 
一知る に 至 5、 享保 年間 八 代 將軍德 川 吉宗の 英斷に 依て 始めて 甘蔗 栽培 
へを 試み、 自來 盛衰 消長の 差別 こそ ありた れ徐 々 して * 步し 、殊に 近年 
一 旭日昇天の 槪を 以て 一躍 砂糖の 自給 國 VJ な り、 朝鮮 及び 臺灣を 除きた 
一る 本邦 內 地の 砂糖 消費 高は、 其の 總 額に 於て 世界中 第 七 位を 占む るに 
至り、轉じて砂糖の輸出國どなりしは、實に非常なる發達ど謂はざる可 
からす。 兹に 於て 日本は、 東洋 市場に 於け る 砂糖 供給地 VJ しての 使命、 甚 


ニニ 一、 九 七 四、 八 一 五 ，ニ 三、 〇七ゼ 、四 八 五 
三 一 〇、 九 五八、 一 五 九 三 四、 八 八 一、 九 一一 ニ 
四 〇0、 三 七 〇 、五八 八 •三 六、 九九 三、 八 ニ 六 


五 四 

だ重き_.事を自覺す.るもの也」 

第三 章 臺灣糖 業の 大勢 

一'  盛大なる 臺灣糖 業の 現勢を 觀る 者、 多くは 統計に 現 はれた る 投資 額 
: VJ 其の 利金を 數 ふるに 急に し t 數字に 現 はれざる 過去の 歷史が 、如何 
，に 今日の 結果を 齎らせし かに 想到す る 者 少し。 熱心なる 內地 資本家の 
:: 投資は、 俄然 勃興 時代を 劃し、 臺灣の 糖界は 之が 爲め 生氣橫 溢の 槪 ある 
一に 至 b し VJ 雖も、 豈唯七 千 五 百 餘萬圓 の 投資 額の みに て 今日の. 盛運を 
ー致したるものならんや。要するに過去に於て « 分糖業地どしての資格 
=' を 作りつ、 ありし 折 柄、 往 々此 0 資本の 放 下 あ W、 節ち 臺灣の 糖 業は、 恰 
一 も 奔流に 乘 じたる 舟の 如き 勢 ひに て、 瞬時に して 內地經 濟界ど 云へ る 
-大海に押出したる也。而して之が爲めー擧にして消費糖 '(£ して輸入せ 
られた る ニ千數 百 萬 圓の瓜 哇 糖を 壓服 する を 得た るが、 普通 一般の 商 


業 VJ 異 り、 農業 及び 工業の 發達史 .は、 幾多の 經驗 VJ 之に 對する 犠牲を 拂 
ふを 常网 VJ する もの、 如し。 

八 ' . 

本島の 糖 業開發 は、 十六 世紀 中支那 人に 據 りて 行は れ 、千 百 二十 六 年 
一 和 蘭の 本島を 占領す るに 至 5 しょ b 約 四十 年の 間、 斯業の 發展に 就て 
一 努力す る 所 あり。 千 六 百 六十 一年 明朝の 遺臣 鄭 氏の I 族渡來 して 蘭人 
; を 追 ふや、 又 意を 糖 業に 注ぎ、 鹿 苗を 福 建ょり 輸入して 甘蔗の 栽培 及び 
I 砂糖の 製造を 農民に 敎授 する の 事蹟 あ り。 千 六 百 八十 三年 鄭氏 亡び 再 
i び 本島は 淸國に 隸屬せ b V」 雖も 、和 蘭 占領 時代 及び 鄭氏 占領 時代に 助 
一長せられ たる 糖 業は、 此の際 其の. 効果を 奏し、 砂糖は 本島の 重要 輸出品 
一 ど なり、 其の 販路は、 日本、 支那、 英吉利、 北米 合衆國 或は 時に 濠洲に すら 及 
- ベ り。 當時 若し 今日の 學術應 用 V」、 巨額なる 資本の 放 下を 爲すを 得た 5 
VJ せ ば、 疾く糖 業 先進 國 VJ して 誇 b しもの あ b しならん。 千 八 百 九十 五 
年 (明治 二十 八 年) 日本 帝國の 本島を 領有す る や、 千 八 百 九十 八 年 (明治 三 

五 五 


五六 

十一 年) 迄は、 土民の 反亂ぁ b て 兵馬 倥 傯の際 一時 衰退を 見た b しが、 其 
後 百事 緖に 就き、 明治 三十 五 年 糖 業 改良に 關する 制度を 定め、 勅令 第 百 
i 六十 三 號を以 て 臨時 臺灣 糖務 官制を 市き、 甘蔗 栽培 及び 砂糖 製造の 改 
I 良 及び 獎 勵に關 する 事務を 掌理せ しめ、 更に 律令 第五 號を以 て 臺灣糖 
I 業獎勵 規則を 定めて、 斯業 發展上 施設す る 者に 對し 獎勵 金を 下付す る 
一事 VJ せ b。 次き て 明治 三十 八 年府令 第三 十八 號 製糖 場 取締 規則を 發し 
; 全部 又， は 一部 新式 機械を 應 用し、 製糖 場を 設置せ んビ する 者は、 臨時 臺 
: 灣糖務 局長の 許可を 受く 可き もの VJ し、 是 等の 製糖 場は、 原料 採 收區域 
一を 限定せられ、 區域內 には 在 來糖廍 設立を 禁じ、 又 區域內 の 甘蔗は 區域 
一外に 搬出し 若しくは 砂糖 以外の 製造 用に 供す る 事を 得す VJ 規定せ り。 
i 斯 くの 如く 新 施設に 對 しては 獎勵 金を 交付し、 原料 供給に 對 しては 一 
種の 援護を 與へ しを 以て、 新式 製糖 工場は 欝勃 VJ して 各地に 興 b、 事業 
駸 々VJ して 發展 する に 至りし は 蓋し 偶然に 非す。 


右臺灣 糖業獎 勵の經 過は、 明治 四十 四 年 勅令 第二 百 六十 號を以 て 其 
，の 官制 廢 止せられ、 其の 事務は 臺灣 總督府 殖產局 主管 VJ なりし が、 此の 
一明 治 三十 五 年の 糖 業獎勵 規則 發布以 來四 十二 年に‘ 至る 八 筒 年に 交付 
一せ る獎勵 金は、 總額 二百 六十 七 萬 八 百 六十 ニ圓 也。 而 して 明治 三. 十五 年 
I 以降 每年增 額せられ、 四十 ニ 年度 分を 三十 五 年度 分に 比せば 約 八 倍に 
一して 八十！ 萬 三千 五 百 三十 一圓 どす。 更に 之を 各項 目に 配せ る 割合は、 
一 五 割は 肥料 補助、 二割は 製糖 機械 購入 補助 二割は 製糖 會社 及び 製糖所 
一 補助、 同じく 一割は 種苗 補助に 箝當せ られた h "o 其 他は 灌漑 及び 排水 補 
) 助、 農具 補助、 改良 糖廍 取締 補助、 甘蔗 品評 會 褒賞 補助、 開墾 補助 等に 支出 
一せ り。 要するに 臺灣の 糖 業獎勵 は、 一面 新式 工場の 設立を 助長し、 他面 外 
ー國種 甘蔗の 普及 並に 之を 栽培す るに 要する 肥料を 交付して 製糖 原料 
の 供給に 盡 力した る もの 也。 猶 明治 四十 三年 及び 四十 四 年の 糖 業獎勵 
費は 未だ 決算を 知る 能は ざる も、 豫算 額は 四十 三年に 於で 二百 五十 七 

，五 七 


萬 一千 九 百 八十 七圓 、四十 四 年に 於て 三百 三十 五 萬 七 千 五 百圓を 計上 
せ b。 是れ 一見 非常なる 增額な るが 如き も、 實は臺 灣糖業 發展の 結果 VJ 
一して、 內地 精製糖 業者の 使用す る 原料は、 外國 輸入品を 廢し て臺灣 品を 
.使用す る 事 VJ な b しを 以て、 從來 關稅の 粗糖に 對 しては 國定の 高率を 
一 課し、 精糖に 對 しては 協定の 低率を 課し、 其の 得失 矯正 上餘義 なく 精製 
i に 供した る 輸入 原料には、 關稅の 一部を 戾 却す るの 制 あ b しが、 即ち 其 
一の 戾 税金を 臺灣 糖を 精製 原料に 供せ しものに 交付せ しに 過ぎず。 故に 
一原 料 糖 製造 補助に 對 しては 四十 三年に 於て 四十 八 萬 七 千 五百圓 、四十 
一四 年に 於て は 二百 六十 四萬圓 、又 原料 糖 消費 補助は 四十 三年に 於て 百 
| . 三十 五 萬圓を 計上せ る も、 是 等の 補助は、 四十 四 年 七月ょ 5 改正 關稅率 
; を實 施せら る、 事 VJ なるや 其の 交付を 廢せ り。 斯 く. の 如く 保護 政策は 
遺慽な く實 施せられ、 栽培に、 製造に、 販路に 其の 方法を 盡 せる 結果、 今日 
に 於て は 漸く 世界の 注目を 引く の 地位に 立つ に 至れり。 


本島 糖 業 植付の 現狀は .、明治 四十 五 年に 於て 七 萬 ニ 千 六 百 七十 六 甲 
、にして、 此の 植付 甘蔗の 百分比 例は、 在来種 竹蔗三 ％ 八、 改良種 ローズ バ， 

\ ンブー 九十 六 ^ ニに 相當 する が、 之を 三十 六年當 時に. 比せば 植付 面積は 
一 約 三倍 增に して' 植付 甘蔗 百分比 例は 改良種 九倍增 也。 更に 一甲 步の收 
穫率 及び 甘蔗の 砂糖 步留に 於ても 著しき 增大を 示し、 從て 砂糖 生產高 
I に 於ても、 三十 七年當 時の 七 千 五 百 八十 三 萬 四千 三百 五十 四 斤ょり 八 
一年 後の 四十 四 年に 於て は 四 億 五 千 五十六 萬 四千 六 百 九十 八 斤、 即ち 六 
一倍 餘の 增收を 示せ b。 而 して 內地 精製糖 原料 及び 直接 消費 糖 VJ して 供 
一 給す るの みならす、 進んで 海外 輸出を 試む るに 至りし が、 四十 五 年は 稀 

一一 有の 暴風雨の 打擊 に據 b 二百 九十 ニ 萬 担に 減退し、 更に 本年 僅々 百 十 

, 

一 萬 担を 算す るに 過ぎ t 故に 臺灣糖 業の 悲觀 論者を 排出し、 又 悲観論を 
構成す 可く 種々 の惡 材料を 與 へた b。 兹一 i 於て 暴風雨 VJ 謂へ る 一事は、 
糖業關係者も亦糖業無關係者も « 灣糖業に於ける魔神の如く恐怖し、 

，五 九 
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遂に 之が 先入主 VJ なりて、 株式 界に 於ても 流石、 花形株た りし 製糖 株は、 
，突如 ビ して 崩落の 慘狀を 演出し 未だに 意氣銷 沈の 姿に あるは、 本島 糖 
ー界の 恐慌た るに 止まらす して、 實に 本邦 糖界の 不幸 VJ 謂は ざる 可から す。 

然れ V」 も 吾人は 悲觀 論者に 吿ぐ 可し。 徒に 悲觀 論を 說述し 果して 何 
: 者を か 獲得せ る。 資本 放 下の 最大 本義は、 其の 放資 物の 實質 安全 健 固な 
一る ご 放資 額に對 する 償酬 利得のょり 多 からん 事を 擇ぶ にあ b。 故に 本 
| 島 糖 業の 現在 も將來 も、 之が 價 値に 就て 論せ ん V」 せ ば 須く 其の 實狀を 
一 調査す るに 若 かす。 机上の 空理は 柱々 にして 誤解を 招致し 易し。 本島 糖 

一 業史が 前述の 如く 幾多の 曲折 ありし も、 遂に 今日の 盛運を 實 現せし を 

_ ' 

| 惟へ ば 二. ニの 障害に 據 り 其の 強固なる 地盤を 根底ょ b 轉 覆す 可し V」 
一は 想到ら す。 當 業者に 向て 責む 可き 罪科 あら ば、 そは 又 別に 之を 責むる 
の途あ b。 臺灣糖 業 VJ 臺灣糖 業 經營者 VJ は、 全く 其の 意義を 異にせる も、 
世論の 多くは 此の 差別の 明瞭を 缺く 。本章に 於て は 只 其の 槪觀 を述. ぶ 


るに 止めた るが、 以下 甘蔗 農業 及び 甘蔗 工業に 於て 本島 糖 業の 現狀及 
び其の價値に就て詳細に論す可し。乞ふ、暫く吾.人の說論を聽取するに 
ー吝な らざ れ。 

第三 編 甘蔗 農業 

I . 

第一章 甘 鹿 栽培 地と しての 資格 

臺灣が 甘蔗 糖 業 地 VJ して 世界の 注目を 惹くに 至りし は、 臺灣 總督府 
I の 糖 業 政策 其の 宜しき を 得た るに 由る 可し ど雖 も、 若し 自然 的 生產條 
件に 於て 適當 恰好なる 資格を 有せ ざ b せ ば、 恐らくは 今日の 盛運を 招 
一致す る 事 頗る 困難な b しならん。 又 企業家が 如何に 大 資本を 放 下し、 如 
: 何に 其の 敏腕を 奮 ふ VJ 雖 も、 氣候 土質 其 他に 缺如 せる點 夥しき もの あ 
b VJ せ ば、 今日-の 臺灣 は、 捧腦 生産地 VJ しての み 其の 獨占 的驍 .名を 擅に 
せし ならん。 
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甘蔗 栽培の 必要 條件は 、濕 度、 温度、 雨量、 風' 土質の 適當 恰好なる にある 
が、 更に 勞カ 、搬出 等の 便 否に 依 b 糖 業 地 VJ しての 資格の 上下を 致す も 
I のにして、 氣象 及び 土質 等が 適當な るに もせょ、 勞 銀不廉 にして 且 搬出 
一 不利なる に 於て は、 其の 發 展望み 難 かる 可く' 或は 時に 之を 囑 望し 得る 
I にしても、 發展 力の 遲 々たるを 免れざる 可し。 此の 點に 於て 本島は、 完全 
一 無缺の 理想的 糖 業 地 V」 謂 ふ 可から ざれ r 、 甘蔗 栽培 上 幾多の 有利なる 
I 材料を 有す。 故に 吾人は 過去の 歴史が 今日の 結果を 胚胎せ し 事の 偶然 
一 ならざる 事實に 服す る 5同時に、世界に於ける實驗上の學說を信用し、 

j 少しく 本島に 於け る 甘蔗 * 業を 解剖す る 所 ある 可く、 兹に 於て 始めて 

| ' 

一本 論の 基礎を 造る 事を 得 可し VJ 信す。 

本島の 濕度 は、 頗る 甘蔗 農業に 適せ 5。 即ち 甘蔗の 最も 生育に 適當な 

る氣 候は、 温暖に して 濕 氣を帶 び、 海 軟風 吹き 來 b 又 時々 乾燥せ る天氣 

あるを 要す どは レ ー氏 0 所說な るが、 甘蔗が 島嶼 若く ば 海岸 地方に 良 


く 生育す る 所以は、 海よ b 吹き 來る濕 潤に. して 温暖なる 軟風が 其の 生 
育を 促進す るが 爲めな b VJ 云、 ふ。 更に デル テル 氏に 依れば、 甘蔗は 印度 
::及び東部亞細亞の原產に.して、温度高く濕潤念る氣候に良く繁茂し、時 
: 々乾燥す るを 要す。 而 して 海 軟風は 鹽分 を圃 場に 吹き付け、 地力を 增進 
一す る 作用 あり ど云ふ。ボーナーメ氏に依れば « 潤 (: して温暖なる氣候 
j は 甘蔗の 生育に 適す。 從て 甘蔗は 島嶼 又は 海岸に 良 C 生育し、 蔗莖 の收 
I 量 多き 所以な b VJ。 スタ ッブス 氏に 依れば、， ィジ アナ 州に 於て は、 海岸 
ーに甘蔗を作るもの最も經濟的にして、陸地に進むに從ひ其の利益を減 
:: するど 云 ふ。 以上 諸氏の 所 說を總 括す るに、 高温に して 濕潤な るを 要し、 
一 加 ふるに 海 軟風の 吹來る 箇所なる 可し 云へ るに 一致せ るが、 此の 見 
一地よ り本島を觀る時は、第ー縲潤なる點に於て最も甘藤栽培に適當な 
る 可く、 即ち 海より 吹來る 軟風は 地 水の 蒸發を 妨げ、 甘蔗の 生育を 促進 
する に 効 あ り。 彼の デ メラ ラ 地方に 於け る蒸發 量の 少き 所以は、 主 VJ し 
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て 海 軟風に 原因せ b.  V」 云へ 5。本島は聊かデメララ等に及ばす <:; 雖も、 
僅々 ニ 千 三百 三十 二方 里、 周圍約 三百 九十 八 里、 殆 ざ 九州に 匹敵す る 一 
孤島なる ♦か 故に、 海 軟風に 於け る濕 度の 關係も 充分に して、 敢て 他の 糖 

\ 

〈業 地に 比し 遜色 あ b VJ も覺 えす。 

本島の 溫度 は、 又 充分 甘蔗 農業に 適せり。 甘蔗の 生育の 良否、 成熟の 早 
I 晚 並に 糖分の 多少は 温度 VJ 密接なる 關係 あり。 故に 甘蔗を 熟帶的 作物 
VJ して 取扱は る、 所以なる が、 强ち 半熟 帶 乃至 溫帶地 方に も 作る 事不 
可能には 非ず。 伹し 温度 低き 地方に 在 b ては、 其の 生育 期間 短き を 以て、 
蔗莖 の收量 VJ 糖分 少 く、 又 霜害の 憂 ひ あれば 株 出を 行 ふ 可から ざる 等 
の 不利益 ある 可し。 故に 四國 、九州 邊は 温度 低 く、 十月ょり 四月 迄 降霜 あ 

一る を 以て 其の 成育 不良な b VJ す。 然るに 本島に 在 b ては、 温度 高^ i て 

雨量 多き 七、 八、 九月 頃は 生育 旺盛なる を 得、 北部 地方 VJ 雖も 冬季 絕對に 
霜害に 犯さる、 事な きを 以て、 不斷に 成長を 爲 しつ、 あり。 伹しデ メラ 
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、即ち 各地 一 箇 年の 平均 温度を 見る !: 、 臺北 二十 一度 六、 臺中 二十 二度 一、 
ー臺南 二十 三度 一、 馬 尼 刺 二十 六 度 八、 瓜 哇カ リック 二十 六 度 五、 同 パス， 

一 アン 二十 七 度 六 五、 力 デ ローブ 二十 六 度 一三、 秘露 カル タピ ォ 二十 度 九 
| 三、 布嗤ホ ノル グ 二十 三度 五な b VJ す。 

\ 本島の 雨量を 見る に、 本島 主要 甘蔗 耕作地た る 南部 地方に ありて、 溫 
一度 高き 六月 乃至 九月 頃に 雨量 多く、 甘蔗の 生育 最も 旺盛なる のみなら 
一す 收穫 期に 氣候 乾燥す るは 天與の 恩恵 ど謂はざる可からす只植付の 
一時期に 於て 稍 雨量 少 きを 缺點 どす る も、 北部は 之に 反し 植付 期に 際し 
I 濕潤な るを 以て、 發芽 甚だ 整 一也。 而 して 一箇年を 通じ 千 五 百 粍を 降る 
一可ら す VJ 謂へ る 甘 蓆 栽培に 於け る 雨量の 學說を 標準 どせば、 本島は 北 
端臺北 及び 南端 恒春 地方に 在りて は 雨量 三千 粍に 達し 過 濕の嫌 ひ あ 
る も、 中 南部 地方は 最も 適當の 雨量を 有す。 左に 累年 平均 雨量 表を 示す 
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本島の 風に 就て は、 昨年以 來 最も 悲觀 せらる、 所に して、 且又 此の 點 
y が 當 業者の 經營 及び 總督府 の 糖 業 政策 攻撃の 聲を昂 上せし むる の 誘 
j 因を 爲した り。即ち明治四十四年及び四十五年に於ける前後數回に亘 
る 暴風雨は、 甘蔗 作に 平均 約 四 割の 損害を 與へ 著しく 產糖 額を 激減せ 
i b ど 雖も、 是れ實 に 稀 有の 慘 禍に屬 し、 之を 以て 每年斯 く ある 可し ヾ J 斷 
| 定 する は餘 り 悲観に 過ぎた *!) V」 謂 ふを 得 可し。 殊に 暴風雨 ど 謂へ る 中 
| にも、强風、烈風、殿風をー括し、之が速度ど壓カどを以て悉く蔗園に被害 
| を與ふ る ものな り V」 思惟し、 其の 暴風 日數の 過多なる に 吃驚せ し 者 あ 
| り。 然れ V」 も 一昨年 及び 昨年 襲來 せし ものは、 強風 或は 烈風の 種類に 非 
すして 實に 颶風 也 ® 人の 想像す るが 如く 甘蔗 如何に 脆弱の 植物な b 
V」 雖もニ 秒 十 米突の 速力に して 一 坪に 十 貫目の 壓 力を 有する 强 風、 或 
は 一秒 十五 米突の 速力に して 一 坪 二十 三 貫目の 壓 力を 有する 烈風の 
抵抗に 堪え 能は ざる ものな らん や。 吾人は 玆 U 臺北 測候所の 『氣象 報 文』 
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に 基き、 明治 三十 年以來 の 颶風 統計を 作成し、 左に 之を 示す 可し。 


年 


別 


臺 


三十 年 
三十 一年 
三十 ニ 年 
三十 三年 
三十 四 年 
三十 五 年 
三十 六 年 
三十 七 年 
三十 八 年 
三十 九 年 
四十 年 
四十 一年 
四十 ニ 年 


上 

四 

ニ 


臺 


中 


臺 


南 


之に 據て 見れば、 過去 十三 年間に 於け る 颶風 日數 は臺北 最も 多く、 本島 


甘蔗 主産地た る臺 南に 一 を 歎へ、 臺中は 全然 皆無 也。 (更に 恒春、 臺東 、花 蓮 
港 地方に 就て 見る も、 略 此の 比例なる が 玆には 現在 主要の 糖 業 地の み 
へを 論す) 由來 本島 近海に 襲來 する 暴風は' 東は マソ アナ 及び カロ リン 諸 
一島、 西は 本島ょり 比律賓 に圍繞 せらる、 海上に 發生 する ものにして、 獨 
: b 本島の みならす 凡そ 亞細亞 南東 部 沿岸に 來る ものは、 孰れ も該 海上 
: を起點 どす。 故に 時に 颶風の 被害 あるは、 蓋し 免が れざ る數な る も、 統計 
i の 語る が 如ぐ 颶風 常に 來て 本島 全土に 其の 猛威を 奮 ふ ものには 非す。 
一而して 本島 中 一箇年を 通じ 颶風 日 數の最 多大なる は澎 湖島に して、 之 
I を 七 ビせば 基 隆の五 之に 次ぎ、 更に 臺 北の 四の 比例 VJ せ ば、 臺中 、臺 南は 
ー殆ざ 零なる に 近し。 故に 現在の 本島 糖 業 地た る臺 北、 新 竹、 臺 中、 南投、 嘉義、 
臺南 、阿 餱 等の 內、 臺 北を 除きて は' 平年 風害を 被らざる もの 見る 可く、 
先年の 猛烈な りし 颶風は 過去 五十 年以來 稀 有 VJ 稱 せられ、 豪雨 併せて 
到ぅ しを 以て、 不幸 本島 糖 業に 一打 擊を與 へた りご 雖も 、之を 以て 本島 
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糖 業の 前途を 悲觀 する が 如きは、 餘り 極端なる 見解 也。 勿論 或る 場合 天 
炎を 不可抗力な して 恐怖す るは、 科學を 尊重せ ざる 者の 態度 VJ し 
j て 無理なら ぬ 事な れ V」、 豫防 方法 其の 宜しき を 得 ば 亦 可抗カ V」 も變換 
| する を 得 可し。 即ち 之が 方法に 就て は 後 章に 述ぶ るが 如く、 抵抗力を 有 
| する 種苗の 撰擇 及び 植付 時期の 促進を 以て 其の ニ 大要 項ぞ す。 

| 本島の 土質 及び 地形は、 槪ね强 粘に して 適當の 水分 無ければ 耕耘作 

| 業 極めて 困難な れ V」、 有機物の 多量を 含有せ る ものは、 粘土質 V」 雖も稍 

一 

| 膨軟な る 土地 少から t 甘 鹿は 殊に 此の 種の 土壤に 於て 其の 生育 最も 

<: 

i 旺盛 也。 即ち 甘蔗に 適せる 土地は、 其の 物理的 性質に 於て 强 粘土 砂土 共 
に 避く 可く、 有機物に 富み 砂土 又は 粘質壤 土を 可 VJ し、 理學的 性質に 於 
ては、 石灰に 富み 其の 存在 マグネ シャの 三分の 一 以下なら ざる 可から 
ず。 此の 學說 ょり 推斷 する 時は、 北部は 粘土に 富み 好適 地 VJ 稱す 可から 
ざる も、 中 南部 地方は 砂 質 若く は 粘質壤 土に して、 且 其の 含有せ る 石灰 


の 分量は、 マグネ シャ ょりも 多く、 其の 少きは 二分の 一を 下らず。 而 して 
地層を 以て、 大體に 於いて 本島は 甘蔗 栽培 地に 適する もの VJ 見る 可し。 
I 瓜 哇の 如きは、 海岸 地方 •か 海底 粘土質ょり 成 b 極めて 强 粘土なる も、 整 
一地 法進步 せる ♦か 故に、 適當な る 方法に 依りて 耕作を 爲 し-つ、 あるを 以 
一て、 本島 北部 地方に 於け る 流域 以外の 强 粘土  VJ 雖も 、其の 方法 宜しき を 
一得 ば 適當な る 甘蔗 栽培 地 ビ なる 可き 也。 又 本島の 地形は、 農業 地の 大部 
I 分が 平坦に して 廣潤な るを 以て、 甘蔗 收穫の 時 之を 運搬す るに 當り輕 

i 便 迅速なる を 得 可く、 現に 車道を 通じ 鐵 道を 敷設す るに 多大の 便宜を 

一 

一得つ、 あるの みなら 令、 耕地の 整理、 灌激 、排水の 設備 及び 作業 等に 就て 
一 幾多の 恩惠を 受けつ、 あ b。 

八 

以上 本島が 甘蔗 栽培 地 VJ しての 資格に 就て 觀 察する 所 ありた るが、 
完全無缺なる理想的糖業地ど謂ふ可からざるも、糖業地7」して充分自 
然的 生產條 件を 具備せ る 事は、 殆、 2:' 疑 ひを 容 る、 の 餘地な し。 而 して 更 
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に 世界の 重なる 蔗糖 地に 於て 觀る 所の 勞カ 供給 不足 難に 苦 めら る、 
事な きは、 糖 業 地 VJ しての 資格に 千 斤の 重きを 加 ふるものなる が、 又 砂 
糖 搬出 上 基隆、 安平、 打狗の 良港を 有し、 而か も內地 市場の 距離 遠隔せ ざ 
一る V」、 將 來の大 消費 地た る淸國 市場が 一葦 帶 水の 近き にある 事 も、 見 迸 
I す 可から ざる 有力なる 資格 條件の 一に 非す や。 

I 

第二 章 甘蔗の 品種 

本島に 甘蔗を 栽培す るは、 必ずしも 製糖の 目的に 非す して、 日常 咀嚼 
の爲 めに する あり。 此の 需要は 紅蔗 、蚋蔗 を 主 ^: し、 南部に 於て は 此の 種 
を 製糖 用に 供す る も、 中 北部に 於て は 然らす 。或は 甘蔗を 以て 時に 酒造 
原料 VJ する 事 ある も、 當今 糖蜜の， 利用 盛に 行は る、 を 以て、 甘蔗は 多く 
製糖 用の 目的を 以て 栽培 せらる、 也。 而 して 普通に 栽培 せらる、 種類 
は、 之を 分て 在來種 VJ 外國 輸入 種 VJ の ニ 大別を 爲 すの 必要 あるが、 海外 


の 糖 業 先進 _ に 在りて は、 花粉 交配 其 他の 方法を 以て 幾多の 新種を 養 
成し、 其の 土地に 適應 せる ものにして 猶且 豐產な る 品種を 撰 別し、 之が 
I 普及を 圖 るに 汲々 たる 有樣 也。 然るに 本島に 於て は、 少數 の專問 技術者 
一に 據て 砂糖 工業の 速 進を 見た りど雖も、多數の本島人農夫を合手にす 
i る 甘蔗 農業は、 農夫の 程度 低き VJ、 加 ふるに 事業の 性質 上遺慽 ながら 急 
ー足なる進步を見るに至らす。故に品種育成事業の如きも是等の事情に 
: 左右 せらる、 傾向 あるが、 當 局に 於て は 着タ 各種の 試驗 を實 行し、 近 來 
一に 至 b 漸く 二三の 新種 或は 輸入 蔗苗中 最も 本島に 適應 せる 各種の 品 
一種を 發 見せ b。 兹に 各種の 得失を 說く 可し。 

在來 種た る竹蔗 は、 蚋蔗、 紅 蔗 VJ 共に 古くょ b 栽培せられ たる ものな 
i るが、 外國 改良種の 輸入 VJ 共に 漸次 作付面積を 減少せ しめたる も、 猶製 
糖 用 VJ して 相當に 栽培 せらる 1 所以の ものは、 蔗莖 細く 一本の 重量 輕 
けれ ざも分蘗盛にして、又根の發育旺盛なれば養分を厥收するカ强く、 
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旱魃に 堪え、 瘠 薄の 土地 にても 能く 生育し、 採 出の 收量 多し。 加 ふるに 暴 
風に 抵抗す る 力 強大に して、 病 蟲 害の 被害 甚だ 少き 特長 あ b しに 由る。 
然れざ も 亦 反對に 種々 の缺點 ありて、 改良種 ロ ー 、 ズバン ブーに 比せば 
及ばざる 事 遠き もの ある 也。 即ち 收量 稍少 く、 殊に 含糖 * に 於て 著しき 
差異 あるを 以て、 一定の 地積ょり 產 する 砂糖の 收量 少し。 莖 細く 節關隆 
起して 剝葉 作業に 困難なる のみなら す 耕耘其 他の 取扱 上 至て 不便 也。 
又 外皮 硬 固に して 壓搾に 不利なる 等是れ なる が、 土地の 事情の 如何に 
依 b 强ち 之を 排斥す るに も 及ばざる が 如く、 彼の 冲繩讀 谷 山 種 ビ稱す 
る竹蔗 中の 良種が、 近來 一二の 會 社の 手に 依て 移入せられ しは、 全く 暴 
風雨に 對 する 抵抗力 及び 瘠 薄地の 如何を 鑑みた る 結果に して、 全般に 
之を 普及す 可から ざる も、 或 程度 迄 栽培を 獎勵 する を 可 50 す 可き に 似 
たり。 

外國 種た る 改良種は、 糖務局 設置以 來 盛に 輸人せ られ たる ものにし 


て、 目下 大目 降 糖 業試驗 場に 於て 試植 中に 屬 する もの 七十 四 種を 數 へ、 
猶 漸次 輸入 種 數の增 加を 見ん ビ す。 而 して 現今 一般に 普及せられ たる 
ものは、 布哇 原産の ローズ バン ブー にして、 土地の 肥瘦 灌漑の 便 否を 撰 
ばす して 能く 繁茂し、 豐產に して 含糖量 多き も、 唯 比較的 風害に 堪え ざ 
る缺點 あり。 而かも 近年 退化の 傾向を 帶ぶ るに 至 b しは 甚だ 遺慽ご す 
可く、 兹に 於て 蔗苗 品種改良 事業の 必要を 感せす んば あらす。 a ニ 章參 照) 
其 他 ラハィナ も 相當に 栽培 せらる、 も、 其 得失に 於て 大差な し。 要する 
に甘蔥は其品種に依り其の性狀、品質、蔗莖の收量、可製糖量並に病蟲害 
に對 する 抵抗力 等に 著しき 差異 あ b。 故に 何れの 國に 於ても 先づ (一) 糖 
分に 富み (ニ) 純 糖 率 高く (三) 收量 多く (四、 病蟲 害に 耐へ (五) 節 間 長く (六) 直立 
せる (七) 纖維少 き 善良なる 品種， を 撰定し 之が 栽培に 努力す る 所以なる 
が、 本島 糖 業 試験場に て外國 輸入の 種類に 就き 試驗 せる 結果、 基本 品種 
たる 口 ー ズバン ブーに 比較し (一) 糖分に 富める もの (ニ) 蔗莖 の收量 多き 
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もの (三) 分蘖 盛なる もの (四) 一本 及び 一 株の 斤量 重き もの 等 夫々 特徴を 
有する 品種 あ 5 たれ V」、 町當可 製糖 量は、 現今の 所 先、 コロ ーズバ ンブー 
I に 優位を 占めら る。 然れ ざ も 最近の 試驗 調査に 依れば、 幾多 苦心の 上遂 
| に 優等 種ビ目 せらる、 種類を 發 見せ bvj 云へ b。 

糖 業試驗 場に 於け る 試作 中の 甘蔗は 七十 四 種なる が、 此の 內 成績 優 
良 VJ 認 むる もの 二十 四 種を 選拔 して 試驗 せる に、 左の 如き 結果を 得た 

I -。 . 

I 品種  名 

I 瓜 哇實生 第二 ニ九號 
沖 繩讀谷 山 
t 瓜 哇實 生. 第二 七七號 
同 第三 六號 
\ 同 第一 〇 玉號 
同 第二 二八 號 
同 第一 四三號 


町 當蔗莖 斤量 蔗莖百 分 中 可 製糖 率 町當可 製糖 斤量 

八 三、 七三 三 ー四 *»/ 四九六.  ニー、 一四 现 
一 〇 六、 〇 五 〇 ニ •〇 四 八 一一、 七 I 六 
八 七、 三 五 〇 一三 * 一二 九 一一、 五 五六 
八 七、 三 五 〇 一二 •五 五 五 一 〇、 九 六 七 
八 七、 〇六六  ー1ーニ六〇  一 〇、 五八 七 
八 一、 九 六 七 ニ M ハ 四 五 一 〇、 三 六 五 
八ー、ニ〇0  一二 •七 ニ〇  10 、、三 ニ 九 


同 第二. 西 〇 號 七 六、 三 六 七 
同 第二 三九號  八 ニ、 三 三 三 
同 第一 六一號  .七 五、 四 六 七 
同 第二 三 四號  六 七、 三 五 0 
同 第一 八一號  八 一一、 八 一七 
同 第二 一 〇 號 六 八、 七 五 〇 
同 第 八六號  六 六、 六 一六 

モ丨 リシア スギ ンガム  六 〇、〇 八 三 
デ メラ 第一 一七 號 七 七、 一八 三 
工 ロ丨 カレドニア  七 五、 八 一七 
チ エ.  リポン  五八、 九 五 〇 

瓜 哇實生 第二 七八號  六 三、 九 一七 
同 第二 四七號  六 三、 七 五 〇 
ロ！ ズバン ブ 1 五 ニ、 四 五 〇 
瓜 哇實生 第三 五四號  五 〇、〇 一 七 
同 第三 六六號  五一 一、 六 三 三 
印度 レ デ ツシボ ワイト  四 八、 太 〇〇 


三 •三 ニ 三 
八 0 三 
八 四 九 
〇〇〇 
三 一 五 
五八 一 
五 七三 
〇〇 八 
〇 七 五 
〇〇 三 
七 七三 
四 五 九 
九 五 ニ 
〇 四 五 
三 八 九 
ニ 六 四 
五 二三. 


〇、 一七 四 
九、 七 一八 
九、 六 九 七 
九、 四 ニ 九 
九、 三 三 七 
九、 三 三 七 
八、 三 七 六 
七、 八 一六 
七、 七 七 六 
七、 五八 四 
七、 五 〇 四 
七、 三 ニ 四 
六、 九 八 ニ 
六、 八 四 一 
五、 六 九 六 
五、 四 〇 ニ 
五、 一四 六 


八 〇 

右 表に 依て 見れば、 ローズ バンプ ー は 暴風 少き 年に 於け る 成績 佳良な 
れ V」 ニ 昨年 及び 昨年の 如く 颶風 一度 到れば、 砂糖の 收量 減退し、 前表に 
於け る 二十 四 種の 內第 二十 位に あ り。 而 して 蔗莖 の收量 最も 多き は 沖 
繩讀谷山なれざも、該種は糖分少きを以て砂糖の收量は第ニ位に下れ 
I り。 尙ニ 十四 品種の 內 成績 最も 優良なる は 瓜 哇實生 第 百 三十 九號 にし 
~て、ローズバンブーに比し砂糖の收量多き事約ニ倍也。又瓜哇にて黃双 
一の 原料に 供す る實生 第二 百 四； 十七 號は彼 地に 於て は 佳良なる も、 本島に 
於て は收量 及び 糖分 少 くして、 其の 成績 ローズ バン ブーに 相似た り。 然 
るに瓜哇にて弘く栽培せられざる第百三十九號及び第ニ & 七十七號 
一等の 成績 見る 可き もの あるは、 全く 氣候 及び 土質の 關係に 由る 可き 也。 
一 故に 外國蔗 苗の 輸入に 當て は、 本島が 每年 暴風雨の 襲來 ある もの VJ 假 
定し £ に耐ゆる品種を撰擇せざる可からず。本試驗は暴風雨ありし昨 
年以來 の 成績なる を 以て、 糖 業者は 宜しく 之を 參考の 資料 V」 する V」 同 


時に、 進んで 適所に 適 種を 栽培す るに 努力す 可き 也。 唯玆に 一の 重要な 
る注意事項の存するぁり"即ち鹿苗輸入の方法を誤る時は，輸送の途中 
I に 於て 腐敗を 招く のみなら す 兎も角も、 病 蟲害を 併せて 輸入す るに 於 
一て は、 百年の 計 も 一朝に して 破滅す るに 至る 可く、 購入先に 於け， る嚴重 
; なる 蔗 苗の 消毒 及び 包装の 完全を 期す る 必要 ぁる 事是れ 也。 故に 多數 
一の 不健全なる 蔗 苗の 輸入を 試む るょりは、 先 づ少數 にても 完全 無缺な 
る ものを 輸入す るに 若 かす。 

要するに 優良なる 品種 •を 撰擇 する VJ 云 ふ 事は 二定の 地積を 有効に 
、使用す る VJ 共に 同一 費用を 以て 多 數の鹿 苗を 生産し、 生産費を 低減し、 
而して最後の目的たる產糖額を增加するの利益ぁる.に由る也。之に對 
しては 施肥、 灌漑 其 他 耕作 法 合理的なら ざる 可から ざるが、 蔗 苗の 品種 
の 撰擇は 、實に 甘蔗 農業の 基礎を 爲す ものなる を 以て、 斷 じて 之を 忽諸 
に附す 可から す。 即ち 本島 糖 業者が 竹蔗の 不良なる を 悟り、 改良種を 海 
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外に 求め ■たるは、 確に 一段の 進步 にして、 糖 業を 速 進せ しむで に 預て多 
犬の 効 ありた るが、 更に 改良種 ローズ バン ブ—に 代 ゆるに、 より 以上の 
優良 種を 以てする 事は、 本島 糖 業を して 泰山の 安き に 置く ものに 非す 
して 何ぞや 。蔗 苗の 品種改良 事業は、 本島に 執り 實に 刻下の 急務た る 也。 

第參章 甘蔗の 栽培 

蔗 園の 作付面積を 增加 する 事は、 產糖 額の 增加を 意味' 故に 作付 面 
積の 擴 張を 企圖 する は、 其の 糖 業 地の 勢力を 增大 せし むる 所以なる が、 
農業が 一定の 地積よ b 可成 多額の 生産を 擧げ、 其の 利益を 永續 する を 
以て 目的 VJ 爲すの 見地より すれば、 如何 レ 作付面積 擴張 するど 雖 も、 若 
し收穫 率に して 舊の儘 なれば 之を 謳歌す るの 價値 t く、 反て 天災 地變 
等 一朝 有事の 場合に 於け る 打撃の 程度を 祀憂す 可し j 玆に 於て 栽培 法 
を 集約的なら しむる は、 實に糖 業 振興 上 重要なる 事項に して、 遺 減な く 


之に 學理 を應 用し、 飽迄 新生面を 開拓す るに 腐心せ ざる 可から t 
本島に 於け る 糖 業經營 者は 大部分 內地 人に して、 資本 も亦內 地ょり 
へ 流入せ る ものな りし VJ 雖も、 甘蔗 耕作者は 全部 程度 低き 本島人な れば、 
一之が 進步を 期す る 上に 幾多の 不便を 感じつ、 ある もの 也。 唯 古 來甘葳 
一 栽培に 就て 相當の 經驗を 有する 事は、 之を 誘導 啓發 する 上に 於て 容易 
I なる 點 あるを 便宜 す 可し 併し 劣等 種た る 竹 ^ を 捨て、 豐產な る改 
| 良種を 耕作す るは、 彼等の 欣ぶ 所な れ V」、 粗放なる 耕作に 慣れたる もの 
一に 對し 、俄に 集約的 耕作を 强ゐる 事 不可能に して、 之が 目的を 達する に 
一は 當 業者た る 者須く 忍耐し、 以て 不斷の 精力を 注ぐ の 必要 あらん。 今や 
ー當局 及び 當 業者の 熱心なる 指導 其の 宜しき を 得て、 漸次 集約 VJ なる の 
一 傾向を 呈せ るは、 本島 糖 業 振興 上 慶賀す 可く 又 農民 自身 福利を 增進す 
る 上に 於ても 甚だ 賞す 可き 事 也 即ち 普通 農民の 耕作す る蔗圍 ど 當局 
直營の 模範 蔗圚 VJ の 生育 狀 態を 比較 すれば、 何人も 槪 して 後者の 成績 
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ffi 等なる 事を 是認す 可し。 又會社 自作に 係る もの ご 農民の 作れる 甘蔗 
VJ を 比較 すれば、 前者の 優れる 事 言を 俟たす 。數年 前 迄は 一甲 當十萬 斤 
I の 甘蔗 收穫を 最大 極限の 如ぐ 思料せられ しも、 今日に 於て は 十二、 三 萬 
一斤 以上に 達する 者敢て 珍し どせざるに至れり。尤も耕作法以外に其の 
土地の肥痩の如何或は灌漑の便否等 1: 依、り、其の成績を1槪に論す可 
からざる も、 大體に 於て 進 步の痕 を 止めつ、 ぁ り。 

甘蔗の 耕作に 就て は、 整地、 植付、 中 耕、 除草、 施肥 其 他 一般の 管理 法を 合 
理的に 行は ざる 可から ざるが、 就中 整地 法に 就て は 種々 研究され 或は 
'旣に改良を實施されたるものもぁれざ、本島の農具は本島に適應する 
樣相當 に 發 達しつ、 ぁるを 以て、 多年の 習慣 上 俄に 其の 缺點を 改良す 
る 事 困難な れば 洋式 犁を 使用せ しむる 事は 必す しも 効果を 奏する の 
途に 非す。 殊に 有利な り ど稱’せらる、レノーソ式整地は殆ゲ」器械カを 
毛ゐす 、手® にて 深耕す る 方法に して 非常に 勞 力を 要する もの 也。 瓜 桂 


は臺灣 ょり 勞カ 多く 且 低廉なる が 故に、 I 般 に 行き 亘る も、 臺灣に 於て 
は瓜哇に比し勞カ少きを以て'之を行ふを得す。故に或る程度迄從來の 
; 臺灣 式を 以てする を 必要 VJ す 可し。 され ざ(ー)土地を深耕する事(ニ土塊 
一の 風化 作用 迅速なる 事 (三) 苗の 發芽 良く 枯損步 合 少き事 (.四 囊灌 の度數 
j 瀕繁 なれば 或 種の 害 蟲少き 事 (五) 蔗莖の 倒 臥せざる 事 (六) 一定の 地積の 
收量 多き 事 等の 利益 あり S 云へ り。 故に 本島に 於ても 此の 力 式に 準じ 
: て 深耕に 留意し' 耕耘 を懇 にし 根の 圓滿な る發 育を 爲 さしむ るを 要す J 
甘蔗の 性質 ごして、 他の 作物に 比し 草丈け 高く して 而かも 其の 根は 纖 
弱なる を 以て、 耕 鋤の 深淺 は、 蔗莖の 成長に 多大の 關係 ある ものにして、 
從來の 如き 僅々 四 五寸の 淺耕 は、 確に 風害に 對する 抵抗力 少き 甘蔗を 
"作. 〇 しもの ど見做す可し。此の深耕問題は、多年當業者間の問題ミして 
硏究せられたるが、現今忆於ては旣に或程度迄其の深さを增すに從ひ、 
漸次 蔗 莖の數 量を 增加 する 事を 確め られた り。即 ^ 大目降糖業試驗場 


に 於け る 成績は、 左表に 依て ー目暸 然 たる 可し。 

試驗別 調査 項目 町當 分蘖 本數 町當蔗 莖 斤量 可 製糖 率 町當可 製糖 斤量 

四、  五寸鋤 起、 ニ寸植  五 五、 八 四 八 一:1ニ、九八既  .一二. 九 三 一四、 I 五^ 

五、  六植鋤 起、 四寸植  五 七、 六 八 一 一三 四、 六 〇 五 ニー 一ふ 三 一七、 六 九 〇 

六、  七寸鋤 起、 六 寸植  五 七、 五三 ニ 一三 四、 ニ 九 八 一四 6 四 一七、 五三 七 

七、  八寸鋤 起、 八寸植  五 五、 九九 五 一三 八、 七 六 七 I 四； 七 一九、 六 〇 六 

八、  九寸 II 起、 一尺 植 五六、 八 七 五 一 三 八、 九 七三  一四 •七三  一八、 i •ハ 九 七 

次に 蔗苗の 植付 期に 就て は、 從來殆 V」 之を 等閑に 附 して 顧る 所 ごな 
らす 、十一月ょ 9 翌年 五、 六月の 期間に 於て 悠 々之が 作業を 行 ひし VJ 雖 
も 二度 暴風雨の 被害を 受 くるに 至る や、 當 業者は 其の 植付 作業 餘 りに 
緩漫な りし 事を 悟 b、 今期は j 月 以降 四月 末に. 於て 大部分 終了し、 五月 
中は 止むな き 事情の 下に ありし 小 部分の 植付を 爲 したる は、 確に 甘蔗 
耕作 上の 一大 進步ど 謂は ざる 可から す。 即ら 植付を 遲延 せ. しめた り V」 
云へる事情は、普通苗は原料用の甘蔗 0 稍頭部ょり採取するものな，る 


が 含糖量 多き 原料を 得ん VJ し、 其の 刈 取の 時期を 延期せ る 結果 蔗苗不 
足し、 且 諸般の 作業を 遲引 せし 也。 然れざ も從來 殊更に 製糖 期を 遲 引せ 
しめ、 殊更 早植を 避けた る 別個の 理由な きに 非す。 ( 一 ) 早植は 幼芽の 成育 
遲緩な るを 以て 灌漑 及び 除草に 手 入を 要する 事 多し 三) 早植は 草丈 伸 
一長す るを 以て 八、 九月 頃の 暴風に 害せら る、 事 多し 等の 所說 あるが、 兹 
| に t の早植 VJ 稱 する ものは、 十一月 及び 十二月 中を 指す ものら しく ニ 
ー應尤も匁る見解也。されざ早植に失するょりも、寧ろ遲植に過ぎたるは 
I 更に 不利益 也。 (一) 遲植は 蔗莖の 收量少 きのみなら す 糖分の 最高に 達す 
一る 時期 遅し (ニ} 植付が 五、 六月を 過ぎて 植ゆれ ば 翌年に 於て 辛 じて 製糖 
I に 供す る 有樣な れば •草丈 伸長して 倒 臥す る もの 多し (三) 遲植は 雨季に 
一際し 過濕の 害を 被る 事 多し 殊に 南部の 七、 八月の 雨季は 植付に 適せす 
等なるが、ー昨年及び昨年に於て經驗せる結果に據れば、早植に於“ ^ 
丈 伸長の 爲め倒 臥す るに 至りし ものは、 幾 割かの 減收に 止まりし もィ遲 
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植に 於て 幼芽の 發育 充分なら ざ b しものに して、 風害 及び 水害を 被り 
しものは全滅虻近き慘狀を呈し、風害のみを被りしものは、其後に於て 
(甚だしく 成長を 阻害せ b。 是れ事 實の證 明す る 所に して、 明に 遲 植の不 
!利益を語るものに芽すゃ。含糖量多少の差は、草丈 0 多少の差に及ばざ 
一る 事 遠く、 殊に 天災 地變の 場合を 熟慮せば、 早 植の勵 行に 依て、 確に 或る 
程度 迄 之を 豫 防し 得る もの ど 信 す。 玆 (: 於て 植付 V」 風害 關 係の 密接な 
るを 知る VJ 共に 二方に 於て 植付 VJ 成長 VJ の關 係に 就き 施肥 VJ 謂へ る 
.重要事項を 研究す るの 徒勞な らざ るを 想 ふ。  . 

甘蔗の 肥料は、 何れの 糖 業 地に 於ても 多大の 經費を 投じて 試驗 せら 
j れつ ゝ ぁるが 如く、 甘蔗 農業を 集約的に 營む 上に 於て 最も 留意す 可き 
I 事項 VJ す。 故に 本島に 於ても 總督府 は 栽培 獎勵費 中 最も 補助 肥料 費を 
多額に 計上し、 每年各 製糖 會 社に 下付 せらる、 が、 性 狡猾に して 目前の 
利益を 追 ふを 事 VJ せる 本島人は、 屢 々他の 耕作物に 轉 用し 補助 肥料を 


して 無意義なら しめたる 時代 あ b。 然れざ も 現今に 於て は 幾多の 甘蔬 
耕作 獎勵 法を 設け 之が 惡 弊の 助長す るを 防止す るに 努めた る 結果、 遂 
; に 施肥の 普及を 見、 當 初の 目的を 達する に 至 b しが、 從來 本島 農作 上の 
一 施肥は 頗る 冷淡なる もの あ b て、 米作の 如き 殆ざ無 肥の 有樣な りし ど 
I 云へ り。尤も蔬菜栽培等には入糞の施用あり、其他豚尿、牛囊、落花生油糟 
一 及び 田 菁ど云 へる 寛 科 植物の 綠肥 等を 施 用す るに 過ぎず。 彼の 大豆 糟、 
一魚 肥 其 他 改良 肥料た る 過 燐酸 石灰 等の 有効なる 肥料の 施 用を 見た る 
i は、 甘蔗 栽培 獎勵の 賜物に して 今や 甘蔗 耕作 法 以外に 施 用 せらる、 に 
I 至れ り。要するに甘鹿は、其の目的 ^ する所實に採糖にありて薦莖に非 
す。他の農作物ならば、成長の大を期するに止ま5而かも成分の如何が 
: 直に 數字的 利 損を 訴 ふる 事な しビ雖 も、 甘蔗は 其の 含糖量の 如何に 依 
り產 額の 多寡を 現は し、 最後に 收 益の 大小を 來た す。 玆に 於て 適當な る 
土質を 求め 適當な る 肥料を 施す 必要 あるが、 此の 施肥に して 合理的な 
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らば、 土質に 於て 多少の 缺點あ る も、 充分 之を 補 ふて 猶餘 り ある 可く、 更 
に 本島人の 科學 思想が 涵養 さる、 に 伴 ひ 漸次 肥 効率を 增進 せしめ、 從 
I て收穫 率を 增進 する を 得 可き 也。 

其 他 栽培 上に 於け る 諸種の 研究 問題 あ b VJ 雖も 、要するに 新規 農作 
物の 初期诗 代には 免る 可から ざる 事に 屬 し、 從て發 達 時代を 劃す るは、 
ー猶 向後 幾年 かの 後に 於て なる 可き も、 栽培に 關する 問題の 如きは 纏て 
I 全部 之を 解決す るの 時期に 到達 せん。 殊に 本島人は 程度 低く 性 狡猾な 
: 雖も 、由 來勸勉 無比の 民 也。 一度甘蔗農業の耕作法を會得するに於 
I ては、 彼等の 斯業に 對 する 努力 想像の 外に ある 可く、 更に 勞 力の 供給 潤 
I 澤なる 事は、 本島 糖 業の 前途に 猶 多くの 未來 ある 事を 語る ものにして、 
I 以て 聊か 吾人の 意を 强ぅ する 所以 也。 

第 四 章 甘蔗の 病蟲害 


農作に 對 す る 病害 及び 蟲 害の 恐る 可き 事は 云 ふ 迄 もな し。 如何に 耕 
鋤に、 施肥に、 其の 勞 力を 費して 理想的なる 耕作を 營むと 雖も 、之が 豫防 
方法に して 完全に 非る 時は、 時に 全滅を 見る の慘狀 を呈す 可し。 甘蔗は 
比較的 强健な る 禾本科 植物に して、 其の 利用の 目的が 採 糖に あり ビし、 
避？ 莖 の外觀 美醜を 厭は す どす る も、 若し 强烈な る傳播 力を 有する 病菌 
或は 繁殖力を 逵ぅ する 害 蟲の蠶 食に 遭遇せば、 全滅の 狀態を 現出す る 
: 事は 兎も角も、 之が 驅除豫 防の 爲め 多大の 出費を 爲さ V る 可から す。 此 
一の 病 蟲の發 生 ど耕駐ミは種々の關係を有するも、多くは自然界に於け 
一る 氣 象の 惡變 動に 依て 其の 繁殖を 促し 或は 繁殖力の 强弱を 差別す る 
を 以て、 鹿 園經營 者の 理想 して、 每年 或る 程度の 右 驅除豫 防 費を 支出 
一す るを 常 V」 せ b。 され V」 本島人は、 甘蔗に 對 す るの みならす 一般の 農作 
物に凿 する 病蟲 害の 念 薄く、 彼の 柑橘類の 如きは、 之が 爲め數 百年 來の 
名産を 本島ょり 失 はん vj する に 至りし 事 あるは、 蓋し 此の 好個の 例證 


VJ 謂 ふ 可し。 

本島に 於け る 甘蔗の 病害は、 莖 部を 犯す ものに 甘蔗 赤 腐 病、 甘蔗 外皮 
病、 甘蔗 護謨 病、 甘蔗 黑穗病 等 ぁ 5。 根 部を 犯 かし 後莖 部を •枯死せ しむる 
ものに 甘蔗 立 枯病ぁ 其 他 甘蔗 露菌 病、 甘蔗 赤 斑 病、 白 絹 病、 甘蔗 虎斑 病、 
銹病 等は 其の 重なる ものなる が、 以上 大部分は 現今に 於て 著明なる 被 
害を 與へ 居らす。 唯 甘蔗 露菌 病の みは、 臺南廳 下に 濃厚なる 病毒 地を 有 
する を 以て、 每年 被害 蔗莖 ビ 見る 時は 根 部ょり 掘 起し、 以て 嚴 重に 燒棄 
する の 積極的 方法を 執り、 極力 之が 根絕に 腐心し つ、 ぁ b’。 同病は 葉 裏 
に 微細な ♦る 白色の 綿 屑 狀物體 集合し、 遂には 其の 變色 部先づ 乾燥 枯死 
する ものにして、 發芽 期ょ b 收穫期 迄 常に 其の 發生を 見る。 要するに 病 
害を 未發に 防止す るを 以て 最上の 方策、 y」 すれば、 各種 病の 病徵を 鑑識 
し、 不斷に 其の 發 生の 有無に 注意す るを 要す。 即ち 蔗 苗の 撰擇、 蔗 苗の 消 
毒、 圃 場 ® 消 潔 等を 其の 眼目 V」 し、 株 出 法を 避く る 事、 輪作 法を 行 ふ 事、 品 


種 0 撰擇を爲す事、肥料に注意する事等も併せて考究す可き點也" 
最近まヤ^|紀 (:@ ぎパ一問題ぁ^。ー昨年以來產糖の减退ミ共に、各製 
一 糖 會社相 競 ふて 作付面積の 增大を 期し、 加 ふるに 蔗 苗の 絕滅箇 所を 補 
ー植 t んビ 焦慮す るの 餘 り、 島內に 於け る蔗 苗の 需給 狀態は 頗る 活潑ビ 
j -t りしが、 遂に 蔗 苗の 供給 不足 VJ なるや、 あらゆる 便宜に 依り 瓜 哇及び 
一布 哇 等の 海外 並に 冲繩其 他の 內 地ょり 之が 輸 移入を 企圖 し、 其の 不足 
額を 補充 せん VJ せ り。 之が 爲め 多額なる 養 用の 支出. を惜 ま ? トノ しが、 其 
いの 結果 包装の 粗 造 及び 輸送 法 不注意の 爲め 大部分は 腐敗を 招き、 活着 
せる 少 部分には 又 鳳 梨 病 ど 稱 する 恐る 可き 簾 苗の 發生を 見る に 至れ 
)り。_病は布嗤に多く見受けらる、蔗病にして、傳播カ亦猛烈なりミ云 
へば、 其 儘 之を 放棄し 置く 時は、 全島に 於け る蔗 園の 安危に 係る や も 計 
る 可から ざるを 以て、 當局及 ぴ當廳 係員 立 合の 上嚴 重に 絕滅 作業を 行 
ひ、辛ぅじて匦めて|小局部の被害に止めたるもニ時は當業者をして 
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憂慮せ しめたる 事 鮮少に あら ざり き。 斯 /、 の 如く 外國 輸入の 蔗苗 取扱 

に 至て は、 用意 届 到なる 蔗 苗の 撰 擇及び 消毒 法を 實 行し、 而かも 輸送の' 
: 一途 中に 於て、 萬ー蔗 苗に 附着せ る 少數の 病菌が 醱酵 作用 等に 助長 せら 
i れ、 其の 傳播 力を 旺盛なら しめざる 樣 包装に 注意し、 加 ふるに 輸送 方法 
一も大 貨物 ごせす して 小包 郵便 等の 便宜に 據るを 可 ごす 可し。 即ち 大多 
.數の 不完全なる 蔗苗を 輸入して、 腐敗 或は 病蟲 害の 傳播に 苦む ょりは、 
) 寧ろ 少數の 完全 蔗苗を 輸入し、 以て 全部の 活 着を 期す るに 若かざる 也。 
- 自今 新種 蔗 苗の 輸入を 試む る 事 屡々 なる 可く、 單に 旣設の 輸入 蔗苗檢 
ー査 法に 據る のみに ては、 到底 安心の 域に 至らざる が 故に、 輸入の 計畫を 
ー立て 72 るものは、特に專門家を派遺して直接購入方に立廻5、技師自ら 
i 消毒 及び 包裝 作業を 管督 する を 至當ど せん。 

更に 本島に 於け る 害蟲を 一瞥す るに、 其の 重なる ものは カン シヨ ノ 

シンク ヒぐ マキ、 スデ メィガ 、クス グロ  メィガ 、ツマ キオホ メィガ 、クロ マ 


, コガネ 等に して、 其 他 二百 有餘を 算 する も 被害の 程度 頗る 微弱 也。 然 
れ V」 も 右の 重なる 害蟲ょ b 受くる 被害は、 病害の 比に 非す して、 時に 蔗 
園に 致命傷を 與： ふる 事な きを 保し 難ければ、 總督府 に 於て は 昨年以 來 
:每年 ー囘 甘蔗 害蟲驅 除 會議を 開催し、 本島に 於て 害 蟲發生 濃厚な b ビ 
I 認めら る、 嘉義、 臺 南、 阿餱の 三箇廳 下の 蟲園に 對し 、懸賞 抽籤に 依る 驅 
一 徐豫防 方法を 執 b つ、 あ 5。是れ頗る本島人を利用する (: 適當なる方 
一 法に して、 昨年は 多大の 効果を 納めた るが、 今期は 更に 昨年に 於け る 右 
一の 作業の 好影響を 受けて 害 蟲の發 生 甚だ 僅少な りしが 如し。 要するに 
一本 島は、 氣温 高く 作物の 圃場に ある 期間 連續 する を 以て、 害 蟲の發 生に 
一は 頗る 便利 也。 故に 之が 驅除豫 防は 甘蔗 農業 中 重要の 事項 ミして 留意 
一 せざる 可から ざるが、 現今 科學の 進步ミ 共に 人爲 作業を 爲すの 外害蟲 
(に 對 する 敵蟲の 繁殖を 圖 b、 以て 瞬時に して 之が 勢力を 奪取す るの 方 
法を 執る 等學 者の 硏究 至らざる なきを 以て、 害 蟲は 勿論 病害 ビ雖も 適 

* 五 
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當なる 方法を 行 ふ. に 怠慢なら ざれば、 斷 じて 憂慮す るに 當らす 。 

第五 章 競爭 作物と しての 米作 

I . 

明治 四十 五 年中に 於け る內地 市場に 現 はれた る 米價の 昂騰は' 有史 
i 以來 空前 ご 目せられ、 爲 めに 輿論は 一時に 沸騰し、 輸入 食料品 廢稅 問題 
を 提げて 主務 省に 迫る 者 あり。 或は 又米價 調節 策を 立案して、 臺灣米 及 
j び 朝鮮 米の 受渡 米 代用 爲 さん VJ 試みた るが 如く、 議論 百出、 生活難の 
大 洪水 一時に 押 寄せ 來 りたる に似て、 社會 は喧 々囂 々の 聲を斷 た ざり 
I き。 而 して 遂に 臺鮮 米を 以て 受渡 米の 代用に 供す る こ ^: を 斷 行し、 稍 米 
ー價を 下落せ しめたる 如き も、 果して 臺鮮 米が 主要なる 調節 材料 VJ な b 
一し や 否やの 批判は 暫く 措き、 之に 先立て 臺灣 米が 內地 定期 米に 引附け 
られ 、其の 暴騰に 伴 ふて 同じく 暴騰を 演す るに 至る や、 四十 四年以 來の 
暴風雨に 據 りて 本島 糖 業を 悲觀 する 者は、 米價の 甘蔗 作に 及ぼす 可き 


影響を 想像せ り。 即ち 說を爲 す 者は、 米價 騰貴の 結果 蔗圓變 じて 米 田ぐ J 
な b つ、 ぁ bvj し、 益々 本島 糖 業の 運命 極れ 爲すが 如く 見做し、 極 
; 端 な る 言論を 擅に する 考少 から ざ 5しを遺慽ごす。 

然れ ざも是れ全然誤解也。想像は必すしも事實を生ます.。之を證明す 
| るが 爲め 左に 明治 三十 五 年 以來 四十 三年に 至る 米 及び 甘蔗 作付 甲數 
一種 別表を 示す 可し。，  . ..’  . ,:,- 
;;  年 ，別」  米作 面積  甘蔗 作 面積 


三十 玉 年 一! 一屋、 1 パ A 如：.. 1H ハ、 M ハ 切 
三十 六 年 四 〇 七、 ニ 四 H ハ、 五 ニ 六 
三十 七 年 四 四 八、 六 nl〇  ニー、 五 九 四 
三十 八 年 四 六 一、 irf〇 八：.，'./. ニ 四、 四 七 七 
三十 九 年 四 七 ニ、 八 一三  三 五、 一 五八 
四十 年 四 八 六、 ニ 七. 五 三〇、 三 九 一 
四十. 一. 年 W 九 三へ， 八 P 七 11八、.七0四 
四十 ニ 年 四九四、八 0 八 三 九、 0 三 五 
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四 卜 三年  四 七 〇、 四 一一 六 六 三、 四 ニ 
四十 四 年 四 九 二、 九 四 四 七 六、 五 四 四 
大正 元年  四 九 六、 ニー 八 六 八、 六 四 0 

ー之に據て見れば、鹿園甲數の增加は頗る著明にして、多少の波瀾あるも 
一大 髅に 於て 非常なる 進歩を 示し 居れ b。 而 して 米 田 面積 も 逐年 增 加の 
; 傾 向あるが、雙方之を對照するに、別段米田が鹿圍を蠶食したる形跡な 
一く' 又 蔗圍が 米 田の 發展を 阻害した る 形跡 も 無し。 即ち 米 田は 米 田 S し 
I て發 達し、 鹿 園は 蔗圚 どして 進歩せ b。 然れ r も 大正 元年に 於け る 甘蔗 
一 作付面積の 遞 減を 見る 時は、 全く 米價 騰貴に 伴 ひて 蔗圍を 放棄せ る も 
) の、 如く 想像 せらる、 も、 是れ 蓋し 蔗 苗の 供給 不足に 基け る 結， 果 にし 
i て、 決して 米價 騰貴の 影響に 非ず。 故に 米作 面積が 之に 對 して 別段 擴張 
A さる、 事な く、 唯 幾年 來の 好況を 繼續し 順次 發展 する 趨勢に あるの み。 
然れ V」 も 机上の 論者は、 昨年 米價 .の 暴騰を 演じた る當 時、 米作 對 甘蔗 


作の 收穫 を對比 して 米作の 有利なる 事を. 說き 、甘蔗 作の 不利なる 點を 
舉げて 止ま ざ b しが、 本島に 於け る 重要 甘蔗 農作 地は 南部 地方に して、 
;從來：灌溉の便無く乾天田の如きも亦專ら降雨を待つの狀態 (: て、年一 
一期の 收穫 も猶 不可能な るょ り、 土地の 多くは 畑地 どして 利用せ らる 。而 
ベ かも 之に 對し 甘蔗 作 以上の 收穫物 無き ょ 5 主ビ して 甘蔗を 栽培す る 
i 所以なる が、 反 之 中 北部に 於け る 地方は、 灌漑 比較的 潤澤な るを 以て、 對 
一 米作 問題には 多少 論 爭の餘 地な きに 非す。 即ち 臺中 及び 臺北 等の 米作 
一地に 於て は、 甘蔗 作を 以て 米 田を 蠶 食す 可く 聊か 不利の 地位に あ b。 其 
一の 不利な b VJ. 謂へ る點. は、 耕作 法發 達の 初期 時代に 於け る 甘蔗を 以て 
ー統一時代の米作の利を奪はんどするには、相當の設備ど努カごを要す 
I る •事 是れ 也。 され ざ 吾人は、 米作は ニ囘の 收穫な り、然る (: 甘蔗はー囘の 
み ビ云 へる 單 純なる 數理 的觀 念に 支配され 程 米作の 收穫は 年 ニ 
回なる は 確實な れざ 、農作物の 多作は 收穫 率の • » 減 及び 品質の 退步を 
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免れざる を 以て、 本島. の 二回 作は、 內地 一回 作の 利益に 二倍せ ざる 事を 
.，記 臆せざる 可. からす。 殊に 昨年 中は、 米價稀 有の 暴騰を 告げた る 結果、 移 
一 出 米 商に 據 りて 盛に 靑田 買を 試みられ、 爲めに 主要 米作 地に 於け る 農 
!民の射利心を煽り、投機心を挑發せしめたる嫌ひなきに非す。されざ農 
一民は 如何に 目前の 利益を 圖 るに 汲々 た b ど雖 も、 相當の 資金を 投じ、 相 
當. の 勞カを 拂ひ. たる 蔗園 に對 し、 米界の 好況に 伴 ひー擧 之を 米 田に 變 
•一. ぜ しむる 程の 愚を 爲す 者に 非ず。 要するに 米價の 激騰に 驚愕せ るの 徒 
ごが、 臺中 地方の 如き 一部 的 影響を 想像し、 更に 此の 想像を. 一層 誇張して、 
甘， 蔗 農作 上の 大敵は 米作な り、 故に 砂糖 原料の 充實上 安危 消長に 關す 
.る 重要 案件な り之 喧騷 の聲を 放ちた る 也。 

本島 糖 業は、 未だ 完成 時代に 入らす、 從て 原料の 確保を 得る に. 至らす 
vj 雖も 、甘蔗 農作 法の 漸進は、 必中 一甲 當 平均 十 萬 斤 乃至 十五 萬 斤の 收 
* を 見る 事 左 迄 因 難に 非る 可く、 米 田を して 蔗圍に 轉換 せし むる の趨 


勢を 現出す 可し。 本島人は 射利心 强き丈 .け 又 誘導に 容易なる 點ぁ b ii 
て 幾年 かして 埤训 H 事の 完成を 爲すの 曉、， 一層 灌 斷 の 便を 得 甘蔗 農作 
上 甚大の 裨益を 被る に 至ら ば、 相 競ぅ‘ て 之が 利益の 下に 走る 可し。 され 
: V」 米作 對 甘蔗 作の 接觸 は、 本島の 一部 即ち 臺中、 臺 北の 如き 主要 米作 地 
(に 於て 多少は 兎に角 或は 永續す 可き 問題なる や も 知る. 可から. す。 之を 
一海 外 糖 業國の 例に 依て 見る に、 瓜 哇に 於け る 百 八十 個の 製糖 工場に 屬 
: する 甘蔗 栽培 區 域は 悉く 水田に して、 畑地を 利用す る 者 皆無 也。 而 して、 

: 水田は 島民 三千 餘萬 人の 主食物た る 米の 耕作に 使用 せらる、 に據 り、 
一 甘蔗の 耕作地を 得る 事 頗る 困難な. 0ビ す。 故に 數 百年の 糖 業史を 有す 
，る 同國 は、 幾多の 經 驗の餘 、現在 和 蘭 政府の 執れる 方針 V」 して、 如何なる 
場合に 於ても ニ. 地方に 於け る 甘蔗の 耕作地を 水田 總 面積の 二割 以内 
に制限も、兩者の保護を全ふしつ、ぁりど云へ5。斯くの如く甘蔗耕作 
地に 畑地を 有せざる 箇所に 於て すら 米 ® の兩 立を 圖 b 得る 以上は、 本 


島の 如く 中部 地方 ご 雖も猶 多くの 畑地を 有する 箇所に 於て 二部の 一' 
時 的 現象たり し 米作の 利益ょり 觀 たる 蔗 園の 經營 難を 說くが 如きは、 
; 全く 眼を 大局に 注がざる に 因由す る 也。 

\ 以上 之を 要するに 大體に 於て 甘蔗 作が 米作に 對し 、決して 不利なる 
一地 位に あらざる のみなら す 現在は 勿論 前途に 於て 益々 有望なる 事を 
一 述べた るが、 今 假 b に 積極的なる 日本人の 性質を 代表し、 甘蔗 作に 對す 
: 一る 競爭 作物に 就て 根本的 解決を 爲すに 於て は、 即ち 當業者 自身を して 
I 蔗圍の 土地 所有者たら しめざる 可から す。 兹 に 於て 始めて 如何なる 場 
一 合 VJ 雖 も競爭 作物の 制 肘を 受 くる 事な く、 砂糖 原料の 確保を 期す る 事 
j を 得 可し。 故に 近來の 傾向 VI して 各 製糖 會社 は、 漸く 本島 糖 業が 整理 統 
\ 一時 代に 入れる 事を 自覺 し、 益々 甘蔗 農作に 對 して 積極的 方針を 執り 
土地 所有を 企 圖す るに 至りし は、 即ち 能く 這般の 消息を 語る ものに 非 
す ^ され ざ 南部 也 方に 於け る蔗 園に 於て は、 當業考 が 原料の 自作 自給 


を要望する程痛切なる障害なしどするも、之を ?/ 有するに若ヵざる事 
萬々 也。 實に 甘蔗 作對 米作 問題は、 理論の 問題に 非す して 實際 問題 也。 政 
ー略問題に非ずして方法の問題也"瓜哇の如きは方法其の宜しきを得、依 
一 然 VJ して 甘蔗 作の 基礎 堅固なる を 得つ、 あ b。 策 ある 者何ぞ 米 價の騰 
一貴を 憂 へん。 

第 六 章 蔗苗 品種改良 事業 

一 ; • 

一 • ： 今日 本島 糖 業が、 甘蔗 農業 及び 砂糖 工業 兩 方面に 亘る 成果を 齎らし、 
一 駸々 乎た る 勢 ひを 以て 其の 發展 力を 休止せ ざるに 至りし は、 各般の 獎 
勵 施設 相 倚 b 相 待ちた る 努力の 賜 者な -b ご雖 も、 其の 大原 因は 實 (: 甘 
ー.蔗種苗の改良に期せざる可からす。蓋し如何に他の原因 (: 於て完美 4- 
b ビ雖も、糖業 0 根本を爲せる原料甘蔗の品質在來種の如く劣惡且收 
■率 低 少な b し V」 せ ば、 到底 今日の 隆盛を 見る 事 不可能な らん。 當初 K 

ー§1 


1 0 四 

良種 蔗 苗を. 各地 方に 配布して 栽. 培の 獎勸 に著萍 する や、 頑迷なる 本島 
農民は之：が植付を.肯んせざりしも、懇；說篤示 --0 誘導其の効を.奏し、明治， 
: 三十 五 年期に 於て 三十 七 甲餘の 作付面積を 得た る以來 漸次 增 M し、 四 
一十三 年期には 八 萬 四千 六十 九 甲餘ど なり、 實に 甘蔗 作付 總 面# の 九 割 
一三 分に 達せ 5。 而 して 收穫は 在來種 一甲 四 萬 | 千餘 斤に 對し 改良種 一 
ー甲十ー萬九千餘斤にして、殆ざ三倍に近き增收あり。其後獎勵方針を| 

\ せし四十年期に至る五箇年、の平均を見るに、在來種の四萬三千五百 
一七 十 斤に 對し 改良種の 七 萬 八 千 三百 一斤に して、 約 八 割， に 近き 增收を 
| 示せス のみなら す、 一千 斤の 買收價 格に 七 八十 錢の差 あるの 好成績を 
一得たり。 是れ 蔗圍の 急激なる 擴 張を 促せる 主因に して、 畢竟 改良種が 在 
ー來秫 ょ 5 品質 及び 收穫 量に 於て 遙に 優良なる 事を 周知せられ たるに 
"基因す 可ぐ、 以て 品種 改善の 功果 頗る 偉大なる 事を 知る 可し。 左に 甘蔗 
收穫高 種別 表を 示す。 


年期 

三十 六 年期 
三十 七 年期 
三十 八 年期 
三十 九 年期 
四十 年期 
四十 一年 期 
四十 ニ 年期 
四十 三年 期 
四十 四 年期 
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然るに一定面積に.於ける改良種.の收穫率は、糖業發展に伴ひ增加の 
傾向を 示さす、 反て 遞減 K るの 兆候を. 呈す るに 似た b。 蓋し 改良種 獎勵 
の. 當初 三十 七 年期の 收穫 率は 七 萬 五 千 六 百 六十 五 斤な りしが、 爾來年 
々多少の 增減 ある も 漸次 下降を 示. し 四十 四 年期に. 至 5 ては 五 萬 四百 


一 〇 六 

十九 f を遞 減せ b £ を 要するに 蔗園 不良なる 土地に 擴 張され たる 事 
其め 一原 因な b VJ 雖 も、 主 VJ して 耕作 法の 粗放なる ビ 、之が 結果 どして 
一 生 產蔗莖 の 劣惡な る ど、 蔗圍擴 張に 伴ふ蔗 苗の 需要 急激なる 增加は 、薦 
一 苗 精選の 餘裕な く、 遂に 劣惡な る 蔗莖を 揷植 する に 至 b 逐年 品種の 特 
一 性は 惡變 し、 從て其 退化 性を 遺傳 的に 固定せ しめたる に 基因せ すん ば 
一 非す。 故に 此の 趨勢を 自然の 成 行に 委す 時は、 遠き 將來を 涘たす して 悲 
|陰に陷るなきを保す可からざる也。斯くの如き實例は敢て本島のみ (: 
一 ぁらす して、 糖 業 先進 國は 孰れ も 等しく. 經驗 する 所 なれば、 各國常 に此 
,\ の點に 注目を 怠らす、 不斷 に 科學的 原理を 應 用して 品種の 特性を 維持 
ーする之共に、新品種の育成 (: 努カしつ、ぁるを見る可し。されざ此の蔗 
一 苗の 退步 は、 兎も角も 本島 糖 業 刻下の 重要 問題た るを 失は ざる 也 

即ち 如何にして 斯かる 傾向を 防止す るの みならず 尙 進んで 向上を 
圖 り得可きかは、大に考究を要す可き點なるが、之が救濟方法どして總 


督府 (: 於て は、 從來 耕作 法の 改善、 施肥、 灌激 、排水の 注意、 病 蟲害 の驅除 豫 
防、 1 苗の 撰擇 等に 就き 相 當獎勵 補助に 勉 めつ、 ぁ 5、 當 業者 も 總督府 
ー獎勵 の 意を 體 して 之が 施設を 爲 しつ ゝ ぁり ど 雖も 、頑 速 固陋の 農民を 
相手ミす 0' 農業の發達は、急を望む可炉ら.すして相當の歲月を要す。其 
一の 間に 農民の 粗放 的 培養 及び 當 業者の 作付蔗 園の 急激なる 擴張 及び 
一之に 伴 ふ病蟲 害の 蔓延は、 漸次 甘蔗 品種の 退化を 來すに 至れ b。 故に 今 
ー日に於て先づ第ーに著手す可き事業は品種の改良原種の育成を措て 
一： 他に 何ぞ 之を 求めん。 輓近 植物 生理 學 、植物 生態 學上の 研究は 長足の 進 
一歩を 爲し 、之が 埋 論の 應用は 盛に 有用 植物 培養 法に 一段の 進境を 示せ 
一る が、 彼の 丁抹の 植物 學者ョ ハンセン 氏は 實 に純粹 培養 法の 考案 者に 
一して、 而 して 之を 實地に 成功せ るは 瑞 典の 一一 ダ ソン 氏ぐ しす。 即ち 小麥 、裸 
、麥其他の穀類に就き幾多の原種を分離し、唯ー倒の陶汰法を行ひたる 
洁 果 VJ  L て、 多額の 純粋培養を 成した る もの 也 M に 糖 業界の 事實 ミし 


ては、 獨 逸のビ K モー リン 氏が 糖分 多き 甜 菜を 撰擇 して 種實を 養成し 
たるが 如き、 或は 瓜 哇の コ ー ブス 氏が 甘蔗の 化學 的陶汰 法に 依 5、 重く 
一して 糖分 多量なる 甘蔗 株ょ b 優良なる 苗を 撰擇 して 育成し、 之を 瓜 哇 
一に 於け る各會 社 の 芦 |圚 に 繁殖して 著しく 其の 收穫 率を 增進 せる が 如 
$ き、 孰れ も 皆 良種 育成の 効果 ある 好個の 適例に 非ず や。 

此等 改善 育成の 手段 方法に 就て は、 詳細に 亘 りて 種々 の學說 ある 可 
一し V」 雖も 、大目 降 糖 業試驗 場に 於け る 之が 育成に 關 する 重要 項目に 從 
\ へば 左の 如し .0 . 

(- 現在 栽培 せらる、 品種の 化學阶 ^• 此か。 
に外國に於ける優良新品種 0* «* ^- 

一 ' 三實 生育 成。  ...：：- 

_ #- ， i- l^ H* (:* M* i: 月 f ml  ? 0# ま ^: ;. 0- ** 纪|^ 

右の 學理に 基き 之を 一般に 普及せ しめん VJ せ ば、 先づ隔 i せる 高 池 


に 苗圃を 設け 種苗の 撰擇 、病蟲 害の驅 除に 注意し 專門的 に 種苗を 育成 
し、 而 して 之を 平地に 搬出して 繁殖す るを 以て 最も 安全なる 策 ^ す。 又 
I 直接 外國ょ b 取ょ せた る ものにして、 發送 地に 於て 蔗 苗の 撰 擇及び 消 
毒を 嚴重 にし 且つ 包裝 等に 至る 迄 合理的に 取扱は ざ b しものは、 一度 
一 離隔せ る 島 地 苗圃に 繁殖して、 病蟲 害な き 事を 確め たる 後 之を 直に 高 
、地 苗圃に 移して 繁殖し、 更に 平地 苗圃に 移し、 遂に 之を 會社 若く は 農民 
I に 配布す るの 順序を 爲す 。此の. 外 三、 四の 實生 育成の 場合に 於ても、 其の 
I 手續 順序に 異る 事な し。 

高地 苗圃は、 瓜 哇に 於て セレ ー 病の 被害を 遞減 せんが 爲め に、 海拔ー 
I 千 五 百 尺 乃至 ニ 千 尺の 隔離せ る 高地の 苗圃ょ b 苗を 探收 し、 而 して 平 
I 地に 移して 著しく 本 病の 被害を 減退せ しめたる を 以て、 瓜 哇の 製糖 會 
社は、 自身 高地 苗圃を 附屬 する か 若く は民營 乃至 官營の 苗圃に 於て、 此 
0 目的に 依る 健全 蔗 苗を 求めつ、 あり。 今や 本島 も 漸く 此の方 法の 利 

一 〇 九 


益を 悟 り、 製糖 會 社に 於て 高地 苗圃を 經營 せんどす る 者を 出す に 至り 
は、 蔗苗 品種改良 事業の 前提 VJ して 欣ぶ 可き 事實 也。 即ち 高地の 苗圃 VJ 
して 適當な る 理由を 示せば 略 左の 如し。 

(-) 高地は、 海岸 地方の 平地 普通 蔗圚 VJ 隔離せ るを 以て 病蟲の 被害 少 

い。 

(11) 高地は 平地に 比し 病害 ダき を 以て、 瓜 桂に 於け るが t く 甘 鹿に t 
る 可き 病な. き 健全の 蔗苗を 育成す る 事を 得、 盖し 其の 原因 温度 低 
き VJ 離隔の 點 にある 可 し。 

三 高地は. 平地に 比し 温度 低く して、 甘蔗の 生育 遲 緩なる が 故に、 節 間 
短 かき 良質の 蔗苗を 長く 採取し 得る® 利 あ b。 

四 山岳 地方は 平地に 比し 兩量 多き を 以て、 灌漑の 便な し ビ雖も 生育 

、 、 、 、 

可 良な b。 

五'  凡て 農作物は 温度 低き 栽培の 限界に 生育せ る もの 其の 品質 最も 


P じ vr 皸 阶 *' かいい t 方 r b 種苗を 取 寄せれば、 其 i の 成， 績 

、、、為、、、、、 

可 良なる を 原則 どす 

为 1 ^ 田 にか^' しい 土地 著しく 肥沃なる を 要せす。 中等 
b ±" す r ^いハ」^^ (:^ ^" 皸1, «" な、る(尚地に於ても、良質の種苗 
を產 する 所以な 5。 

即ち 當 局に 於け る 本島 高地 苗圃の 最初の 試驗 は、 明治 四十 三年 地を 
i 臺中麻 下 海 拔千五 百 尺 乃至 ニ 千 尺の 箇所に 卜し、 此處 にて 蔗 苗の 養成 

一を 行へ 而 して 同地に 於て 養成せ る 高地 苗 VJ、 大目 降に 產 せる 平地 苗 

一 

is の 町當蔬 莖 量を 示せば 左の 如し。 

四十 ニ 年度 P &? 三年 度 P ?; 三年 度 四十 四 年度 平 均 

ー八四、七五%  九八、〇六〇  九 五、 五三 ニ 五一、 〇 五六 一一 七、 三 五 〇 
一七 七、 五八 三 九 七、 八 六 〇 八 六、 一三 三 四 六、 七 七 八 一〇ニ、〇八九 

前表を 見る に、 何れの 年に 於ても 高地 苗圃の 成績 平地 苗に 比し 優良に 


年度 別 
試驗別 

高地 苗 
平 苗 地 


して、高地苗を植ぅれば平地苗に比三箇年の平均ー割四分九厘五，毛 
を增 加せ b。 之に 依ても 本島に 高地 苗の 不必要なら ざる 所以を 證 明し 
I 得 可き 也。 

旣に繰 反すが 如く、 今や 改良種 ロ— ズバン ブーの 退化は 世間 一般の 
:-認 むる 所なる を 以て、 之が 救濟に 就て は 須く當 業者 自身の 奮勵を 希望 
せざる を 得す。 當 局に 於ても、 之が 恢復 策に 就て は 高地に 於け る直營 .の 
; 甘蔗 母 苗圃に 設置して 强健な る 新品 種の 蔗 苗を 養成し、 而 して 全島 各 
一 製糖 會 社の 蔗 苗圃に 分配し、 夫々 繁殖を 爲 さしめ 漸次 不良なる 退化 蔗 
苗を 陶汰 する の 手段を 取らん VJ しつ、 あるが、 此の 作業の 性質 上 急遽 
一 改良の 實を擧 ぐる 能は ず VJ 雖 も、 鱅て顯 著なる 奏効 あるは、 敢て 吾人の 
； 喋々 を 要せざる 所 也。 され V」 此の 退化は、 世人の 想像す るが 如く、 顯著な 
一る 事實 V」 謂 ふに 非ざる を 以て、 恐慌 V」 する の 程度に 非る 事は 勿論 也 0, 


籙 _ 編 砂糖 工業 

一 第壹 章 製糖 能力 

糖 業は 半農 半エの 性質を 有す。 此の 性質の 分る、 所、 農業の 部分に 甘 
蔗 栽培 あ b、 工業の 部分に 砂糖 製造 あり。 故に 甘蔗 あ b ての 砂糖な b VJ 
雖も 、要するに 甘蔗 栽培は 最終の 目的た る 砂糖に 對す るの 犠牲 也。 即ら 
一 此の 犧牲を 重視す る VJ 共に、 其の 犠牲を 拂は しむ 可き 砂糖 工業を 輕視 
す. る 能は す。 今日 世界に 於け る 糖 業の 進步 は、 砂糖 工業が 文明 人の 手に 
依て 經營 せらる、 に 至 b し以來 の 事に 屬す るが、 臨時 臺灣 糖務局 開設 
ー當 時に 於け る 事業 方針の 順序 VJ して、 明治 三十 九 年 以前に 於て は專ら 
I 其の 主力を 製糖 法の 改良に 傾注せ り。 是れ 世界 糖 業國の 前例に 徵 して 
も 至當な る 政策に して、 甜菜糖 業ご異 b、 栽培 地を 熱帶 地方に 撰 擇せざ 
る 可から ざるを 以て、 勢 ひ 半開 地 或は 全然 未開地の 住民を 蔗 園の 經營 


者 VJ し、 砂糖 工業の 如き 細密なる 科學的 施設を 基礎 ごする 器械 工業を 
文明 人に 委ねる を常ビ す。 故に 糖 業の 促進を 期す る 上に 於て、 自然 糖 業 
I の 初期 時代は 砂糖 工業を 主 どし、 甘蔗 農業を 從 どす るの 關係を 生じ 來 
I る。 故に 工場 能力が 蔗圍に 於け る 甘蔗 原料の 供給に 伴は す、 徒に 製糖 能 
一力に 卓々 たる 餘裕を 作. り、 止むな く 手を 東ね て 蔗圍の 膨脹を 待つ の奇 
(現象を 呈 する 事 あり。 現に 本島は 明に 此の 傾向を 看取し 得る が、 之が 爲 
I め 器械 及び 之に 附隨 せる 固定 資本の 償却に 追 はれ、 甘蔗 生産費は 漸次 
I 輕減 せらる、 も、 砂糖 工業 費は 依然 VJ して 高額なる を 免れざる 也。 

獨 逸に 於け る甜菜 糖 業に 於て すら 猶 此の 時代を 經 過した るが 如く、 
部 菜 原料の 供給 V」 エ 場數 どは相併行せす或る時代に於てエ場數減少 
せるにも拘らずして、之を製造用に供せられたる原料の數量著しく增 
加した るは、 即ち 工場に 於け る 製糖 能力に 多くの 餘裕 ありし 事を 證明 
するものに外ならす。左に同國甜菜糖業のエ場數に對する甜菜糖用量 


の 趨勢を 示す 可し。 


營 


業 


年 


千 八 百 三十 六 三十 七 年 

千 八 百 四 4 —— 四十 一年 
千 八 百 五 —— 五十一 年 
千 八 百 六 ^ 六十 一年 


千 八 百 七十 
千 八 百 八十 


七十 一年 
八十 一年 

千 八 百 九 H ^ 九十 一年 

千 八 百 九十  一 ！ 九十 ニ 年 
千 八 百 九十 ニ —— 九十 三年 
'千 八 百 九十 三 ，—— 九十 四 年 
千八茛九十四^ ^ ^ 九十 五 年 
千 八 百 九十 五 ！| 九十 六 年 
千 八 百 九十 六 ！i 九十 七 年 
千 八 百 九十 七 I- 九十 八 年 


工場 數 
r 三 

一四 五 
一八 四 
ニ 四 七 
三 〇 四 
三 三 三 
四 〇 三 
四 〇 六 
四 〇 一 
四 〇 五 
四 〇 五 
三 九 七 
三 九九 
四 〇 ニ 


陡用せ られ た る 
甜菜 原料の 數量 

ニ 五、 三四办 
•.二 一四 一、 四 八 六 
七三 六、 一二 五 
一、 四 六 七、 七 〇 ニ 
三、 〇五〇 、七 四 五 
六、 三 ニ 一、 ニ 〇 三 
一 〇、 六 ニ 三、 三 一九 
九、 四 八 八、 〇〇 ニ 
九、 八 一一、 九 三 九 
一 〇、 六 四 四、 三 五一 
一四、 五 ニー、 〇 一‘ 一九 
一一、 六 七 ニ、 八 一 〇 
一三、 七 ニー、 六 〇一 
一三、 六 九 七、 八 九 一 


r 一、 一 五 〇、 六 四 一一 
ニー、 四 三 九、 三 〇 一 
一三、 ニ 五三、 九 〇 九 
一六、 〇 一二、 八 六 七 

一一、  ニ 五 七、 六 八 三 

一二、  七 〇 六、. 五二七 

故に 智識 發 達せる 文明 人が、 智能 未熟なる 半開 人 乃至 未開人に 代て 經 
營 する に當 ては、 盖し 此の 趨勢を 免れ 難く、 强ち 谷む 可から ざる も、 企業 
家た る 者の 見識 ごして 無益なる 放資は 些少に て も 嫌忌す 可き な bo 實 
に 粗放なる 計 劃は、 事業の 根底を 强固な らしめ ざる 所以に して、 殊 U 農 
業の 如く 一定の 歲月を 要せ ざれば 發達を 期す 可から ざる 性質を 有す 
るものならばニ時に多額の投資を要求する能はざる事情ぁれざ、ェ業 
資本は 計 劃 者の 算當 粗密の 如何に 依り、 甚 しき 好悪の 結果を 作る 可し。 
從來 本島の 製糖 法は、 舊式を 墨守し、 水牛を 原動力 VJ せる 石 車を 以て 


: 千 八 百 九十 八 —— 九十 九 年 四 〇 ニ 

千 八 百 九十 九 九 百年  三 九九 

千 九 百 —— 一 年 三 九 五 

千 九 百 一年^ ニ 年 三 九 五 

r 千 九 百 ニ 三 年 三 九 三 

千 九 百 三年 ——— 四 年 三 八 四 


原料を 壓搾 する 甚だ 小規模の ものな りしのみならす、其の壓、搾法亦頗 
る 幼稚なる ものな b し 也。 然るに 當 局に 於け る 砂糖 工業 改良の 第一 着 
I 手 VJ して、 新式 器械の 使用を 誘引 せんが 爲め .に、 三十 五 年度に 於て オハ 
i ィオ 式 小 壓搾器 百 三十 臺を 購入し 二般 希望者に 貸 輿し 試用せ しめた 
I り。 是れ 改良 製糖 場 勃興の 氣運 を拓 きし 根源に して、 其 後に 及び 新興、 臺 
ー南*鹽水港等の各製糖會社の創立を見たり。而して漸次斯業の進步の實 
I を擧げ つ、 ぁりし 矢先、 偶々 日露 戰役 後に 於け る 經濟界 の 好 况に乘 す 
る や 俄然 形勢を 一變 し、 忽ち 本島 事業界の 首班を 占めたる に 止まらす、 
ー猶 進んで 本邦 企 業界の 花形た るに 至り、 斯界の 耳目 一時に 集る の觀ぁ 
I b き。 而 して 今や 新式 製糖 場 三十 三、 此の 能力 ニ 萬 四千 七百噸 、改良 糖廍 

四十 九、 此の 能力 四千 二百# の 多き に 達す。 其の 發達表 左の 如し。 
i I .新式 製糖 場 改良 糖廍 

脅另  個數丨 I 能力  個數丨 •1 能 一 

三十 四 年 一 三 0 0.  丨 • 


其 全盛時代を 劃せ b。 此の 種の 工場は 後來 新式 大工 場の 設立 S 共に 取 
拂はる 可き 條件を 附 して 設立を 認可せられ たる ものにして、 漸次 遞減 
|す可き性質を有す’然れ ^ も地勢起伏して原料聚集の不便ぁる地方又 
は 地形 平坦なる も經濟 上の 關 係ょり 急速に 新式 工場 設置の 見込な き 
| 地方には、 將來 V」 雖も 其の 存立を 見る 可 L。 猶在來 糖廍の 現在高は ニ a 
一 五十 四 個に して、 之を 十 年 前 現在高に 比せば 五分の 一に 該當 し、 產糖カ 
I 頗る ® 々 たる もの VJ し、 早 晚絕滅 の 運命を 見る もの VJ す。 

斯は斯 くの 如く 發 達し、 現在 三十 三 個に 對しニ 萬 四千 七 
一 百噸の 製糖 能力を 有する に 至りし も、 未だ 其の 能力を 充分に 發揮 する 
I 能は ざり し 時、 突如 VJ して 暴風雨 ビ 謂へ. る. 一大 鐵槌の 下れる は、 確に 本 
一島 糖 業の 一打 擊に して、 之が 爲め 今期の 如きは 工場の 過半は 作業を 中 
止す るの 狀態 VJ なれ り。 故に 生 產過剩 VJ 想像せられ し 五 百 五十 萬擔の 
製瞎能カを發揮する：には大正三年期以後を待たざる可からす。され'ぐ」 


此の 新式 工場 及び 改良 糖廍 は、 累計 幾許の 產糖 力を 示した るか。 乞 ふ 先 

づ 左に 本島 砂糖 生産高に 就て 見る 可し。 

別 含 蜜 糖產額 


年 別 

三十 七 年 
三十 八 年 
三十 九 年 
四十 年 
四十 一年 
四十 ニ 年 
四十 三年 
四十 四 年 
大正 元年 


七 〇、 M ハ 〇、〇 五 四 
七 五、 〇 七 四、 ニ 四 〇 
一一 四、 六 二三、 ニ 四 ニ 
八 九、 四 六 〇、 三 七 四 
八 〇、 七 七 一、 八 七 九 
八 五、 一三 七、 四 ニ 五 
一四 三、 二八 一、 九 八 七 
一二 八、 四 九 〇、 五 七 七 
四 三、 四 四 六、 ニ 七 ニ 


分 蜜 糖產額 

五、 六 七 四、 三 〇〇 
七、 五 五八、 四 一八 
一二、 七 六 五、 一七 四 
一七、 〇〇〇 、九 〇〇 
二八、 四 ニ 九、 六 四 八 
二八、 七 四 ニ、 ニ 三 四 
一九 七、 一一 九、 八 七 五 
三 ニニ、 〇 七 四、 一二 一 
ニ 四 丸、 三 一九、 ニ 九九 


計 

七 五、 八 三 四、 三 五 四 
八 一一、 六 三 ニ、 五六 八 
ニー 七、 三 八 八、 四 一六 
1 〇 六、 四 六 一、 ニ 七 四 
1 -0 九、ニ〇一、五ニ七 
ニ 〇 三 、八 七 九、 六 五 九 
三 四 〇、 四 〇 一 、 八 六 ニ 
四 五 〇、 五六 四、 六 九 八 
ニ 九 ニ、 七 六 五、 五 七 一 


之に 據て 見れば、 改良 糖 廓 其 他に 據 b て 製 出さる、 含 蜜 糖の 產額 は、 本 
島 糖 業の 振興に 伴 ひて 一時 非常に 助長され たるが 如し V」 雖も、 漸次 遞 
減の 悲運に 陷り 、之に 反し 新式 製糖 器械に 據る分 蜜 糖の 産額は、 大 暴風 


雨襲來 前の 四十 四 年 迄 急激に 增 進を 示した む。而して總產高ょり見れ 
、ば 三十 七 年 當時七 千 五 百 八十 三 萬 四千 三百 五十 四 斤が、 八 年後の 四十 
四 年に 於て 四 億 五 千 五十六 萬 四千 六 百 九十 八 斤に 達せ り。 即ち 約 六 倍 
の增 加に して、 殊に 四十 ニ 年 以降に 於け る激增 は、 如何に 內地經 濟界が 
I 斯業の 發展を 要望した るかを 知る 可し。 然れ V」 も遺慽 なる は 大正 元年 
I 及び 本年に 於け る產 額の 減少 也。. 

吾人は 一時的 障害に 依て 直に 前途を 悲觀 する が 如き 皮相の見 解を 
下す 者に 非 す。 故に 障害を 以て 好個の 刺戟 劑 VJ 見做し、 反て 積極的 經營 
| を 期す る 上に 於て 此の 刺戟の 奏効を 豫想 する 時は' 希望の 光、 燦 VJ して 
| 前途に 輝く を覺 ゆ。 左に 示す は、 各 新式 製糖 工場に 於け る 生産高 豫想表 
| 也。 

年別  能力 

大正 こ 年期  ーー « |8, 共)  五、ニ九1、九 §. 


同 同 同 同大 
正 

七 六 五 四 三 
年年 年年 年 
期 期 期 期 期 


同 同 同 同 同 


五、  八 七 ニ、 三 八 〇 

六、  一 五 〇、 ニ 四 九 
六、 三 一三、 〇 六 六 
山 ハ、 三 六 三、 五一 五 
六、 三 八 六、 九九 四 


:而 して 右 表は 大正 ニ 年期の 能力 九掛 、歩 留九步 、三年は 全能力、 步留 一割、 
: 四 年 以後は 全能力、 步留 一割 七厘に して、 作業 日數は 孰れ も 百 三十日 也。 

即ち ニ 年期に 於て 五 百 二十 九 萬 一千 九 百 八十 擔の產 額を 示す が、 此れ 
一は 暴風雨の 被害に 依り 今期の 作付面積ょり 豫想 する 時は、 多大の 遞減 
一を 見る 可く、 三年 期に 於て 五 百 八十 七 萬 ニ 千 三百 八十 擔 、四 年期に 於て 
一六 百 十五 萬 二百 四十 九擔 、五 年期に 於て 六 百 三十 一 萬 三千 六十 六擔 、六 
j 年期に 於て 六 百 三十 六 萬 三千 五 百 十六 擔 、七 年期に 於て 六 百 三十 八 萬 
ノ六千 九 百 九十 四擔 也。 故に 三年 期に 於て 生 產過剩 ごな b、 內地 直接 消費 

糖 及び 精製糖 原料の 供給 以外に、 海外市場に 向て 輸出を 試みる に 至る 


可し 。 . 

更に は 左の 如し。 因に 製糖 高 算出 標準は、 能力 A 掛、 
步留八 分 五 厘、 作業 日數百 二十日に して ー噸壹 千 五 百 十二 斤な b ごす。 


年 


三 

四 

五 

六 


別 

年 期 
年 期 
年 期 
年 期 
年 期 


能 


力 


嘲 

四、 三 ニ ◦ 

同 

同 

同 

同 • 


生 產高 

四 九 四、 七 五 〇 
四 四 七、 八 六 六 
三 八 六、 一七 六 
三 七 六、 三 〇 六 
三 七 六、 三 〇 六 

又 糖 «• の 生 產高豫 想は、 三年 以後に 於て 幾分の 增減 ぁる 可き も、 今 
日 之を 豫想 する 事 能は ざるを 以て 假に 異動な きもの ^ して 計算 すれ 
ば、 二百 五十 四の 糖廍 數に對 し、 二十 五 萬擔を 保つ 可し。 

以上の 豫想は 、製糖 能力に 標準を 置き、 之を 基礎 VJ して 推算せ しもの 
なれば、 作付面積の 膨脹 力 或は 收穫 率增加 力の 如何に 依り 異動 ぁる 可 


し VJ 雖 も、 天災 地變な き 限りは、 斯 くの 如き 趨勢を 以て 躍進す 可き 運命 
、を 有す。 何ぞ 徒に 悲觀 する を 要せん や。 唯 其の 原料の 確保に 於て は、 甘蔗 
I 農業の 振興を 期す るの 必要 ある 事 前篇に 於て 論じた る 所な り。 明治 四 
一十三 年期の 甘蔗 收穫 甲數は 、約 六 萬 九 千 八 百 八十 八 甲に して、 其の 甘蔗 
I 收 穫斤數 は、 三十 三 億 三千 八 百 六十 六 萬 一千 二百 二十 三 斤なる が、 即ち 
大正三年期所要量の半數に該當す。故に右三年期に於ける甘蔗甲數は、 
實に 明治 四十 三年 期の 二倍を 要す 可し。 即ち 當 時の 五 萬 六 千 九 百 八十 
八 甲の 二倍を 要する 勘定なる も、 甘蔗 農業の 進步 VJ 共に 收穫 率の 增加 
あれば、 事實に 於て 幾 割かの 面積 增加を 見る に 於て 工場の 全能力に 伴 
一 ふ 事を 得ん U 而して 甘蔗 增收の 目的を 達する 前提 ^ して、 蔗苗 、耕 耘 、肥料 
等の 改良を 爲さ  > る 可から ざるが、 鹿 圍の擴 張を 期す るには、 鹿 圍以外 
の 畑地を 利用す るか、 水田に 甘蔗を 輪作す るか、 不毛 地を 開墾す るかの 
三途に あ \然 れざも 水田に 於け る 甘蔗 作は、 今後に 於ても、 其擴張 困難 


なる 可き を 以て、 結局 他の ニ途 に對し 力を 用 ふるの 外無炉 る 可し。 而し 
て 畑地 及 不毛 地の利 用には 出來 得る 限り 灌漑の 途を講 する の 必要 あ 
らん。 今や 當 業者 之に 着眼し、 灌漑 設備の 爲 め埤训 工事は 進行の 途中に 
| あり。 吾人は 只 刮目して 其の 前途を 觀る 可き のみ。 然れ V」 も 甘蔗 作が 埤 
训 完成に 依て 甚大の 裨 益を 被る VJ 共に 稻作又 之に 侵入し 來るが 如く 
一思 惟 さる、 が、 農民 如何に 愚な りご 雖も 、現在の 甘蔗 栽培の 爲めに 投じ 
| . たる 多年の 資本 ど 勞カ V」 を 捨て、 迄 も、 米の 價 格の 變動を 追 ふて 米作 
j に從 はん VJ する も のぞ。 是れ 理論に 非す して 著々 現は れつ、 ある 實際 
I の 問 S。 

第貳章 粗糖 製造の 進歩 

一 

本島に 於け る 製糖の 技術が、 世界 糠 業 先進 國に 劣らざる のみなら す、 
反て 之を 凌駕す るの 域に 達した るは、 異數 の進步 VJ して 世界を 聳 動せ 


しめたる が、 甘蔗 農業の 技術に 至て は、 其の 完成を 期す る 迄に 猶 多少の 

時日を 要 T。 即ち 是れ旣 に 前篇 甘蔗 農業の 中に 述べた るが 如く、 科學 H 

: 業は 少數の 文明 人に 依り 而かも 不定の 時日に 於て 速 進 せらる 可き も、 

i 甘蔗 農業は 程度 低き 多數の 農民を 合 手 VJ し而 かも 一定の 時日を 以て 
| . 

一 其の 技術を 經驗 せざる 可から ざれば 也。 故に 本島 糖 業は、 砂糖 工業に 於 
| て 甘蔗 農業 以上に 發 達を 爲し たるが、 甘蔗 農業 ど雖も 早晩 砂糖 工業ぐ」 

| 併行して 進步 する の 域に 入る 可し。 即ち 此の間 當 業者の 經營 施設 其の 
| 宜しき を 得る に 非 ざれば、 此の 目的を 達する 事 至難 也。 要するに 唯 努力 
| 也。 唯 勇進 也。 

砂糖は 世界的 商品に して、 萬國 各人 種の 嗜好 共に 之に 一 致す るを 見 

I る。 然るが 故に 其の® 格に して 低廉なら ば、 如何なる 國に 於ても 之が 輸 

\ 

入を 歡迎す 可く、 從て 生産費の 節約は 實に 輸出 糖の 眼目た るの みなら 
す、 國內に 在りて は 外 糖の 壓迫を 阻止す 可き 唯一の 必要 條件 也。 然れざ 


も 製糖 能力に 於て 如何に 其の 多大なる 數 字を 誇 b の 生産費に 於て 低 
廉な るを 示す VJ 雖も 、各種 糖の 品質 粗惡な らば 世界的 商品た る 能は ず 
一して、 國內 消費に 對 して すら 需要を 喚起す る 事 能は ざる 可し。 從來 本島 
一の 製糖 法た る 頗る 舊式を 踏 習し、 水牛を 原動力 S せる 石 車を 以て 原料 
一 を壓 搾す る 極めて 小規模の ものにして、 加 ふるに 其の 製造 法 も 亦 頗る 
一 幼稚なる ものな りし 也。 故に 其の 製品た る 砂糖は、 時の 寒冷に 依り 變質 
I する が 如き 品質 劣等なる ものな れば 、世界的 商品 VJ して 幾多の 缺點ぁ 
一る を兔れ ず。 玆亿 於て 器械 力を 應用 する 大規模の 製糖 法を 必要 どし、 遂 
一に 新式 工場 設立の 獎勵を 見る に 至りし 次第な. るが、 即ち 壓 搾を 鄭重な 
I らしめ 而かも 其の 壓搾 法を 經濟 的に し 且壓搾 力を 增大 し、 更に 品質を 
ー良好ならしむるが爲め煮煉法を改良するを以て目的ビす。され ^ 速に 
"新式 製糖 場の 設立を 計る 事 能は ざる 地方は、 之を 稍 小規模 ^ したる 改 
良瞎廍 の据附 を勸 誘した る 結果、 成績 甚だ 佳良なる ょ b 各地 糖 業 家の 


歡迎 する 所 VJ なりて、 之を 設立す る 者實に 踵を 接する の 盛 况を呈 せ 
而して品質ビして如何なる程度のものを製造するに至り、且如何なる 
種類の 砂糖を 製造す るに 至 b, しかを 見ん。 

之に 先立て 在 來糖廍 に 依て 製造せられ たる 砂糖に 就て 一言せ ざる 
可から す。 前述の 如く 在 來糖廍 は、 水牛を 原動力，、」 し 花崗石 製の 搾 汁 車 V3、 
四 五の 平鍋を 据え 手工 的に 砂糖を 製造す る 極めて 簡易に して 小規模 
なる もの 也。 此の 製法に 依れば、 壓搾 不完全なる が 爲め糖 汁‘ の 約 三分の 
一は 之を 逸して 蔗殼 中に 廢物 たらしむ るの みならす、 平鍋に て 糖 汁を 
熬 煎し 製 出せられ たる 靑糖： 粗製 蜜 糖) は、 品質 粗悪に して、 暑熱 或は 雨季 
に 際し 忽ち 變 色し、 著しく 其の 價 値を 損する を 常 V」 す。 然れ V」 も 未だ 在 
來糖廍 が 相當 存在す る 丈け 本島 糖 業の 現狀 は、 此の 砂糖の 生産を 要求 
しつ、 ある もの ど 見做す 可し。 即ち 土地 僻遠、 面積 狹少 にして 大規模の 
エ場設立不可の地に於て之を必要どする也3而して改良糖廍は、之に比 


し エー場 の 一部 即ち 壓搾器 及び 其の 原動 装置に 改良を 加へ たる ものに 
して、 其の 製法 稍 集約的な bvj 雖も 、製造せられ たる 砂糖に 於て は 大差 
一な く、 同じく 含 蜜 糖 VJ して. 其の 位置を 保つ に 過ぎず。 將來は 益々 新式 製 
糖 場の 擴張 VJ 共に 漸減の 運命を 有する が、 含 蜜 糖は 其の 特有の 品質に 
依り 世人の 嗜好 尙絕 えざる ビ、 且稅率 低き 爲め價 格 低廉なる •か 故に 需 
要を 喚起し つ、 ぁ. D。 依て 多少 共 長く 需要を 繼續す 可き 也。 更に 新式 エ 
場に 依て 製造 さる、 分 蜜 糖は、 旭日昇天の 勢 ひを 以て 其の 品質に、 產額 
に、 種類 I に 其の 聲 價を發 揮す 可し。 

如何なる 商品 VJ 雖 も、 多量 一定は 即ち 貿易品 して 最も 價値を 有し、 
I 世界の 市場に 活躍を 試みる 上に 必須の 資格 條件 也。 若し 品質 區々 たる 
一に 於て. は、 販路の 穫得 困難に して 而 かも 取引の 犬を 致す 所以に 非す。 兹 
ぃ 1: 於て 優良なる 品質の 砂糖を 得る 事 不可能に 屬すれ ば、 須く 劣等 品を 
多量： 一定せ しむる を 得策 す 可き に 非ず や。 然れざ も 如何に 多量に し 


て 品質 一定せ bvj 雖も 、絕え す 他の 優等 品の 下位に あらしむ る 事は、 事 
業 家の 面目 VJ して 斷 じて 甘ん す 可から ざるを 以て、 出來 得る 限り 優等 
品の 多 產を圖 るは、 啻に 當 業者の 面目た るに 止まらす 實に國 家 經濟に 
貢献す る 所以 也。 兹に 於て 臺灣 總督府 は、 之が 爲め銳 意 劃策す る 所 あむ。 
而 して 其の 結果 遂に 今日 多額なる 分 蜜 糖を 産出し 而かも 品質 一定の 
理想を 實 現せし めし 事は、 確に 斯界の 大成功 VJ 謂 ふ 可し。 今や 分 蜜 糖を 
五 種に 分ち 夫々 販路を 求め、 更に 副産物た る 糖蜜は、 酒精、 清. 酒 等の 原料 
して 需要 さる、 に 至りし が 如く、 本島の 砂糖 工業は、 短期間に 於て 最 
も 急速なる 進步を 遂げた る 次第 也。 試に 產糖 率の 累年 成績表に 就て 見 
る 可し。 

改良 1 種 在， 來種  全島 平均 
年另  5 敵 1 産額  Kg  1 產額  K 前 1 產額 
三十 七 年 七 五、 七三 〇 五、 三 三 九 四 九、 四 九 〇 三、 四 八 九 四 九、 七 八 ニ 三、 五一 〇 


三、 1H ハ ^ 四 一一、 九 二八 
三' 五) ニ 四 八、 〇七 五 
ニ、 九 八 四 四 五、 五 二八 
三、 六 六 五 四 九、 四 三 一 
ニ、 九 〇 四 五六、 八 五八 
三、 ニ 五三 五六、 七 九 1 パ 
三、 四 八 八 五 ニ、 七 一七 


三、 三 一 o 
三、 六‘ 四 四 
三、 五 五六 
三、 八 四 六 
五、 ニニ 五 
五、 七 四 八 
五、 三 三 七 


三十 八 年 六 〇、 四 〇一  四、 六 五八 四 ニ、 三 五 〇 
三十 九 年 、六 九、 七 一九  五、 ニ 八 四 四 六、 一一 一三 六 
四十 年 六 五、 七 さ 一 .五、 一三 七三 八、 一二 ニ 
四十 一年  五 九、 八 ニ 七 四、 六 五 四 三 四、 二八 四 
四十 ニ 年 六 七、 〇 三 八 六、 1 1 バー 三 一、 六 o 四 
四十 三年  六 一、 三 〇 八 六、 こ 〇 四 三 ニ、 一四 四 
四十 四 年 五 四、 〇 二三  五、 五一 0 三 a、 一六 七 

(備考) 改良種は 糖分 在來 種に 優る ょり 步留 多量な れ ざ 本 表の 砂糖 
產額は 全島 平均 步留 率を 甘 鹿 收穫 高に 乘 じて 算出せ 5。 

右 表に 依れば 改良種 甘蔗を 原料 V) せる 製糖 率は、 在來種 甘蔗を 原料 ご 
せる 製糖 率に 比し 逐年 進歩を 示した るが、 要するに 新式 工場の 增設及 
び 甘蔗 原料の 優良なる に 基因す る ものに 外なら す。 更に 原料に 對する 
砂糖 步留を 明に すれば 左の 如し。 

年 別 原料 使用 高 粗糖 産額  對原 料步留 

三十 七 年 一、 0 七 四、 九 七 四、 九 ニ 九 七 五、 八 三 四、 三 五 四 〇 •七 〇 五 


三十 八 年 
三十 九 年 
四十 年 
四十 一年 
四十 ニ 年 
四十 三年 
四十 四 年 
四十 五 年 


一、， 〇 七 ニ、 二 ニ 三、 三 六 六 
一、 六 七 九、 ニ 四 五、 九〇六 
一、 三 六 三、 五 九 五、 ニ 九 一 
一、 四 〇 三、 一七 四、 六 五 七 
ニ、 一二 九、 四 七. 一一、 五 四 一 

三、  三 六 三、 三 五八、 七 六 ニ 

四、  四 ニ 六、 七 九九、 一一 七 〇 
ニ、 八 八 五、 八 六 八、 ニ 五 七 


右 表は 全體 を總 括した る 統計な れ 
留が 、四十 四 年に 於て. 一割 ニ 厘に 進 
績の 原因は 全部 砂糖 工業の 進步に 
亦 預てカ ある 可き も、 大體に 於て 砂 
言す るに 揮ら す。 

然れざ も 本島 糖 業の 現狀に 於て 
產出 する のみに て、 白 糖の 製造に 至. 


八 ニ、 六 三 ニ、 六 玉 八 9 七 七 一 

一二 七、 三 八 八、 四 一六  〇 •七 五八 
•一  〇 六、 四 六 一、 ニ 七 四 〇 •七 八 一 
1 〇 九、 ニ 〇 一 、五二七.  〇• 七 七 八 
ニ 〇 三、 八 七 九、 六 五 九 〇 •九 一九 
三四〇、四〇ー、八六 ± . 7 〇 ニ 一 
四 五 ◦、五六 四、 六 九 八 一 •◦ニ 〇 
ニ 丸一 一、 七 六 五、 五 七 一 一 •〇 一四 

ざ も、 猶 明治 三十 七 年 七 分 五毛の 步 
みたる 事を 一目し 得 可し。 此の 好 成 
歸す 可から すして、 甘蔗 農業の 技術 
糖 H 業の 振興に 因由す る もの ど 斷 

は、 多量の 分 蜜 糖 VJ、 少量の 含 蜜 糖を 
ては 曾て 鹽水港 製糖 會社が 多大な 


る 希望を 以て 試験的 製造を 爲し たる 外、 今日に 於て 之に 着手す る 者 無 

きは 甚だ 遺 撼也 。然し 內地 に對 する 精製糖 原料を 供給す る 關係其 他 糖 

) . 

I 税の關 係 上從來 不振の 域に ありし は 止む を 得ざる 事情の 下に ありし 
I ビ雖 も、 來 期よ b は臺北 製， 糖會 社に 於け る 白 糖 製造の 計 劃 も あれば、 漸 
|次此の製造技術を促進するに至る可きものビ觀察せらる。製糖の技術 
は、 必す しも 原料の 多量を 俟て 始めて 完成 せらる 可き ものに 非ず して、 
一 少量の 原料に 於ても 充分 技術者の 技能を 發 揮し 得 可く、 又 農業の 如く 
.一定の 季節を 距 て、 試作す る もの VJ 異 b、 比較的 短期に 於ても 諸般の 
一 實驗を 爲し能 ふ 便宜 あ 卩。されゲ」經營者の頭腦にして粗雜ならば、多年 
I を 費して 猶且 製品より 幾多の 缺點を 除去す る 能は ざる 可し。 吾人は 此 
一の 見地よ b 技術者の 態度の 愼摯な るを 要望し、 以て 其. の 違算な きを 期 
せん 事を 警告せ ざ. るを 得ず。 


ニニ 四 

第參章 白 糖 製造の 傾向 

近時 本島 製糖 會社 にして 白 糖の 製造を 試み、 之を 內地 及び 海外に 供 
給 せん VJ する 者少 からざる が、 是れ 確に 新規の 一 傾向 V」 して 注目す る 
の 價値ぁ り。 即ち 若し 本島に 於て 相當の 製造 額を 示す に 至ら ば、 直に 影 
一 響を 被る は內地 精製糖 業者に して、 外に 在りて は 關稅の 障壁に 依， り 低 
一廉なる 原料の 供給を 得る の途 を斷 ち、 內に在 b ては 臺灣が ■原料 糖の 供 
j 給 者た るの 位置を 利用し、 低廉なる 白 糖を 以て 壓迫 さる 可し。 其の 結果 
一 遂に 之が 競 爭に 堪えす して、 其の 存立を 完ふ する 事 能は ざる や も 計る 
|可からざる也。此の點に於て內地精製糖業者の立脚地は、甚だ同情に堪 
I ぇす。 

I 

少しく 溯て 明治 三十 二三 年頃に 於け る內地 消費 糖を 見る に、 精糖 VJ 
して 內地 精糖 諸會社 製造の もの 五 千 五 百 七十 萬 斤、 精製糖 會社以 、外の 


內地 製造の もの 四百 四十 萬 斤、 香港よ b 輸入せ る もの 一億 九 百 七十 萬 
斤、 歐米其 他よ b 輸入の もの 八 千 五 百 六十 萬 斤に して、 粗變 直接 消費の 
もの) は 內地 製造の もの 九 千 七 百 八十 萬 斤、 臺灣よ b 移入せ る もの ニ 千 
九 百 十 萬 斤、 瓜 哇及歐 米 其 他より 輸入せ る もの 一億 四千 七 百 二十 萬 斤 
を算せ b。 而 して 內地 精製糖 諸會 社は、 當時旣 に 資本金 總額 三百 五十 萬 
圓以 上に 達し、 我 工業 會 社中 有力なる もの、 內に 算入 せらる 可き 者な 
b しも、 其の 精糖 原料は 悉く 瓜 哇其 他の 地に 仰ぎつ、 ぁ b しを 以て、 其 
の製造したる砂糖は、純然たる內地製造のもの (£ 謂ふ可からず。故に政 
府こ 於け る 之が 保護 政策の 方針は、 內地 及び 臺灣の 粗糖 產 出を 獎勵せ 
り。 先づ 前記 直接 消費の 爲め 外國よ b 輸入す る 粗糖を 驅逐 し、 尋て內 地 
精製糖 會 社に 於て 原料 どして 外國 より 輸入す る 粗糖に 代らし め、 終に 
は內地 精製糖 會社 をして 內地 及び 臺灣產 原料を 以て 製造した る 精糖 
の數 量を 增 加し、 以て 外國 輸入の 精糖を 驅逐せ •ん ミす るは、 即ち 保護 政 


策の 主旨た b し 也。 換言せば 政府 獎勵の 方針は •、精糖は 內地 精糖 會 社を 
一して 製造せ しめ、 粗糖を 大 島、 沖 繩、 臺灣 等に 於て 製造せ しむる に 在 b て、 

一 我 領土 內の 消費 精糖は、 悉く 之を 我 領土 內に 於て 供給せ しむる ど 同時 
一に、 旣存 の會社 事業は 益々 之を 發 達せし め、 母國の 利益 ど 殖民 地の 發展. 
I どを 調和 せん VJ したる もの 也。 即ち 政府は 此の 目的の 爲め 直接の 獎勸 
一は 勿論、 砂糖 消費 稅に 於け る 粗糖、 精糖の 稅 率の 按排、 輸入 原料 糖戾 税制. 
度に 於け る 期限、 關稅 定率の 增加 等の 保護 あるを 見る に 至れり。 

飜 て國內 消費の 趨勢を 觀る に、 現在の 税制の 下に 於て は、 本島の 消費 
j を 合し 槪約五 億 三千 萬 斤を 超 ゆる 事 無 かる 可し。 此の 消費 額ょ b 內地 
に 於け る 砂糖 生産高 一億 斤を 控除し、 結局 四 億 三千 萬 斤は 臺灣 ょり 內 
I 地に 移入し 得 可き 直接 消費 糖 及び 原料 糖の 全部な り す， 然らば 臺灣 
.糖の 生産高は、 其の 需要を 超過す る 事 j 億 七 千 萬 斤 以上に して、 之が 消 
費を 他に 求む る 所な かる 可から す。 即ち 之に 處 する の途 一に 外國 輸出 


の 方法 あるの み 也。 而 して 內地 精製糖 業者に 於て、 相當價 格を 以て 此の 
臺灣 糖の 全部を 輸出 精製糖の 原料 VJ して 引受く るの 確實な る 保證を 
爲し 得る や 否や。 之を 現に 四十 四 年期に 於て 本島の 粗糖 會社が 、其の 過 
I 剩糖 三千 萬 斤に 對 して すら 義務 輸出の 責任を 有した るに 徵 し、 又 現に 
|外國輸出精糖高が八4-萬斤內外なるに照し、之に數倍する過剩糖全部 
I を 引受く るの 契約を 爲し且 之を 履行す るを 得る の 至難なる は 明白 也。 

泉して 然 らば 本島 粗糖 會社が 其の 工場に 於て 生産費を 節減し、 品 賢を 
I 改良し、 過剩 糖の 販路を 海外市場に 求む るは、 自衞上 亦 止む を 得ざる 商 
策に 非ず や。 即ち 白 糖 製造.. Q. 實行 云々 は、 實に 必要 迫られた る 間 題に し 
て、 斷 じて 直接 內地 精製糖 業者を 壓 迫す るを 以て、 目的ビ する ものに 非 
す。然れぐ」も若し間接に何等か影響を及ぼす場合ありミせば、是れ如何 
VJ もす 可から ざる 事な b VJ 雖も 、精製糖 業者に して、 現在 以上の 野心を 
逞ぅせ ざれば、 恐らくは 其の 打撃 ^ する 所 決して 多大に 非ざる 可し。 
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本邦 產砂 糖の 將來に 於け る大 市場 VJ 目 せらる、 淸國 は、 現在 其の 精 
白 糖の 需要 總額三 億 斤を 下らす。 我が 內地 精糖の 輸入に 係る もの 三千 
萬 斤を 超 ゆる 事な く 僅に 其の 一割に 達する のみ。 其の 他は 總て 他外國 
ょ b 輸入す る 所 也。 今 我が 生産過剰の 分を 淸國に 輸出し、 是 等外 國糖 VJ 
競爭し 之に 代らん VJ する は、 內地 精製糖 業の 利權を 掠奪す るには 非 t 
他の外國糖を排し、臺灣過剩糖を處分せん (£ するものにして、是れ蓋し 
外國 輸出 貿易の 振 張 V」 なる の 好結果を 得 可き 也。 即ち 外國 輸出 貿易の 
| 振興は、 我國 現在の 狀 態に 於て 最も 努力を 必要 ミす 可く、 政府に 於て は 
| 或は 航路を 上海、 太沽に 延長し、 或は 臺灣 銀行 出張所を 上海に 設立せ し 
めた るが 如き、 其の 目的 實に玆 にある 可し。 而 して 外國 特に 淸國 に對す 
る 輸出は、 粗糖を 以てする ょりも' 寧ろ 白 糖を 以てする を 利益 ごす。 是れ 
一 本島 粗糖 業者が 白 糖 製造 裝置を 設備し、 白 糖を 製造 せんどす る 重なる 
理由に 外なら ざる 也。 


曾て 本島に 於て 白 糖 製造を 禁止す るの 口約 あ bvj する も、 現勢に 於 
てす ら旣に 生 產過剩 を 見る に 至る 可き のみなら ^ 、 內地 精製糖 會社 は、 
一面 本島に 於け る 有力な. る 粗製 糖會 社なる VJ 同時に、 本島 粗糖 會社も 
ー亦內 地に 於け る 精製糖 工場を 買收 し、 利害 共通の 事實あ - る もの あ b。 又 
I 本島に 於て は、 製糖 工場に 對 する 補助を 廢 止せる が、 臺 北、 帝國 、新 高等の 
製糖 會社は 、四十 五 年期 以降に 於て 製糖に 着手し、 又 着手 せん VJ する も 
I のなる を 以て、 從來の 補助の 恩典に 浴せ し 事な く、 本島に 於け る 谷 製糖 
I 會社が 、補助の 恩典に 浴せ し當 時に 比し、 各般の 事情 彼是 相異 する もの 
あり。 更に 又 各 粗糖 會 社の 事情を 考察す るに、 臺北 製糖 會 社の 如きは、 當 
一 初ょ b 白 糖 製造を 其の 目的の  一 VJ し、 且 之を 天下に 表示して 創立 せら 
一れ たるが 如き 者に 取 b ては 或は 其の 存立に 影響す る 無き を 保す 可 か 
I らす 。又 鹽水港 製糖 會 社の 如き も 旣に白 糖 製造に 要する 特別の 裝 置を 
設備し、 又 製造の 方法に 就ても 相當の 資本 VJ 勞カを 費し 硏究怠 .ら ざり 
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し 者に 對 しては、 影響す る 所 尠少に 非ざる 可き を 以て 是 等の 制限を 加 
ぶる には 法規 上の 根據を 有する を 要す。 而. かも 其の 法規た る是れ 營業 
の 自由を 侵害す る ものにして、 物議を 釀し 之が 實行は 到底 不可能なる 
に 似た b。 

次に 本島に 於て 白 糖を 製造し、 內地 及び 本島の 消費 用ビ して 供給す 
るに 就て は、 現に 四十 四 年期の 製糖に 關 して、 各會社 聯合 會に 於て 協定 
し、 內地 直接 消費 糖 VJ して 各會 社が 供、 給し 得 可き 割 宛 高の ■範圍 に 於て、 
粗糖に代ふるに白糖を以てする事を得る事ビせりど云七蓋し直接消 
費糖ビ して 各會 社に 割 當て たる 粗糖の 數 量の 內を白 糖 V」 爲す 可き も 
のなる を 以て、 其の 數量 丈け 粗糖た る 消費 糖の 供給 減少す るの 結果 ど 
な b、 別に 著し， き 影響 無き に 依る 可し。 若し 之を 事實 どせば 政府に 於て、 
何等 內 地に 白 糖の 供給を 爲 さしめ ざらん ビす るの 必要を 認むる 能は 
す。 斯 くの 如き 問題に 屬する 事項は、 當 業者の 協 定 に 依る を 可 V」 す 可く、 


政府が 之に 容喙 する が 如きは 反て 營 業者の 自由を 東 縛す るの 嫌 ひ ぁ 
らん。 特に 前述の 如く 臺灣 製糖 會 社の 如き、 又 明治' 製糖 會 社の 如き 有力 
なる 粗糖 會社が 、一面 內地 •に 精製 工場を 有する に 依 b 之を 當 業者 間の 
協定に 委 する VJ 雖も 、不都合の 結果を 來 たす 事な かる 可し。 又 白 糖を 本 
| 島に 於て 製造し、 內地 消費 用 VJ して 移出す る 時は、 其の 品質の 不良に 基 
I く價 格の 低廉' 保險 料、 倉敷料の 增 加、 目 減の 損失 等に 依る 不利益の 爲め、 
j 內 地に 於け る 精製糖に 對し 、著しく 優勝の 地位に 立つ を 得ず。 特に 本島 
に 於て 最も 有利 VJ せらる、 漂白 糖の 如きに 至て は、 骨灰 濾過の 精製糖 
VJ 其の 品質を 異にし、 從て 其の 用途を 異にす。 故に 本島 白 糖の 內地に 於 
ける 精製糖の 販路を 犯し 得る 範圍は 頗る 狹小な b す 可し。 假に 政府 
が 本島に 於て 白 糖の 製造を 禁止す る VJ せ ば、 今後 粗糖 會 社の 運命は 一 
に內地 精製糖 會 社の 掌裡に 在る に 至る 可く、 取引 上 事毎に 不利を 被む 
るを 兔れ ざる 也。 
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之を 要するに 粗糖 生産地の 白 糖の 製造は、 近年に 於け る 世界 糖界の 
趨勢 VJ 見る 可く、 即ち 從來は 多くの 生產 地に 於け る當 業者が、 粗糖 製造 
以上の 科學的 智識を 有せ ざ b しを 以て、 此の 種の 砂糖を 產 出す るに 至 
らざ 5 し VJ 雖も 、精糖 法の 技術 普及す るに 從ひ 、漸次 之が 利益を して 精 
製業者の獨占に委せす、粗糖業者自身之を穫得せんどする傾向を生せ 
り。 即ち 本島に 於て 白 糖を 製造す る 結果、 現 狀に徵 し 直接 內 地に 影響を 
興へ ざる VJ しても、 若し 間接に 精製糖 會社に 影響を 與 ふる 場合 あ b VJ 
せ ば、 其の 罪は 政府に 有らす、 本島 粗糖 業者に 有らず。 實に 社會 進歩の 發 
展上 止む を 得ざる 所に して、 目下 之を 抑止す 可く 適當な る 材料 無き を 
遺慽 ヾ」 す。 

第五！！  糖 業 政策， 

第壹章 世界 糖 業 政策の 大勢 


日本の 糖 業に 對 する 保護は、 確に 優渥 也。 獨 办本邦のみならす、世界の 
糖 業國ど 目 せらる、 もの 孰れ も 其の 時代に 從ひ 、期せず して 保護 政策 
を 執 b、 而かも 略 同一の 形. 式に 依て 實 行せ b。 是れ殆 V」 共通せ る 事實に 
して、 少しく 海外 糖 業の 事情に 通せる 者は 敢て 之を 怪まず ど雖 も、 內地 
輿論の 多 e は 其の 解放を 訴へ 、自由 政策の 自由を 憧憬す る 事 深し。 而し 
て 糖 業の 保護を 以て、 糖 業者の 利益を 保全 せんが 爲 めの 政策な り V」 攻 
擊する者あるに至ては、實に其の僻見の甚しきを憫笑せざるを得ず。即 
ち 本島 糖 業の 政策を 論す るに 先立ち、 聊か 從來 各國に 於て 採用せ る該 
政策の 大勢を 窺 ふは、 强ち無 用の 業に て も ある まじ。 

世界 市場に 於け る 甘蔗 糖は、 十八 世紀の 末葉に 至る 迄殆 V」 糖 界の覇 
者た るの 觀あ b しが、 彼の 十九 世紀の 初頭 突如 VJ して 甜菜糖 業の 勃興 
ど 共に、 各國 何れも 砂糖の 產 地たら ざるは なき 狀况 を呈せ トノ。 兹に 於て 
甘蔗 砂糖が 熱帶 地の 產 出に 限らる、 恩惠 甚だ 薄き を覺ゅ るに 至 り、 從 


來獨 占の 地位に 立ちし ものが 漸く 地盤の 動搖 を來 たし、 遂に 之が 一定 
，の 政策の 下に 活動す 可く 餘儀な き 趨勢 どなれ. り。 加 ふるに 時怡も 米 露 
新興 國の 盛に 保護 主義を 標榜 •せる 時な b しを 以て、 各 國亦擧 て 之に 倣 
ひ 自國糖 業の 保護に 熱中し ニ 面 輸入 稅を 設けて 他 國生產 品を 阻止す 
る s 共に 二 面 輸出 獎勵金 制度を 布き て 自國產 品の 販路を 擴張 せん VJ 
する や、 兹に 激烈なる 砂糖 戰爭を 惹起す るに 至れ b。 其の 結果 各國 は關 
稅の 障壁を 設けて 動かす。 又 各國糖 業者は 各々 企業合同を ■組織して 國 
內に 於け る 競爭を 防止す る VJ 共に、 生産費の 節約を 圖り以 て國 外に ダ 
ンビ ング (投賣 ) を 行 ひ、 政府は 亦當 業者に •對 し獎勵 金、 運賃 補助金 及び 輸 
出獎勵 金 等を 支給す るに 至 り、 極力 斯業の 振興に 努めた る 也。 

斯 くの 如く 極力 糖 業に 對 して 保護 政策を 採用した る 結果 砂糖の 需 
要國に 在りて は 糖 價遙に 生產國 ょりも 低廉に して、 消費者は 輸出 獎勵 
金の爲め多大尨る利益を享けたるに反し、生產國に在りてはー方高率 


なる 輸入 稅制 度を 有する 事 及び 他方 ダンピングの 行は る、 事に 由 b 
糖價著しく騰貴を示し、其の國の消費者は之が爲め常 .(: 不廉なる砂糖 
一を 需要せ ざる 可から ざるの 奇 現象を 呈せ b。 是れ 恰も 生 產國は 莫大な 
一る 費用を 投じて 需要 國の 消費者に 利益を 與 ふるの 觀 ありし のみなら 
一す、 他方 砂糖 輸出 獎勵 の爲め 年々 國 庫ょ b 支給す る 金額 巨大に 達した 
| b ミ雖 も、 ー國 のみが 如上の 制度を 廢 ih する に 於て は、 直に 他國糖 業の 
ー爲め 自國の 販路を 奪は る、 虞れ あるを 以て、 敢て 之を 斷行 する ものな 
一 < 、各國 孰れ も 他國の 顔色を 窺 ふに 汲々 たる 有樣な りき。 

然るに 英國 は獨 レ 自由主義を 固守して 超然たるの 態度を 示し、 自由 
ーに多額なる砂糖を輸入して毫も困 « の色なく、從て同國の消費者はー 
一面 輸入税 並に 消費稅 の 負擔を 受くる 事な く、 外國 に 於け る獎勵 金の 餘 
-澤を 被りて 頗る 廉價な る 砂糖を 味 ふに 充分なる を 得た り。されざ世界 
各國 糖業國 間に 於け る競爭 漸次 激烈. を 加 ふるに. 至る や、 同國 殖民 地の 


甘蔗 糖 業は 勢 ひ 多大なる 壓 迫を 被り、 殊に 西 印度 殖民 地の 糖 業は 之が 
爲め甚 しき 衰退を 招けり ® ち 他方、 諸國の 砂糖が 印度 砂糖の 販路を 侵 

一 蝕せ るに 基因す るが、 又 各 國の戾 税制 度を 設け 盛に 精糖の 輸出を 爲す 

y 

一に 至 b たる 結果、 英國 精製糖 業は 忽ち 其の 基礎を 危す るに 至りし ど 等 
i しく、 各國共 に 過度の 競爭に 疲弊せ るの 事實を 看取し、 列 國相議 して 其 
\ の 利害の 調和を 圖 るの 得策なる を 想 ひ、 遂に 佛國 VJ 交渉して 先づ 列國 
i 會議を 巴 里に 開催 せん 事を 提議せ り。 時 正に 千 八 百 六十 三年に して、 爾 
ー來會 合を 重ぬ る 事前後 十囘 、遂に 千 九 百 一年に 於て 漸く 平和の 曙光を 

I _ 

I # ぐに 至り、 翌年 露國を 除く の外英 .怫 、獨 、填、 白、 伊、 和、 西、 瑞の 諸國 互に 砂糖 

|條約を協定し、兹に初めて圓滿なる終局を吿ぐる (: 至りぬ。即ち彼の有 

> 

一名なる ブラ ツセ， 會 讓是れ 也。 

ブラ ツセグ 會議に 於け る條約 文は、 全體 十二 條ょ b 成 り、 之に 附則 議 
定書を 併せた る ものなる が、 要するに 其の 骨子 VJ する 所は 絕對 に條約 


國 間の 競爭を 避けて 互に 販路を 確保 せんどす るに あ り。 而 して 之が 篇 
め 參同國 は 多大の 利益に 均 霑 し、 從 て各國 民は 從來 力ーテ ，若は シシ 
j デ グート 及び 輸出 其 他の 獎勵金 制度に 依 b 人爲 的に 騰貴せ しめられ 
I たる 砂糖を 極めて 廉價に 消費す る 事を 得る に 至り、 政府は 又 砂糖 消 養 
|額.の增加に依て消費税の增收を得たるに止まらす、他方には獎勸金の 
I 廢止に .依て' 支出 金を 節減す るを 得たり。 右條約 有効期限は 五 筒. 年に し 
I て、 同期 滿 了の 際、 提唱者た る英國 は、 自國 殖民 地の 甘蔗 糖を 保護す る ど 
I 共に、 露國產 糖を 利用 せんどの 希望ょり 該條 約の 繼續に 闘し、 種々 條件 
I を 提出して 各國を 賛同せ しめ、 遂に 露國 を條 約に 加入す るの 素志を 貫 
一徹せ り。 而 して 此の ブラ ツセ， 條約 は、 十五 年の 久しき 間實 行され て 昨 
年 (: 及び、歐洲各國は自由競爭を爲すの必要なく平和なる取引を繼續 
L つ、 有. 〇 し 也」 

然るに 昨年 一月 ブラ ツセ ダ 決議に 依 I 更に 本年 九月 一日ょ b 向 ふ 


五箇 年間 有効 繼續 せらる 可き 事に 決定せ しが、 英國は 之が 調印を 拒み 
遂に昨年 /\ 月に至り、同條約ょり脫退す可き旨の通吿(壹箇年前)の豫吿を 
) 發し 、愈々 本年 九月 一日 以降 同條 約の 覊 東を 受けざる 事 VJ なれ り。 され 
ざ ブラ ツセ ダに 於け る 同條約 委員會 は、 六月 二十 六日. 開會 し、 英國が 同 
:修 約ょ b 脫退後 提供す 可き 同國 砂糖 原産地 證明 書の 形式に 關し 協議 
i する 所 ありた るが、 同席 上に 於け る英國 委員は、 九月 一日 以降 同條約 .ょ 
I り脫 退す 可き も、 事實は 尙同條 約に 加盟せ る VJ 同 樣の 態度を 執る 可ぐ、 
i 即ち 引續 き同條 約の 適用を 受 < す き 意志 あり。 伹し 若し 英國 にして 其 
一の 意志を 變更 する 時は、 六 箇月 以前に 加盟 諸國へ 通知を 發す 可き 旨を 
一宣 明せ b。 依て 同條約 加盟 國側に 於ても、 英國が 現行 砂糖 制度に 關し砂 . 
一 糖條約 加盟に 對し 損害を 及ぼす 可き 何等 變更 の， 態度を 執らざる 間は、 
■加盟 諸國も 亦英國 砂糖 及び 其の 生產 品に 對し 從來ビ 同樣の 取扱を 爲 
す 可し 決議せ t 此の 英國脫 退 事件は 二 時 砂糖 市場に 波及す る 影響 


の如可に：大なる炉を想像し、列國 '^ 密 (: 憂慮する所ぁりた.るは事實 (: 
.し. て、 •砂 i 條約边 提議 者た る 英國の 態度 S して、 甚 .だ 不愉快を 感ぜす ん 

一. ば 非. す。 

由 來英國 は、 自由貿易 主義を 镖徬 し、 而かも 頑迷 ビ稱 せらる  > 迄 之を 
I 固守して 動か ざり しが、 當時 砂糖の 需給 關係が 今日の 如く 旺盛に して 
一而 かも 復雜な らざ b しを 以て、 斯 くの 如く 所謂 大名 式の 粗放なる 政策 
一を. 墨守す るを 得た りしが、 前述の 如く 遽然甜 菜 糖 等の 勃興は、 印度 砂糖 
ーに打擊を與ふる .1: .至り、流石の英國も印度糖業の衰退に甘んす可か.ら 
一ず 遂にー種の窮策ご € て砂糖條約を提議したちど雖も、要するに右の 
ー條約は英國を利する事多きを主服艺し、又英國は公然常に自國の利益 
一を 打算し. て、 時に 露國を 加盟者た らしめ 又 最近 之が 脫退の 態度に 出で 
(たる も、 皆英國 本位の 政略 也， 而 して 右 脫 退の 詳細なる 內容に 就て は 未 
だ 剑 明す るを 得す vj 雖 も、 自國 精製糖 業 保. 護を 敢てせ んど する もの * 

一四 丸 


ー五 0 

即も英國は砂糖條約の加盟者たらすして、猶且獨立し得可き立 » 地を 
發 見した るか。 若く は發 見し つ、 あるを 想像す るに 誰から す。 即ち 明に 
I 保 謹 政策に 傾きつ、 ある もの 也。 多く 同盟 VJ 稱する ものは、 事件の 波瀾 
|を調節するに奏効あるは何人も認むる所なるが、利害相同ぅする場合 
ーに表現するを定則ビすれば、若しー：方が他方に比し甚しき得失の差を 
I 生ずる 時に 於て 勢 ひ 之を 破る に 至る は、 蓋し 當然の 趨勢な b どす。 砂糖 
i 同盟の 如き も亦然 り。 殊に 砂糖は 米 或は 麥の 如き 需要の 地 劃然たる も 
一の VJ 異 れ、 賞に 其の 販' 路 たる や 世界 共通 也。 故に 價格 にして 低廉なら ば 
一 其の 販路に 苦まざる ■可く、 今日の 狀勢に 於て は 只 運賃 諸掛の 相違を 以 
) て、 列國 辛ぅじて 斯業， の 存在を 保證 .されつ  > あるを 以て、 其の 販賣の 根 
一 底に 至 b ては 決して 强固な b 謂 ふ 可から す® 砂糖 同盟の 如きは 唯 砂 
上. ^ 樓閻のみ。何ぞ永遠に之を支持し得んや。 

<■. 斯く世 界 に 於け'  糖 業-政. 策の 大勢を 觀じ來 れば、 保護 政策が 絕對に 


良 fvj 云 ふ 可から ざる も 亦 必中し も 絕對に 不可なる に 非す。 自由 政策 
が S 對に 不可な bvj 云 ふ 可から ざる も 亦 之に 絕對の 眞理を 有せす。 時 
ーに應じ、時 1: 從ひ其の政策に變更改正を見るは、時勢の變遷推移ど共に 
一 免る 可から ざるを 以て、 爲政 者た る 者の 態度 ビ して、 紛 々たる 俗論を 超 
一越し、 確乎 不拔の 意志を 行 ふに 最強の 勇者た らん 事を 希望す る 者 也' 

第貳章 保護 政策の 是非 

_\  日本の 糖 業 政策は、 明に •保護 政策 也。 即 t> 之が 保護を 直接に 甘 藤 農業 
一 及び 砂糖 工業に 於て 見' 間接に 砂糖 輸入 稅及び 戾稅に 於て 見る。 然れご 
i も 果して 此の 政策を 是 VJ す 可き や、 將又 之を 非 どす 可き やは 當然 疑問 
I の 生す る 所な をが、 要するに 保護 政策の 價値 は、 其の 時代の 事情 之を 要 
- 求し つ、 ぁ b しや 否やに 於て 始めて 上下す 可し。 吾人は 現行の 保護 政 
策が 絕對に 眞理に して、 其の 保護 亦 最良の 手段 方法を 講じつ、 ぁ りこ 


斷言 する 者に 非す* 然れ V」 も 將來は 知らす、 今日、 本邦 糖 界の狀 勢に 於て 
は、 當然 此の 保護 政策の 行爲に 歸着 する もの VJ 信じ、 而 して 直接 間接の 
一 優 握なる 保護は、 之を 徹廢す 可く 未だ 其の 時機に 到達せ ざる 事を 感す 
I る 者 也。 何故に 然る ^: 以下 少しく 其の 理由を 說か ん。 

保護 政策は、 內 國の產 業を 育成せ しめん VJ する ものにして、 其の 目的 
I を 達せん が 爲め 通常 用 ふる 手段は 關稅の 賦課 及び 補助金の 下付 等 也。 
j 故に 自由貿易 主義 どは 全く 表裏 相反す るが、 即ち 是れ輓 近 起 b たる 交 
I 通 機 關の發 達、 金融 機關 の進步 、統計の 確實 、國際 間の 交通 等に ょりて 得 
I たる 政治的 及び 經濟的 事情の 闡明 、社 會的 立法の 普及 等の 事實が 相俟 
I て 齎し允 る 賜物に 外なら ず。 日本 及び 米國は 純然たる 保護 政策を 執 b 
| . つ、 ぁるが、 反 之 英國の 如きは 實に 自由貿易 主義の 淵叢 VJ 目す 可し。 此 
の 保護 政策に 就て は學 者の 諸說區 々VJ して 一定せ ざる も、 大凡 そ ニ) •一 
, «# «# *主 ぎ f r •は •國 •民 •經 •濟  *獨 •立が、 (ニ •敎 r •は  f lfl0 f m# w, i# 


義、 〔三)防衞關税說，四)内國巿場保護主義、(五)社會的保護關税等ごす可く、 0 
本に 於け る 政策の 標準 どする所は、要する :(: へン.リーグレー氏の唱導 
せる (四) に 於け る內國 市場 保護 主義に 基く ものなる に 近し， 此の 主義は 
一 ( ' 一) の 一般 保護 主義  >」 大差な く、 即ち 國內に 於て 自產 自給を 圖 らん ビす 
I る 場合に 生 中る ものにして、 米國の 如きは 之が 好個の 模範 國た り。 兹に 
: 其の 例證 S して 北米 合 衆國に 於け る 保護 政策の 變遷の 一般を 叙し、 以 
ーて其の理論 -0 存する所を窺ふ可し。 

I , 米國の 保護 政策は、 千 七 百 八十 九. 年に 擴 張せられ たる 海運業 保護 及 
I び 千 八 百ナニ 年の 戰爭 終了に 次で 起ら たる 工業 保護に 其の 端を 發せ 
一 5。 然れ V」 も 二十 年代の 後半に 於て、 最早 其. の 必要を 認めざる に 至りし 
一ょり 全く 之を 徹廢 し、 次の U1 十 年間 合衆國 は眞に 自由貿易 國 VJ 化した 
b き。 然るに 千 八 西 五十 七 年に 至ち 恐慌の 襲來 及び 南北 戰爭に 依る 國 
庫の窮乏等の爲め、歲入の不足を關税及び內國稅の增徵に仰 ^ の止む 

1 


な S に 至り、 前後 ニ囘の 關 税率 引 上を 斷行せ b •而 して 戰爭の 結果は 北 
部の 勝利に 歸し 、爲 めに 南部 農業 黨の 勢力 失墜し、 遂に 北部 工業 者が 合 
i 衆國の 商業 政策を 支配す る 事 VJ な b しを 以て、 依然 保護 關税を 襲用せ 
爾來千 八 百 八十 三年 迄は、 種々 波. 瀾 曲折 ぁ b て關 税率に 輕 重を 生じ 
l: '/2 b ご 雖 も、 大體に 於て 輕 減の 趨勢を 保つ を 得た るが、 未だ 以て 自由 質 
易 論者の 滿足を 買 ふに 足らす して、 屢 々政論の 爭點 V」 なれり。 千 八 百 九 

一十 年 共和 黨のハ リ ソン 氏擧げ られて 大統領 VJ なるや、 極端なる 保護税 

.一 

を 執行し、 國 庫の 歳入を 多少 減少す る も 保護の 目的を 有する 關稅を 引 
: 上ぐ るに あ b しを 以て、 其の 實 施の 結果は 果して 收入稅 の 減少 VJ な り、 

: 亦 保護 稅も豫 期の 收入 額を 擧 ぐる 能は t 反て缺 損を 生じ、 遂に 輿論の 

一 

:: 反抗を 買 ひ、 千 八 百 九十 ニ 年には 共和 黨の 候補者 破れて、 民主 黨の クブ 
丨ブ ランド 氏 大統領 どなる (: 至れ0。民主黨の主義政綱は、固ょ0保護 
政策を 以て 違憲 VJ する 程な りし も、 クリー ブランド 氏 及び 有識の 士は 


斯 くの 如き 極端なる 見解を 有せ t 從て 一部の 關稅を 撤廢 したる 外は 
餘 b 極端なる 變更を 見 ざ b き。 斯 くして 千 八 百 九 ■十六 年の 改選 期に 於 
i て、 保護 政策の 權化ビ も稱 •す 可き マツ キン レ ー氏 は、 其 和黨 より 擧げら 
一れ て： 大統領 S なり、 保護 政策に 對 しては 頗る 其の 範圍 を擴 張せ り。 而し 
ー：て共和黨はグ丨_ズべ>ト氏$な\タフ：ト’氏ご尨り、轉 -£ て今年民主黨 
I のゥヰ ダ ソン 氏の 就任 V ふな b て、 再び 關税 改正を 决行 せん VJ. す： 

\ 以上 叙述した る 所よ 5 して、 理 .論 上 民主 黨は 關税を 以て 主 VJ して 收 
一入の 目的に 供し、 共和 黨は 之を 保護 的 手段な bvj 信ずる 事を 窺 ふ 可し。 
I 然れ V」 も 現代に 於て は兩 派の 主張 漸次 接近す るに 至りし を 以て、 ブィ 
:スク氏は米國の保護論者は、之を其のニ派に區分する方、至當なり ^ せ 
一 b KD ち 一 は 一時的 政策 V」 して 保護を 主張す る 者に して、 他は 永久 的 政 
策 ビ 認 むる 事是れ 也。 然し 孰れに せよ 五十 步百步 の感 ぁりて、 民主、 共和 
兩 派の 政見は 漸次 接近す るに 至 トしを以て、大統韻選擧に際乙では每 


囘兩派 共に 關税の 改正を 以て 其の 政綱 VJ せる が、 要するに 税法の 不完 
，全、 行政 機關の 不備、 歲 出の 膨脹 及び 歲 入の 不足、 賃銀の 騰貴 及び 原料 品 
一の 獨占的 利用の 增加等 其の 改正案を 成す に 預てカ ありた るが 如し。 さ 
| れ r 民主 黨ク ヰ， ソン 氏に 至る 迄 幾度 か 理想 通 b 改正案を 行 はん V」 

| せし も、 各產 業の 利害 相 一致せ すして 幾多の 困難を 來せ纥 本年 ゥ氏に 
|依て斷行せられ.ん2する同案ビ雖も、多年民主黨の唱導せるが如き極 
|端，なるもの (: 非ざりしを惟へば、米國に於ける保護政策は、事實に於て 
| 永久 的 保護 論者の 勝利に 歸した る もの ど認む可き也.即ち米國の保護 
ー政策は米國に於て成功せ6。伹し之を直に他國に移して効果ある可き 
や 否やは 太に 硏究 問題 也。  ( 

ノ ノ吾人は米國のー.例を見て、保護政策ビ關税關係の密接 |: して而かも 
其の 税率の 上下が 影響す る 所 頗る 多大なる を 想は すん ば. 非す。 一面 保 
護 政策の 難易は、 實 に關稅 問題の 如何に あ b ^: 謂 ふ 可く、 關稅の 及ぼす 


國內產 業の 利害に 就て は、 須く 綿密なる 硏究を 必要ビ す。 殊に 一時的 保 
護を 可 VJ す 可き や、 又は 永久 的 保護を 可 ミす 可き. やは、 其の 政策の 目的 
ーに依て異る所なれざ、エ業保護或は農業保護の場合'如何を問はす、國家 
一 的 意義に 於け る. 關税は 近代に 於け る 世界の 傾向" なる を 以て、 時に 生產 
|品に就て國民の負擔を重からしむるの弊ぁりビ雖も、國民たる者は目 
I 的の 爲 めの 手段な b VJ 謂 ふ 自覺を 以て 處理 する を 必要 ごす 可し。 

飜て#阶 |10 »# が^?,|^ががに對する批難を聞くに、論者は今ょり十 
I 年 前に 於て 一斤 拾錢內 外の 白 糖が、 今日 ニ 拾錢以 上を 出す に 非す んば 
1 賞味す る 能は ざる 點 ょり、 臺灣の 糖 業を して 斯く迄 盛に 發 達を 遂げし 
一め、 而 して 多大の 潤 益を 獲得せ しめ、 且斯く 迄內地 市場に 向て 獨 占の 威. 

I 力を 振 ふを 得る に 至らし めた る 所以の 保護 政策は、 厘毛の 微に 至る 迄、 
-皆公衆の犧牲を意味する等の論法を極む。されゲ」是れ半面の眞理を語 
る ものな れ ゲ」、半面に於ては確に斯業の潤益に對する嫉妬也。若し本島 

一 五 七 


糖 業 S して斯 くの 如き 順境を 呈し 、斯 くの 如き 巨剌を 博した る 時代を 
出現せ中して、依然其の進步遲々たるものぁりしならば、關税の轉嫁に 
一對 して、 內地 消 # 者の 膏血を 絞る 者な り ビ迄は罵詈を加へざりしなら 
ーん。產業の幼稚なる時代 ]: 於ては、政府の一時的保護を要するが、此0目 
I 的を 以て 關稅 賦課の 場合 生產 品の 價格 騰貴し、 內地 消費者の 負 擔を重 
一から しびる が 如 ^ 事な きに 非す ビ.雖も、此は決して永久的のもの .{: 非 

V : ‘：  . ：： 

I ' 然れざ 洛關稅 問題に 於て 最も 議論 多き は、 闕稅の 轉嫁 即ち 關 稅負擔 
|者.の如何是：れ也 « て或る賀物，の關税を課しねるが爲めに、其め轉嫁す 
一る 狀態は 國情 、時代の 趨勢、 貨物の 種類 等に 依りて 大に異 る も、 之を 抽象 
一 的に 謂へ ば、 合 衆 國に 輸入す る、 珈排、 茶 等の 如く 內國に 於て 全く 其の 生 
'產な く、 全部 海外ょ b 輸入を 仰げる 貨物に 對し て關稅 を 課する 時は、 其 
の 輸入 稅は 內國 消费稅 $0 其の 性質を 同ぅ し、 全く 內國 消費者の 負擔に 


歸す 。故に 卑近の 例を 以てすれば、 本島ょ b 輸入を 仰ぎつ、 ある 米國に 

: 於け る 樟腦は 、日本の 獨占 的生產 品なる を 以て、 同國が 幾許の 輸入税を 

I 課する も、 そは 全く 輸出 國たる 本邦の 負 擔に歸 する 事な く、 常に 同國に 

I 於け る 消費 稅 VJ なる もの 也。 然れ V」 も 本邦に 於け る 砂糖の 如く、 以前、 に 

I 同一 品 內國に 於て 生産せられ しも、 其の 產額 甚だ 少 くして 大部分 輸入 

一を 仰げる 場合の 如きは、 輸入 稅は略 t 稅額 丈け 內 國市價 を 騰貴せ しむる 

一 傾向を 有す。 斯か る. 場合には 關稅 の負擔 を內國 消費者に 轉嫁 する の 止 

| むな きに 至る 可し 3 要するに 輸入税は、 物價を 騰貴せ しむる の 一時的 作 

一: 

j 用を 篇す 事明赇 な bvj 雖も、 內國產 業が 發 達した る曉に 於. て： は、 內國市 
|場 ;{.: 於ける蘼淨激，烈ごなる可<、從て自然其の市價は世界市場に於け 
j る 同 I の 程度 迄 低落す 可き 理也 M に 於て 本邦に 於け る 粗糖 關税 の從 
價五 割は、 確に 高率た るを 免れす VJ 雖も 、是れ 本邦 糖 業、 殊に 臺灣糖 業の 
發達 時代に. 於て 兔る 可から ざる 現象に して、 此の 稅率は 決して 永久 的 

一 五 九 
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稅率 に 非ず。 故に 關稅は 'トラストの 母な 6VJ 云へ る 言を 絕 » の眞理 ど 
心得つ、 ある 自由貿易 論者が、 保護 關稅 を撤廢 せし む 可し VJ 爲す は、 餘 
り 性急なる 議論に して、 此は 少しく 其の 當を 失す。 

實に 保護 政策は、 單純な る 産業 保護の 政策に 非す して。 一國に 於け る 
廣義 の國民 經濟 保護 政策 也。 彼の 自 凼 貿易 主義を 標榜す る 英國が 、近時 
何故に 保護 政策に 傾かん VJ する や。 是れ 即ち 海外 生産 品の 自國內 に 於 
ける ダン ビングの 危 險に對 する 防衞の 主旨に 出 づる事 多 ■きは 明なる 
事實な るが 二國 VJ して ダン ビング、 フキ ー \ ド (投賣 市場) たるに 至ら ば 
i 內國產 業の 破滅を 來 たし、 國民 經濟の 基礎を 危 くす る 所以 也。 故に 保護 
政策の 是非の 如きは、 之を 輕 々に 論斷す 可から ざる も、 現代に 於け る 世 
界經 濟界の 潮流は 共通の 作用を 有し、 殊に 砂糖の 如き 東西 文 野の 別を 
問は ざる 必需品に して 而かも 常に 外界ょり 密接なる 影響を 受け、 直に 
波. 瀾を 捲いて 來る 性質を 有する 商品の 取扱は、 之を 保護 政策の 下に 監 


視す るの 必要 あらん。 唯 保護 關稅が 力 ー テ， 若く は トラストの 極端な 
る惡 弊を 釀すに 至ら ば、 此は 別に 制裁の 途 あち。 本島 糖 業は、 日暮れす し 
て道猶 遠き の狀態 也。 決して 急ぐ を 要せす。 

第參章 直接 保護の 必要 

恩惠 厚き に 失する 稱 せらる、 臺灣糖 業は、 間接に 關稅 及び 原料 採 
取區 域の 行政 的 保護 あ り。 直接に 勸業 補助、 開墾 補助、 製糖 會社 及び 製糖 
場 補助、 機械 購入 補助、 肥料 補助、 灌漑 排水 補助 •農具 及び 運搬 補助、 品評 會 
補助、 改良〗 糖 廍取拂 補助 等 あ b。 而 して 之が 支出 金 亦 決して 僅少に 非 t 
是れ 確に 優渥なる 保護 也。 然れ V」 も 優渥なる が 故に 之を 不當 ビ 爲すか 。 
更に 又 優渥なる 保護な くして 發 達を 期す 可から ざる 事業なら ば、 ー擧 
に 之を 放擲せ ょビ云 ふか。 然 り、 臺灣糖 業を 批難す る 者は、 敢て 此の 論を 
云爲 せり。 此の 論 極めて 淺薄 にして 而かも 甚だ 酷烈 也。 

一六ー 
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&本が老成なる瓜哇糖業の壓迫を受け、數千萬通.に達する輸入糖の 
苦痛に 堪えす、 切歯して 臺灣糖 業 開發の 急務を 說 きたる は、 實 (:: 吾等 日 
i 本人に 非す や。 而 して 豫期以 上に 開發の 奏効を 見る に 及 ^: 賞賛 極り な 
I ぐ 之が 良好なる 成績を 世界に 誇 b しも 亦 吾等 日本人 ^: 非す や。 然るに 
一 暴風雨の r 時 的 現象に 據 りて 打擊を 受けた る 事 頗る 遺慽 V」 す 可き も、 
一 糖 業 開發以 來 幾許なら すして ■一甲 步に 於け る 改良種の 收穫量 六、 七 萬 
ー斤に達し、製糖の步留亦一割一、.ニ步に及べるは、確に當業者努カの賜物 
一な り ビ 謂は ざる 可から す。 され、 V」 官府の 保護 及び 誘導 宜しき を 得る に 
一 非 ざ b せ ば、 老成なる 瓜 哇に 拮抗す る 迄の 速成 的 進歩を 見る 事 能は ざ 
b しならん。 固ょ b 產業 に對 する 保護は、 大體に 於て 一時的の 性質を 有 
I し 且條件 的なる 事 之を 通則 VJ. す 可く、 本島 糖 業 も 將來國 家の 保護を 離 
れて 獨立獨 行の 域に 達する は敢て 至難の 業に 非す。 瓜 哇を觀 ょ。 同地 糖 
業の 幼稚なる 時代に 於て は.、 和 蘭 政廳は 之に 無利子の 資本を 貸與 し、 f 


定 地面に 必す 甘蔗を 耕作す 可し どの 强制 法を 設けて 原料の 供給を 安 
全に し、 又 法令を 以て 賃金. 額を 制限す る 等 種々 の 便宜 方法に 據 b て 保 
護せ り。 獨 逸を 觀 ょ。 同地の 糖 業に 對 しては、 最初 輸出 戾税 法を 執 り、 後に 
一 輸出 獎勵 金を 以て 補助した るが 如きは、 實に獨 逸 糖 業 今日の 盛運を 致 
一した る 所以に して、 獎勵の 盛んなる、 當時 輸出 糖 保護の 爲め 一箇年 六' 千 
I 萬圓の 補助を 斷 行せ り ミ 云 ふ。 其の 積極 _的 施設、 唯 敬服に 價せす や。 是等 
一海 外 糖 業 地に 於け、 る 施政の 跡を 觀察 すれば、 臺灣糖 業に 對 する 保護の 
一 優渥なる を怪む 可から ざるの みならず、 行政 上の 施設に 關 しては 猶且 
I 1 層 積極的 方針を 必要 ビす るが 如し。 

一 V,  • 

臺灣總 督府に 於け る 直接の 糖 業 獎勵費 どして 給與 せる ものは、 主 VJ 
I して 甘蔗 農業 及び 砂糖 工業の ニ途な るが、 明治 三十 五 年 以降 逐次 增額 
せられつ 、あぅ。 即ち 左の 如し。 

一六 三 


獎勵  事項 
開墾  補 助 
製糖 會社及 製糖 場 補助 
機械  購入  補助 
肥-  料‘‘ 補， ‘助 
灌漑  排水  補助 
計 

獎勵  事項 
開墾  補助 
製糖 會社及 製糖 場 補助 
機械  購入  補助 
肥料  補助 
灌漑. 排水  補助 
計. 

獎勵  事項 


f 三十 五 年 

£ー『 

五 九、 六 〇〇 
ニニ、 七 〇 六 
■一六、 五一 四 
五、 五六 六 
0 五、 〇 ニ 八 
三十 七 年 
四、四八ル 
五 四、 〇〇〇 
七 七、 ニ 三 一一 
一一、 一二， 七 
一、 五 〇〇 
三 九 (四 ニ 九 
三十 九 年 


5 

▲三十 六 年 

一、 0 A 5 

五六、ーニ三 
五六、 ニ 一 
ニ 〇、 一七 七 
六、 九 四 六 
一四，©、 四 三 七 
▲三十 八 年 
一一、 四 ニ 5 
八 四、 六 五 〇 
一六 七、 五三 ニ 
一四、 五六 九 

ニ 六 九、 一七 一 
▲四十 年 


開墾  補助 
製糖 會社及 製糖 場 補助 
機械  購入  補助 
肥料  補助 
灌漑  排水  補助 
種苗  補助 
計 

獎勵  事項 
開墾.  補助 
製糖 會社及 製糖 場 補助 
機械  購入  補助 
肥料  補助 
漑灌  排水  補助 
種苗  補助 
農具  補助 


一、 ニ 四 「 

五六、 四 〇〇 
八 ニ、 四 一一 
ニ 六、 六 〇 五 


ニ 六 六、 六 五 七 
▲四十 一年 

円 

三 六、 〇〇〇 
一八、 一三 四 
四 〇 六、 〇四〇 
一一、 一 五 七 
八 一、 三 七 七 

ニ ー丄 ハ 


五、  六 七三 
ニ 一、 〇〇 0■' 

六、  七 六 〇 
一六 四、 ニ 五 五 

ニ 三、 八 七 〇 
七 四、 一一 八 
ニ 九 五、 六 七 六 
▲四十 ニ 年 

ニ 〇、 ニ 七三 
六 ニ 一、 九 五 九 

一 〇 三、 九九 七 
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品 改 
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一良 糖 廍取拂 補助 A 三、 〇〇 九 六 七、 三 01 一 
評會補  助 五、 〇〇〇  ^ I 
® 六 四 〇、 九 三 三 八 一三、 五三 一 

| 右 表に 見る が 如く、 獎勵 金は 明治 三十 五 年 以降 年 每に增 加せられ、 四十 
|ニ年を三十五年に比するに約八倍どなれり。而して之を各項目に配せ 
ーる割合を見る (: 五割は肥料補助に、ニ割は製糖機械購入補助に箝當せ 
| られ、 其 他の 項目の ものは 孰れ も 低率 也。 要するに 本島の 糖 業獎勵 は 過 
去に 於て 多く 二 面 新式 工場の 設立を 助長し、 他面 外國種 甘蔗の 普及 ご 
j 之を 栽培す るに 要する 肥料を 交付して 製糖 原料の 供給に 力を 致せる 
一が、 大正 元年 度ょりは 砂糖 工業の 獎勵 事業 略 ニ 段落を 吿げ しを 以て、 專 
一ら 甘蔗 農業 方面に 盡カ する 所 ある 由なる が、 第三 編に 述べた るが 如く 
蔗苗 改良 事業は、 其の 獎勵 事業の 主要なる ものにして、 大正 ニ 年度 即ち 
本年度ょ b 之が 實施を 見ん ごす。 


®f くの 如く、 莫大な b VJ 謂 ふ 可から ざる も、 相當. の 獎勵 費を 支出せ る 
事は、 猶外 糖に 對して 充分 優勝の 地位に 達せざる が 爲め 之が 必要を 認 
むる ものに 外なら す。 然れざ も 實狀を 熟知せ ざる 者の 眼ょり 見る 時は、 
今日の如く糖業勃興したるに於て、最早獎勵費を要せざるが如く思 -« 
せらる、 ならん も、 各 製糖 會社 VJ  b 未だ 創業 時代に 屬し、 臺灣 及び 鹽水 
港兩會 社を 除く の 外は、 或は r ニ 囘の 製造を 爲 したる に 過ぎざる もの 
あり。 或は 未だ 設立 中の. 者 あり。 故に 大體 ょり 云へ ば、 着々 整理 統一 時代 
を 實 現しつ、 ある も、 今猶 創業に 屬 する ご 謂 ふ も 不可な く、 生産の 技術 
充分 研究を 重ぬ る ^ 至らす、 從て 事業の 根本 尙未だ 鞏固なら ざれば、 之 
を 扶助 掖濟 する 事 刻下の 急務た る 也。 

甘蔗耕作上の改良發達を期せんビ欲せば、肥料の改良妓に施肥の獎 
»• を 試みざる 可から す。 是れ 程度 低き 本島人に 對する 第一の 獎勵 事業 
にして 遂 來天惠 のみ， を 依賴 せる 結果、 全般. の 農業 法は 極めて 粗放 どな 
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り、 更に 人工を 加へ て、 土地の 改良を 行 ふが 如き 事な き狀 態な れば、 少量 
施 用し つ、 ある 堆肥、 牛 豚 糞 以外に、 改良 肥料の 施 用を 普及せ しめ、 以て 
地力 消耗、 收穫遞 減の 危險 を豫 防す るの 必要 あ b。 特に 土地の 養分を 吸 
收する甘蔗圚に於ては最も之が必要の切實なるを見る。然れ ^' も農業 
の 如きは 全く 自然の 氣 候に 依賴 する 事 多く、 從 て試驗 調査 等 時日を 要 
する もの あるを 以て 急激に 之が 改良を 期す るは 反て 成功を 見る 所以 
に 非す。 最初、 本島 農民は、 肥料を 施した る 甘蔗の 成長 良好な. る 事を 目擊 
する ビ雖も、彼等は進んで肥料を施用せんどはせす、此の新規作物に對 
する 態度、 頗る 冷淡の もの ありし 也。 兹に 於て 彼等の 習慣を 打破 するど 
同時に、 經濟的 利益を 知らし むる が 爲 め、 肥料 補助の 必要を 生じ、 各獎勵 
項目 中、 比較的 巨額の 補助 費を 計上した るは、 確に 着目の 箇所、 當を 得た 
る もの ご 信す。 其 他 種苗の 改良、 耕作 法の 改良 等 甘蔗 農業 獎勵に 於け る 
必須の 事業に し. て、 更に 又 之に 伴 ふ 灌漑 排水に 對 する 補助 も 重要 事 頁 


元來、 甘蔗の 性は 水分に. 富み、 殊に 改良種の 如きは、 其の 原 產國に 於て 
適當な る 水の 供給を 享けて 成長す る ものなる を 以て、 之が 普及を 計る 
I には 給水 設備 遺慽な きを 期す 可し。 然れ ざ も 亦 甘蔗は 水稻の 如く 當時 
一 多量の 水を 要せ ず。 過度の 濕氣は 却て 甘蔗の 品質 及び 成長を 阻害す る 
一を 以て、 臺北、 臺 中の 如き 灌漑 水、 潤澤な る 地方に 在りて は、 平時 之を 必要 
I どせ ざる 箇所に 於ても、 相當の 排水の 設備を 要す 可く ニ 朝 豪雨 續て至 
一れば 時に 蔗圍は 化して 大海の 如き 狀態 VJ なる 無き を 保す 可から す。 故 
に近來 此の 祀憂 ある 地方に て、 着，々 排水 設備の. 完成を 期しつ、 あるは、 
一 甚だ 適當な る 措置 也、 即ち 是 等の 措置に 就ても、 須く 農民を 誘導 啓發す 
るの 必要 あれ ざ 當 業者の 實カ のみに ては、 容易に 之が 實 施を 望む 可 か 
らざる 事情 あるを 以て、 是 等の 點に 就ても、 又 官府の 補助 或は 勸誘 に俟 
つを 捷徑 どす 可き 也。 
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以上 叙說 せる が 如く、 程度 低き 農民に して、 而和も 十七 八 年 前 初めて 
我が版_に久れる本島農民に對し、改良せられたる甘蔗農業を普及せ 
| しめん VJ する 事は ニ 朝 一夕に して 完成す 可き 事業に 非す V」 雖も 、第三 
I 編 及び 第 四 編に て 述べた る 通 b、 急激なる 發達を 未した る 事は、 即ち 農 
I 民が 迷夢ょ b 覺醒 したる もの？ 見做す 可し。 故に 此の 步. 調を 持 續せば .、 
一 * て 直接の 保護 獎勵 事業を 廢止 する の， 機運に 遭遇す 可く、 遂に 本島 糖 
I 業は 獨立 嗍步の 理想を 實 現せん。 實に 農事に 關 する 補助は 土地の 改良 
一に 投せ られ たる 費用に して 夫れ 丈け 本島の 土地 生産力を 增 加した る 
.もの 也。 故に 補助の 多額は 糖 業者の 懷合を 肥せし ものに 非ざる を 知る 
一可し。 然れ V」 も 世人 動もすれば 補助を 以て 直に 糖 業者の 利益を のみ 目 
的どするが如く說くは誤謬也 » 料補助の如き豈に唯甘蔗のみに止ま 
る ものな らん や。 而して 此の 補助に 據る 改良 事業は ® めて 難事なる を 
記 臆せざる 可から す。 是れ又 本島 農民に 對 しての み 難事業な り ビ せん 


や。 飜て 母國に 於け る 農事 改良の 如何に、 其の 遲 々たる かを 見れば、 盖し 

思 ひ 半ばに 過ぐ る もの あらん。 

) - 

第 六 _ 臺灣糖 業の 位置 

一 

第蠻章 世界的 臺灣 

臺灣は 僅々 ニ 千 三百 三十 二方 里、 周圍 三百 九十 八 里の 一 小島 也 U 試に 
一 萬 國地圖 を 開けば、 其の 微々 たる 事、 實に罌 子 粒大の 土地なる に 失望せ 
| ざるを 得す。 本島は 四圍 環海 二葦帶 水を 隔て、 西に 支那 大陸 あ b。 東は 
| 渺茫. たる 太平洋に 面し、 遙に 遠く 米 大陸の ある あ b。 南バデ ソン 海峽を 
境界 VJ して 比律賓 群島 VJ 相對峙 し、 北は 近く 我が 沖繩 諸島に 接す。 然れ 
| ざ も 小な b VJ 雖も 我が 南方の 關門た り、 而かも 熱 帶圈內 にある を 以て 
'世界的 商品の 生産地た る 事、 日本の 軍事上 及び 經濟上 甚だ 重要なる 位 
置を 占む る 所以 也。 


經濟 上ょり 觀たる 我が 臺灣 は、 日本の 寶庫な るの みならす、 實 ， ， m- 界 
の寶庫 也。 吾人は 日本人 ビ して 本島 產、 捧腦が 世界に 於け る樟際 市場を 
一 支配し、 絕 大の權 威を 振 ひつ、 ある 事を 誇らざる を 得す。 世界に 對 する 
| 樟腦 輸出 高は 約 七 百萬圓 にして、 仕向 地は 英 、米、 獨の三 箇國を 主 ごし、 其 
i 他 萬國に 供給せられ つ、 あり。 是れ 原料 豐富な b ど 云へ る 事ょりも、 寧 
一一 ろ 生産地 VJ して 地理 上 便宜 多き 事 及び 技術の 巧智な るに 據る。 單に原 
| 料地 V」 すれば 南猜 は、 世界 有數 の樟樹 繁殖地た る にも拘らず、 依然 どし 
て 本島 樟腦 に壓 迫され つゝ あるは、 即ち 原料 採收の 不便 及び 技術の 不 
| 進步に 因由す。 斯 くの 如く 樟腦 生産地 VJ しての 本島は 世界に 冠たるが、 
,更に優秀なる烏龍茶も之.に次で誇る可き商品也。されゲ」嗜好品に屬す 
一る ものは、 嗜好 者の 習慣 性 容易に 變 化せざる を 以て、 販路 どして は 極め 
て 一 小® 分に 止まぅ、 辛ぅじて 米國 市場を 開拓す るに 努力し つ、 ある 
に 過ぎす。 而 して 將來に 於ても 多大の 望みを 囑す 可から ざるが、 蜀 b 砂 


糖の みは 價格 低廉なる に 於て は、 如何なる 國に對 しても 其の 販路を 求 
むる を 得 可し。 現在の 輸出 能力、 微 々たり ビ雖 も、 將來の 發展想 ふ 可く、 此 
の點に 於て、 糖 業 地 VJ しての 本島は 日本の 經濟界 よ .b 等閑に 附す 能は 
ざるの みならす、 多望なる 世界的 商品の 供給地 ^ して、 實に 世界の 注目 
i を 要する 所以に 非す や。 

現况の 臺灣糖 業は、 異 數の發 達を 爲 した b VJ 雖 も、 世界 糖 業の 大勢よ 
b 觀れば 、未だ 微 々たるを 浼れ t 且將來 (: 於ても、 大 面積を 包 擁する 英 
領 印度 或は 玖瑪の 如き 多額なる 生産力を 發揮 する 能は ざれ V」、 氣候風 
| 土 及び 地理 上の 恩惠に 依 b、 東洋 砂糖 市場の 勇者た るに 至る 事、 敢て難 
事に 非 ず。 左に 甘蔗 栽培の 分布 及び 其の 產 額を 示し、 世界 糖 業 地より 觀 
一た る 臺灣を 窺 ふ 可し。 

a S 自 I 九 〇 八年  自 一九 一〇 年 自 一九 一〇 年 4HI 一九二 年 
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一 五、  〇〇〇 
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四 八、 〇〇〇 
三 九、 九 五 〇 
九 三、 〇〇 三 
六、 〇〇〇 
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一二、 〇 五 五 
1五 0 、〇〇〇 
三、 0〇〇 

一三 四、 五八 四 
一四、 七 五 〇 


一 五、 〇〇〇 
三 九、 〇〇〇 
三 五、 四 三 八 
八 九、 九 七 九 
六、 〇〇〇 

一四 七、 六 七 八 
二八 七、 〇〇〇 
1 〇 八、 ニ 九 七 
1 三、 〇〇〇 
一 五 〇、〇〇〇 
三、 000 

ニ 一 〇、 七 五六 
一八、 八 ニ 八 


、八 〇〇、〇〇〇 
一 五、 0〇〇 
四 〇、〇〇〇 
四 〇、〇〇〇 
1 〇〇、〇〇〇 
八、 〇〇〇 

一七 〇、〇〇〇 
二三 五、 〇〇〇 
1 〇〇、〇〇〇 
一三、 〇〇〇 
一 五 〇、〇〇〇 
三、 000 

一七 五、 〇〇〇 
一七、 〇〇〇 


ィ SS 六 五、 〇〇〇  六 九、 九 〇〇  六 九、 〇〇〇  七 五、 〇〇〇 

右の 中 最も 本島 糖 業の 好敵手 ごして 迎へら る、 は 瓜 哇 にして、 單に距 
一 離の點 ょり 謂へ ば 比 律賓の 我に 近接す る もの ぁ り。 而 して 稍； 遠隔地 ど 
一 雖も 、西南に 世界， 有 數の產 糖 地た る 英領 印度は、 巨然ビ して 東洋 市場を 
j 脾睨 しつ、 ぁるを 見る 0 猶微 々た b ぐし 雖 も、 大洋 洲に クイン スラン ド、 一一， 
ーユ ウサ. ウス. ク H ダス、 フイ ジイ 等を 數へ 、又 北 亞米利 加には グイ ジア ナ、 
| タキ ^ ス、 布 桂、 ポルト ソ コ を數 ふ。 され、 V」 此の間に 介在せ る 本島に 對 し、 
) 東洋に f 於て 瓜 哇を 除ぐ の 外 我が 陣頭に 立つ の 勇者な く、 國內 消費 糖を 
j 得る に 汲々 たる か、 然らす んば 母國 消費 糖を 得る に疲勞 し、 出で、 激烈 
一なる 競 爭場裡 に 其の覇 を爭は ん VJ する 者 無し。 要するに 糖 業 地 VJ して 
一 地理 上の 缺點を 有する のみなら す、 其. の國の ： 經濟 的剌戟 が 本邦に 於け 
る ♦か 如く 痛切なる もの 無き に據る 可し。 兹に 於て 亜細亜 大陸を 砂. 糖の 
.一大 市場 ビ して 觀る 時は.、 本島が 島內 及び 母 國の薷 要を 滿す 程度の 產 


糖に、 甘ん す 可から ざる 使命を 自覺 する VJ 等しく、 益々 健全なる 斯業の 
，發 達を 期せざる 可から ず。 殊に 東洋 第一の 產糖 地た る 英領 印度が、 歐洲 
一の 市場に 於て、 甜菜糖 國の制 肘を 受け、 常に 逆境に 處 しつ、 ぁるに 比せ 
I ば' 支那 大陸に 於て 甜菜糖 業の 勃興せ ざる 限りは、 我が 甘蔗 糖は 輸出 高 
一の 多少を 問は ず、 事實に 於て 此の 大市 場を 獨占 しつ、 ぁる もの 也。 故に 
一 世界ょり 觀 たる 臺灣は 小な bvj 雖 も、 糖 業 地 VJ しての 臺灣は 、東洋に 於 
I て 確に 偉大 也。 

I 近世 科 學の發 達が 農、 商、 工業の 分岐を 促し、 更に 其の 內に 於て 多くの 
分科を 惹起した るに、 輓 近經濟 界の變 調は、 再び 是 等の 分科せ る 諸 業を 
一 合併して 、一の 大企業 聯合 及び 合同を 組織す るを 事業 經營 上、 一層 有利 
一な bvj する に 至れ bo 彼の 合 衆 國鋼鐵 トラスト 及び スタン ダ ー ト 石油 
會 社の 如きは、 實に 商工業を 併せ 營む 所の 大經營 組織なる が、 實に是 等 
の 大企業は 獨 b 形狀 効用の みならす、 場所 効用 及び 分量 効用を も 造 出 


する 機能を 盡す 。我が 甘蔬糖 業の 如きは、 農、 エ、商の "_-. ニ業を併せ營むを以 
て、 他の 農、 H、 商 何れ か」 部の 事業 ビ 異 り、 最も 複雜 にして、 最も 手數 也。 故 
に 糖 業 地た るの 資格 條件 は、 他の 事業の 資格 條 件ょりも 綿密に して 從 
つて、 聯合 及び 合同に •於け る 効用 も 甚だ 大な るを 免れす。 依て 過去に 於 
ける 本島 砂糖 輸出 額は 甚だ 僅少な りし VJ 雖も、 當 局の 商業 政策 其の 宜 
しきを 得て、 漸次 瓜 哇糖を 逆擊 し、 東洋 市場の 實權 、歸 して 臺灣 糖の 掌裡 
にある に 至らん VJ す。 本島に 於け る國別 砂糖 輸出 額 左の 如し。 
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香 


東 


州 

港 


露領亞 細亞 
英吉利 
北米 合衆國 
智 利 


四十 四 年 
六、 九 五 五、 三 ニ 五 
三、 101 、一六 五 
ニ 〇 六、 〇〇〇 
ニ 七、 〇〇〇 
1 〇 三、 三 ニ 〇 
一、 丄ハ八 〇、 九 六 〇 
一六、 八 〇〇 


.一八 o 

其 他諸國  九 〇 
計 二. 一、 〇 九 一、 六 六 〇 

右 表に 示す が 如く、 四十 四 年度が 斯く 好成績を 呈 しつ、 ぁるは、 是れ正 
に 本島 糖 業 聯合の 効用を 證明 する ものにして、 若し 右 聯合の 弊害 ぁら 
ば 之を 矯正し、 其の 完全なる 發達を 期し、 ダンピングを 試む るに 於て は、 

淸國の 糖價を 左‘ 右す る 事 易々 たる 可し。 

♦ 

本島は 實に 幾多の 天惠を 有す。 即ち 糖 業者た る 者は、 之に 對 して 充分 
感謝せ ざる 可から ざるが、 糖 業 地 ^ して、 世界的 臺灣 の聲價 を 發揚 する 
VJ 否 どは、全く其の勢カの如何に依て決せらる可き也。理想は高遠にし 
て大な るを 要す。 理想を 實 現す るに 至らず VJ する も、 之に 近かん VJ, する 
に 於て は 旣に 成功 也。 之に 近 ぐ に 於て は 大成功 也。 日本人の 意氣ビ して 
何ぞ奮 鬪. せざる 可け ん や。 


第貳章 帝國 砂糖の 需給 


本邦に 於け る 砂糖の 消費 額は、 國 民の 增 加、 國民 生活 程度の 
依て 激增 し、 明治 兰 十五 年 人口 四千 五 百 七十 五 萬 八 千 八 百 ニ 
て、 四 億 一千 二百 四十 九 萬 三千 八 百 九十 八 斤を 消費せ る もの 
の 四十 四 年 人口 五 千 百 七十 四 萬 八 千 六 百 人を 以て、 六 億 ニ 千 
十六 斤を 消費す るに 至れ り。 即ち 消費 額 累年 左表の 如し。 
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一 •五 
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四入三、ー七三、ニ一.1八 
四 八 七、 八 八 六、 三 八 五 
五 四 〇、 四 九 六、 七 一九 
六 ニ 〇、p ニ 〇、 一七 六 


九 •八 
九 •八 
〇 •六 
ニ •〇 


之に據て見れば、三十六、七年は消費額頓に增加したるにも拘らす、三十 
八 年に 於て 俄然 形勢を 一變 し、 甚 しき 激減を 見る。 之 ど 同時に 自然、 一人 
當 消費 額 も 落下した るが 要するに、 右 表に 示す 消費 額は、 內地 糖の 生產 
額 VJ 臺灣 糖の 移入 額 V」 の 和に 外國 糖の 輸入額を 加へ、 其の 計數 ょり 輸 
出額を 控除せ るの みなる を 以て、 實 際の 消費 額 VJ 見做す 可から す。 故に 
三十 六、 七 年の 增加 は、 税法 改正に 伴 ふ 見越 輸入の 多 かりし 年なる を以 
て、 之が 爲め 計數 上ょ b i 人當 消費 額を 算出す る 時は、 每 一人 十一 斤に 
該當 する に 至 b しが 若し 實際を 調査せば、 毎 一人 九 斤臺の 程度を 保ち 
しならん。 其の 證據 には 三十 八 年に 於て、 前年の 見越 輸入に 食傷し、 新規 
輸入 少か りし 爲め、 消費 額は 約 四 割を 减 少して 三 億 四千 二百 十八 萬 六 


百 四十 八斤ビ な b 每 一人 宛 消費 額は 七 斤 二分に. 激減せ るの 奇觀 を呈 
せる 所以 也。 

斯 くの 如く 本邦 砂糖 消費 額は、 關稅 改正に 伴 ふ 見越 輸入 及び 其の 反 
動の 爲め 三十 六、 七、 八 年に 於て 波瀾 曲折を 見たり，、」 雖も、 前後 十 年を 通 
觀すれば、只向上の一路を迪れ\而して之ど共に供給の方途、亦此の十 
年間に 於て 著しき 變 動の 生じた るを 見る。 試に 內地製 産額、 輸入額、 移入 
額を 示せば 左の 如し。 


年 別 
三十 五 年 
三十 六 年 
三十 七 年 
三十 八 年 
三十 九 年 
四十 年 
四十 一年 


内地 生產穎  輸入額 
九 一、. 一一 七 八、 四 九 六 ニ 六 四、 五 ニ 九、 七 九 六 
八 五、 〇〇〇 、六 六 八 三 九 五、 五 九 一、 五 九 七 
七 九、 一一 ニ、 四 四 九 四 一二、 八 〇 八、 五六 五 
八 一、 六 九 〇、〇 九九 ニ. 一七、 〇 一 〇 、六 九 一 


移 又 額〃  合 計 
五八、ー〇ー、〇六四四一三、九〇九、三五六 
三 七、 五 五 四、 四 八 七 SV A- 、 一風が、 七 五一 I 
五 七、 一三 九、 七三 六 五 四 九、 〇六〇、七劢五 
七 〇、 九 一一、 一八 七 三 六 九、 六 一一、 九 七 七 


八〇、 三 一四、 八 三 三 三 七 八、 七 一七、 六四 ニ 一 〇 九、 〇 ニ 九、 一一 H ハ 三 五六 八、 〇 六 一、 八 三 八 
七 八、 八 四 四、 一 Q1 三 一一 九、 七 九九、 ニ 五六  九 四、 四 九 六、 八 七 一 五〇三、一四〇、ニニ八 
七 八、 五 九 八、 六 〇 三 三 三 ニ、 四 一 〇、 一八 五 一 〇 三、 七 ニ 五、 九 八 九 五一 四、 七三 四、 七 七 七 


一八 四 

四十 ニ 年 一 〇 ニ、 八 四 四、 ニ 九 七 ニニ 四、 一九 三、 五八 九 ニー ニ、 五 七 四、 八 一 五 五三九、 六 ニー、 七 〇 一 
四十 三年 一 ◦五、 三 七 一、 九 八 一 ニ 00 、三 五三、 六 三 五 三 一 ◦、九 五八、 一 五 九 六 H ハ、 六 八 三、 七 七 五 
四十 四 年 ニー、 八 七 四、 ニ 一一： 六 一三  一、 5 ハ KT 三 三 ニ 四 〇0、 三 七 0 、五八 八，： ハ 四 三、 七 一 〇 ニ 五六 

即ち十年前に溯り、砂糖の消费總額四億斤を算したる三十五年度に於 
ける 供給 額の 內容を 吟味す るに、 內她 生産 糖の 供給 高は 九 千 百 ニ 十七 
萬 斤、 外國 輸入 糖の 供給 高は ニ 億 六 千 四百 五十二 萬 斤、 臺灣 移入の 供給 
高は 五 千 八 S' 十 萬 斤に して、 消 费總 額に 對し 外國 糖は 約 六 割の 多額を 
占めつ、 ぁるが、 他は 四 割に 該當 する 少額 也。 此の 小額なる 內地 及び 臺 
灣 の生產 は、 即ち 日本の 自給 力 VJ 爲 す。 而 して 三十 五 年度に 於て 內國糖 
の 供給 僅少な b しは、 要するに 日本の 砂糖 自給 力の 薄弱なる 事を 語る 
もの 也。 兹に 於て 輸入 糖の 輸入 過多に 對 す る 反感の 念 犬に 朝野の 人心 
に 漲 り、 遂に 臺灣糖 業 促進の 因を 成し、 三十 五 年に 於け る 本島の 供給 力 
五 千 八 百 十 萬 斤な b し 者が、 四十 年度に 九 千 四百 四十 九 萬 斤 どな り、 遂 
に四 + 四年に於て四億三十七萬斤に躍進せ>0。殊に四十一年の一億萬 


斤臺 ょり 四十 ニ、 四十 三、 四十 四の 三 筒 年 引 續き約 一億 萬 斤 宛の 增 給' を 
試みた るは、 非常なる 發達ビ 謂は ざる 可から す。 之れ ビ 同時に 琉球糖 も 
一 亦 著しく 發 達し、 內地 糖の 產額 は、 三十 五 年度に 於て 九 千 百 二十 七 萬 斤 
I を 示した る 者が、 多少の 波瀾は. ぁりし も 四十 ニ 年に 於て 一 億 萬 斤臺を 
突破し、 四十 四 年に 於て. 一億 一千 百 八十 七 萬 斤を 示せ b。 斯 くの 如く 內 
ー國 糖の 自給 力は、 最近に 於て 强大ビ な b、 四十 三年 度には 四 億 一千 六 百 
I 四十 三 萬 斤' 四十 四 年度には 玉 億 一千 二百 二十 四 萬 斤を 篦 し、 內國 糖は 
遂 1: 消費 額の 九 割を 供給し 得る の 偉力 VJ なれり。 豈 驚く 可き 發達に 非 
す や。 即ち 三十 五 年度に 於て 消費 總 額の 四 割を 供給す るに 過ぎ ざ りし 
I 微力 極れ る內國 糖が、 斯 くの 如く 最近 十 年間に 消費 總 額の 九 割を 供給 
し 得る に 至 b し 事實は 、產業 上の 二 快事 VJ 云は むょりは、 寧ろ 一. 奇蹟 VJ 
して永く後世に傳上可き者ならん。唯遺慽 <£: す可きは、〕朝暴風雨の襲 
來ぁ b て、 俄に 產額を 遞減 せしめし V」 雖も 、此れは 要するに 一時的 現象 

一八 五 


外國 糖の 輸入は、 三十 五 年度に 於て ニ 億 六 千 四百 五十二 萬 斤を 算 し、 
恰も 砂糖 消費 額の 六 割を 占領し、 砂糖 供給者 VJ して 最も 有力の 地位に 
I 在 b たる 者なる が、 前述の 如く、 臺灣糖 業の 發 達に 伴 ふ、 自給 力の 增 進に 
I 反比例して 頹廢 し、 最近に 於て は 僅に 消費 總 額の 二割に 相當 する 少額 
一を 供給す るに 過ぎざる 狀態 VJ なれ り。 但し 玆に 注意を 要する 一事は、 內 
ー國 砂糖の 自給 力は 最近に 於て 九 割に 相當 し、 外國 糖の 輸入額は 二割に 
I 相當せ b VJ 爲す 比例の 採算は、 聊か 奇異なる が 如く 思惟 せらる、 事是 
れ也。然れ ^ も內國糖の自給カは、四十四年度に於て消費總額の八割.ー 
| 分に 相當 する 迄發 達せ b ど 雖も 、之を 以て 直に 實 際の 消費 額な 5 ご 速 
ー斷す可か‘らす。內地糖 '£ 臺灣移入糖どを綜合したる所謂、內國糖の供給 
力は、 四十 四 年度に 於て 五 億 一千 九 百 二十 四 萬. 四千 八 百 二十 四 斤を 算 
し 消費 額の 八 割 一分を 占む る も、 其の 內 日本ょ b 外國 及び 臺灣 、朝鮮に 


輸 移出せられ たる 者、 ニ 千 三百 六十 八 萬 九 千 九 百 八十 斤 あるを 以て、 事 
實の 消費 額は 四 億 八 千 八 百 五十 五 萬 因 千 八 百 四十 四 斤 也" 故に 實 際の 
|消費率は輸入糖に對比し七割八分にして、即ち輸入糖はニ割ニ分どな 
一る の 勘定 也。 實 際の 消費 額に 對す る內外 糖の 比率は 右の 如くなる が、 更 
| に 集合 總額 〔統計 上 消費 總額 VJ 爲す もの) 六 億 ニ 千 ニ 萬 斤に 對 し、 內國糖 
一八 割 一分 なれば、 輸入 糖は 一割 九分を 示せ b。 即ち 統計 上の 消費 額 ミ、 此 
の 採算 法に 據る 消費 額 VJ は、 甚 しき 軒輊 ある こご 多言を 要せざる 所な 
るが、 兎も角も 斯 くの 如く 僅々 十 年間に 於て、 砂糖 供給者 VJ しての 內國 
糖 VJ 輸入 糖 VJ の 位置は、 主客 顚 倒の 奇 觀を呈 せる 事、 確に 長足の進歩 VJ 
謂 ふ 可し。 左に 三十 五 年 以降 累年の 供給 力 及び 供給 不足 額を 示す。 

年 度 内地 消費 額 一^,, 10 1 く ^ 丨^ __ ^ノ  供給 不足 額 
i 内地 生産額  臺灣 供給 力 

三十 五 年 四 一二、 四-九 三、 八 九 八 九 一、 ニ 七 八、 四 九 六 七 四、 三. 三 三、 七 二三 ニ 四 六、 八 八 一、 六 七 九 

三十 六 年 五一 五、 八 四 〇、 一六 六 八 五、 〇〇〇、 JU ハ 六 八 三八、 0 三九、七七八 三 九 ニ、 七 九九、 七 ニ 〇 


三十 七 年 五 四 四、 八 三 九、 一一. 五 五. 七 九、 一二 一、 四 四 九 五 五、 四 三 六、 一 - 一九 四 1 0 、 一一. 九 〇、 五 七 七 
三十 八 年 三 四 〇.、一八〇、六四八  八 一、 六 九 〇、〇 九九  六 九，、 〇九 ニ、 三 四 四 ー丸一、三九八、ニ〇.五. 
一一 一十 九 年 四 八 一、 一七 五、 三 ニ 七 八〇、三一四、八111:三 一 〇 九、 £ 三 一 、 九 四 〇 ニ 丸一、 三 二八、 五 五 四 
四十 年 四 七 五、 一二 八、 三 八 七 七 八、 八 四 四、 一 〇 一 九 ニ、 〇〇七 、五 七 六 三 〇 四、 一、 一一 六： ^、七「〇 
四十 一年 四 八 三、 一七 三、 ニニ 八. 七 八、 五 九 八、 六 〇三 J o 一、 二 一 一六、七三七三 0 三、三四七、八八八 
四十 ニ 年 四 八 七、 八 八 六、 三 八 五 一〇 ニ、 八 四 四、 ニ 九 七 ニ j〇、j 八 五、 七 〇〇 ー.七四、八五六、ーユ八八 
四十 三年 五 四 〇、四九六、七ー九 一 〇五、 三 七 一、 九 八 一 三 ニー、 七 六 〇、四五ーニ三>三六四>ニ八七 
四十四年六ニ〇、〇ニ〇、一七六  ー '1: .、八七四、ニ.三六 四 〇〇、 三 七 〇^五八八 :.. ー〇|、六ニ九、四ー& 

斯くの如く人 0 の增加及び生活程度の向上は、糖果、黑麥酒、飮料水等 
の 需要を 促進せ しめ、 遂に 自產 自給の 域に 達した るが、 又 一方に 於て 自 
由 (: 是等の原料砂糖を使用するを得るに至5たも結果どして、或る程 
度 迄、 人工 甘味 材料の 輸入を 防止す るを 得た 5。即 ち 甘 精 ? ツカ リン)、 ツ 

ツグ リン、 ク リズ ダ ロ 1セ、ツツケロ|ゼ、スグフヒーー.ツト、スクロ1レ、ダ 

f シ .ン 等を 人工 甘味 材料 ビ する が、 此の 內ナ ツカ リンは 其の 主要なる 
もの VJ す。 然れ ざも炭水化合物たる甘味質即ち甘蔗糖、麥芽糖、葡萄瞎 ?1: 


糖の 如き、 甘味を 與 ふる 調味 材料た る ご同時 {: 、人體の營養品たるに比 
せ ば 以上は、 營養價 .値 皆無に して、 之を 人 體に攝 取す る戶雖 も、 全部 尿 S 
I して 體 外に 排出 せらる、 VJ 云 ふ。 依て 純粹な る ナツ カリンは、 人身に 無 
| 害な： る も 營養品 U 非 t 故に 本邦に 於ても 三十 九年獨 逸同樣 之が 取締 
I 規則を 設け、 販賣の 目的を 有する 食物に 使用す る 事を 禁止せ り。 是れ衞 
|生 :0 進步に基くものなるが如く見倣さる、ど雖も、事實に於ては全く 
一 糖 業 保護の 目的に 外なら す。 即ち 舊條約 時代には、 從價 五分の 輸入税な 
りし 今の が 漸次 高率 VJ な. む、遂に三十九年に於てー..斤に付六十圓ビ謂 
へる驚く可き重税を課するに至りしは、蓋し當時砂糖の代用にナッカ 
リンを 使用す る 事 益々 大 VJ な b しに 據る 也。 左に 外國產 サッカリン 其 
他 類似の 甘味 物 累年 輸入額を 示す 可し。 

年 別數量  價額 
兰十六 年 一九、 九〇ニ  三 六、 三 六 ニ 
.三十 七 年 .1.1 三、 三 ニニ  三 五、 ニ 七 一 


九 〇 


三十 八 年 
三十 九 年 
四十  年 
四十 一年 
四十 ニ 年 
四十 三年 
四十 四 年 

前表に 於て 三十 九 年分の 輸 
五分な りし 關税が 、前述の 如 
關稅に 改正 せらる、 事 及び 
據 り、 其の 影響 VJ して 砂糖の 
し、 當 業者が 見越 輸入を 爲し 
少量なる を 見る 可し。 

以上は 要するに 內國 砂糖 
みたるものなるが、次 (: 內地 


1.11 ニ.、 六 六 九 
四 ニ、 八 六 四 
一三、 六 〇 八 
七 六 


五 〇、 五一 一 
ニ 五三、 七 五一 
ニ 六、 一一 1 〇 
一三 六 


入 額の 超然 ^ して 大なる 
く 三十 九 年 十 一 月ょり 一 
四十 一年 二月 砂糖 消費 稅 
市價 向上し、 砂糖 消費者の 
たるに 依る 也。 故に 四十 年 

の 需要、 激增の 一 原 因 VJ し 
に 於て 將來 幾何の 砂糖を 


九 

は、 從 來從價 一 割 
斤に # 六十 圓の 
の改正あるどに 
困難 あるを 豫察 
の 輸入額の 特に 

て 聊か 細 說を試 
消費； す 可き かを 


見ん ど 欲す。 即ち 之を 人口統計 上よ b 觀察す るに、 內地は 逐年 約 一分 見 
當の增 加 あ り。 四十 年に 於け る 四千 九 百 九 萬 ニ 千 人を 於て 四十 一年に 
I 比せば、 四十 一年は 前年よ b も 二十 ニ 萬 六 千人增 也。 即ち 約 五 厘の 增加 
一なる が、 更に 四十 一年に 於け る 四千 九 百 三十 一 萬 八 千 三百 人を 以て 四 
I 十二 年に 比せば、 四十 ニ 年は 前年よ b も 六十 ニ 萬 九 千 四百 人增、 即ち 約 
\ 一分 ニ 厘の 增加 也。 更に 四十 ニ 年に 於け る 四千 九 百 九十 萬 三千 七 百 人を 
一 以て 四十 三年に 比せば、 四十 三年は 前年よ b も 六十 萬 一千 人增 、即ち 約 
I 1分ー厘の增加也。更に四十三年に於ける五千五十萬四千人を以て 0 
I 十四 年に 比せば、 四十 四 年は 前年よ b も 六十 一 萬 五 千 二百 人增 、即ち 約 
\ 一分一厘の 增加 也。 更に 四十 四 年に 於け る 五 千 百 十一 萬 九 千 二百 人を 
: 以て、 大正 元年に 比せば、 大正 元年は 前年よ b も 六十 ニ 萬 九 千 四百 人增、 即 
ち 約 一分一厘の 增加 にして、 同年の 人口は 五 千 百 七十 四 萬 八 千 六 百 人 
を算 す。 斯 くの 如く 一分 强の 見當を 以て 每年 六十 萬 人 以上の 增加を 見 


る. に 於て は、 大正 ニ 年は 約 五 千 二百 四十 萬 人、 大正 三年は 五 千 三. ■百 萬 人、 
大正 四 年は. 五 千 四百 六十 萬. 人、 大正 五 年は 實に五 千 五 百 二十 萬 人に： 達 
す 可く、 即ち 五. 箇 年後に 於て 三百 萬 人 以上の 增加ぁ る 可し。 更に 十 年後 
| の 大正 十 年に 於て は、 約 六 千 萬 人の 人口  7」なるに至る可く、兹に於て砂 

i 糖 需要は、 之に 正比例して 益々 激增 し、 現在 一人に 付 十二 斤の 消費 率に 

\ 

ー變 動な し VJ 見ても、 五 年後に 於て 六 億 六 千. ニ 百 四十 萬 斤、 更に 十 年に 於 
一て 七 億 ニ 千 萬 斤を 必要 VJ す 可し。 是れ餘 b 理論的 見解に し. て 頗る 杜撰 
一なる 算當な .b  -VJ 雖も 、從來 の 成績-に 徵せば 此の程 度の 向上は、 蓋し 不當 
1 (■•: 非す ぐ」 信ず。 伹 .し 增殖 せられた る 人口が、 全部 內 地に 居住す る や 否や 
に 就て は、 勿論 或る 數が 海外に 向て 排出 せらる 可し VJ 雖も ■、恐く は 小 部 
分に 止まち、 大部分は 生活難の 聲を 擧げ つ、 內 地に 於て 生活の資を 求 
むる に 汲々 ^ らん。 故に 砂糖の 需要は 他の 食料 VJ 共に 非常なる 消費 高 
.に'  達し、 或は 內國產 の 品の みに ては 供給 不足 VJ なるや も 計る 可から す。 


而 して 之に 加へ て 本邦 殖民 地に 於け る 人口の 增加も 著しき もの ある 
を 以て、 本島は 極力 多產多 給の 途を拓 き、 甜菜 糖に 適せ b VJ 稱 せらる、 
朝鮮は 又 朝鮮 ^ して、 斯業の 發 達を 試む るの 義務 あ り。 

然れ V」 も將來 果して 此の 盛んなる 需給 狀態 を實 現す 可き か。 勿論 本 
島の 如き 內 地に 對 する 砂糖 供給地 50 して、 全力を 擧げて 供給の 途を圓 
滑なら しむる を 得る に 就て は、 相當に 自信す る 所 あ b VJ 雖 も、 內地 市場 
に於け：る相場にして依然ビして不廉な.らば、或は此の理想を實現する 
事 不可能 也。 砂糖は 贅澤品 VJ 目す る 時代を 經 過し、 今や 人生の 必需品 VJ 
して 解釋 さる、 に 至 b しを 以て、 如何に 市價の 昂騰を 見る に 於ても、 需 
要 減退す るが 如き 事 無 かる 可し VJ 雖 も、 米麥の 如き 常食 品 VJ 異 b、 幾分 
嗜好品の 性質を 帶ぶ るを 以て、 需要 者は 消費 上 多少の 手加減を 加 ふる 
に於ては、遂に豫期の向上を見る事困難也。然れゲ」も孰れにせょ食料の 
騰貴は、 生活の 壓迫を 意味す るを 以て、 之が 遞 減を 圖るは 爲政 者た る 者 


九 四 


の責住 也。 

現今の 砂糖 價格 は、 確に 人爲的 騰貴を 示しつ ゝ ぁり。 即ち 外 糖の 輸入 
を 防止す る爲 め、 關稅の 障壁に 支へ られ て、 格安の 砂糖を 需要す る 能は 
ざる VJ 共に、 消費税の 增率 は、 又 此の 騰貴に 對 する 有力の 材料た る 也。 是 
等は 糖 業 保護 上 或る 程度 迄 有効た、 りビ雖 も、 消費者の 側より 見れば、 政 
策 適否の 問題は 別 VJ して、 充分 輕減 の餘地 あるに 似た b。 即ち 三十 四 年 
後に 於け る 消費税の 改正 表を 揭 ぐれば 左の 如し。 


三十 四 年 
十月 施行 


1 g 


三十 七 竿 
十月 改正 


,? !$ 


四十 一年  四十 三年 
二月 改正  四月 吹 正 


第 一 
第 ニ 
第 三 
第 四 


第 

第 


五 

六 


種 

種 

種 

種 

種 

種 


一、 〇〇 
一、 六 〇 
ニ、 ニ 〇 
ニ、 八 〇 


ニ、 〇〇 

四、  六 〇 

五、  五 〇 

六、  五 〇 


一、 〇〇 
三、 九 〇 

五、 五〇 

六、  五 〇 


ニ、 〇〇 

四、 四 〇 

六、  五 〇 

七、  五 〇 


360  , 三、 〇〇 

五、 五 ◦ 五、 〇〇 
八、 五 〇 七、 〇〇 
〇、〇〇  八、 〇〇 
九' 〇0 
一 〇、〇 0• 


右 表に 據て 見れば、 三十 四 年 十月 始めて 施行せ. られ しょ b、 四十 三年 四 
月の 改正 迄九箇 年間に 第一 種 糖に 於て (百 斤に 付) ニ圓 、第二 種 糖に 於て 
三圓 四十 錢、 第三 種 糖に 於て 四圓 八十 錢、 第 四 種 糖に 於て 五圓 二十 錢の 
增率を 見、 更に 第五 種 糖に 於て 九圓 、第 六 種 糖に 於て 十圓の 高率を 賦課 
するに至れ5。次に關税改正表を揭ぐれば左の如し。 


第 一 
第 ニ 
第 三 
第 四 
第 五 


種 

種 

種 

種 

種 


S 轉 


同 

同 

同 

同 

同 

同 

同 

同 


上 

上 

上 

上 

上 

上 


上 


三十 ニ 年 
一月 改正 

〇 '0 ニ 〇 四 
〇、 ニ 〇 四 


一、 五 二三 
〇 、七 四 八 

一、 八 ニ 八 
〇、 八 ニ 七 


三十 六 年 
四月 改正 

〇畑 ニ 七 一 
〇、 ニ 七 一 


一、 五 四 〇 
〇、 七 四 八 

一、 六 〇 一 
〇、 八 ニ 七 


三十 七 年 
十月 改正 

一” 五二七 
一、 五二七 


一、 五 四 〇 
〇、 七 四 八 

一、 六 〇 一 
〇、 八 ニ 七 


三十 九 年 
十月 改正 

一、 J ハ 五 0 
ニ、 ニ 五 〇 


11 r ニ 五 〇 
〇、 七 四 八 

三、 五 〇〇 
〇、 八 ニ 七 


四十 四 年 
七月 吹 正 

11:〇〇 
三、 一 〇〇 

三、  三 五 〇 

四、  ニ 五 〇 


四 


禮 〇 


右 表に 據れば 、國 定率に 於て 第一 種 糖は 三十 ニ 年 一月 改正以 來四 十四 


年に 至る 十二 年間に 第一 種 糖は 百 斤に 付ニ圓 二十 九錢六 厘、 第二 種 糖 

は ニ圓 八十 九錢六 厘、 第三 種 糖は 一圓 八十 ニ錢 七厘、 第 四 種 糖は ニ圓四 

: 十二 錢ニ 厘の 增率 にして、 第五 種 糖は 新に 四圓 六十 五錢を 賦課せられ 
一た 办。 

以上の 消費 稅及び 關稅の •增 •率は、 內地 市場に 於け る糖價 をして 著し 
一く 昂進せ しめたる 感 あるが、 殊に 白砂糖に 於て 其の 騰貴 甚 しきが 如し 0 
: 要するに 關稅は 糖 業 保護 上 止むな しビ する も、 消費税に 至 .5 ては 政府 
一の 收入以 外に 直接 消費者を 利益す る 事な く、 之が 爲め 購買力を 減殺し、 
| 需要 額の 促進す 可き もの も澀 滯を來 たし、 今や 國 民の 嗟嘆 漸 、く 高き が 
一 如し。 此の 消費 稅問 題は、 目下 犬に 硏究を 要しつ、 ある も 亦 政府の 立脚 
| 地ょ b すれば、 俄に 遞減 する 事 至難なる 事情 も あらん。 然れざ も 糖 業者 
の 立場ょり 觀 察すれば、 消費 稅增 加せば 需要 減退し、 消費 稅輕 減せば 需 
要增 加す るを 定則 ご 見做す 以上は、 產 糖の 供 ^ 者 V」 して 之が 減税を 主 


張す る 事當然 也。 獨 逸の 如きは 千 九 百 三年 九圓 六十 錢の 消費税を 七圓 
六十 八錢に 減じ、 一圓 六十 八錢の 輸出 保護金を 廢 止せる 結果、 消費 糖の 
一代 價は 著しく 低落せ り。 蓋し 消費税を 猶 一層 減す る 事は、 糖 業 上 甚だ 利 
I ビ する 所 也 ® ち 之に 依て 一 人當 消費の 向上を 促し、 購買力を 高め 益々 
'I 需要 額の 增進を 期す を 得 可し。 

即ち 或る 論者を して 云は しむれば、 我國は 糖 業 上に 手厚き 保護を 加 
へて、 其の 發 達を 計らん VJ する 政策を 樹てた るに も拘ら t 此の際 重大 
一なる 消费稅 を 賦課し 以て 砂糖 需要の 增加を 阻礙 する に 於て は、 帝國の 
一 產糖業 何に を 以て 隆昌 發 達する を 得ん や VJ。 然 り、 確に 今日の 砂糖 消費 
I 稅は 、帝 國の糖 業 政策 VJ 調和せ ざる ものなる に 近し。 若し 吾人の 見解を 
i 至當 VJ せ ば、 糖價 昂騰の 罪は 强ち糖 業の 不進步 に 歸す 可から ずして、 全 
、然 其の 人爲 的. 原因を 咎む 可き に 非ず や。 此の 現狀の 趨勢を 以て 直に 將 
來內 地に 於け る 消費 糖の 運命を 推斷 する は、 甚だ 早見の 嫌 ひなき に 非 


ざる も、 以て 之を 卜 知す るに 多大の 不都合を 見ざる 也。 

::  第參章 瓜 哇糖 、との 優劣 

一 

瓜 哇は臺 灣に取 b i 大敵 國を爲 す。 極東 砂糖 市場に 於け る 吾の 一進 
\ 一 退は 彼の 一 勝 一敗、、」 なり、 競 爭場裡 に 於け る 利害 常に 相 背馳す。 吾、 新 
I 進 氣銳の 若武者なら ば、 彼は 老成 健實の 武士 也。 彼は. 吾に 其の 勢力を 減 
i 殺せら れん 事を 怖れ、 吾は 絕ぇす 彼の 銳 鋒を 挫かん 事に 腐心し つ、 ぁ 
一る 也。 然れ V」 も 我國は 久しく 瓜 哇 糖の 恩惠に 浴し、 漸く 今日に 於て 之を 
I 謝絕 する に 至りし を 以て、 正貨 排出を 阻止す-るを 得た る 幸福 ぁ b (£ 雖 
| も、 瓜哇は 日本が 幸福 ごする 丈け の 利得を 失 ひたる もの V」 見る 可く、 加 
|ふるに淸國市場に於ける勢カをも日本の爲めに蠶食せられんビする 
事、 蓋し 瓜 哇に 取りて 莫大の 損害たら すん ば 非ず。 將來 V」 雖も 彼我の 利 
害關 係は 益々 密接 ごな り、 益々 競爭の 激甚を 訴ふ 可し。 兹に 於て 一刻 も 


速に 全然、 極東 市場ょ b 彼を 驅逐 し、 日本の 爲め萬 丈の 氣煸を 吐く は實 
に臺灣 糖の 義務に して 亦權 利に 非ず や。 

\ 瓜哇糖 VJ 臺灣糖 ごの優劣を論ぜん (£ するは、彼老成の域に達しつ、 

I ある 糖 業を 以て、 吾の 新進 時代の 糖業ビ 比較を 爲さ V る 可から す。 是れ 
ー旣に 勝 味なき に 似たり ミ雖 も、 詳細に 彼の 現狀を 研究す るに 及んで は、 
，本島に 幾多の 長所を 發 見し、 彼に 幾多の 缺點を 指摘す るを 得る 也。 由來 
| 瓜 哇の 地は、 砂糖の 自然 的 生產條 件に 於て 稍 本島を 凌駕す る もの、 如 
| し V」 雖も、 汉瑪 、印度、 布哇 等に 比し、 果して 優良な り やど 謂 ふに 決して 然 
j らず 。又 人爲的 生産の 優劣を 對 比する に 必中し も 瓜 哇を 首位に 置く を 
一 要せす。 され V」 本島の 現狀 は、 遺 慽なが ら彼に 一籌を輸せざる 可から ざ 
一る も、 吾の 彼を 凌駕す る 事 決して 遠き 將來に 非す ミ. 知る 可し。 

瓜 哇糖 業が 今日 盛大の 發達を 遂げた る 所以の ものは、 全く 氣候 、地形、 
土質、 雨量 其 他 甘蔗 糖 業 地，、」 して 適當 恰好なる もの あ b しに 據る 巧し 


ニ 0〇 

VJ 雖 も、 若し 商業 上 有利の 位置を 占め ざり しなら ば、 到底 今日の 隆日ョ を 
劃 出す る 事 能は ざ b しならん。 本島の 地 も 單に熟 帶圈內 に屬 する が 故 
に、 糖 業 地 ごして 有望な b ごする論者ぁりどせば、全亞弗利加、全濠洲の 
地は 猶以 前に 於て 世界 有 數の糖 業 地た るに 至りし や も 知る 可から ず 
ど謂ふ論法を試みざるを得す。然れざも今日反て罌子粒大の本島ド有 
利なる 糖 業を 企圖 し、 着々 進步 しつ、 ぁるは 果して 何等の 事實 を' 意味 
する か。 是れ 即ち 砂糖の 商業 上 地理 的 好 位置を 占めつ、 ぁるに 據る ((: 
外なら ざる 也。 

千 八 百 三十 年 即ち 今ょり 七十 三年 前に 於け る 瓜 哇糖 業は 政府の 强 
制 的 擴張ぁ b しも 更に 振興の. 緖に 就く 能は す。 兹に 於て 政府は 力， チ 
ユー ，システム (甘蔗 栽培 及び 砂糖 製造を 人民に 請負は しめ、 政府 之を 
收納 して 專賣 的販賣 を爲す もの) の 非を 悟り、 自然 糖 業者の 奮發 V >1> を 喚 
起する可く、之を廢止して全く斯業を民間の手に委ねたり。是れ瓜哇糖 


業 發達史 の 第ーぺ ージ にして、 其 後 幾多の 硏究を 積まれし 結果 遂に 今 
日の盛况を呈するに至りしが現行の生產法に於ては猶幾多改良の餘 
一地 あるが 如き も、 今迄に 糖 業が 其の 生産費を 低減せ しめたる 重なる 理 
一由は、 (一) 原料 自給 法を 採用して 蔗圍を 集圓 せしめた る 事 (ニ) 種苗 及び 耕 
I 作法の 改良に 依 b 其の 收穫を 增し價 格を 低減した る 事。 0- 一) 運搬 機關を 
I 改良して 原料 及 製品の 運搬費を 減少せ しめたる 事。 一四) 最新 機械を 採用 
I して 糖質を 改良す るビ 同時に 步 留を增 加せ しめたる 事。 (五) 製造 能力を 
I 擴 張して 砂糖の 產額を 增加 せしめた る 事 等 也。 是等は 政： 府の 監督 其の 
I 宜しき を 得た る ものなる も、 糖 業者 各自の 奮 動 預て大 なる もの ありし 
| な b VJ 云へ b。 今玆に 臺灣糖 ど 瓜 哇糖 VJ の 生產狀 態を 比較 すれば 左の 
一如し 

臺 灣糖 

(一) 原料は 買收 法に 據る 


ニ 〇 ニ 

(ニ) 甘蔗は 主 どして 畑地に 耕作す 

(三)  借地料は 平均 三十 四五圓  ， 

(四)  耕作 法 幼稚に して 粗放な り 

(五)  收穫高 新式 工場に 於て 六 萬 五六 千 斤 

( 丄 ハ) 地代を 合し 耕作 費 百 二十 圓內 外を 要す 

(七)  原料 前 貸金 少許を 要す 

(八)  機械 一噸 に對 する 耕地 面積 平均 十 町を 下らす 其內 •を 任意 耕作 

(九)  甘蔗 千 斤の 一 價ニ圓 二三 十錢 
u 〇) 刈 取 運搬費 四十 1 內外 

\ (ニ) 製造 及び 其 他の 費 W 一圓 三 四十 錢 
ニニ) 步留 一割 一分 內外 
(一三). 打 狗着 四圓內 外 


(一四) 關税の 保 證三圓 十錢 乃至 四圓 六十 五錢 
瓜 哇糖 

( I ) 原料 自給 法を 採る 
(ニ) 甘蔗は 水田に 耕作す 

(三)  借地料は 平均 四十 四五圓 

(四)  耕作 法進步 して 綿密な り 

(五) か穫高歐洲人エ場に於て十六七萬斤 

(六)  影 心を 合して 耕作 費 二百 六十 九圓を 要す 

(七)  原料 耕作 費 全部を 固定せ しむ 

A ) I 派 一、 對ち“ 耕地 面 系 一一、 一町 內外 にして 其の 三分の 一 宛 耕 

•ち 

(九) 甘蔗 十 擔の價 一圓 八 九十 錢 
(一 〇) 臺 略 同一 

ニ 〇 三 


資 、能、 

本、 力、 臺 
金、 壹、 

額、 千、 灣 
戴、 噸、 

百、 の、 糖 
萬、 エ、 

BN 場、 


ニ 0 四 

(一 一) 製造 其： 他の 諸 費 一圓 こ ニ、 一 わ， 

, (一二) 步留 一割 內外 

U 三)： * 水、 一一 ー寶雕 着三圓 五六 十錢 鼠{4 «. ち «> 紙 ^> 1く、) 

(一四) 何等の 保證！ 無し 

| 槪略以 上の 如くなる が、 現下の V」 ころ 固定 資本 償却を 合計した る 生産 
一 費に 於て、 本島 糖 四 五十 錢高價 な bvj 雖 も、 此の 差額は 打狗 築港の 完成 
I に 依る 需要 品の 低落、 機械の 圓熟 、設備の 完成、 操作の 熟練、 產 額の 增加等 
j に據 りて 漸次 低減 せらる 可し。 假令 此の 差額 ぁ b VJ する も、 我が 臺灣糖 
I には ダン ビング (投賣 ) の餘カ ぁるを 以て、 海外市場に 於て 瓜 哇を壓 迫す 
j る 事敢て 難事た 非す ◦即ち 左の 如し。 


g H 9 3： 

生、 砂、 資 、能、 

產 、糖、 本、 力、 瓜 
費、 產 、金、 壹、 

四、 額、 ニ、 千、 咕 
圓 、十、 百、 噸、 

固、 八、 萬、 の、 糖 
定 、萬、 布、 エ、 

資 、俵、 百、 場、 

本、  六、 

«、  十、 

却、  萬、 

金、  圓、 

を、 

合、 

算、 

し、 

て、 


I 


(三)  砂糖 製造 高 二十 1、ー 萬 俵 

(四)  生產费 四圓 五十 錢窗定 資本 償却 金を 合して) 

(五)  外 國賣價 一 擔五圓 

(六) 內國賣五割五分高の利益金三十七萬 5:> トか |1- 41ニ «> に #- 3圓 

か， 

(七)  外 國賣九 萬 九 千 俵、 此の 利益 四 萬 九 千 五百圓 (一 办に. 公 十 於) 

(八)  利益 總計 四十 ニ 萬 四千 六 巨 圓 

(九)  資本に 對し 二割 一分 ニ 厘 三毛 


S 六 - 

(五)  外 國賣價 一 擔五圓 

(六)  領內賣 六 千 俵 あれ ざ も 海外 賣ビ 大差な し’ 

(七)  外 0- «- か部マ」しわ利益金額ニ十萬圓(ー俵に付ー圓) 

(八)  利益 總計 十八 萬圓 

(九)  *- 4 に對し 一割 二分 ニ 厘 五毛 

前 揭 計算は、 瓜哇 糖が 其の 價 格を 五圓に 引下げた る 場合に 於け る兩者 
の 利益を 示す。 五圓以 下に 引下ぐ る 事差當 b 實現 せざる 可く、 若し 更に 
五十 錢の 引下を 爲 し四圓 五十 錢に て賣 出す 事 あり ど すれば、 瓜 哇 糖の 
利益は 九 萬圓を 減す るが 故に、 其の 利益 額は 資本に 對し 五分 五 厘許ビ 
なれ V」 も、 本島 糖の 利益 十二 萬圓を 減す るの みなれば、 尙三 十一 萬 四千 
六百圓 即ち 資本に 對し 一割 五分 七厘 餘の 利益を 有す 可し。 以て 如何に 
本島が 有利の 地位に あるかを 知る 可き 也。 

瓜 哇の糖 業は 千 八 百 八十 四年以 來獨 佛甜菜 糖の ダンピングに 基因 


せる 糖價 暴落の 不利を 忍びつ、 斯業の 改良に 對し 積極的 方針を 採 t 
病蟲 害の 根本的 防止を 爲すビ 共に 生産力の 增加を 圖 b、 遂に 今日の 隆 
一 盛を 致した る ものなる が 其の 現勢を 以て 進行せば 其の 將來は 確に 多 
望なる が 如し。 

然れ ざ も爾來 世界 糖 業の 狀 勢に 一大 變 化を 來 たした るを 以て、 其の 前 
途に橫 はれる 難關は 旣往に 於け る 夫れ の 如く 容易に 突破す る 事 能は 
ざる 可き もの VJ 想像す 千 八 百 九十 四 年 瓜 哇糖 は、 甜菜 糖の 壓迫を 避け、 
一 其の 販路を 亞米利 加 及び 東洋に 轉じ 、容易に 其の 市場に 侵入す るを 得 
I たるは、 即ち 當 時の 亞米利 加 及び 東洋の 糖業尙 幼稚に して、 其の 產額頗 
一る 僅少なる のみなら す、 恰も 其の 供給を 待ちつ、 あ b し 秋な りしに 據 
ーる也。然るに爾來是等各地の糖業大に勃興し；ィジジャナ、汉瑪、ボート 
リコ及び布哇の產額は殆 ^' 當時に倍加し、優に米國の需用を充たし得 
るの 域に 達し、 而かも 其の 生産費 著しく 低減せられ たるを 以て、 合 衆國 

ニ 〇 七 


ニ 〇 八 

の 各市 場は 最早 瓜哇 糖の 供給を 必要 VJ せざる 可く、 濠洲 各市 場は 尙多 
少生產 不足の 境遇に 在 b VJ 雖も、 是れ又 關稅の 保護に 依り 皁晚 自給の 
.域に 達す 可し。 而 して 極東 市場に 於て は、 即ち 本島 糖 業の 著大なる； 發達 
に據 り、 日 淸兩國 に 於け る 需用の 大部分を 供給 せん VJ する ものを 控へ 

つ 5 あ b。 

殊に 瓜哇 糖は 極東に 多大の 野心を 含む もの 也。 然れ V」 も 我が 臺灣糖 
I が 有利な ^ 地位を 占めつ、 ある 事は、 伸長 せん VJ する 幼芽を 斷たれ た 
一る の感 あるが、 彼に 於て 未だ 老衰の 兆を 發見 する 能は ざる 以上は、 臺灣 
一 糖に 取り 些の 油斷を 許さ V る 所 也。 故に 生產上 極力 彼の 長所を 奪， ふぐ」 

) 共に 我が 短所を 補足し、 商業 上 彼の 機先を 制して 我が 勢力を 扶植す る 
一は、 刻下の 急務に して 而か も當 然の權 利た る 事 前述の 如し。 我に 斯 くの 
如き 意氣あ り、 抱負 あ り、 成算 あるに 於て は 瓜 哇糖 VJ 雖 も何ぞ 恐る、 に 
足らん、 以て 進む 可く 以て 退く 可から ざる 也。. 


第 四 章 生 產過剩 と 海外 輸出 


臺灣 糖に 於け る生產 週剩處 分に 就て は、 四十 四 年當時 盛に 論議 せら 
れ たる 所に して、 即ち 海外に 向て ダン ビングを 試む 可し VJ 謂へ る 意見 
に 一致せ るが 如き も、 保護 政策に 反對 する 者は 極端に 之を 否認し、 唯 徒 
に 嗟嘆の 聲を擧 げた b。 然るに 此の 秋に 際し、 俄然 暴風雨 VJ 謂へ る打擊 
を 被る や、 急遽 保護 政策 擁護 論者 も、 反對 論者 も、 當 業者 も、 非當 業者 も ニ 
齊に 鳴を 靜 めた る感ぁ b たるが、 生産過剰の 事實は 、大正 四 年度 以後に 
於て 再現す 可く、 玆に 於て 直接 糖 業を 經營 する 者は ダンピング フキ ー 
，ド (投賣 市場) を 物色す るに 汲々 たる も 亦 決して 偶然に 非 ず。 盖し 巧に 
過剩 糖を 處 分し 得る や 否やは 頗る 難澀な る 問題に して、 果して 臺灣糖 
業 聯合 會は 此の間に 處し 、此の 問題に 對 して 快刀 亂 麻を 斷つ の舉に 出 
づ るを 得る や 否や。 

ニ〇九 


ニ i 〇 

近年 合 衆國 1: 於け る 企業合同の 進步 は、 高率なる 保護 關稅 VJ 時を 同 
ぅして 發 達し 來れ り。 然るに 獨 逸に 於ても 同樣の 傾向は 企業 聯合 VJ し 
I て顯 はれ、 其の 組織は 同業者の 聯合に 止ま b、 ト .ラストの 如く 有らゆる 
I 生産者 階級を 合併した る 堅固なる 聯合に 非す ^ 雖 も、 其の 販賣 手段に 
至りて は 素ょり 同一に して、 何れも 市場を 支配 せん ^ する に 外なら す。 
I 即ち 內國 市場に 於て 自己 生產 品の 高價を 維持 せんが 爲め 、其の 供給に 
手加減を 施し、 而 して 其の 過 剩生產 品を 極端なる 廉價 を以 •て、 外國 市場 
| に賣 崩さん VJ する 者 也. 故に 獨 米諸國 にぁ ぅて は內國 市場に. 於け るト 
一. ラヌ 卜、 カー テグの 生產 品が、 世界 市價ょ b 高 價な ^ にも 拘らす 、外 國市 
一場に 在 b ては 却て 同一 品が 世界 市價ょ 5 低廉に 販賣 せらる、 が 如き 
一 奇怪なる 現象を 呈 する 事、 決して 少し ビせす 0 是れ 即ち ダンピング (投賣 ) 
VJ 稱 せらる 手段の 結果に して、 即ち 保護 政策の 餘 弊を 明に 曝露せ る も 
の 也。 然れ W も內國 消費者の 立場ょ トノ すれば、 國民 經濟上 非常なる 苦痛 


VJ して 反對の 態度に 出づ るは 亦 止む 無し。 邱ち (.一) 內地 消費者の 利益を 
«• して 其の 生活費を 增加 .する VJ 共に 海外 消費者の 生活費を 補助して 
I k の競爭 力を 增加 せし^ A ニ) 內， 地に 於け る 我 精糖 業 其 他 砂糖を 原料 ビ 
一 t* る 製 迄 1業の存立を危殆ならしめ海外企業者の競爭カを帮助す\三) 
&護 0* 安逸に狎れて資本の混合劣等企業の加入を增加し企業の改良 

ービ瞥 # t* 等は、 輿論の 中 最も 皮肉に して 且觀 察の 稍‘ 綿密なる もの 也。 

ダン ビング 悲觀 論者、 即ち 保護 政策 反對 論者の 論旨 多くは 右の 範圍 
I を 出です して、 殊に 痛切に 影響を 受けつ：、 ある 內國 消費者に 對し 、其の 
一過 重の 負擔に 同情せ ざるを 得ず。 然れ ざ も 元ょ り孰れ切形式に於ける 
政策も利益の背後に弊害のー随伴する事は、盖し兔る可からざる數なる 
〈を 以て、 論者は 今少しく 寬大な る 見解を 必要 S する もの あん 假 b に 日 
本ょり 保護 政策を 撤廢 し、 反對 論者の 理想 する、 事實 其の 理想た る 可 


き投賣 市場たら しめば、 其の 結果 果して 如何。 實 に投賣 市場 V」 な、 りたる 
國家 は、 外人の 手に 依て 試みら る、 ダン ビングの 爲め、 必す 極端なる 競 
爭を 受けて 內國產 業の 破滅を 來 たし、 之が 爲め 遂に 國民 經濟の 基礎を 
危く する が 如き 危險に 遭遇す 可し。 兹に 於て か遽に 一局部を 見て 大局 
に 眼を 注がざる 現實 主義を 崇拜 せられざる VJ 共に、 多少の 弊害を 伴 ふ 
を 免れす VJ しても、 國民經 濟の爲 め 現行の 政策を 尊重し、 以て 過剩 糖を 
ダン. ビング ビして海外市場に處分せざる可からす 5 疋れ最.良の手段に 
非す ど 雖も、 亦必す しも 最惡の 手段に 非ざる 也 

英國を 見ょ、 彼は 自由貿易 國な るが 故に、 屢 々投賣 市場 どしての 危嘰 
に 瀕せ り、 千 九 百 四 年 ダンピングに 對 する 防 儀の 規則を 設け、 即ち 輸入 
品の 賣價ぞ 、內國 市場に 於け る 公正 市價 VJ の 差額に 等しき 特別 稅 (投賣 
防 衞關稅 ) を 賦課す るに 至りし は、 果して 何に を 意味す るか。 又 近時 英國 
が 所謂 特恵 關税を 採用して 保護 政策に 傾かん VJ する ^ 、 果して 何に を 


動機 VJ せし や ^ れ 即ち 投賣 市場た るの 危險を 感. 得する もの 切なり し 
に 據る也 U 要するに 企業の. 聯合 及び 合同は、 事業の 經營 組織に 基く 幾多 
の 經濟的 原因に 依て 發 生した る ものにして、 殊に 大規模 經營に 依る 生 
一産 費の 減少、 需要供給の 不調和 救 濟莫主 ごして 過剩 生産の 調節) 等は 其 
の 主要なる 發生 原因な らん。 故に 現下 世界に 於け る 企業合同、 若く は 企 
I 業 聯合の 趨勢は、 吾、 唯 之を 嫌忌 するどしても、 四圍に 迫る 經濟的 剌戟は 
I 之を 如何 VJ もす る 能は ざるの みならす、 之を 有効に、 可成 弊害を 矯正し 
て實 行す るに 於て は、 世界的 生存 競爭の 敗者 ビな るが 如き 事な きを 信 
ず。 

前述の 如く、 吾人は 現狀 の臺灣 糖業狀 態ょり、 其の 生産過剰の 場合を 
想到し、之が處分方法を講するに就て、ダンビングを最良の手段どする 
に 非ざる も、 最惡の 手段に 非ざる 以上、 若く は 此れ 以外に 適切なる 手段 
を發 見す る 能は ざる 以上は、 即ち 之を 以て 當 面の實 行す 可き 方法 どし 


て須 く、 一考を 爲さ んビ する 者 也。 之に 先立て 一二の 疑問を 解決せ ざる 
可から す。 即ち ニ.) ダン ビングは 數量に 限！^ を 伊 r ”るか(ニ)紀^ &- ぼ 0° 
孰れを 撰擇す 可き か 等なる が (一) の ダンピングは 數 量に 限度を 有せ ざ 
る や V」 謂 ふに、 自ら 其の 制限 ある 可し VJ 云 はん. 欲す。 蓋し 砂糖の 如き 
機械的 工場 製 工業 品は、 大規模に 依り 機械 諸 設備の 全能力を 發 揮して、 
多量 生 產を爲 すに 從ひ、 益々 生産費を 減少す 可く、 反 之 生產を 制限し 又 
は 小規模に 甘ん ずる 時は、 生産費を 增 加し、 單價當 々を 高む るに 至る 可 
し。 即ち 延ては 一般の 購買力を 減少し、 企業 潤 益 も 益々 減殺 さる、 もの 
也。 故に 一見 關稅の 障壁を 利用して、 內國 消費者の 負擔 力を 迫 求し、 內地 
移入 糖の 供給を 制限す る 傾向を 以て 高賣 する ビ 同時に、 此の 獨占的 利 
益 VJ 大規模の 生産に 依りて 生ずる 利益 ミを 以て 投賣の 資源に 供す る 
時は、 海外市場を 擴 張し、 企業 潤 益を 全 ふす るを 得 可き が 如し VJ 雖も 、而 
かも 其の 輸出 力た る や、 臺灣 糖の 生産費、 投賣價 格、 關稅の 高率、 競 爭糖の 


輸入 價 格、 內外 市場 需用の 關係 等に 依りて、 自然 一定の 限度を 生す 可く、 
從て 到底 無限に 之を 望む 可沪ら ざるに 似たり。 要するに 投賣を 試みん 
j :VJ する には、 大規模 經營に 依る 利益 丈を 其の 獎勵 金に 宛つ るの 覺悟な 
かる 可から す。 

更に 之を 例せば、 今 五 億 斤の 生產 能力を 有する 臺灣分 蜜 糖を して、 內 
I 地 〖需用に 役 合せし めんが 爲めに 、三 億 ニ 千 萬 斤の 程度に 生産を 制限し 
| た b VJ せょ。 此の 場合 百斤當 り 生産費 五圓 五十錢 、其の 賣 價八圓 五十 錢 
| ( 消費 稅 控除) VJ 假定せ ば、 總 益金 九 百 六十 萬 圓を得 可く、 而 して 假りに 製 
一 糖 器械 壹千噸 に 付 二百 四十 萬圓 (機械 百 三十 萬圓 、土地 建物 五十 萬圓 、鐵 
| 道 五十 萬圓 、準備金 十 萬圓) の 固定 資本を 要す 可し VJ して、 全生產 能力 ニ 
I 萬 五 千 九十 噸の 固定 資本 五 千 四百 餘萬圓 なれば、 前記 九 百 六十 餘萬圓 
■の 利益 金は 一割 七 分に 當 り、 此の 內 積立金、 賞與 金、 繰越 金 ^ して 五分を 
控除す る も、 優に 一割 二分の 配當 率を 維持す るを 得 可し。 然るに 之に 反 
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し、 全生產 能力を 發 揮して 大規模 經營の 利益を 擧げ 、依て 投賣の 爲め廉 
價 輸出を 爲した る 場合を 見る に、 此の 時の 總 生産額は 五 億 萬 斤に 上る 
ぐし 雖 も、 單價 百斤當 b 生產 費は 却て 減少して 五圓 VJ な り、 而かも 內地賣 
價は 其の 供給を 制限す るが 故に、 同じく 八圓 五十 錢を以 て 前記 同樣三 
億 ニ 千 萬 斤を 賣 却し 得 可ぐ、 此の 總 益金 ニ 千 百 二十 萬圓 VJ なる 可し。 而 
して 殘餘 一 億 八 千 萬 斤の 過剩 糖は 悉く 輸出に 供す る もの VJ し、 輸出 價 
I 格は 瓜 哇 糖の 競 爭上百 斤に 付 五十 錢の 損失を 以て 廉賣 したる もの V」 

; する 時は、 此の 輸出 總損 九十 萬圓 VJ なる 可く、 損益 差引勘定 一千 三十 萬 
一圓の 純益を 擧 ぐるを 得る 也。 即ち 前記 生產 制限の 場合ょりも、 却て 企業 
I 潤 益の 增 加を 來たす 事 ' 目暸然 たる 事實 なる が、 要するに 投賣は 其の 
I 性質 上 生産の 大部分を 內國 に高賣 し、 其の 小 部分を 廉賣 する に 於て、 初 
めて 充分の 効果を 擧 ぐるを 得 可き 也。 故に 生 產過剩 莫大に 失する 場合 
は、 須く 之に 應す るの從 賣策な かる 可から ず 吾人は 此の 點に 就て 深く 


憂慮す る 者に 非す VJ 雖 も、 投賣な る ものが、 種々 複雜な る關 係を 生じ 來 
るに 想到し、 當 業者なる 者は 充分 之に 處する 上に 於て 周到なる 注意を 
I 拂はん 事を 希望して 止ます。 

次に 投賣 商品 VJ して、 粗糖、 精糖の 孰れを 撰擇す 可き やの 問題は、 或る 
ー投賣 市場を 標的 VJ して 考慮す るに 非ず んば 解決す る 事 能は ざるが、 現 
I 狀の 場合 何人も 觀 察する が 如く 淸國を 以て 過剩 糖に 對 する 好個の 販 
|路ぞ-するに於ては、暫く之を標的ごする所ある可し。 

| 即ち 淸國 市場に 對し 、粗糖 及び 精糖 孰れを 可 VJ す 可き やは、 机上の 推論 
を 不可 VJ す。 故に 先づ 淸國內 地に 於て は 現今 如何なる 種類の 砂糖を 需 
I 要しつ、 あるかを 見る に、 全 十億 斤の 消費 額の 內 、赤 糖 四 分の 三に して、 
一白 糖 四 分の 一 なる が、 白 糖の 內 少量の 永 砂糖を 含む も 語る に 足らず。 而 
"して 赤 糖は 國內に 於て 生產 せらる、 もの VJ、 日本 及び 諸 外國ぞ ょ b 輸 
入 せらる、 もの )?: にて、 白 糖は 主 VJ して 香港に 於け るバッ タフ ヰ ー ダ ド 
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及び ジャー デンの ニ 會 社の 手に 依て 供給 せらる。 而 して 右 十億 斤の 消 
I 費 額を 淸國 全土 四 億の 人口に 割 宛つ る 時は、 一人 當 一箇年 僅々 ニ 斤 半 
の 消費量を 見る のみ。 即ち、 一日 一人に 付 一 匁の 消費量た るに 過ぎす。 故 
.に 販路 VJ しては、 充分 餘地存 し 本島の 過 剩糖三 四 億 斤の 消化は 實に易 
I 々たる 也。 唯臺灣 糖が 香港 精糖 及び 瓜 哇 粗糖の 間に 浸入して、 果して 新 
一 領域を 開拓す るを 得 可き か。 若し 開拓す る どしても 幾何の 程度 迄發展 
I する を 得 可き かは、 聊か 疑問 之す 可き \そ は旣に 着々 事實ビ なりて 現 
一. はれ、 今期の 如きは 日本より 百 萬 担に 達する の 供給 高 ぁる 可く 豫 想せ 
一ら る、 も、 決して 偶然に 非す 皮肉なる 批難 論者は 否 皮肉なら ざる 批難 
|論者ミ雖も、臺灣糖の品質及び相場の如何を見て、淸國市場に侵入する 
I. 事の 不可能な るを 說きた り。 然れ V! も 砂糖 消費 國 VJ しての 淸國 は、 日本 
.よ b も猶 砂糖の 品質に 對 する 智識の 程度 低き を 以て、 現狀に 於て は 品 
質の 點 よりも、 寧： ろ 價 格の 低廉なる 事を 希望し つ、 ぁ， る 者 也。 而 して 赤 


糖の 供給 充分なる 事を 要求し つ、 ある 也。 推定は 必ずしも 事實を 生ま 
す。即ち昨年以來今期に至る淸國輸出糖に就て、其'の實際を見る_へし、(後 
一章に 於て 之を 說く 可し。) 

吾人は.即ち臺灣糖に於ける生產過剩の分を以て、淸國市場にダンビ 
\ ングを行ふに就ては、裏面觀察こして多少の困難なる點を發見せすぐし 
一は 謂は ざる も、 國內 消費 糖に 於て 相 當の潤 益を 擧げっ 、ある 以上は、 所 
i 謂投賣 の眞價 を發 揮す るに、 差當 b の 三 四 億 斤の 消費 先き に 憂慮す る 
一 者に 非す、 然れざ も當 業者が 投賣 其の物に 就て 猶 多少の 利益を 占めん 
一 どす る 野心 あら ば、 そは 最も 生 產過剩 品を 處分 する 手段 どして 無法な 
一る VJ 共に、 反て 內に 於て 多大の 損失を 被る 可き を豫 期し、 須く 之を 憫殺 
i せん VJ 欲す。 

\ , 
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投賣 市場 VJ しての 淸國 は、 極東に 於け る 唯一の 砂糖 市場 也。 之が 實櫂 
(を 掌握す る 者は、 東洋に 於け る 覇者に して、 此の 市場より 驅逐 せらる/, 

一 者は' 糖界に 於け る 弱者 ビして其の强者の專橫に甘んせざる可からす、 
|人間個人間の生存競爭に於てすら、何人も其の强者たらん (£: し、弱者ぞ 


| 誰れ か 好んで 弱者た らん V」 する も のぞ。 現在 淸國 市場に 於て 强 者の 地 
| 位に 立ちつ、 ある 瓜 哇糖に 對し 、未だ 弱者の 地位に ある 臺灣 糖が、 之に 
向て糖業のー戰を試みんどするに當ては、其の困難を想像するに難か 
らざ るが、 如何なる 强 敵ど雖 も、 當 業者た る 者が 取引 上 卓越せ る 技倆を 
振 ふに 於て は、 之を ー擊に 倒す 事 決して 至難の 業に 非す。 

前述の 如く 淸國 全土の 砂糖 消費 額は、 十億 斤を 算 する V」 稱 せらる、 
が、 適確なる 數宇を 求む る 能は ざるを 以て、 總て斷 言 的 言辭を 使用す る 
を 避く 可し V」 雖 も、 千 九 百 六 年の 消費 額 VJ 稱 せらる、 ものは 八 億 三千 


九 百 四十 七 萬 斤に して、 之を 七 年 前 迄の 消費 額に 比せば 約 1 .億 斤の 增 
加 也。 故に 更に 七 年後の 現今に 於て は 十億 斤 VJ 見る も 大差な かる 可く.、 
即ち 此の 內 輸入額の 約 八 割を 控除せば、 內國產 糖 額は 僅々 ニ 億 斤なる 
を 以て、 實に 淸國は 純然たる 投賣 市場 也。 而 して 是 等の 內國產 糖 地は 福 
建、 廣東、 江 西、 雲 南、 四川の 各省なる が、 此の 內福建 及び 廣 東の ニ 省を 除い 
ては 勞 力不足の 爲 め、 糖 業 地 VJ して 俄に 其の 發 達を 望む 事 能は ざる 可 
し。故に遠き前途は知らす、當分海外の輸入糖を以て其の消費に宛てざ 
る 可から ざるが、 我が 日本 糖は 從來 如何なる 程度に て 需要され つ、 あ 
5 しか。 而 して 將來 幾何の 向上を 望む 可き かを 見ん。 

日本ょ b 海外に 輸出せられ し 砂糖は、 最初 淸國 に對 する ものを 濫觴 
VJ し 漸次 香港、 露領亞 細亞、 英吉利、 北米 合衆國 、智 利、 關東州 其 他の 諸外國 
に 仕向けら る、 に 至れ b VJ 雖も、 今 猶淸國 輸出は、 國別 砂糖 輸出 額の 首 
位を 占む。 即ち 明治 三十 六 年に 於て 淸國に 三百 三十 四 萬 斤、 香港に 三百 
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三十 七 萬 斤を 輸出せ るが。 淸國は 赤 糖 及び 白 糖に して、 香港は 全然 白 糖 
广 のみ 也。 爾來 多少の 波瀾 曲折 ぁりて 四十 三年に 至る や、 淸國の 三百 二十 
一 萬 斤 以外に、 關東州 百 六 萬 斤、 香港 十二 萬 斤、 韓國册 萬 斤 合計 四百 六十 九 
I 萬 斤に 達し 更に 四十 三年に 至 b、 淸國は 六 百 九十 五 萬 斤に 躍進し、 其 他 
一 諸外國 仕向けの 分を 合して 壹 ¥〗ニ 百 九 萬 斤の 多額なる 輸出を 見る に 
| 至れ \而して大正元年の統計は未だ之を知る能はす (1' 雖も壹千萬斤 
| に 近接した るなる 可ぐ、 今期 更に 壹千萬 斤 以上に 昂進す 可 •し。 若し 臺灣 
j に 於て 暴風雨の 打撃な く、 順調なる 生產增 加を 見た るなら ば、 是れ以 上 
5の巨額に達したるもの '(£ 思惟せらる。 

| 降 千 九 百 六 年に 至る 三箇 年の 輸入額を 見る に 左の 如し。 
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右 表は 全部を 信憑す 可から 中して、 日本 輸入 糖の 如き 多少の 違算 ある 
が 如し VJ 雖も 、暫く 之を 以て 確實に 近き もの VJ すれば、 赤 糖は 多く 香港、 
比 律賓ょ b し、 白 糖は 多く 香港、 印度ょ b し、 精糖は 多く 香港、 日本ょり す。 
然れゲ」も淸國に對する供給は、大部分香港ょり輸入せらる、が、右表 (: 
瓜 嗤を 逸せる は 即ち 香港を 經由 する ものにして、 香港は 唯 白 糖 及び 精 
糖を 製造す るに 止まる ど雖 も、 商業 的 地理 上 好 位置を 占めつ、 あるを 
以て、 斯 くの 如き 偉大なる 供給 力を 維持す る 所以 也。 

淸國 市場に 於け る 我が 敵手は、 裏面に 瓜 哇の隱 れつ、 あるを 知る ど 


雖も 、表面は 香港 糖た る 事明暸 也。 故 •に 日本 糖は 之を 撃破す るに 至ら ざ 
る 迄 も、 ダンピングの 効果を 收む 可く、 須ぐ 彼が 勢力を 奪 ふか、 然らす ん 
は新に開祐を試む可きかの努カを爲さ、る可らす。吾人は小面費の臺 
灣を以 て、 瓜 嗤 、印度 其 他の 大糖業 地に 於け る 輸出 力の 全部を 奪取す る 
の 無謀なる 野心を 有， せょ VJ 謂 ふに 非 ざ 

るも、日本ょりする少量の輸出 
に對 し、 相當の 尊敬を 拂はる 可き 迄に 我が 砂糖の 聲價を 發 揮せ しむ 可 
し是れ日本商業上の利益を獲るに |1: まらす、日本人の意氣を示すに適 
當なる 好機 會 VJ せず や。 

香港 ^ は ノ、： タフ ヰ^ ~ ダ ド 及び： ジャー テンの ニ會社 に 依て 製造せ 
られ 、盛に 其の 勢力を 四圍に 振ひ來 b しが、 氣毒な がら 漸次 日本 精糖の 
爲 めに 壓迫 せられつ、 ぁ 5。 即ち 千 九 百 七年以 來 頗る 不振の 狀態を 繼 
續 し、 今や 倒産の 悲運に 遭遇せ bvj 迄 傳 へらる、 が、 要するに 香港 糖は 
日本 糖に 比し、 何等かの 缺點ぁ るか、 然らざ れば 生產上 何等かの 不備 ぁ 
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るに 基く ものなる 可し。 消息通の 語る 所を 綜合す るに、 右二 會社 は歐人 
の 經營の 下に あるを 以て、 使用人の 給料 多額に 失する 事 及び 人夫の 勞 

一 

|銀並に石炭其他物價の不廉等は其の主要なる原因どす。是れ現在に於 
一け る 彼が 弱點な bvj 雖 も、 將來に 於て は 更に 之に 加 ふるの 弱點を 現出 
I す 可し。 即ち 香港 製糖 會社 は、 各自 船舶を 所有し 自ら 運搬を 爲すが 故に、 
| 現在、 運賃の 點に 於て 大 に臺灣 糖に 優る もの ある 可し VJ 雖も、 臺灣 、上海 
I の 距離は、 香港、 上海 間に 比し 近距離な るを 以て、 運賃ょり 見た る 臺灣糖 
I の弱點 は大に 之に 由て 遞減 せらる 可く、 又譬へ 少 許の 弱點あ b S する 
一 も、 其 他の 生産費の 低廉なる 事は、 裕に 此の 弱點を 補 ふて 餘 b あらん。 現 
ーに今年に於ける上海輸出は、百萬俵に達せんビするの形勢にあり。之に 
一依て 見る も 上海 市場に 於け る臺灣 糖の 勢力 又 昔日の 比に 非ざる を 想 
見す るに 難から ざる 也。 

轉 じて 淸國糖 業の 前途を 見る に、 同國に 於け る廣 東、 福 建、 江 西、 雲 南、 四 


川 等の 糖 業の 發達 は、 臺灣糖 輸出の 前途に 對し、 一大 打撃た るは 論 無し。 
然れ V」 も 淸國の 糖 業は 果して 顯著な る發 達を 遂 ぐるを 得 可き や 否や、 
I 甚だ 疑 ひなき 能は ざる 所 也。 由 來淸國 人は 個人 間の 商取引に 於て、 極め 
ーて信用を重んするが〖如しど雖も、一朝、株式會社を組織する時は、株主は 
I 株主に て 只管 自己の 利益の みを 爭 ひて 眼中 會 社の 利益な く、 重役は 重 
I 役に て會 社の 利. 益を 壟斷 せん 事を のみ 腐心す。 斯の 如く 毫末 も 事業の 
I 發 達、 會社 資産の 安固を 計る 事な きは、 稍-日本人に 近似せ り ビ 雖 も、 淸國 
I 人に 於て 其の 弊 最も 甚 しきを 見る。 依て 淸國に 於け る會社 事業の 發達 
|は、近き將來に於て到底望む可からすビ謂ふも過言に非る可し。今日着 
I 手され つ、 ぁる 製糖業は、 株式 會社ビ して 經營 する 者 皆無に して、 孰れ 
I も 個人が 極めて 舊 式の 器械に 據 り、 極めて 小規模の 製造に 從事 しつ、 
ぁる 狀態 也。 之に 依て 見る も m 本人 或は 歐米人 自ら 大 資本を 役」 じて 大 
規模に 經營 する に 非す んば 、糖 業の 株式 組織を 見る 事覺 東な く、 此の 點 


に 於ても 日本 糖は 益々 同 國內に 侵入す るの 必要 VJ 我が 使命を 感得せ 
ざるを 得す。 

斯 くの 如く 恐 敵、 香港 糖 ビ雖も 恐る 可から ざる 事 及び 淸國內 地に 於 
ける 糖 業の 貧弱なる 事に 依て、 愈々 我が 臺灣 糖の 前途に 赫 々たる 希望 
の 光を 增し たるが 如く 感せら る、 が、 香港 糖の 背後に 隱 れつ、 ある 瓜 
哇 糖の 位置 如何を 見る に 頗る 興味 ある 事實也 U 旣 に本篇 第三 章に 於て 
一 述べた るが 如く、 臺灣は 未だ 生産費に 於て 旣に 一籌を輸す. 可し VJ 雖 も、 
| 其 他の 點は 彼に 優る VJ も 決して 劣らす、 是 等の 弱點も 必ず 近き 將來に 
於て 補足す る もの あるに 至る 可く、 現に 理論 上 運賃に 於て 淸國 市場よ 
b 之を 驅逐し 得 可き も、 今猶 取引 者の 技倆 秀拔な らぬヾ y 數 量の 僮 少な 
る V」 に 依て、 正面よ b 太刀 打を 試みる に 至ら ざれ VJ、 將來 進んで 彼れ の 
陣頭に 立つ 日に 於て は、 彼に 一步を も讓ら ざる 可し、 運賃よ b 觀 たる 原 
產地ご 重要 市場 間の 對照表 左の 如し。. 


原産地 市場  ボンべ ィ カルカッタ  香港  上海  漢 ロバ、 ノクー 、、ハ ー 
獨 逸 •四 四 八 •五 四 ニ •八 八 一 •八 八 ニ •九 八 五 
命 哇 ； . — •八 八 ニ A 八 ニ •九 八 五 .•三 六 七 
瓜 哇 •三 六 七 •三 六 七 •二 六 五 • 一六 七 • 一 マ パ 七 一 * 七 六 
臺 « •四 一 〇 •四  一 o • . •一四 七 •ニ 五 〇 ••八 ' A U 

右 表は ー擔 (: 對 する 運賃なる が、 之に 據て 見ても 獨逸 及び 布 桂は 旣に 
問題外 VJ して、 瓜 哇に對 する 臺灣が 如何に 有利なる 地位に あるかを 知 
るに 足る 可く、 香港 以北は 上海 及び 漢ロ等 孰れ も 十一 錢 乃至 十三 錢强 
の 減 率を 見る 可し。 

要するに 砂糖 市場 VJ しての 淸國 は、 全く 未知 數也。 之が 良否を 論爭す 
る 間は、 猶 多く 開拓の 餘 地を 存 しつ、 ある 也。 殊に 白 糖 及び 精糖を 消費 
する ょ b も、 赤 糖を 使用す る 事 多き 丈け 向上の 餘地を 示し、 將來 活潑な 
る 需要 ある 事を 意味す る もの 也 U 前述の 如く、 日本 糖. は、 外 糖に 比し 幾多 
の 特長 あ b V」 雖も亦 猶 幾多の 缺點 ある 可き を 以て、 外 糖 VJ ir 贏を， 爭ふ 
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爲め 之が 改善に 努力す る 所な かる 可から ず。 實 に淸國 砂糖 相場は 內國 
產の 砂糖に 依て 決す ものに 非ず して、 lit 界的 相場に 據て 支配 せらる。 故 
に 日本 糖 之に 侵入して 之が 勝者の 位置に 立たず んば 天下は 依然 ごし 
て 香港 糖 其 他 外 糖の 天下な らん。 

第 七 編 結論 

\ 第 壹章糖 業の 好影響  . 

吾人は 各 篇に亘 りて、 臺灣糖 業の 『力』 に 就て 論述せ り。 之が 爲 め縷々 
數千 言を 費した b VJ 雖も 、未だ 盡さ  > る もの 多き を感せ ずん ば 非す。 要 
する に 吾人の 謂 はん ビ欲したる所は、臺灣糖業の位置及び其 *0 使命に 
して、 之に 對 する 輿論の 誤謬を 指摘す 可く 各種の 材料を 提供せ b。 吾人 
は 輿論の 權 威を 無視す る 者に 非す ど雖 も、 猶臺灣 糖 業に 對 する 批難 攻 
擊 、中傷、 讒誣の 甚 しきを 尊重す る 能は ず。 兹に 於て 筆を 第一 編の 緖論第 


一章 『統一 時代の 臺灣糖 業』 に 起し、 第二 編 糖 業 槪觀に 於て 內外糖 業の 大 
勢>觀察し、第三編甘蔗農業に於て生產費を低廉ならしむ可く農作改 
良の 事項を 羅列し、 第 四 編 砂糖 工業に 於て 製糖 能力を. 明に し、 第五 編 糖 
業 政策に 於て 保護 政策の 是非を 論じ、 第 六 編 臺灣糖 業の 位置に 於いて 
極東 市場に 對 する 我が 運命を 卜せ b。 而 して 今 玆に第 七 編の 結論に 入 
る 0 

吾人は 第一 編に 於て、 旣に 臺灣糖 業を 樂觀 する 者に 非 ざれ V」 も亦必 
すし も 悲觀の 必要な き 事を 述べた るが、 以上 各 編に 亘 b て 論述せ る 所 
に 於て、 略： 之を 盡した りミ信ず、然れ ^ も猶殘されたるニ三の問題無き 
に 非す。 即ち 糖 業の 臺灣に 及ぼした る 影響、 糖 業 合同の 可否 並に 糖 業者 
の 自覺を 要す 可き 事項 等是れ 也。 以下 順を 追 ふて 是 等の 問題に 就て 攻 
究 する 所 あらん VJ 欲す。 

本章に於て述べんミするは、糖業の發展が臺灣經濟界に及ぼしたる 
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影響の 如何 也 # に 先づ 土地 及び 農 を 見る 可し。 本島に ^ て 
.糖 業の 勃興を 爲す や" 從來 漸く 甘藷を 栽培す るに 過ぎ ざり し 土地 V」 雖 
™ も、 之を 蔗圍 VJ して 有益に 利用 せらる/. に 至 b し 結果 ' 般の 農作は 之 
に 刺戟せられ て 逐年 開墾 面積を 增大 し、 大に 農家を 多忙なら しめた bo 
一 即ち 農家を 多忙なら しめた b VJ 謂へ る 事は、 農民が 利殖を 計る に 多忙 
| ならしめ たるを 意味す。 然れ V」 も 世人は 往 々蔗 圚の爲 めに 米 田 其 他の 
i 面積を 蠶食 せる が 如く 推測す る も、 旣に 第三 編 第五 章に 於‘ て 述べた る 
一通 b、 親 計 表 一の 示す 所に 據る 時は 毫も 此の 證跡な く、 水田は 水田 ^ して 
擴 張せられ、 蔗園 は蔗圍 VJ して 發 達せる のみなら す、 之が 爲め 他の 產業 
I を 促成せ しめたる 事、 大 也。 勿論 I 小 部分に 於て は 水田に 於て 甘蔗を 栽 
| 培した る もの 無し VJ 云 ふ 可から ざる も、 大部分は 畑地 又は 看 天 田に 行 
はれなる もの 也。 就中 看 天 田の 利用は、 農家に 對し 多大の 利益を 與 へた 
る ものにして、 從來 一期の 米作 すら 灌漑 設備 缺如せ る爲 め、 確實な る ®: 


穫を 得る 能は ざ b しが、 比較的 灌漑 水を 要せざる 甘蔗は 之に 代て、 其の 
、米作の 利益を 保證 せる 形式 ビなれ り。 兹に 於て 糖 業獎動 の 當初 即ち 明 
I 治 三十 六 年期に 於け る 三 萬 五 千 五 否 八十 一戸の 甘蔗 作 農家は、 ニ 萬 一 
I 千 五 百 九十 四 甲の 蔗 園を 耕作したり しが、 四十 三年 期に 於て 十 マ 萬 六 
一千 六 百 七十 六戶か A 萬 九 千 四百 四十 四 甲を 耕作す るに 至れ b MJ ち蔗 
一作 農家の 增 加す るょ b も、 蔬圍 面積の 擴張 する 割合 多大な b じに 外な 
一らざる が、 三十 六 年期 當時ー 戶當の 平均 耕作 面積 〇 甲 六 分 六 八は、 四十 
i 三年 期に 於て 〇 甲 七分六 六に 向上せ るを 見ても、 如何に 農家の 收益を 
一： 增加 せしめし かを 推測す 可し。 

一 更に製糖會社及製糖場に對する本島在住者の出資に對するものは、 
j 其の 配當 金に 依て 孰れ も 一割 以上の 利益を 與 へつ、 ぁるが、 取 • *• (:• 
對 しては 幾何の 生活費を 給し、 人 ロ經濟上に裨益を-㊃へゲパが”がを 
見る に、 在 來糖廍 に 於て は 經營者 自ら 是等 事務に 當 るを 以て 特に 使用 
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人を 置か t 改良 糖廍に 於て は 能力 百噸 に對 し、 事務員 其 他に 約 五名を 
要し、 月給 約 二十 圓 平均なる を 以て、 四十 四 年期に 於て は 作業 能力 合計 
六 千 百 三十 噸に對 し、 使用人 員 約 三百 名、 俸給 慰勞金 合計 約 七 萬 八千圓 
ぐし 見做す 時は 大差な かる 可き 也。 新式 製糖 場は 之を 四十 四 年 製糖 期の 
實蹟に 見る に、 人員 約壹千 名、 其の 俸給 慰勞 金は 各社を 通じ合 計 約 百 四 
十九 萬 ニ 千 五百圓 を算 す。 以上 製糖業 發展の 結果は、 約壹千 三百 名に 達 
する 職業 VJ 之に 伴 ふ 百 五十 七 萬 五 百圓の 年額 收 入を 與へた る も のぞ 
謂 ふ 可し。 而 して 唯に 現業員の みならす、 之が 爲め 直接 間接に 於て 一般 
の勞 力の 需要を 喚起した る 事 一通りに 非ず。 從て勞 銀の 騰貴を 促す の 
階梯 VJ な \ 農家は 自家 勞 力の 收入以 外に、 種々 の 方面に 收 入の途 を拓 
くに 至れ 5。 

糖 業の 發展は 略， 斯 くの 如く 好影響を 與 へつ、 ぁるが、 更に 進んで 他 
の 事業界に 及ぼした る 影響を 觀 察する 所 ぁらん。 先' コ 農業の 方面に 就 


て 之を 見る に、 甘蔗に 施 用す る 肥料は 漸次 種類 及び 數量に 於て 向上を 
示し、 四十 四 年期に 至 b ては 實に百 六十 六 萬 六 千圓の 巨額に 達し、 尙益 
々增 加せられ ん VJ. す。 之を 本島 移 輸入 肥料 總價 額に 顧みる に、 三十 六 年 
の 七 萬 七千圓 は、 四十 四 年に 至 b 二百 一. 萬 六 千圓に 躍進し、 內約八 割 三 
分は 甘蔗 肥料に. 屬す るを 見ても、 如何に 著大の 激 增を爲 したる かを 見 
る 可し、 而 して 結局 一般 肥料 需要 も、 甘蔗 肥料に 隨 伴して 增進 せる は 明 
かなる 事實 也。 又 農具の 需要を 增進 せしめし 事 も 注意す 可く、 甘蔗 耕作 
に 要する 各種 鋤蝥 、鍬、 中 耕 器 等 島 內蔗圍 に 使用 せらる、 數量少 から t 
之が 爲め 年々 增殖 面積 約 六 萬 五 千 甲に 對し 、農具 商の 供給す る 年額は 
二十 萬圓を 下らず。 是等は 肥料，/」 共に 多くは 內地 貿易業 者に 利益を 與 
ふるもの 也。 

次に 製糖 工場に 於け る 需要 品に 就て 見る に、 是れ又 諸種に 亘 b て 多 
大な る增 加を 示せ b。 即ち 補助 燃料 ^ して、 石炭、 薪 等 あ〜 製糖 用 VJ して 
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石灰 其 他 あ b、 砂糖 包裝 材料 どして 籐及び アンべ ラ 蓆 あり 0 而 して アン 
ペラの 如きは 四十 四 年期に 於て 六十 七 萬圓の 巨額に 達せる が、 薪 石炭 
之に 次ぎ 孰れ も 二十 萬 圓臺を 計上し 總計百 三十 萬圓の 需要 あるを 見 
る。 此の 內アン ペラは 之を 海外に 供給を 仰ぐ の 現况な るを 遺慽ど する 
が、 其 他は 全部 島内に 於て 供給す るを 以て、 是 等の 供給者は、 全く 糖 業に 
依 b て 新なる 收入を 得た る 次第 也。 

兹に忘 る 可から ざるは、 糖， p p 
是れ也。即ち四十四年中本島糖の內地に輸送せられたる者約三百\十 
七 萬 俵に して、 之が 島 內鐵道 貨車 積 卸 並に 運賃は 平均 一俵 當 十一 錢六 
厘なる が 故に。 鐵道 運賃 總額 四十 四萬八 千 九 百 二十 圓に 達し 更に 移出 
港船積及び內地着船 « の運賃一俵當十四錢なるを以て、總額五十四萬 
一 千 八 百圓に 達せ 5。 以上は 全く 砂糖に 據る 直接の 收 益し して ® 甘蔗 
肥耜の輸送に就て一考するに、大豆粕は大連ょり輸送せられ、人造把料 


は內 地よ b 移入 せらる、 が、 之が 爲め 海陸 運送業者の 與 へられた る收 
入は、 合計 十四 萬 六 千 七十 三圓 (: 達せり。 其 他 アン ペラ、 石炭 等の 十四 萬 
三千 五百圓 ぁり。 以上 各 輸送 品を 要約 すれば、 現在 糖 業の 爲め 要求 せら 
\ る、 輸送力は、 島 內 陸送に 於て 六十 萬 八 千 三百 三十 丄ハ圓 、海 送に 於て 百 
一十 八 萬 六 千 九 百 五圓、 合計 百 七十 九 萬 五 千 二百 四十 一 圓に 上り、 之を 糖 
I 業 發展以 前に 比すれば、 陸送 界に 五十二 萬 七 千 百 三. 十六 圓 、海運 界に於 
I て 三十 八 萬 六 千 九 百 五圓、 合計 九十 一 萬 四千 四十 一圓の 增 收を與 へた 
j る もの VJ す。 更に 製糖の 副産物た る 糖蜜 並に 酒精 等の 運輸を も 合算せ 
I ば、 更に 巨額に 達する に 至らん。 

此の 運輸界 の 盛況に 伴 ふて、 移 輸入品に 對する 海上 保 險も亦 相當め 
一 成績を 收め たるを 見る 可し。 四十 四 年中 本島より 內 地に 輸送せられ た 
る 三百 八十 七 萬 俵の 砂糖に 對しニ 俵 當四錢 五 厘、 海外 輸出の 十 萬 九 西 
俵に 對 しては 平均 五錢 、更に 內 地よ b 主 VJ して 中 北淸に 輸出せられ た 
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る 七十 五 萬 俵に 對し ては 平均 三錢な るを 以て、 是等 砂糖の 輸送に 依る 
內國 保險料 收入總 額は 二十 萬 一千一 六 百 九十 五圓 にして、 之を 糖 業獎勸 
I 前に 比すれば、 實に約 十三 萬 五 千 圓の增 加を 見た る 次第 也。 又 肥料、 アン 
ペラ 其 他の 商品に 對 する ものビ 、以上の 各 商品 ，、」に對する保險料の 1| 
計は 二十 萬 七 千 九 百十圓 を算 す。 

猶 金融界に 對する 糖 業の 影響を 見る に、 其の 範圍 頗る 廣き爲 め 之が 
| 調査を 困難 VJ する も、 四十 年に 於て は 島內 銀行が 糖 業に 對し 一千 二百 
I 三 萬 四千 六 百 四十 一圓の 放資 額を 見る が、 即ち 重要 產 物に 對す る放資 
額の 二割 九分 餘に 過ぎす VJ 雖 も、 四 十四 年に 於て は 六 千 四百 七十 七 萬 
六 千 七 百 ニ圓に 上、 り、 主要 物 產放資 額の 約 五 割 二分に 達した るを 見る。 
一而して 是 等の 放 資額は 概して 三、 四 箇月に して 回收 せられ、 其の 利子は 
日步 平均 約 ニ錢五 厘なる を 以て、 假 b に 之を 標準 VJ して 計算す る 時は 
放 資增額 五 千 二百 七十® 萬 ニ 千 六十 一圓に 對 し、 銀行業 者の 新に 收め 


たる：： 利益は 百 十八 萬 六 千 六 百 九十 六圓に 上る 可し。 以て 糖 業の 發展が 
金融界に 與 ふる 利益の 如何に 大な るかを 窺 ふに 足る 可き 也。 

斯 くの 如く 現在の 糖 業を 以て 其の 獎勵以 前に 比する に、 今や 本島に 
對し 莫大の 利益を 與 へつ、 ある 事 各項に 亘 b て 述べた 1 る 通 b. なる が 
猶 好影響の 範圍は 之に 止まらす して、 之が 爲め 交通の 利益 並に 地方 開 
發に裨 益を 爲 したる 事、 頗る 著明なる もの あるを 記せざる 可から ず。 本 
島 糖 業の 發展 、特に 新式 製糖 工場の 勃興す るに 及び、 原料 能に 製品 運搬 
の 目的を 以て 各地に 敷設せられ たる 蒸汽式 又は 手 押 式 輕便鐵 道は、 實 
に尠 少な b VJ せす。 然れ V」 も 會社專 用 線は 特殊の 場合を除きて は ' 般 
に 交通 運輸の 便に 供 せらる、 事な きを 以て 之を 除外し。 其の 營業 線に 
就て 見る に、 四十 四 年末 現在 旣成 延長 百 六十 哩 、臨時 貨物 託送 許可 線 七 
十二 哩に 達し、 乘客 賃金 十四 萬 ニ 千 六 百 三十 五圓 、貨物の 運賃 九 萬 六 千 
六 百 四十 五圓 を算 せる が 會社 並に 工場 所在地 及 主要 市街地 ど 海港 又 
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は 官設 鐵道 VJ の 間を 連結し ニ 般 旅客 並に 貨物の 交通 運輸に 利便を 與 
ふる 事、 實に 至大なる もの あるは、 邱ち前 揭の數 字 之を 證 明す るに 非ず 
や。 加 ふるに 之が 運輸の. 利便は 營 業者を 招致し、 漸次 地方 繁榮に 資する 
所 決して 尠少に 非す。 又 交通の 利便 ご 共に 間接に 各種の 產 業の 振興を 
促す もの あり。 舊來 の圍圃 一朝に して 町村を 成す もの 亦 比々 其の 例に 
乏しから す。 是れ又 糖 業 發展の 餘澤に 非す して 何ぞ や。 

要するに 臺灣糖 業は、 本島 經濟界 に 於け る 位置 斯 くの 如 C 重大 也 -: 
朝 之を 中止す るご假 想せ よ。 其の 影響す る範圍 實に廣 く、 其の 恐慌の 堅 
度實に 甚大なる 可き 也。 更に 內地經 濟界に 於け る 位置 も 亦 甚大なる を 
以て、 一二の 障害に 據 り、 俄に 之を 放棄す る 能は ざるは 押して 知らる 可 
く、 殊に 總 固定 資本 三千 九 百 萬圓の 大部分は 建築 材料 及び 器械 其 他を 
購入す る爲め 海外に 流出せ しめし 關係 上、 之 ■が 負債を 利益 金の 中よ b 
償却せ ざる 可から ざる 事情 あり。 故に 此の 點 よりす る も、 臺灣の 糖 業を 


振 輿す るの 必要 あるに 非す や。 

第貳章 糖 業 合同の 氣運 

鞭 近に 至ぅ 企業の 集中に 據る 利益を 得ん ごする 者を 增 加した る 傾 
向は、 經濟界 に 於て 動かす 可から ざる 一大 現象 どな れ b。 即ち トラスト 
(企業合同) 及び ヵー テ, (企業 聯合) の 勢力 是れ 也。 要するに 企業の 合同 及 
び 聯合は、 事業の 經營 組織に 基く 幾多の 經濟的 原因に 依て 發生 したる 
'ものにして、 殊に 大規模 經營に 依る 生産費の， 減少、 需要供給の 不調和 救 
濟策は 主要なる 發生 原因た b し 也。 

然れ V」 も 孰れの 事業 も トラスト 若く は 力 ー テグに 適する や VJ、 謂 ふ 
に斷 じて 然らす 。約言せば 企業の 性質が 大規模の 經營 に適當 する 者を 
主眼 VJ し 生產に 多大の 固定 資本を 要する 企業 或は 生産に 急激に 擴張 
し 難き 企業を 可 どし、 一定 區域內 の 生産者が 其の. 區 域外の 競爭 者に 對 


しで 一秫の 獨占的 地位を 有し 合同の 成立を 確實 ならしむ るが 爲. めに 
合同 者の 生産物の 種類、 品質、 略-同一なる VJ 共に、 生産の 方法 及び 規模の 
大 さに 就ても 亦 大差な きを 必要 VJ す。 是 等の 條件を 具備す 6 企業に 在 
りて は 之が 合同を 組織す る 事 比較的 容易なる もの あらん。 兹に 於て 臺 
灣糖界に於けるヵーテ,實施及び新に生せしトラストの新傾向は、其 
の生產 品が 內國 市場を 支配す る 行爲に 就て、 相當 議論を 換むの 餘地あ 
る VJ して. も、 此の 種の 企業者の 立脚地ょ りすれば、 之を 以て 最も 適當な 
る 手段 方法 VJ 見做しつ、 あるに 據るな る 可し。 

旣に 紕勝乜いれたるヵーテルは、名稱を臺灣糖業聯合會 (£ し、之に參 
加す る 糖 業者は 株式 及び 合資 組織に 成れる 各 粗糖 會社を 網羅し つく 
あるが、 即ち 本島 粗糖 會社は 多く 巨大なる 資本を 放 下して 大規模に 經 
營 せられ、 且 高率なる 關税 保護に 依 5 海外の 競爭 者を 防逷 し、 殆 V」 安全 
: に 內地 市場を 獨 占す るの 有樣な るの みならす、 生產 方法 略* 同 I 也。 而し 


て 其 生 產品も 亦 種類 品質 略， 同一なる が 故に、 實に ヵーグ > を 行 ふ 可く 
最も 適當 せる もの VJ 謂は ざる 可から す。 之を 以て 臺灣糖 業 聯合 會が 、一 

一 

一方 內地 精糖 業者に 對 する 原料 供給を 制限して 其. の 反抗的 態度を 抑へ、 
一直 接 消費 糖を 市場に 送 b て賣 買し、 而 して 最も 難問題 V」 稱 せる、 生産 
i 過 剩の危 險を防 止す る 行爲に 出で んビ する も 亦 決して 偶然に 非す。 故 
一に 保護 政策 反對 論者の 眼ょり 觀れば 、其の 行爲 たる や 頗る 專橫 にして 
一 其の 結果た る や 甚だ 惡 影響を及ぼす が 如く 思惟す る 結果、 缺點の 方面 
一の み 之を 擴 大して 眺め、 而 して 其の 非を 鳴らさす んば 企まざるに至る、 
7 然れ V」 も 同一 種類の 事業が、 經濟的 刺戟に 飜 弄せられて 亙に 過度の 競 
: 爭を 開始す る 場合、 多くは 其の 收益を 減じて 維持 改良の 力を 奪 ふの 餘 

:: b 遂に 疲弊 衰頹を 招く の 醜 狀を呈 す 可し。 加 ふる ■に 自殺的 競爭 久しき 

; 

に亘る時は、勢ひ生產品に於ても粗製濫造の傾向を帶び、從て市價の暴 
落‘ を來た す 事 蓋し 當然の 成 行なら  < 。斯 くの 如く 激烈なる 競爭の 結果 
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は當 業者に 苦痛を 與ふる 事 甚大なる を 以て 域ち 玆に企 業 聯合 或は 資 
I 本 合同の 救濟 策を 講す るに 至る は 自然の 勢 ひなる が、 臺灣糖 業 聯合 會 
一が 明治 四十 三年に 於て 成立した る 所以の ものは、 實に生 產過剩 糖の 處 
一分に 就て、 過度の 競爭を 惹起 せん VJ する 虞れ あ b し 事 及び 內地 精糖 業 
j 者ょり 動もすれば 原料 購買 上 制 肘を 受 くるの 傾向 あ b たるに 據る也 0 
I 當時 若し 各 粗糖 會社が 聯合 曾を 組織せ ず、 其の 極端なる 競爭に 委した 
i らんには、 今日 或は 四 離 滅裂の 悲運を 呈 しつ、 あ b しや も 知る 可から 
一 ず。 兹に 於て 本島 粗糖 業者の 企業合同は、 純然たる 力 ーーブ ,ビ謂 1 可か 
一らざる も、 此の 一種の ヵーテ ，を 實行 せる 事、 確に 其の 根底に 於て 磐石 
:の泰 きを 爲 しつ、 ある もの 見 傲ず 可き 也。 

歐洲に 於て は 千 九 百 三年 ブラ ッセ， 砂糖 同盟の 構成 以前の 傾向を 
見る に、 各 國の糖 業者 孰れ もヵー テ ル 若く は トラストの 形式に 據 て、 內 
外に 激烈なる 競爭を 試みた る 結果 極度の 困憊を 來 たし、 之を 如何 VJ も 


する 能は ざるに 至る や、 慧眼なる 英國 は、 疾 くも 此の 情勢を 看取し、 即ち 
砂糖 同盟の 譲を 提出せ り、 而 して 漸く 此の 困憊の 狀態 ょち 救濟す るを 

\ 

:: 得たり。 是れ 正に 國 內ヵー .テグ 若く は國內 トラストょ .り 國 際的大 聯合 
一に 變 化した る ものに 非す や。 激烈なる 國內 企業の 競爭 は、 トラスト 或は 
一力 ーテル ど發生せしめ、更にトラスト若くはヵーテ,の激烈なる競爭 
i は、 遂に 出で、 國 際的大 聯合を 結ぶ の 趨勢を 見る 可し、 或る 論者の ズラ 
'ツセ ル 砂糖 同盟の 內 容に對 する 批評を 約言 すれば、 工業界に 於て 最も 
一 必要なる 製糖 界の 存在に 對す る各國 の連帶 責任 自覺の 勝利な bvj す 
i るは 全く 至言 VJ 謂 ふ 可き 也。 

斯くの 如く 臺灣 粗糖 業者の 聯合は、 止むな き 自然の 趨勢な b VJ 雖 も、 
I 之が 主要なる 發 生の 原因な かる 可から > 。即ち 前述の 如く 聯合を 組織 
する (: 當て、來る可き生產過剩の危險及び內地精糖業者の制肘を兔る 
可き 事を 主眼 どした るが、 殊に 其の 當面の 問題は、 如何にして 內地 精糖 
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業者の 制 肘を 免る 可き やに ぁ b た b。 兹に 於て 當時 粗糖 業は 精糖 業ょ 
b も 勢力 薄弱な b し 事を 推察し 能 ふが、 事實 粗糖 業の 境遇た る や。 十餘 
ベの 株式 會 社を 敷へ 資本金 亦 巨額に 達せし V」 雖も 、遂に 精糖 會 社の 制 一 肘 
を 受けざる 可から ざる 程 憐れなる 者な りし 也。 之に 反し 精糖 業者は、 四 
： 十三 年 互に 聯合を 約して 生産 制限の 協定、 共同 販賣 所の 設置を 主眼 VJ 
: する 一種の ヵータ ，を 組織し、 犬に 其の 勢力を 利用し 牽制 運動を 試み、 
一盛に 粗糖 業者を 苦め たるを 以て、 止むな く 粗糖 業者は、 自衞 策 ^ して 之 
一に 對抗 せん VJ し、 一種の ヵーテ ダを 組織せ b、 臺灣 粗糖 聯合 會即 ち是れ 
一也。 而 して 今日は 兩 者の 地位 顚倒 し、 粗糖 業者は 精糖 原料 供給に 就て、 幾 
:: 多の 有力なる 材料を 得、 全く 之が 死命を 制する に 至れ り。 故に 若し 精糖 
、業の ヵー テルを 組織す る 事 今 I 層遲 引せ しなら ば、 粗糖 業の ヵーテ , 
を 組織す る 事 も亦遲 引せ しや も 知れず。 依て 臺灣糖 業 聯合 曾は、 全く 精 
糖 業者が 間. 接に 要望せ しもの ビ 謂 ふ 可 人 其の 結果た る や 反て 今日は 


自ら 禍を 招きし 感あ b、 只 之を 笑 ふ 可き のみ 

然れ V」 も 粗糖 VJ 精糖の 相對峙 せる 事は、 猶 多く 兩 者に 損失の 餘 地を 
作 b つ、 ある ものに て、 若し 兩 者の 資本を 合同す るか、 或は 聯合す るに 
| 於て は、 販賣の 手數を 省き、 需要の 正確を 期し 商人 間の 競爭に 基く 糖價 
一の 下落を 防止す る 等 幾多の 利益 ある 可し。 玆に 於て、 近來兩 者相氣 脈を 
? 通す る 者 あ b。 金 權の大 なる 者ょ b 進んで 小なる 者を 併呑 せん VJ する 
一 者 あ り、 又 小なる 者ょ b 大なる 者の 意に 迎合 せん VJ 秋波を 送る 者 等、 闇， 
i 々. 裡に 活躍を 試みん ^ す、 而 して 旣に 成就せ る 者 及び 着々 交涉 を進埗 
一せ しめつ、 ある 者を 傳聞 する が、 要するに 兩者 間の 利益を して ' 層 確 
ー實な らし. めんが 爲め (: 外なら す。 猶之に 加 ふるに 新規なる 傾向 V」 して 

?!• & 頻 々 ビ して 企 _ せらる、 を 見る。 是れ 頗る 注目に 價す 

一-  . 

一る 事件な b ビ す。 

政治 社會に 於け る 『妥協』 の 文字は、 殆 V」 常套語 ごして 使用 せらる、 
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が、 多く ^ 場合 何に を 意味す るか 即ち 說明を 要する a もな く 利害 關係 
密 .接々 る 場合 互に 讓步 する 所 ぁり、 初めて 何等かの 條 件に 據 b 妥 m を 
約." 貧. るを 常例 ミ す。 此の 互讓團 結は、 急激に 盛衰を 來たす 可き 商業 上に 
淤 ■て、 i 層 切 實なる 必要を 生す るが、 近來に 於け る 本島 糖 業 合同の 事實 
を見るに、製糖能カビ生產額どの步調一致せずして、固定資本の償却に 
追は る、 結果、 豫 期の 潤 益を 擧げ ざるの みか 融通 資金に 逼迫す るの 窮 
狀を呈 す。 是等は 全く 設備の 大に 過ぎた る |種の食傷にして、殊に小 » 
本の 會 社に 在 5 ては 之が 積極的 方針を 立て、 增資擴 張の 擧に 出づる 
か、 然らす んば 他の 有力なる 者に 合併せられ て 其の 境遇の 保證を 得る 
かを 爲さ》 時は、 遂に自 ♦減の 悲運を 現出す 可し。 故に 大會 社は 有望に し 
て 安價な る小會 社を 物色し、 小會 社は 有利なる 大會 社を 撰擇 し、 漸次 十 
餘の會 社は 數箇に 合同 せらる、 (•: 至らん。 而 して 將來に 於て は、 每等か 
外界の 刺戟に 逢 ふて、 數箇 14 纏められた る會社 は 一 或は ニの 大ト ラス 


} を 見、 最後に 只 一箇の 大 トラスト VJ 變化す 可く、 其の 場合は ヵーテ グ 
の 形式を 撒し、 內 外に 絕 大の權 威を 振 ふ 可き 事を 想像す るに 難から t 
又 其の 場合 內地糖 商の 小 反抗の 如きは、 殆ど 齒 牙に 掛 くるの 必要な き 
I 事を も 想像す るに 難から す。 是れ 果して 經濟界 に對し 幾何の 幸福を 齎 
一す 可き やは、 今ょ b 之を 論斷 する 事 聊か 早計に 過ぐ る VJ 雖 も、 國內 トラ 
ーストは對外糖祧戰上の利益莫大なる (£ 同時に » 害も亦之に伴ふ可し。 
ー然れ r も臺灣 糖の 地位は、 歐洲 列國に 介在せ る澳國 或は 獨國の 如き も 
■のぐ」 異气遠 隔の 地ょ b 襲 來する 瓜 哇 糖を 迎へ擊 つに 過ぎざる を 以て、 
砂糖. トラ. ストの 威力を 振 ふ 程度は、 決して 昔日に 於け る 歐洲諸 國の如 
| きものを 必要 ^ せざる 可き 也。 

要するに 以上の 如く 精糖の 合同は、 粗糖 聯合の 氣運を 作 b/ 精糖 及 粗 
糖の連絡は一大合同を構成せんミし、更 (: 之が前提ごして今ゃ着々粗 
糖の 合同を 見ん VJ す。 即ち 精、 粗兩 糖の 大合 同を 見る の 日は、 恐らく 粗糖 

.ニ 餌 九 


ニ 五 〇 

合同の 完成され たる 日なる 可き か 0然 れ V」'  も 世人は 合同の 害 多くして 
利 少 きを 擧げ、 之を 排斥 せん VJ する 者 あ 雖も、 吾人 旣に第 六 編 第 四 
一章の 『生 產過剩 V」 海外 輸出』 の 項に 述べた るが 如く、 トラスト 及び ヵーテ 
j K は 大規模 經營に 依る 生産 品の 需要供給の 不調和 救濟策 VJ して、 特に 
一生 產 過剰を 有利に 處 分す 可く 最も 適當な る行爲 たる 可し。 若し 假に生 
一產過 剩を處 分す るに 窮し たる 場合 あ bvj せょ。 實に經 濟界の 紊亂甚 し 
ーきものある可く、反て國民經濟上由々敷大事を惹起せしむるに至らん。 
:: 即ち 玆 に 於て 痛切に ダンピングの 必要 VJ 其の 効果を 感じ 來 る。 伹し合 
一： 同の 利害に 依て 岐る 、所は、 一に 其の 經營 の當否 如何、 特に 其の 經營當 
一局 者が 目前の 利益に 走り、 遠大なる 計晝を 立てざる や 否やに あり。 

彼の 獨 逸に 於け る 砂糖 同盟の 失敗 史を 見る に、 千 九 百年 即ち ブラ ッ 
セ 火 會議に 先立つ 事 三年 前に 於て、 粗糖 及 精糖 業者は、 政府の 獎勵 法に 
滿 足せ t 全く 政府を 離れて 個人的 獎勸 策を 取らん VJ し、 四百 五十 會社 


の 同盟を. 見た b。 即ち 其の 目的 VJ する 所は、 人工的に 砂糖の 國內に 於け 
る價 格を 騰貴せ しむる にあ b たるが、 其の 結果 豫期以 上の 利益を 收む. 

; るを 得た b しビ雖 も、 そは 全く 瞬時の 甘夢に して、 直に 生 產過剩 の甚し 
一き ものを 訴へ、 遂に 極端なる 市場の 暴落を 來 せし 也。 斯 くの 如くに して 
I 砂糖 市場は 名狀す 可から ざる 混亂の 境遇に 陷 り、 財政の 困難 其の 極度 
一に 達する や、 識者は 殘餘の 砂糖を 牛馬の 食料に 供す 可し VJ すら 絕叫せ 
: しめたる 程な 力き、 要するに 一 氣に 締結した る 同盟が、 目前の 利益を 穫 
; 辱 せん VJ する に 汲々 たる 餘 b、 生產過 剩に對 する 處分 方法を 考慮せ す 
ーして、徒に生產カの全部を發揮せしめたる結果に外ならす。之に先立て 
I 若し 右 同盟 當局 者に して 遠大の 計畫を 廻した るに 於て は、 萬々 斯かる 
一失 策を 曝露せ ざ b しならん。 

然れ V」 も臺灣 粗糖 聯合は、 之に 反して 其の 氣 運の 發生及 び 目的を 異 
にす る 所 多く、 從て 生產過 剩に對 する の 用意周到なる もの あり。 以て 聊 


か 意を 安ん す 可く、 而 して 之が 健全なる 發 達を 遂 ぐるに 於て は、 需給の 
適合を 改善して 價 格の 大變 動を 免 かれ、 企業の 危險を 拒ぐ VJ 共に 生產 
力の 增加ビ 生産費の 減少 VJ に 依て 企業の 能力を 進步 せし むる を 得 可 
し。 或る 論者の 言に 日く、 世人 動もすれば 消費者 本位なる ものを 主張し、 
生産者は 如何なる 損失を 被る も價格 低廉に して 消費者の 利 どなれば、 
是れ 即ち 社 會全體 の 利益な り ど 論ずる も、 右は 誤解の 甚 しきもの にし 
て 或る 事業の 生産者 即ち 其の 雇主 及び 勞働 者は 他の 貨物に 對 しては 
消費者 也。 故に 生産 業の 損失の 繼續 する 事は、 一方には 消費 力の 減退を 
來さ レる を 得す。 故に 之を 不正 競爭に 委した らんには、 直接 又は 間接に 
消費者を 害する ものなら す や VJ の 所論は、 吾人 亦 之に 賛成す。 合同は 輓 
近の 企業 上 動かす 可から ざる 眞理 也。 徒に 弊害の みを 觀て 其の 特長を 
觀ざ るは、 攻擊せ ん 之 する 者の 避く 可から ざる 人情の 弱點な らん も、 批 
評者た る者猶 一層 洽靜な る 態度を 要す。 


第參章 糖 業者の 自覺 

暴風雨の 襲來 は、 實に 臺灣糖 業に 對 する 一大 敎訓な 9き。之ど同時に 
一二 固の 暴風に 驚愕せ る 者の 悲觀 の聲は 、確に 糖 業者の 自信を 堅固な 
らしむ るに 預て大 なる 力 ありき。 而 して 紛 々たる 俗論 俗說の 加は れる 
丈け、 臺灣糖 業の 位置の 樞要な るを 感せ り。 位置の 樞要な るを 感得す： 
VJ 同時に、 其の 使命の 重大なる を 惟へ b。 斯 くして 糖 業の 經營 愈々 積極 
的に 傾きし は、 甚だ 欣ぶ 可き 現象. にして、 正に 後來 、本島 糖 業の 大を爲 す 
所以な b VJ 信す。 即ち 禍を轉 じて 福 VJ する の 努力 奮鬪 は、 當 業者の 義務 
にして 之が 萬 全を 期す るの 覺悟な かる 可から ず。 

糖 業の 初期 時代に 於け る 幾多の 刺戟は、 是れ 企業 P 初歩に 於て 免る 
可から ざる 常事なる が、 殊に 農、 H、 商の 三業を 兼營 する 糖 業に 在りて は 
一層 之を 受 くるに 痛切なる もの ある 可し。 
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玆に 於て 之が 發達 時代に 到達す る 迄には、 波瀾 曲折の 徑路を 迪らざ 
る可からざるが、瓜哇の如き今日の盛$ぁるは、全く苦き經驗の賜物也。 
一郎ち 千 八 百 八十 四 年ょ 5 千 九 百 四 年 迄は、 甘蔗の. 萎縮 病 及び 糖 價の暴 
落のニ大危險に脅迫せ &- れ、糖業者は備さに千辛萬苦を嘗めつ、各種 
一の 改良 企 晝を爲 し、 此の 難關を 切 拔 けん ，、」戮カしたる.時期也。甘蔗の萎 
|縮病は高地苗圃 (: 依て新種苗を養成し病害の防止及び新種苗の製出、 
| 撰定 等の 事業 著々 實 行せられ たり ご雖 も、. 一方 糖、 價 暴落の、 苦悶を 除去 
| する 能は すして、 低落は 日に 次で 低落の 趨勢を ■維持し、 殆ざ 恢復の 見込 
なきに至れり £ に加ふるに糖價の暴落を見たる政府は、從來の獎勵勸 
誘を 廢 止して 俄に 其 態度を ー變 し、 糖 業を 以て 有害 危險 の產 業な bvj 
爲 し、 種々 の 法律 命令を 發 布し、 大に糖 業者に 壓迫を 加へ た , るを 以て、 糖 
價の大暴落に苦悶しつ、ぁりし糖業者は更に一箇の困難を加へ、瓜哇 
糖の 運命 實に累 卵の 危機に 陷 らん VJ せり。 然、、 VJ も 瓜 哇の糖 業者は 之に 


©■ せす 益々 奮勵 して 種々 の 改良に. 著 手し， 極力 生産費の 低減に 努めた 
る 結果 衰勢を 挽回し、 遂に 今日の 盛况を 現出せ し 也。 

老成の域 (: ある瓜哇糖業は、實に斯くの如き千辛萬苦を經て成功せ 
り。 此の 艱難を 以て 臺灣糖 業の 現狀 (: 比せば、 暴風雨に 據る產 糖 額 減少 
I の 如きは 全く 一時的 現象に して、 之が 恢復に 對 する 困苦の 如き 未だ 語 
るに 足ら 中。 之を 以て 意氣銷 沈す るが 如き 糖 業者は 憫 殺す 可く、 之を 以 
一て 臺灣糖 業の 致命傷な らん かの 加く 速斷 する 者 あら ば、 其の 淺薄な る 
觀 察に 敬服す る 能は ざ， る 也。 今や 本島 糖 業 ば、 勃興 時代を 過ぎて 漸く 整 
I 理統 一時 代を 出現し つ、 あるを 以て、 其 積極的 經營の 効果は、 著々 事實 
VJ なりて 各方 面に 證據 立てら る 可く、 即ち 甘蔗 農業に 於て は 改良 農具 
一の 獎勵 、肥料の 施 用、 蔗 苗の 改良 等を 努め、 砂糖 工業に 於て. は 品質 優良な 
.る 各種の 砂糖を 製造す る 中に も 殊に 白 糖を 製 出して 製糖 器械を 經濟 
的に 使用し、 而 して 製品 收 益の 增 加を 圖 るに 腐心し つ、 あるが、 以上 甘 
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蔗 農業 及び 砂糖 工業に 對する 努力は、 兩 者を 通じて 生産費の 遞減 を％ 
する にある 事 論 無く、 更に 砂糖 商業の 方面に 於て は內地 市場. の 供給 力 
一を 高む る VJ 同時に、 極東 市場に 外 糖 VJ 霸 を 爭ふ のみを 以で滿 足せず、 進 
一んで 英米 其 他の 外國 市場に 侵入す 可く 計畫を 立てつ、 あるを 見る 可 
一し。 而 して 之が 前提 VJ して 事業の 充實 VJ 其の 强 固を 期す 可く 力ー テル. 
ー恶 くは トラストの 形式に 據て、 外敵に 當 らん VJ する 態度は、 之に 伴 ふ 多 
I 少の 弊害 あ b d する も、 猶 世界に 於け る 糖 業の 趨勢 上、 當然の 成 行に し 
一て 且當然 の行爲 VJ して 許容す 可き 也 パ 

商業は刻々、內國商業の小局部を離れて、範圍を世界に擴張しヴ、あ 
| り、 故に 通商 貿易の 遂行が 國 家の 利害 V」 調和せ ざる 場合に 於て は、 或は 
| 之に 制限を 加へ、 或は 之を 禁止す るは 素ょ b 當然の 措置た る 也 a 換言す 
れば 商業 政策は、 國家 全體の 健全なる 進步 相反せ ざる 範圍 に抡 ける 
商業 獎勵策 也。 例へ ば 各國が 保護 關稅を 課して 屢 々輸入 貿易を 抑制し、 


或は 道德上 種々 の 輸出入 禁止を 實行 する が 如きは、 皆 此の 目的に 出づ 
る ものにして、 臺灣糖 業 政策の 保護 獎勵の 如き、 豈唯 製糖 會 社の 私腹を 
肥さし めんが 爲めの 保護 獎勵な らん や。 臺灣 糖の 位置の 樞要な るビ共 
に 其の 使命の 重大なる 丈け、 保護 獎勵の 不當な らざ るを 感じ、 而 して 創 
業 時代の 現勢に 徵せば 、未だ 俄に 之を 撤廢す 可から ざるを 想 ふ。 搖籃中 
I の 乳兒に 等しき 臺灣糖 業を して、 世界 產業社 會の 風波に 逢は しむ 可く、 
一未 だ 其の 時機に 非ざる を 知る 可し。 

然れざ .も 吾人の 所謂 保護 獎勵の 必要は、 決して 無 際限を 可 ごする‘ 
一のに 非ず。 又 自ら 理想ビ する 所 あ 5。 即ち 臺灣糖 業 百年の 基礎を 固む 可 
一く 獨立自 營を爲 す 事是れ 也 * に 官邊の 保護は、 之に 到達せ しめん どす 
I るの 助力 行爲に 外なら ざるを 以て、 俄に 保護 獎勵の 全部を 撤廢す 可 か 
らざ るに しても、 獨立 自尊の 大 精神を 維持し、 以て 其の 目的を 達する 事 
は 製糖 企業者 VJ しての 面目なる のみなら す、 H 本國民 VJ しての 名 # に 
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非すや。福翁が獨立自尊の言は、決して新規なる眞理に非す。英國を觀ょ。 
彼が 世界の 大英國 VJ して、 覇を唱 へつ、 ぁるは、 實に國 民た る 者の 獨立 
自尊の 意 氣旺ん なる に據 るな り。 故に 若し 日本海の 大海 戰に 於て 月桂 
! 冠 を 得た る 日本 國民が 、偸安 姑息の 消極的 態度に 沈 淪せば 、將來 に 於て 
一 クォ ーターグーの勝者たる英國の大を致す事至難なる可く。一企業に 
:於ける事業家の態度にして、偏に官邊の保護を俟つに汲々たるものぁ 
I . らば、 內國に 於て すら 其の 發展を 望む 事 能は ざる 可し。 殊に 糖 業に 對す 
一る 政府の 保護は、 事業の 性質 世界的なる 丈け 優渥を 極む る 事大に して、 
| 時に 世人の 嫉妬を 受 くる 場合 鮮少に ぁらず。 故に 保護の 程度 如何に 變 
一更 せらる、 も、 亦 如何に 漸減 せらる、 も、 些の變 動を 受けざる 迄に 向上 
一進 步を爲 し、 以て  界に 於け る 外 强を葬 b、 以て 堅固なる 地盤を 造る 可 
し。 

今や 臺灣糖 業者 自覺の 秋 也。 如何に 臺灣が 砂糖 生産 上 幾多の 自然 的 


資格 條件を 具備し、 又 商業 上樞 要の 好 位置を 占め、 加 ふるに 直接 及 間接 
に 於て、 優渥なる 保護に 浴し つ、 あ b VJ 雖 も、 滿 身の 熱血を 注いで 努力 
一 奮闘す るに 非す んば 、外界ょり 來る 刺戟に 逢着した る 場合、 一氣 に 斯業 
:: の 破滅を 見る や も 知れす。 屢 々繰 反すが 如く。 砂糖が 贅澤 物視せ られた 
一る 時代を 過ぎ、 近世は 人生 必需品 ごして 取扱は れつ、 ある 商品なる を 
一 以て 價格 にして 低廉なら ば 如何なる 海外市場に 於ても 歡迎 せらる 可 
一く、 之に 反し 價格 にして 不廉な らば、 直に 外 糖の 爲め ー舉に 販路を 奪取 
| さる 可し。 兹に 於て 天與の 恩恵を 蒙る 事 多大なる 臺灣 は、 糖 業 地 VJ して 
一 後進の 地なる を 以て、 先進 國の 經驗 したる 轍を 踏まざる 事を 警戒す る 
I VJ 同時に、 恩恵の 効を 沒 却せ ざらん 事を 希望せ ざるを 得す。 即ち 各 製糖 
會 社の 奮起 及び 糖 業 聯合 會の 活動を 期待す る 事 切なる もの あるが、 殊 
に 聯合 會の 基礎を して 今一 層 堅實な らしめ、 以て 臺灣糖 業の 爲め氣 を 
吐く 可し。 
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終りに 臨んで、 主要なる 世界 糖界の 現勢に 就て 槪言 すれば、 甘蔗 糖 生 
一産 地 玖瑪 、印度、 布哇 、瓜 哇ょ b 千 九 百 十一 年 乃至 十二 年に 於て 八 百 萬噸、 
一 甜菜糖 生産地、 獨、 填、 佛 、露、 米ょ b 同期に 於て 六 百 萬噸 を產 出せる が Ml •ち 
一 逐年 大體 此の 標準に 依て 豊凶の 相違を 來 たし、 市價の 騰落を 釀す もの 
j ごす。右の內印度は大體國內の消費 (: 止まり、露國亦輸出カ無く、更に玖 
| 瑪の約 百 三十 萬噸 、布 哇の約 四十 萬 等の 餘カぁ りご 雖も皆 米國に 輸入 
| せられ、 又獨 逸の 百萬噸 、填 國の八 九十 萬噸の 輸出 力 ぁりて。 遠く 東洋 市 
ー場 (: 侵入し來るも、價格の關係上殆で重視せられず。獨り瓜哇ぁりて、旣 
| に 述べた るが 如く 極東 市場 獨 占の 威力を 示し、 隱然 我が 臺灣 糖の 一大 
| 敵 國を爲 せ ざ、 淸國 市場に 於て は、 今や 我 糖の 地位 漸を追 ふて 向上し つ 
一 、ぁるに 於て は、 殆 V」 恐る 可き 者 無し。 然れ V」 も科學 の進步 は實に 急 足 
にして、 商工 業界に 變 化を 與 ふる 事 亦 自在 也。 糖界に 於け る 昨の 強敵 も 
今日の 弱者た る 可ぐ、 今日の 弱者 も 亦 明日は 强者 vj な b て四圍 を脾睨 


に 至る や も 計 b 知る 可から ず。 故に 競爭 糖を 驅逐 して 最後の 勝利を 得 
る爲 めには、 極力 生産費の 低廉を 期す 事是れ 也。 臺灣 糖の 運命は、 懸 b て 
只 此の 一點 にある のみ、 之が 月桂冠を 得る ど得ざる (£ は、只此の點に努 
力す る ビ せざる V」 の 差に あるの み。 


臺灣糖 業 論 終 


j 臺灣糖 業の 現况 

^ 第豐章 槪念 

: 臺灣糖 業の 發 達は 明治 三十 五 年 六月 律令 第五號 を 以て 發布せ れらた 
I る 臺灣糖 業獎勵 規則の 實施以 來の 事に 屬す るが、 即ち 新式 製糖 工場 設 
I 置獎勸 の 結果なら すん ば あらす。 而 して 之が 魁を 爲 せる ものは 去る 明 
一治 三十 四 年 創立の 臺灣 製糖 會祉な bu 爾來當 局の 保護 獎勵 VJ 相 待て、 新 
一式 工場の 設立 年を 追 ふて 多き を 加へ、 其の 總數 十六、 製糖 能力 約 ニ 萬 五 
| 千噸 、資本 總額約 一億 萬圓を 計上す るの 盛況を 呈す るに 至れり。 

製糖 會 社の 勃興 時代 V」 目す 可き は、 三十 八 年ょり 四十 四 年 迄の 期間 
{: して、 爾來 合併 或は 買 收の爲 め 其の 數を .減じ、 現在 十六を 數ふ るに 過 


一一 六 四 

ぎす VJ 雖 も、 資本金に 於て は 漸次 增 加し、 從て 砂糖の 產 額を 增進せ しめ 
• y たり。是等の消長に就ては旣に本編に於て詳述せるを » て、兹には省略 
| する ビ雖 も、 僅々 十箇 年間に 於て 中央 經濟界 の 注意 事業 VJ なり、 其の 製 
| 糖會社 株は 又 花形 VJ して 株式市場に 謳歌 せらる、 に 至 b しは、 殆 V」 空 
一前の 進步 にして、 實に 奇蹟 的 事實な り。一 時 四十 四 年 及び 四十 五 年に 於 
| ける 稀 有の 暴風雨は、 臺灣糖 業に 對し 相當の 打撃を 與へ たる 所 ぁりし 
ーご雖 も、 各會 社は 執れ も 積極的 方針を 執る に 至りし を以 .て、 諸般の 經營 
j 堅實 V」 な り、天災 (: 對するの用意亦怠らす、|方 |: は甘鹿農作上改良を 
j 要す 可き 點は 極力 之に 努め、 又 事業 上擴 張を 要す 可き點 は 益々 擴張を 
行ひつ、ぁり、故に現在は勿論、將來益々有望なる可く、_て老成なる瓜 
哇其 他の 產糖 地を 凌駕す る 事を 期待す 可し。 

實に 臺灣糖 業は 將に靑 年 時代の 位置に ぁ b。 各 製糖 會 社の 位置 亦 春 
秋に 富む 事 多く、 殊に 砂糖は 世界的 商品なる を 以て、 會社 自身は 斷 じて 


小成に 安ん する 事な くして 希望を 高遠なら しめ、 商策を 行 ふに 綿密な 
U る 可き なり。 今や 各會 社は 政府の 保護の 下に 進步 しつ、 ぁるが、 其の 保 
一 護を 受 くる 決して 永久に 之を 滿足ビ する ものに 非す。 早 晚獨立 獨步の 
j 機運を 開く 可し。 

參考 の爲め 左に 糖 業獎勵 規則 及び 製糖 工場 取締 規則を 示さん。 

\ 臺灣糖業獎勵規則(侧 ^* ー < "; き 

\ 第 一條 甘蔗の耕作又は砂糖製造に從事する者にして臺灣總督に 
於て 適當 VJ 認 むる 者には 左の 費用に 對 し獎勵 金を 下付す 
一 甘蔗 苗 費 又は 肥料 費 
ニ 開墾 費 
三 灌漑 又は 排水 費 
四 製糖 機械 器具 

ニ 六 五 


ニ 六 六 

臺灣 總督に 於て 必要 VJ 認 むる ごきは 獎勵 金に 代へ 現品を 下付 又 
は ® 興す る こ VJ を 得 

第二 條 臺 灣總督 府の定 むる 數 量の 原料を 以て 砂糖の 製造に 從事 
する 者には 補助金を 下付す る こ VJ を 得 
第三 條 甘蔗 耕作の 爲に 官有 地を 關墾 する 者には 之を 無償に て 貸 
與し 全部 成功の 後 無償に て 其の 業 主權を 付與す 
第四條 前 條に依 b 業 主 櫂を 付與 せられた る 者 又は 第 一條に 依 b 
開墾 費を 下付せられ たる 者は 臺灣 總督の 許可を 受 くるに 非 ざれ 
ば 其の 開墾地に 於て 甘蔗 耕作を 廢 止す ■る こ VJ を 得す 
第 五條 甘蔗 耕作の 爲に 灌漑 又は 排水 工事を 施さん VJ する 土地 官 
有 地なる VJ きは 無償に て 之を 其の 起業 者に 貸與す 
第六條 此の 規則に 依り 下付した る 現金 若ぐ は 貸付した る 現品は 
之を 他の 目的に 消費 又は 使用す るこビ を 得す 


第七條 蔗圍の 灌漑 又は 排水に 關し 獎勵金 又は 現品の 下付 若く は 
.貸付を 受けた る 者は 臺灣 總督の 許可を 受 くるに 非され は 其の 蔗 
園に 他物を 耕作し 又は 其の 蔗圚以 外に 灌漑す る こ VJ を 得す 
第八條 製糖 機械 器具 費 又は 現品の 下付 若く は 貸付を 受けた る 者 
竝第 ニ條に 依り 補助金を たる 者は 臺灣 總督の 許可を 受 くるに 非 
ざれは 廢 業し 又は 製糖 季節 一期 間 以上に 涉 b 休業す る J を 得す 
第九條 第四條乃至第八條の規定は之を其の承繼人に適用す 
第十條 此の 規則に 依り 下付 せらる 可き 現金 及 下付せられ たる 現 
品は 第三者の 權 利の 爲之を 差 押の 目的物 ^ 爲す こどを 得す 
第 十 一條 臺灣 總督は 此の 規則に 依り 獎勸 金、 補助金 又は 現品の 下 
付 若は 貸付を 受けた る 者に 對し糖 業に 關し 必要なる 事項に 付 命 
令を 發 する こ VJ を 得 

第 十二 條 第四條 及第 六條 乃至 第八條 又は 此の 規則に 基き て發す 

ニ 六 七 


ニ 六 八 

る 命令に 違反した る VJ ぎは 臺 灣總督 は獎勵 金 又 補助金の 停止 若 
は 返還 又は 土地 現品の 返還を 命す る こどを 得 
第 十三 條 此の 規則 又は 此の 規則に 基き て發 する 命令に 依 b たる 
處 分に 對 しては 損害賠償を 要求す る こ VJ を 得す 
第 十四 條 此の 規則に 定 むる もの、 外 必要なる 規定は 臺灣 總督之 
を定む 

臺灣糖 業獎勵 規則 施行 細則 (S m-H ナ \+ Hi ハ S) 

第 一條 臺灣糖 業獎勵 規則 第 一條に 依り 獎勵 金の 下付を 受けん VJ 
する ものは 第一 號 乃至 第四號 書式に 依 b 願書 及 其の 附屬 書類を 
調製し 所轄 官廳に 差 出す 可し 

第二 條 臺灣糖 業獎勵 規則 第三 條 及第 五條に 依 b 官有 地の 貸與を 
受けん VJ する ものは 第五 號又は 第六號 書式に 依り 願書 及 其の 書 


類を 調製して 所轄 地方 廳に差 出す 可し 
第三 條 地方 廳前條 の 願書を 受理した る ミき は 地名の 異同 官民の 
場界 公害の 有無 等 調査を 遂け 之を 所轄 當該 官廳に 送付す 可し 
第四條 臺灣糖 業獎勵 規則 第 一 條に 依り 下付す へき 獎動 金の 步合 
は 毎年の 初期に 於て 吿 示す 可し 

臺灣 總督に 於て 必要 ご認 むる 場合には 前項 告示の 步合に 依ら さ 
る こ VJ を 得 

第 五條 臺灣糖 業獎勵 規則 第二 條に 依り 補助金の 下付を 受けん VJ 
する 者は 第四號 書式に 準し 願書を 調製し 之を 所轄 當該官 廳に差 
出す へし 

第 五條の ニ 臺灣糖 業獎勵 規則 第三 條に 依り 官有 地の 貸付を 受け 
たる 者 全部 成功の 後 業 主 權の付 輿を 出願 せん VJ する VJ きは 第 七 
號 書式に 依り 願書を 調製し 所轄 地方 廳に差 出す へし 

ニ 六 九 


ニ 七 〇 

第六條 臺灣糖 業獎勵 規則 第 一條に 依る 獎勵 金は 右に 揭 くる 者に 
して 當該 官廳に 於て 適當 VJ 認むる ものに 限り 之を 下付す 
一 甘蔗 苗 費 又は 吧料 費は 一甲 以上を 耕作す る 者 
ニ 開墾 費は 五 甲 以上を 開墾す る 者 

三 灌漑 費 又は 排水 費は 千圓 以上を 要する 工事 若は 當該 官廳に 
於て 特に 指定す る 設備を 爲す者 

四 製糖 機械、 器具 費 又は 當該 官廳に 於て 指定す る 製糖 機械、 器具 
を裝 置す る 者 

第七條 臺灣糖 業獎勵 規則 第二 條に 依る 補助金は 左に 揭 くる 者に 
して 當該 官廳に 於て 適當 VJ 認むる ものに 限 b 之を 下付す 
一 一旦 十二時 間) 一 萬 ニ 千 貫 以上の 原料を 消費す る 機械を 裝 11?: 
し粗製糖業に從事する者 

ニ ー旦ナこ ^ 1千四西貫以上の粗糖原 » を消费する機槭を 


裝 置して 精製糖 業に 從事 する 者 

第八條 臺灣糖 業獎勵 規則 第三 條に 依り 貸付す 可き 土地の 面積は 
五十 甲以內 VJ す 伹し其 土地の 狀况 又は 事業の 方法に 依 b ては 特 
に 此の 制限の 超越を 許可す る こ VJ あるへ し 

第九條 前條の 貸付 地 成功 期限は 左の 標準に 依る へし 伹し 同條伹 
し 書の 場合に 於て は 相當の 年限を 指定す 
十甲以 內 ニ箇年 
二十 甲以內  三箇年 
五十 甲以內  五箇 年 

第十條 臺灣糖業獎 ¥ 規則に依り官有地の貸付を受けたる者は全 
部を 成功す るに 非され は 同一の 目的の 爲に 他の 土地の 貸付を 受 
くる こ yj を 得す ® し 相當の 資格 ありて 成功す るを 得る もの vj 認 
めた る V」 きは 此の 限りに あらす 

ニ 七 一 


ニ 七 ニ 

第 十 一條 左の 各號の 一に 該當 する 蔗 園の 業主權 又は 物件は 臺灣 
總督の 許可を 得る に 非され は賣 渡、 譲渡、 貸 渡 又は 質 入、 書 入を 爲す 
こ VJ を 得す 

一 臺灣糖 業獎働 •規則に 依 b 付與 せられた る糖圚 又は 獎勵 金の 
下付を 受け 開墾した る蔗園 又は 獎勵金 若は 現品の 下付 又は 貸 
付を 受け 灌漑 又は 排水 工事を 施行した る蔗園 
ニ 臺灣糖 業獎勵 規則に 依り 下付せられ たる、 機械、 器具 又は 獎勵 
金の 下付を 受け 購入した る 機械 器具 
三 臺灣糖 業獎勵 規則に 依 b 下付 又は 貸付を 受けた る機槭 、器具 
を裝 置せ る 製糖 場 及附屬 建物 

第 十二 條 臺灣糖 業獎勵 規則 第六條 及第 八條に 依り 官有 地の 貸付 
を 受けた る 者 三 箇月 以内に 事業に 著 手せ さる か 又は 其の 事業 豫 
定の 如く 成功せ さる VJ きは 未成 功 地 若は 全部を 返還せ しむる こ 


あるへ し 

第 十三 條 前 條に依 b 貸付 地の 返還を 命せられ たる VJ き 若は 自己 
の 便宜に 依 b 貸付 地を 返還した る 場合に 於て 其の 土地に 存在す 
る 建物 其の 他の物 件 ある どきは 所有者は 當該 官廳の 指定した. る 
期日 內に 之を 撤去す へし 若し 撤去せ さる、 こきは 當該 官廳は 所有 
者の 費用を 以て 之を 執行す る こ VJ あるへ し 
附 則 

臺灣糖 業獎勵 規則 施行 前に 於て 臺灣 森林 原野 豫約賣 渡 規則に 依り 
官有 地の 豫約賣 渡 許可を 受けた る 臺灣糖 業獎勵 規則 第三 條に 依り 
變更を 出願す る こ ビ を 得 
(以上の 書式は 之を 省略す) 

▲製糖 場 取締 規則 ( 

明治 四十 四 年 十月 府令第 七十 三號吹 IE! 一 

ニ 七三 
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第 一條 全部 又は 一部 新式 機械を 應 用し 製糖 場を 設立 せん VJ する 
者は 此の 規則に 依り 臺 灣總督 の 許可を 受 くへ し 設立 後 工場の 設 
計を 變更 せん VJ する 場合 亦 同し 

第二 條 前條の 許可を 受けん VJ する 者は 第一 號又は 第二 號 書式に 
依り 願書 及 其の 附屬 書類を 調製し 所轄 地方 廳に差 出す へし 
地方 廳に 於て 前項の 願書を 受理した る VJ きは 意見を 附し 之を 臺 
灣總督 に 送致す へし 

第三 條 臺灣 總督は 製糖 場の 設立 又は 變更の 許可を 與へた る 場合 
には 其の 原料 採取 區域を 限定す へし 

原料 採取 區域內 に 於て は 臺灣 總督の 許可を 受けす して 在 來の構 
造に 依る 糖廍を 設立す る こ VJ を 得す 

原料 採取 區域內 の 甘蔗は 臺灣 總督の 許可を 得すして 之を 區 域外 
に 搬出 若は 砂糖 以外の 製造 用 原料に 供す る こ VJ を 得す 


第四條 前條 第一 項に 依 b 原料 採取 區域を 限定し 又は 其の 區 域を 
變更 したる VJ きは 臺灣總 督府府 報に 之を 公示す へし 
第 五條 第 一條 第一 項 及第 三條 第二 項に 違背した る 者は 二百 圓以 
下の 罰金に 處す 
附 則 

本 令は 發 布の 日ょり 之を 施行す 

旣設の 製糖 場に して 第 一條に 該當 する ものは 本 令 施行 後 三 筒月內 
に 本 令の 規定に. 依 b 許可を 受く へし 
(書式は 之を 省略す) 

第貳章 新式 工場 槪觀 

臺灣に 於け る 新式 工場は、 ニ 萬 七 千 七 百噸の 製糖 能力を 有し •之が 全 
能力に 據る 一期 間の 製糖 豫想 高は、 原料 甘蔗 步留 一割 七厘、 作業 日數百 

ニ 七 五 


ニ 七 六 

ー ±. ‘十日ど見る時は六百ニ十九萬擔(即ち六.百ニ十九寓俵)の.砂糖を得可 
し。 猶步留 は 漸次 向上し つ、 あるを 以て、 右は 將來の 標準 生産力 VJ 見做 
す 事 能は ざるは 勿論 VJ す。 而 して 製糖 能力 ニ 萬 七 千 七 百噸は 英噸 及び 
米噸を 合算せ る ものなる が、 之を 差別す る 時は、 英噸 一 萬 九 千 九 百 四十 
噸 、米 噸七千 七 百 六十 噸な り。 英噸は 一千 六 百 八十 斤、 米噸は 一千 五 百 十 
ニ 斤なる が、 會 社に 於け る 機械 注文先の 如何にょ り、 斯く 能力 噸の稱 呼 
を 異にする 所以な り。 而 して 各會 社に 於け る 採取 區域 VJ し. て. 許可され 
たる 田園は、 困 十九 萬 六 千 三： 白 甲、 圚ニ 十四 萬 一千 甲、 合計 四十 三 萬 七 千 
甲に 及ぶ も、 主 VJ して 甘蔗 植付の 開拓し 易き 畑地'  に蔗 園を 獎勵 せし を 
以て、 田の 植付 面積は 頗る 僮 少なり。 

本島に 於け る 大規模の 製糖 工場は、 孰れ も 分 蜜 糖の 製造を 目的 VJ  .す 
るを 以て 之が 資本 も 亦 莫大なる を兔れ ざるが、 大正 元年 末の 調査に 據 
れば 、糖 業 資本 どして. 放 下せられ たる ものは、 九. 千 七 百 五十八 萬圓 、此 0 


內五千 四百 九十 三 萬 四千 圓の拂 込 金 ぁり。 然れ VI も、 純然たる 分 蜜糖會 
社の 總 資本金は 約 八 千 七. 百 萬圓な る も、 昨今に 於て は 驚く 可き 發達を 
示し、 一億 一千 萬 圓に達 じたる 見込みな り。 要するに 從來赤 糖を 製造せ 
) る もの 或は 單に拓 殖 事業を 主眼 どせ る ものが 相 當の蔗 .圚を 得る， に 及 
一んで 製糖 會社 變更 する のみなら す、 孰れ も 分 蜜 糖 製造を 爲 すに 至れ 

一り。 故に 臺灣の 糖業會 社は 全部 分 蜜 糖 製造を 爲す もの VJ 見て 大差な き 

\ 、卜  0 . 

| な. TS  .....  、 

本書 第一 編 第一章に 揭 出せる 本島に 本け る 糖 業會社 及び 其の 資本 
| 金は、 大正 元年 十二月 末 現在なる を 以て、 埔里社 、中央、 新興、 永 興 等の 社名 
を 見る VJ 雖も、 最近に 於て は、 埔里 社は 臺灣に 合併し、 中央は 明治に 合併 
し、 新鄕 は臺 東に、 永 興は 臺南に 孰れ も 買收を 受けた b。 而 して 更に 又 斗 
六が 明治 或は 東洋 ^ 合併す るの 機運に 遭遇し つ S ぁる 等、 近來頻 々ビ 
して 合併 或は 買收を 見る％、 漸次 小會 社は 大會 社に 併吞 せられ、 大會社 

ニ 七， 七 


.一一 七 八 

は 益々 其 規模を 膨大なら しむる 事、 企 業界に 於け る 近代の 傾向な れば、 
猶將來 に 於ても 益々 合同事業に 其の 勢力を 示す 可き なり。 

以下 列記 せん VJ する 各會 社は、 實に 創業 時代ょ b 漸く 整理 統一 時代 
に 入らん どするも .0 多數なれば、之を解剖す可く材料の貪弱なるを遺 
慽ビす。故に只其の槪念を記述するに止るは餘儀なき次第なり。而して 
其の 記事 も 今年の 決算を 經ざる もの ありて、 吾人の 手許に 聚 集せられ 
たる 報告書の 如き 全部を 盡さず 。故に 新興 製糖 會 社の 分 迄は 昨年 十一 
月 現在の 材料に 據 b しを 以て、 重役の 顏振其 他 稍 古き に 失する も、 今日 
現在に 比し 大差な きは 勿論、 資本金 及び 拂込 金に 於 C も 亦 同斷な b 故 
に 唯 大勢を 窺 ふには 甚 しき 不便を 感せ ざる 可しビ 信ず。 臺東 拓殖 製糖 
會社以 下の 分は 新設 會社な る. を 以て、 之が 材料は 最近の ものに 屬 せり。 
而 して 埔里社 、中央、 永 興、 新鄕 の各會 社は、 合併 或は 貢收を 受けた る' を以 
て 特に 記述せ ざ b しが、 改版の 折 こそは 詳細なる 解剖を 試み、 以て 大方 


の 參考に 供す る 所 あらん も、 本稿に 於て は 此の 目的に 伴は ざる 事を 明 

一日す。 

猶 新式 工場の 設置 ビ 共に、 分 蜜 糖 製造の 結果' 廢物 ごして 採取す る 糖 
一 蜜の 處 分に 就て は、 酒精 或は 釀造 用に 使用 せらる、 に 至 b しを 以て 會 
一社 自身 之が 工場を 設立す る もの あり、 又 之を 引受けて 製酒會 社を 創立 
一し 盛に 糖蜜 酒を 製造す るに 至れ b。 是れ 甚だ 面白き 現象に して 又 注意 
一に 價す 可き 事 VJ す。 

即ち 本島に 於け る 製酒會 社を 見る に、 大正 元年 末 調査に 據る 時は、 九 
一箇所を 算し 之が 資本金 八十 ニ 萬 八 千圓を 計上す。 多く’ は 本島人の 出資 
I に 係る が、 此の 七 箇所は 糖蜜 酒 製造の 目的を 以て 設立され たる ものな 
| 5、 將來は 更に 糖蜜 産額の 增 加に 伴 ひて 多數に 上る 可く、 其 他 酒精 業 等 
の經營を見るに至らん。 


二八 c . 

▲臺灣 製糖 株式 會社 (顧 治 一一 一十 四 牌) 

▲資本金 ニ 千 五 百 五十 萬圓  ▲拂込 金 千 六 百 五十 萬圓 
A 沿革 組織 同社は 明治 三十 四 年の 創立に 係り 臺灣に 於け る 新式 製 
| 糖會社 設立の 嚆矢た 5。 當初 資本金 一 百 萬圓な b しが、 三十 七 年に 至り. 
| 增 資して 五 百萬圓 vj 爲し 、四十 年には 更に 大東 製糖 會社 、南昌 製糖 會社 
| を 合併した る 結果 一千 萬 圓に增 資し、 四十 ニ 年臺南 製糖 會社 VJ 合併し 
たるに 依 り、 再び 增 資して 一千 二百 萬 圓ど爲 し、 四十 三， 年には 更に 增資 
して ニ 千 四百 萬圓 V」. 爲 し、 四 十五 年 二月 神戶 精糖 所の 神戶 工場 買收の 
契約を 結び 「同年 十一月 怡記 製糖 會社 合併に 依り、 更に 百 五十 萬圓 の增 
j 資を爲 し、 遂に ニ 千 五 百 五十 萬 圓ビな b、 千 六 百 五十 萬圓 拂込濟 にして、 
臺灣に 於け る 製糖 會 社中の 覇者た るに 至れり。 而 して 更に 大正 元年 十 
二月 埔里社 製糖 V」 合併 成立せ しを 以て、 今日に 於て は、 總 資本金 ニ 千 七 


百 五十 萬圓 、拂込 金 一千 七 百萬圓 .yj な b し 次第な b、 

A 原料 採 收區域 同社 原料 採取 區域 は、 阿餱廳 全部 及び 臺南廳 の 大部 
分を 占め、 嘉義廳 及び 臺南廳 の 一' 部に 亘 b て 其の 區域內 の田圚 合計 十 
ニ 萬 甲步に 達す。 而して 地味 肥沃、 温度 及び 雨量 等 何れも 適 順な b 
A H 場 ビ 能力 同社 工場は 八 箇所なる が、 其の 總噸數 七 千 五 百 八十 噸 
を 有す。 工場 名 及び 噸數 左の 如し。 

第一 工場 ( 臺南廳 橋 仔 頭庄)  六 五 〇 噸 


第二 工場 (同) 
第三 工場 (同 
灣裡 .工場 (同 
車路墘 工場 (同 


後 壁 林庄) 
灣裡) 

車路 傲) 


第 四 工場 (阿 糇廳阿 餱 街) 


四 〇 〇 噸 
200 0 
一八 〇 噸 
一、 ニ 0 0 噸 
一、 八 〇 〇 噸 
一、 ニ 〇〇噸 


三崁店 工場 1 滴 廳三崁 店庄)  八 五 〇 噸 
鳳 山 工場 (同  鳳 山 街)  三 〇〇噸 
此の 外神戶 に 於け る 精糖 工場を 買收 し、 四十 五 年 二月ょり、 精製糖 業を 
開始せ り。 

A 私設 鐵道 原料 運搬の 目的を 以て 布設 せられた る 輕便鐵 道は 專用 
線 二百 十四 哩、 營業線 三十 四哩 、未成 線 十七 哩、 合計 二百 六十 五哩に して、 
汽罐 車 三十 臺を 有す。 

A 會 社の 幹部 同社の 幹部 重役の 氏名 左の 如し。 


取締役 會長 
常務取締役 
取締役 
監査役 
監査役 


藤 田四郎 
武智直 道 
圖 師民嘉 
岡 本 •貞恷 
賀田 金三郞 


専務取締役 

常務取締役 

取締役 

監査役 

相談役 


山本俤 ニ. 郞 
益 田太郞 
九 田 治太郞 
村 井 吉兵衞 
益 田 孝 


相談役  口べ ルト、 ウ f ダカ ー、 ア グウィン 

▲鹽水 港 製糖 株式 會社 (翻 治 一一-十六 餅) 

▲資本金 七 百 五十 萬圓  ▲拂込 金 三百 七十 五萬圓 

△沿革 組織 同社は 明治 三十 六 年 十二月 資本金 三百 萬圓を 以て 設立 
せられ、 其の 製糖 能力 も 三百 五十 噸に 過ぎ ざり しが、 開業以 來 順調に 進 
み、 四十 年 資本金を 五 百 萬圓ご 爲し 、同時に 能力 も 亦 五 百 五十 噸に增 加 
し、 次で 四十 一年には 第二 工場を 建設して 更に 能力を 千 三百 八十 噸ど 
爲 し、 四十 三年 十一月に 至 b 高 砂 製糖 合併した る 結果、 遂に 資本金 七 
百 五十 萬圓に して、 拂込額 三百 七十 萬圓を 見る に 至 b、 其の 製糖 能力 三 
千 四百 五十 噸の 大會社 どなれ り。 

A 原料 採取 區域 同社の 新 營庄、 岸 內庄兩 工場は、 其の 區域 嘉義、 臺南兩 
廳に 跨り、 鹽水 港堡外 三堡の 中央に ぁトノ 。附近 ー帶の 土地 平坦 廣濶 、蔴圍 

二八 三 


二八 四 

の纒 まむ 好きの みならす、 河川に. 沿 ひ 灌漑の 便 あり。 旗 尾 工場 區域は 阿 
餱廳 下に 在 b て 其の 區域 內田圚 面積 合計 四 萬 九 百 四十 餘甲あ り、 內高 
砂 製糖ょり •繼 承せ る 施 尾 農場は、 總 面積 三千 平 步 にして 現在 耕地整理 
の 面積 一千 二百 甲步以 上に 達せ り。 而 して 兩 工場の 區域は 何れも 原料 
の採收 極めて 安全なる が 如し。 

<1エ場ど能カ 同社 工場は 四 箇所に して、 其の 全能力は 三千 四百 五十 
噸な り。 其の 內容 左の 如し。  - 


第 一 工場 (嘉 義廳岸 內庄) 
第： ニ 工場 (同) 

新營庄 工場 (同  新 營庄) 
旗 尾 工場 (阿 糇廳旗 尾庄) 


五 五 〇噸 
七 〇〇噸 
一、 〇 〇 〇 噸 
一、 ニ 〇〇噸 


A 私設 鐵道 原料 運搬の 目的を 以て 布設 せられた る 私設 鐵道 は、 專用 
線 七十 四哩 八、 營業線 二十 四哩 一、 未成 線 二十 七哩 八、 合計 百 二十 六哩七 


にして、 汽關車 十二 輛を 有す。 

A 會 社の 幹部 同社の 幹部 重役の 氏名 左の 如し。 

取締役 社長 荒 井'  泰治  常務取締役 棋 哲 
常務取締役 藤 崎三郞 助 取締役 安藤 達 治 
監 査役 安部 幸兵衞  監査役 岩 崎 總十郞 
監査役 劉 神嶽 

▲明治 製糖 株式 會社 (一治 U 十一 色 M 

▲資本金 一千 萬圓 赢拂込 金 七 百 四十 五萬圓 

A. 沿革 組織 同社は 明治 三十 九 年 十月の 創立に 係 り、 藤宽 製糖 會社を 
合併し 資本金 五 百 萬 圓を以 て 事業を 開始せ る ものにして、 其の 當 時の 
製糖 能力 八 百 十噸な b しが、 四十 三年 維新 製糖を 買 收し又 大正 元年 橫 
濱 精糖 ビ 合併の 結果' 更に 五 百 萬 圓の增 資を爲 一し、 遂に 一千 萬圓 、拂込 額 

二八 五 


二八 六 

七 百 四十 五 萬圓を 見る に 至 5、 粗糖 及び 精製を 蒹營 する 大會社 V」 なれ 
り。 而 して 今春に 及び 中央 製糖 會社ど 合併した るを 以て、 旣に 資本金 一 
I 千 五 百 萬圓以 上に 達した る 次第な， 9。 

ー厶原料採取區域 同社の 原料 採取 區域 は、 臺南廳 に 在りて は蕭 瓏堡以 
| 下 七 堡各庄 に亘 り、 嘉義廳 .に 在 b ては 大糠 W 西堡以 下 五 堡各庄 に 達し、 
| 其の 區 域の 接近せ る爲め 原料の 運搬に 便なる は 勿論、 附近 一圓は 甘蔗 
栽培 最も 盛んにして、 曾 文 溪一帶 の 地 殊に. 蔴笪は 臺灣最 先の 甘蔗 栽培 
一 地 して 農民の 耕作に 老熟せ る 事、 鹽水港 區域內 の 岸 內庄に 等しく、 優 
に 一等地を 拔 くの 地な ぅ。 而 して 其の 採取 區域は 田圚總 面積 三 萬 五 千 
八 百 甲餘な b。 又 同社は 前々 期， 以後 漸次 自作 蔗圍 を增 加す 可き 方針を 
| 執り、 曩に 購入した る蔴宣 方面の 土地 約 三十 三 甲の 內 十五 甲を 敷地に 
充て、 其の 餘を 自作 蔗圍 を爲 し、 又蕃仔 田庄に 購入せ る 百 四十 七 甲餘の 
內八 十八 甲餘は 亦 自作 蔗圚 VJ して 經營 中な り。 


A 工場 vj 能力 同社は 工場 四 箇所を 有す。 而 して 維新 製糖ょり 引受け 
し 維新 工場は、 從來赤 糖の 製造に-使用したり しが、 當 時の 契約に 依 b 第 
三 工場の 設備 完成 VJ 共に、 元 同 會社關 係 者へ 貸附 する 事 VJ せ り。 即ち 總 
能力 ニ 千 九 百十噸 にして、 工場 別 能力を 示せば 左の 如し。 猶 中央 製糖 VJ 
合併せ しを 以て 七 百 五十 噸を增 加した る 次第な b。 


第 一 H 場 (臺 南廳蕭 瓏庄)  七 五 〇 噸 
第二 工場 (嘉 義廳蒜 頭庄)  一二 〇〇噸 
第三 工場 ( 臺南廳 安 業庄)  一、 〇〇〇 噸 
蔴直 工場 (同  蔴置庄 ) 六 〇 噸 


又 四十 四 年 十二月ょり 繼 承せ る橫濱 精糖 工場は 從來百 六十 噸の 能力 
なれ ざ も、 增設 工事に 據 b て 二百 噸の 能力 V」 な b.、 專ら 精製糖に 使用し 

つ、 あ り。 

A 私設 鐵道 原料 運搬を 目的 ごし 布設 された る 私設 鐵 道は 専用線 五 

• 二八 七 


•二八 八 

十四 哩四 、營業 線 三十 哩九、 合計 八十 五哩 三に して、 汽關車 十四 輛を 有す。 
A 會 社の 幹部 同社 幹部 重役の 氏名 左の 如し。 


取締役 會長 小川 ® 吉 
取締役 薄 井佳久 
取締役 高木 鐵男 
取締役 有 島 健 助 
取 締役谷 井 千次郞 
監 査役 川原 義太郞 
監査役 淼村開 作 


専務取締役 相 馬 半 治 
取 締役植 村 澄三郞 
取締役 男爵 武 井守 正 
取 締役千 葉. 米次郞 
監査役  山 本 直 良 
監査役 關 淸英 


▲東洋 製糖 株式 會社 (_治 四十 ^. 

▲資本金 五 百萬圓  ▲拂込 金 三百 五十 萬圓 
A 沿革 組織 同社は 明治 四十 年 一月の 設立に 係り、 資本金 五 百萬圓 、製 


糖 能力 一千 噸な b しが、 四十 四 年期ょ b 一千 七 百 五十 噸に增 加し、 拂込 
額 金 三 西 五十 萬圓 を算 する に 至れ b。 同社は 開業以 來日 猶淺し VJ 雖 も、 
j 旣に 積立金 百 萬圓以 上を 示す は、 確に 好成績 ビ 謂 ふ 可し。 

| A 原料 採取 區域 同社 原料 採取 區域は 嘉義廳 の 中央に 位し、 嘉 義西堡 
| 外 七堡を 包 擁し、 田園 面積 ニ 萬 八 千 九 百 甲に 達す。 而 して 會社 自作 蔗圚 
| vj しては、 第 一 H 場 南靖庄 に屬 する 分 二百 七十 餘甲、 第二 工場 烏 樹林 庄 
| に屬 する 分 百十餘 甲、 合計 三百 三十 餘 甲を 有し、 雨量 適 順、 風害 少 きを 以 
| て 甘蔗の 發育隹 良なる もの 多し。 

i A H 場 V」 能力 同社 工場は 二箇所に して、 千 七 百 五十 噸の 製糖 能力を 
一 有す ® ち 工場 別 能力 左の 如し。 

第 一 工場 (嘉義 廳水堀 頭)  一、 〇〇〇 噸 
第二 工場 (同 烏 樹林 庄)  七 五 〇噸 
A 私設 鐵道 原料 運搬を 目的，、」 して 布設 せられた る 私設 鐵道 は、 専用 

ニ 八 ^ 


ニ九 0... 

線七十九哩四、未成線四十鎖、合計七十九哩八十鎖にして、汽關車十輛を 

# 

有す。 

A 會 社の 幹部， 同社の 幹部 重役の 氏名 左の 如し 


社 長 下坂 藤太郞 
取 締役 指 田義雄 
取締役 藤 田 謙 一 
取締役 松 方五郞 
監査役 渡 邊甚吉 
監査役  桂 ニ郞 


専務取締役 
取締役 
取 締 役 
監 査役 
監査役 
監査役 


淺 田知定 
波 多 野 岩 次 郞 
岡 烈 
高山 長 幸 
木 下 新三郞 
阿川 彥七 


因に 本年 第 七 決算期に 於て、 專務淺 田知定 氏は 辭 職したり。 

▲大日 本 製糖 株式 會社 (翻 治 一一 十九 妙) 

▲資本金 一千 二百 萬圓  ▲拂込 金 一千 二十 萬圓 


A ffi' 革 組織 同社は 明治 二十 九 年 一月 資本金 一千 二百 萬 圓を以 て設 
立せられ、 本店を 東京に 置き、 大阪市 及び 福 岡縣大 里に 工場を 有し、 精糖 
一永 糖 及び 酒精 等の 製造 販賣を 以て 業の 目的 V」 爲 したる が、 其 臺灣に 
一 於て 粗糖を 製造し 以て 自己の 精糖 原料に 供 せん 事を 企 圖 したる は、 去 
i る 三十 九 年 十二月に して 嘉義廳 下に 製糖 工場を 設立し、 四十 ニ 年ょり 
| 製糖に 着手せ り。 

i A 原料 採取 區域 同社 原料 採取 區域は 、嘉 義廳大 ffi 堡を 中心 V」 して 外 
; 七堡を 包容し、 區域內 田園 面積 四 萬 四千 九 百 四十 餘 甲を 有す 1 同地 方は 
ー臺灣 中部に 位し、 氣温適 順、 地味 肥沃に して 甘蔗 栽培に 適す。 且同會 社は 

: 自作農 場を 經營 し、 盡く 改良種を 用 ひ 又 新式 耕作 法を 採用せ る ,^ 以て、 

一 

:: 成績の 良好なる 事當然 VJ 云 ふ 可し。 

△工場 ご 能力 同社は 工場 二箇所を 有し、 第一 工場は 四十 ニ 年期以 來 
製糖 作業に 從事せ る ものな t 各 工場の 製糖 能力 別 左の 如し。 


ニ 九 ニ 

第 一 H 場 ( 嘉義廳 五 間 磨)  一、 ニ o〇 頓 
第ニエ場(同)  一、 〇〇〇 噸 
A 私設 鐵道 原料 運搬 用の 目的を 以て 布設 せられた る、 私設 鐵道 は專 
用 線 三十 九哩 三、 營業線 二十 九哩 八、 未成 線 二十 ニ 哩三、 合計 九十 一哩四 
1: して、 汽關車 十. 一輛を 有す 

A 會 社の 幹部 同社の 幹部 重役の 氏名 左の 如し、 

取締役 社長 藤 山 雷 太 常務取締役 
常務取締役 伊藤 良 立 取締役 
取締役 星 野 餳 取締役 
監査役 指 田義雄  監査役 


高山 長 幸 
中 村淸藏 
濱 本義 顯 
大海原 尙義 


▲新 高 製糖 株式 會社 (_治 四十' 一一 牌) 

▲資本金 五 百萬圓  ▲拂込 金 三百 五十 萬圓 

A 沿革 組織 同社は 明治 四十 ニ 年 十月 資本金 五 百 萬 圓を以 て 設立せ 
られ、 其の 製糖 能力は 七 百 五十 噸 なりし が 四十 五 年期ょり 嘉義 工場の 
一 新設に 據 り、 能力 一千 七 百 五十 噸に增 加 じ、 三百 萬 圓の拂 込 金を 示す に 
| 至れり。 又會 社の 都合に 依 b 大正 三年 期 以後 更に 一千 噸を增 加し、 こ 千 
七 百 五十 噸 迄に 擴 張し 得 可き 特權を 有す。 

A 原料 採取 區域 同社 原料 採取 區域は 彰化 工場に 屬す る. 臺中廳 線 東 
僅 外五堡 及び 第一、 第二 工場に 屬する 嘉義廳 打 猫 南堡外 數堡を 包容せ 
一る ものにして、 區域內 田園 面積 三 萬 九 千 二百 五十 餘甲な 纥 而 して 多く 
は 水田に 屬し、 畑地は 小 部分に 過ぎざる を 以て、 水田 本位の 甘蔗 地 V」 し 
て、 帝國、 林 本源 V」 並び 稱 せらる、 なり。 

ニ 九 三 


ニ 九 四 

A 工場 V」 能力 同社 工場は 彰化に 一、 嘉義に ニ 合計 三 箇所に して、 彰化 
工場は 四十 三年 十二月より 製造を 開始し、 嘉義 第一 工場は 四十 五 年 十 
一二 月より、 又 第二 工場は 大正 ニ 年 十二月 以後より 製造 開始の 豫定 にし 
| て、 即ち 將來は ニ 千 七 百 五十 噸の 製糖 能力 vj なる 可き 都合に な b。 即ち 
一 工場 別 能力 左の 如し。 ■ 

\ 第一 工場 (嘉義 廳大爾 林庄)  一、 ニ 〇•〇 噸 
| 第二 工場 (同  三角 庄).  八 0 0 噸 
\ 彰化エ場(臺中廳中蔡庄)  七 五 〇 噸 
ー厶私設鐵道 原料 運搬を 目的 V」 して 布設 せられた る 私設 鐵道 は專用 
| 線 二十 七哩 三、 營業 線七哩 ニ、 成 線四哩 九、 合計 三十 九哩 四に して 汽關 
車四靦を有す。 

A 會 社の 幹部 同社 幹部 重役の 氏名 左の 如し 

取締役 社長 高 島 小金 治 専務取締役 山 田 申 吾 


取締役 安部 幸 之 助 取締. 役 門 田正經 
取 締 役 牧山 熊ニ郞  監査役 大倉 喜八郞 
監査役 安部 幸兵衞  監査役 川 瀨周次 

A 北 港 製糖 株式 會社 (翻 治 •四十 一一 ーぞ 

▲資本金 三百 萬圓  A 拂込金 百 五十 萬圓 

ー厶洛革粗織 同社は 明治 四十 三年 七月 資本金 三百 萬圓を 以て 設立せ 
られ、 其の 製糖 能力は 一千 噸に して、 現在の 拂込金 百 五十 萬圓な b VJ す。 
! A 原料 採取 區域 同社の 採取 區域 は、 北 港 街を 中心 ごして 尖 山 堡大糖 
槨東項堡、蔦松 @ の全部を包容し、臺灣の中部西海岸に面するを以て、比 
，較的 風害を 受け 易き 地點 にあり ご雖 も、 氣溫 降雨 共に 適 順な b 而 して 
甘蔗耕作に關する獎勸：；方法を編制し、耕作者を獎勵するの目的を以て、 
九 箇所の 模範 蔗園を 設け、 或は 自作 蔗園を 設置して、 各種の 硏究を 行 ひ 

ニ 九 五 


ニ 九 六 


つ、 ぁ沁 

A 工場 ど 能力 同社 工場は 二箇所に して、 四十 四 年 六月 之を 竣工し、 同 
期 直に 製糖を 開始せ るが、 總 製糖 力は 一千 噸な り。 

エ 場 * 義廳北 港 街)  一、 〇〇〇 噸 
エ 場 (臺中 廳月眉 工場)  五 〇〇噸 
A 私設 鐵道 原料 運搬 用の 目的を 以て 布設 された る 私設 鐵道 は、 營業 
線 十一 哩 四、 未成 線 三十 九哩 一、 合計 五十哩 五に して 汽關車 五輛を 有す。 
A 會社の 幹部 同社 幹部 重役の 氏名 左の 如し。 


取締役 社長 
常務取締役 
取締役 
監査役 
■ S 査 、役 


小 松楠彌 
日向 利兵衞 
辻 湊 
加 藤尙志 
佐々 木紀綱 


常務取締役 

取締役 

取締役 

監査役 


宮尾  麟 
金子 圭介 
後藤 鐵ニ郞 
中 村 啓ニ郞 


▲帝 國 製糖 株式 會社 (翻 治 四十 - 钤 

▲資本金 五 百萬圓  ▲拂込 金 二百 五十 萬圓 

A 沿革 組織 同社は 明治 四十 三年 十月 三十日 資本金 五 百 萬圓を 以て 
創立せられ、 現在 拂込金 三百. 五十 萬圓 にして、 臺中街 附近に 於け る 改良 
糖廍 及び 元 松 岡 製糖 場を 買收 し、 其の 規模を 擴 張した る ものにして、 四 
十四 年期ょ b 作業を 開始せ し新會 社中の 一な t 而 して 其の 製糖 能力 
\ 一千 五十 噸を 有す。 

A 原料 採取 區域 同社 原料 採取 區域 は臺中 街を 中心 V」 せる 附近 各庄 
にして 區域內 田園 面積 一 萬 五 千 三百 餘 甲に 達し、 大部分は 米作 地なる 
を 以て 最初 甘蔗 栽培の 勸誘 を爲 すには 多少の 困難を 感じ たれ V」 も、 現 
今に 至りて-は 甘蔗 作の 有利なる を 熟知した るを 以て、 自ら 進んで 之が 

. ニ 九 七 


ニ 九 八 

栽培を 試みる 者少か らず 。殊に 同地 方は 灌漑の 便 多き を 以て、 甘蔗の 成 
育 佳良な b。 又 同社は 將來 甘蔗 栽培 勸 誘の 煩を 避く 可く、 一般 農民に 對 
し模範的耕作法を示すの目的を以て、採取區域內に牒耕地即ち土地小 
作 權を得 たれば、 今後 益々 之を 擴張 する 方針な り ど 云へ り。 

A 工場 ビ 能力 同社の 第一 工場は 臺中 街に 在り。 第二 工場は 舊松岡 製 
糖 場を 基礎 V」 して、 之に 獨逸製 及び 內 地の 機械を 增設 し、 第一 工場 ビ前 
後して、 四十 四 年期ょり 作業を 開始せ るが、 總 製糖 能力は 二 千 五十 噸な 
b 即ち 工場 別 能力 左の 如し。 

第 一 工場 ( 臺中 廳臺中 街)  七 五 〇噸 
第二 工場 (同)  三 〇〇噸 
A 私設 鐵道 原料 運搬を 目的 S して 布設 された る 私設 鐵道は 、専用線 
二十 三哩 五に して、 汽關車 五輛を 有す" 

A 會 社の 幹部 同社 幹部 重役の 氏名 左の 如し。 


取締役 社長 
常務取締役 
取締役 
取締役 
取締役 
監査役 
監査役 


山 下秀實 
松方芷熊 
山 ロ 誠太郞 
安部 三男 
林 季商 
高 島義恭 
林 烈 堂 


取締役 牧山淸 砂 
取 締役 山中 隣 之 助 
取 締 役 安部 幸 之 助 
取 締 役 柵 瀨軍之 佐 
監査役 松 本泰正 
監 査役田 中 善 助 


因に 本年 第三 決算期に 於け る 重役の 顔 振は、 松 岡 富 雄 氏 辭し牧 山淸砂 
氏 取締役た b。 其 他は 同 j す。 

▲斗 六 製糖 株式 會社 (翻 治 四十 三 

▲資本金 三百 萬圓  ▲拂込 金 百 二十 萬圓 
A 沿革 組織 同社は明治四十三年王雪農外ニ名の經營に係る斗六製 

ニ 九九 


i f 6 

糖 合名會 社を 買收し 其の 事業を 繼 承した る 上 更に 五 百噸の 工場を 增 
、設 し， 同年 九月 二十 五日 資本金 三百 萬圓の 株式 會社ビ 爲 したる ものな 
j り。 現在 拂込 金は 百 五 ナ萬圓 にして、 四十 四 年 十二月より 初期の 製糖に 
| 從 事せ b。 

j △原料 採取 區域 同社 原料 採取 區域 は、 嘉義廳 斗 六 堡其他 ニ堡に 跨り、 
一畑 四千 五 百 五十 甲、 田 四千 二百 七十 甲、 原野 一千 三百 二十 四 甲、 合計 一 萬 
I 百 四十 八 甲を 包容し、 其の 地勢 地味 共に 甘蔗の 栽培 地 VJ して 好適な bo 
I A H 場 V」 能力 同社は ニ 個の 工場を 有す。 斗 六 製糖 合名會 社より 買收 
| せる 新式 赤 糖 工場 及び 新設 分 蜜 糖 工場 是れな り。 新 工場は 园 十四 年 六 
一月 竣工を 吿げ 、同年、 十二月より 製糖に 著 手せ るが、 新式 工場の 製糖 能力 
一 左の 如し。 

エ 場 (嘉 義廳大 崙庄)  五 〇〇 噸 
A 私設 鐵道 原料 運搬の 目的を 以て 分設せ られた る 私設 鐵 道は、 營業 


線ニ哩 四、 未成 線六哩 七、 合計 九哩 一にして し、 汽關 ■車 ニ輛を 有す。 
A 會 社の 幹部. 同會社 幹部 重役の 氏名 左の 如し。 


取締役 會長 
取締役 
取締役 
監 査役 
相談役 


松 方 五郎 
石 川昌次 
藤 田 謙 一 
江 ロ 音 三 
相 馬 半 治 


専務取締役 
取締役 
監査役 
監 査役 


田 村 藤十郞 
松 方正 熊 
長 尾 倉 三 
松 江 春 次 


明治 四十 三年^ 


▲臺北 製糖 株式 會社 V 創 立、 

▲資本金 三百 萬圓  ▲拂込 金 百 五十 萬圓 

A 沿革 組織 同社は 明治 四十 三年 八月の 創立に 係 り、 資本金 三百 萬圓 
(: して 現在の 拂込金 百 五十 萬圓な り。 臺北 ー帶の 地は 地味 肥沃なる も 
雨量の關係上南部地方14比すれば、糖分の減少を兔れざる可し £ の懸 


三 0 ニ 

念 あ 5しが、調査の結果確信を得て大規模の企業どなしたるなり。目的 
は 白 糖 及び 粗糖の 製造に ある 可き も、 現在は 粗糖の 製造を 爲 し、 此の 能 
一力 五百噸 を 有す。 

I A 原料 採取 區域 初年 植付 同時は 甘蔗の 生産 面積 僅に 三百 餘 甲に 過 
一ぎ ざ りしが、 會社 設立 後當事 者の 獎勸に 依 b 蔗 の 範圍增 犬し 採取 區 
ー域內 田園 面積 合計 ニ 萬 五 千 甲 以上に 亘 り、 旣に 小作 權を 得た る もの 千 
| 甲步な b VJ 云へ b。 而 して 其の 採取 區 域は 臺北廳 淡水 河 沿岸 一帶な b。 
I A 工場 V」 能力 同社 工場は 臺北 市街に 接觸 し、 殆 V」 市內 vj 擇ぶ 所な き 
) 位置を 占む るが、 四十 四 年 十一月 全部の 設備を 終へ 同 十二月ょ b 事業 
一を 開始した り。  . 

\ H 場 ( 臺北廳 下 崁庄)  五 C}  ◦噸 

△私設 鐵道 原料 運搬の 目的を 以て 許可を 受けた る 私設 鐵道は 十七 
哩七 にして、 總て手 押 式 輕便鐵 道な bvj す。 


A 會 社の 幹部 同社 幹部 重役の 氏名 左の 如し。 


取締役 社長 木 下 新三郞  専務取締役 
取締役 松 方 五郎  取締役 
取締役 高 橋 虎太  取締役 
監査役 山中 隣 之 助 監査役 
監査役 石 原 雄 熊 監査役 
因に旣に專務取締役邨松ー造は辭任し高橋虎太氏之に代 
期の 決算に 於て は 佐 藤 信義 氏 取締役 ごな れり。 


佐 藤 信義 
梅 原龜七 
澀谷嘉 助 
吉村鐵 之 助 
林 熊 徵 

たるが、 今 


▲南 日本製 糖 殊式會 社 (胸 治 四十 四 牌) 

▲資本金 五 百萬圓  ▲拂込 金 百 二十 五萬圓 

A 沿革 組織 同社は 明治 四十 四 年 三月の 創立に 係 b、 資本金 五 百萬圓 
に對し 二百 五十 萬 圓の拂 込 金 あ り。 即ち 曩に 認可を 得た る 分 蜜 糖の 特 


三 〇 三 


三 〇 四 

許權を 擴 張し、 更 (: 中 港、 新 竹 及 南 湖 等の 改良 糖廍を 合併した る ものな 

A 原料 採取 區域 同社 原料 探取區 域は 新竹廳 にして、 其の 面積 約 三 萬 
甲步な るが、 現在 自作 蔗圍は 六十 六 甲步を 有する に 過ぎ ざれ V」 も、 豫約 
濟の 開墾地に して 許可を 得る に 至れば、 二百 甲步以 上に 達する 事 容易 
なる 可し。 

A 工場 ど 能力 當初 八十 噸を 有する に 過ぎ ざ b しが、 中 港 工場は 買收 
後 機械を 增設 して 三百 五十 噸 VJ 爲 し、 又 新 竹 工場に 据附 けらる 可き 能 
力 五 百噸の 機械は 大正 ニ 年期に 於て 運轉を 開始 せらる 可し。 之に 南 湖 
工場に 屬する 分を も 合算す る 時は、 將來九 百 五十 噸の壓 搾 能力を 有す 
る 事 VJ なるな b。 新式 工場の 分 左の 如し 

H 場 (新 竹廳 三角 店庄)  三 五 〇噸 
A 私設 鐵道 原料 運搬の 目的を 以て 布設 せられた る 私設 鐵道 は、 專用 


線 二十 哩な り。 

A 會 社の 幹部 同社 幹部 重役の 氏名 左の 如し。 


取締役 社長 
取締役 
取 締役 
監 査 役 
S 査役 


竹內  綱 
伊藤 政 重 
前 川 太兵衞 
大川 平三郞 
岡 崎 久四郞 


取 

取 

取 

監 


締 

締 

締 

査 


監 査 


役 山 本 久顯 
役增田 次郞 
役澀 谷正吉 
役 白 石 元 治 
役 村 松甚藏 


因に 旣に 取締役 增 田次郞 は辭 任せ 


ニ f 兑) 


▲林 本源 製糖 合 名會社 ( 麵治四 

▲資本金 二百 萬圓  ▲拂込 金 百 十四 萬餘圓 

A 沿革 組織 同社は 明治 四十 ニ 年 六月の 創立に 係 b、 臺灣 唯一の 富豪 林 
本 原 各 房の 合資に レて、 資本金 二百 萬 圓の內 百 十四 萬 六 千 ® 九十 四圓の 

三 0* 五 


三 〇 六 

拂込金 ぁり。 

A 原料 採取 區域 同社の 原料 採取 區域 は、 臺中廳 下 溪洲庄 附近 ー帶に 
して、 田園 面積 ニ 萬 一千 九 百 甲步ぁ り。 濁水 溪沿 岸なる を 以て、 洪水の 汜 
濫に腦 まさる、 事 ぁ bvj 雖も幸 ひ 畑地 豐富な るを 以て 蔗圍ビ して 擴 
張の 餘地 充分なる が 如し。 

A 工場 ビ 能力 四十 四 年期ょ b 製糖に 着手せ るが、 工場 .^ 唯一 固 所に 
して 即ち 製糖 能力 左の 如し。 

H 場 ( 臺中廳 溪洲庄 ) 七 五 〇 噸 
A 私設 鐵道 原料 運搬の 目的を 以て 布設 せられた る 私設 鐵道 は、 專用 
線 十五 哩六 、營業 線八哩 九、 合計 二十 四哩 五に して、 汽關 車五輛 .を 有す。 

A 會 社の 幹部 同社々 長ビ しては 林 家を 代表せ る 第三 房 主 林 鶴壽に 
して、 支配人は 小 花 和 太郞な り ^ す。 


▲新興 製糖 株式 會社 (翻 治？' 一 g)  ■ 

▲資本金 六十 萬圓  ▲拂込 金 六十 萬圓 

A 沿革 組織 同社は 明治 四十 一年 九月 資本金 六十 萬 圓を似 て 創立し 
悉皆 拂込濟 V」 なりた 5。 即ち 此の 創立は 臺灣 製糖 會 社の 橋伃頭 工場に 
次ぎての 古き ものにして 資本金は 富豪 陳家 一派の 資金を 基礎 VJ せ b。 
△原料 採取 區域 同社の 原料 採取 區域は 、臺南 廳鳳山 附近 ー帶 にして、 
淡水 溪の 沿岸に 其の 位置を 占む。 區域內 の 田園 面積は 七 千 七 百 甲步な り。 
A 工場 V」 能力 同社 工場は 一個 所に して 三十 八 年期ょり 製糖に 從事 
し、 爾來 積極的 經營を 試みつ、 ぁり。 即ち 製糖 能力 左の 如し。 

エ 場 (臺南 廳山仔 頂庄)  五 〇〇噸 
A 私設 鐵道 原料 運搬を 目的 VJ して 布設 された 名 私設 鐵 道は、 營業線 
十ー哩 四、 未成 線三哩 八' 合計 十五 哩ニ にして、 汽關車 三輛を 有す。 

, 三 〇 七 


三 〇 八 

A 會社の 幹部 同社 幹部 重役は 陣中 和 社長の 地位に ありて、 石 川昌次 
取締役 どして 專ら 經營の 任に 當 る。 

▲臺東 拓殖 製糖 株式 會社 ( 默？ 兀牌) 

▲資本金 七 百 五十 萬圓  ▲拂込 金 百 八十 七 萬圓 

A 沿革 組織 同社は 大正 元年 八月 創立せられ たる ものに. して、 資本金 
七 百 五十 萬圓 、拂込 金 百 八十 七 萬圓を 示し、 比較的 最近に 於け る 新設 會 
社の 一な り。 即ち 同社は 元臺東 拓殖 會 社の 事業を 繼 承した る もの' なる 
•か、 今や 東部 臺灣に 於け る 糖 業の 一勢 力た b。 

A 原料 採取 區域 同社の 原料 採取 區域は 花 蓮 廳官營 移民 地た る吉野 
村 附近 一 帶の新 開墾地に して、 區域內 田園 面積 七 千 百 餘甲步 あ b。 

A 工場 ミ 能力 同社の 工場は ニ 個所に して、 總 製糖 能力 五 百 六十 噸ひ 
bo 而 して 吳全戒 工場は 三十 八 年ょ b 製糖を 爲 しつ、 あ 5 たるが、 鯉 魚 


尾ェ昜 は 大正 三年 期より 著 手す 可き 豫定な り、 製' 糖 能力 工場 別 左の 如 


し。 

吳全城 工場 (花 蓮 港 廳吳全 城)  .六 ◦囉 
鯉 魚 尾 工場 (同  鯉 魚尾庄 ) . 五 〇 〇 噸 

A 私設 鐡 道. 大正 ニ 年期 又は 三年 期に 於て 布設さ る 可き も 目下 鯉® 
尾 工場の 機 槭運轉 する に 至ら ざれば、 急遽 之が 事業を 起工す るの 必 1. 
なきな り。 

A 會 社の 幹部 SQ 幹部 重役の 氏名 左の 如し。 即ち 第一 回 決算期に 
於け る 顔 振な り。 


取締役 社長 荒 井泰治 
取締役 橋 哲 
取 締役原 脩ニ郞 
監査 役 藤 崎 三郞助 


常務取締役 
取 締役 
取締役 
監査役 


橋 本. 貞夫 
安藤 達 ニ 
高 橋是賢 
靑地 玄三郞 

三 〇 九 


三 f 〇 

監 查 役 岡 田裕ニ 

▲臺東 製糖 株式 會社 (散 正 一一 怒 

▲資本金 三 西 五十 萬圓  ▲拂込 金 八十 七萬圓 

△沿革 組織 同社は 大正 ニ 年 春季 創立せられ たる ものなる が、 即ち 臺 
東廳卑 南に 存在せ し 野 田 製糖 場を 基礎 VJ して 赤 糖を 製造し、 更に 里瓏 
の 新鄕 製糖 場を 買收 し、 漸次 新式 機械を 据附け 分 蜜 糖を 製造 せんどす 
るの 計 劃 あり。 右. 資本金を 三百 五十 萬圓 VJ し、 此の 內八 十七 萬 除 圓の拂 
込 金 あり。 現在 赤 糖 製造に 從 事す。 

A 原料 採取 區域 同社の 原料 採取 區域 は、 臺 東廳卑 南の 原野 ー帶 にし 
て孰れも #/ 開墾地なるが、區域內田圍面積は七千四百餘甲步な\他の 
製糖 會社 VJ 著しく 異れ る點ゆ 、勞働 者の 大部分は 蕃人なる 事に して、 目 
下 盛に 蔗圍 の擴 張に 從ひ g れ り。 


A H 埸ビ 能力 同社 工場は ニ 個所なる が、 孰れ も 大正 五 年度ょ b 製糖 
に 着手す 可く、 目下は 其の 準備中な b。 即ち 總噸數 五 百噸に して、 之 令 H 
一場 別に すれば 左の 如し。 

卑南 工場 (臺 東廳卑 南庄)  三 五 〇噸 
里瓏 工場 (同  里 攏庄)  一 五 〇 噸 
A 私設 鐡道 製糖を 開始す るに 至ら ば 原料 運搬の 爲め 私設 鐵 道を 布 
設す るに 至る 可し。 

A 會 社の 幹部 社長は 男爵 安場 末 喜な b ビ す。 卸ち 男爵 野田豁 通に 代 
b て 就任せ る ものな り。 

\ ▲臺南 製糖 株式 會社藏 正 一一 S) 

| ▲資本金 三百 萬圓  ▲拂込 金 七十 五萬圓 

厶沿革組裁 同社は 大正 ニ 年 二月 創立され。 資本金 三百 萬 圓に對 し 七 


十五 萬圓. の拂込 金 あ b。 即ち 四十 四 年を 以て 設立せられ たる 永 興 製糖 
を繼 承せ る ものな b。 

I A 原料 採取 區域 同社 原料 採取 區域 は、 臺南廳 噍吧哞 附近 ー帶 にして、 
| 區域內 に 於け る田圍 面積 四千 五 百甲步 あり。 猶擴張 さる 可き なり。 

A 工場 V」 能力 同社は 一個の 工場を 有し、 旣に 四十 五 年期ょ b 作業を 
開始せ るが、 即ち 製糖 能力 左の 如し。  . 

I H 場 ( 臺 南廳噍 吧啤庄 ) 三 〇〇噸 
A 私設 鐵道 原料 運搬を 目的 どす る爲 めに 布設の 許可を 得た るは 六 
哩七な b ビ す。 

A 會 社の 幹部 同社 幹部 重役の 氏名 左の 如し。 即ち 六月 三十日 第一 決 
算 期に 於け る 顔 振な bo 

取締役 社長 鈴 木 梅四郞  常務取締役 河 井 芳太齓 
常務取締役 川上 熊吉  取締役 原 邦 造 


取締役 岩 崎淸七 
取締役 吳 汝祥 
監 查 役 高 津彼面 
監査役 張 作 人 


取締役 陳 鴻鳴 
監 查 役 安部 幸 之 助 
監査役 里 見四郞 
監査役 吳純  仁 


第參章 改良 糖 廍槪觀 

本島に 於け る 改良 糖廍 は、 分 蜜 糖 製造を 目的 どす る 新式 工場の 爲め 
に、 其の 領域を 奪 はれた る觀ぁ る も、 猶 新式 工場を 設立す る 迄の 鹿圍面 
.積を 有せざる 土地 或は. 新式 工場の 大規模を 不便 どす る 土地に 在 むて 
は K 然 V」 して 營 業せられ、 今後 ど 雖も猶 此の 特色を 維持して 存在す る 
者少か らざる 可し 

改良 糖廍に 放 資せる 資本金は、 主 どして 本島人の 出資に 係り 從て 資本 
極めて 少額な b V」 雖 も、 全體を 通算す. れば 、新式 工場を 有する 製糖 會社 

三 ニニ 


三 一四 

兼 營に據 る 資本を 除き 大正 元年 末に 於て 四百 十一 萬 四千 圓に 及ぶ を 
一見る。 而 して 之が 採取 區域に 於け る田圚 面積は、 田 五 萬 ニ 千 五 百 六十 八 
甲、 圍三萬 三千 五 百 五十 四 甲、 合計 八 萬 六 千 百 二十 ニ 甲に して、 之. が 能力 
は 六 千 百 二十 噸な b。 即ち 步留八 分 五 厘、 作業 日數百 二十 HVJ する 時は、 
六 千 七 百 九十 ニ 萬 三千 斤の 砂糖を 生産す。 以上は 四十 四 年期に 於け る 
一 統計表を 基礎 しての 槪算な るを 以て、 今日に 於て は 會社 買收 等の 影 
| 響に 據 り、 是れ以 下に ある 事を 想像す るに 難から ざるが、 各廳列 工場 及 
一び 其の 製糖 能力を 示せば 左の 如し。 

| 即ち 大正 元年 末 現在に 統計な り。 

▲宜  蘭 
所有者 
宜蘭 製糖 公司 (七 張庄) 

同 分工場 (茅 仔蘩庄 ) 


廳 


能 力 

si 


〇〇 


資 本 •金 

円 

七〇、〇〇〇 


▲新  竹 廳 
南 日本製 糖會社 (水. 田庄) 

南 湖 製糖 公司 (南 湖庄) 

▲臺  中 廳 
紀 木 崚(北 勢 坑庄) 

臺灣赤 糖會社 (芬 圍庄) 

愛 久澤直 哉 (漏 磘庄) 

臺灣赤 糖會社 (土 牛庄) 
辜顯榮 (頂 養 庄) 

同 (大排 沙庄) 

同 (三省 庄) 

同 (連 交 厝庄) 

同 (萬 興庄) 


三 一 〇 新式に 含む 
六 〇 六 〇、〇 〇 〇 

四 〇 一 五、 〇〇〇 
八 〇 三、〇〇〇、〇.〇〇 
八 〇 四 〇、〇 〇 〇 
一 〇〇  I 
六 _9 
六 〇 

ニ 四 〇_  ニ 六 〇、〇〇〇 
i 六 〇 
四 P 


三 一 五 


林 維 朝 (溪底 § 六 〇 
楊 吉臣外 ニ 名 (溝 墘庄)  八 〇 
北 興 製糖 會社 (月 眉庄)  四 0 0 
同 ( 山脚庄 ) ニ 〇 〇 一 
、 ▲南  投 廳 
臺灣赤 糖會社 ( 柴橋 頭庄)  六 〇 
同 (社 蓁庄 ) ， 八 〇 
林 瑞 騰 (龜仔 頭庄)  六 〇 
黃春帆 外 三 名 (鄕親 蔡庄)  四 〇 
雲井 拓殖 會社 (下崁 庄) ■ 一 〇〇 

▲嘉  義 廳 
臺灣赤 糖會社 (竹 額 崎， 庄)  四 〇 
同 (白 芒 埔 皮)  六 〇 


ニ 〇、〇 〇 〇 
ニ 〇、〇 〇 〇 

新式に 含む 


四 〇、〇_〇〇 
.一八、 〇〇〇 
六 五、 〇 〇 〇 


同 (灣 橋庄) 

同 ( 鹽舘庄 ) . 

同 (轆仔 脚 庄) 

有 馬 彥袁大 诳 圔庄) 

魏博文 外 一名 ( 獅仔 頭庄) 

赤 司 初 太 郞兪大 埔庄) . 

辜 顯 滎 (蔴 圍庄) 

斗 六 製糖 會社 ( 大崙庄 ) 

辜 顯 榮 (烏 塗 仔庄) \ 

富 地 近 思 (奮 庄) 

▲臺  南 廳 
明治製糖維新ェ場(八份庄)、 

臺南 製糖 二重 溪 工場 三重 溪庄) 


四 〇 
四 〇 
六 〇 
一 〇〇 
六 〇 
六 〇 
八 〇 
三 〇〇〇 
八 〇 
一六 〇 

ニ 〇 


ニ 〇 


八〇、〇〇〇 
一六、 6 0 0 
ニ 五、 〇 〇 〇 
四 〇、〇 〇 〇 
新式に 含む 
四 〇、〇〇 〇 
ニ 六、 七 〇 0 

新式に 含む 
同 

三 一七 


陳晋  e (無水 蔡庄) 

▲阿  糇 廳 
安藤 達 ニ (加 祿堂庄 ) 

赤 司 初太郞 (新 威庄) 

陳 晋 臣 (內 埔庄) 

同 (狗氲 氤庄) 

吳 臥 雙萊仔 坑庄) 

陳 晋 戽十張 犁庄) 

< 臺 東 廳 
增永 三吉外 五名： 里櫳 虫) 

野田豁 通； 卑南 生) 

▲花  蓮 港 廳 
臺東拓殖會社(直蘭庄) 


四 〇 

六 〇 
四 〇 
〇〇 
六 〇 
四 〇 
四 〇 

四 〇 
四 〇 
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計 四、 三 ニ 〇 . 四、 一一 四、 八 五 ニ 
右の 內北港 製糖 山 仔 脚 工場 及び 明治 製糖 維新 工場は 作業せ ず。 大正 
ニ 年期に 取拂は る 可き t のは、 辜顯榮 (蔴 圍庄) 魏博 文、 臺東 拓殖芨 蘭 工場、 
富烛近 思の 四 糖 廍及ぴ 大正 四 年期に 於て は、 野 田、 增永 ニ糖廍 な b VJ す。 

一又 大正 四 年期に 於て 辜顯榮 の大排 沙庄、 三省 庄、 萬 興庄の 四糖廍 合一し 
て 新式 製糖 工場 VJ なる 可し。 

第 四 章 在来 糖 廍槪觀 

本島に 於け る 在 來糖廍 は、 全島に 於て 二百 五十 四を 算す。 即ち 舊 式の 
牛の 勞 役に 依りて 甘蔗を 壓 搾し、 製造は 總て 人の 勞 役に 依りて 行 ふの 
頗る 簡易なる ものな \ 故に 改良 糖廍の 規模を 要求せ ざる 僻地に 於て 
は 此の 在 來糖廊 を 最も 便利 VJ する を 以て、 今 猶五千 萬 斤の 生產 力を 示 
しつ、 あり。 
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是 等の 資本金 VJ しては、 幾何を 計上す る やは 剑然せ ざれ V」 も、 多くは 本 
鳥人の 經營に 係る 事 在 來糖廍 の 比な b。 而 して 此の 資本金は 簡單な る 
小屋 掛の內 に 二三の. 签を 据附 くる 外 極めて 粗末なる 壓搾 石臼の 購入 
費に 宛てら る、 のみな れば、 普通の 農家に 於て 容易に 營 業し 得られ、 總 
て 自家 勞カを 出す を 以て、 收益亦 充分な b。 而かも 自家 勞カ ビ雖 も、 之を 
製糖 期に 多くを 消費し、 他の 時は 隨意 普通の 農作に 從 事し 得る を 以て、 
單に勞 力； 經濟 上よ b 見る も、 小農 家 VJ しては 利益 多き 事業 VJ す 可し。 
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賣販造 製糖 精 並 糖 粗 


本 社 東京 府東葛 飾 郡 砂 村 
東京 出張所  東京 市日 本 橋區蠣 殼町參 丁目 
東京 H 塲 東京 府東葛 飾 郡 砂 村 

大日 本 製糖 株式 會社 

大 阪エ塲  大阪府 東 成 郡 城 北 村 
大 里エ塲  福！： 縣大里 町 
臺灣 H 塲 嘉義 廳五間 )# 
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_ 三 

5 所 § 所姦所 杏 店 
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粉 縠料米 


橫濱市本-四 
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拉 日 

製耀 


墟 製 

枝 全 
齡國 
饼ー 
糸 EJ 

販反 

賣刻 


臺灣 耋南大 井頭 街 

增田屋 安部 幸 兵 衞臺灣 支店 

. 電馨號；ーーー =5 | 

東京 市日 本 橋 區小網 町末廣 河岸 ニ號地 

增田屋 安部 幸 兵 衛棘 出張所 

s 一七 七 ^ 

I 霍花觀 S 

} 橫濱市 南 仲 通 三 丁目 

增 S 屋 安部 幸 兵衛 商店 

S 話 1 O J 

大阪市 南 區末吉 橋 通 ニ 丁目 

增 日® 安部 幸 兵 衛大阪 支店 

長 電話 一 五 七 S 番 

沖 繩縣那 覇區東 千 六 百 八十 五番 地 

增 S 屋 安部 幸 兵衞 妙舰 沖繩 出張店 

電話 番號六  番 


